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探探究究活活動動のの教教育育心心理理学学的的検検証証教教育育効効果果

科科学学部部・・希希望望者者

22nndd SSttaaggee        BBiilldd UUpp型型のの開開発発
SSoocciieettyy55..00ややSSDDGGssにに向向けけてて必必要要なな
新新たたなな科科目目・・教教材材・・指指導導法法をを開開発発

3rd Stage   Break Down型の開発
県県内内普普及及をを果果たたすすここととをを目目標標にに、、学学年年規規模模
のの集集団団でで効効率率化化・・小小予予算算化化をを目目指指ししてて開開発発

11sstt SSttaaggee    高高いいモモチチベベーーシショョンンのの
少少人人数数対対象象のの開開発発

高高いいモモチチベベーーシショョンンのの小小規規模模集集団団にに、、
試試行行的的にに教教材材をを提提供供しし、、効効果果をを探探るる。。

4th Stage SSSSHH事事業業成成果果のの広広報報・・普普及及
本本校校SSSSHH事事業業成成果果をを多多様様なな普普及及のの機機会会でで普普及及すするる
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AACCTTMMFF

本本県県・・地地域域へへ優優れれたた人人材材のの供供給給学校の教育方針

向向上上心心

持持続続性性

協協働働性性

創創造造力力

Togetherness

Ambition

Creativity

Sustainability

第１期

３３年年間間
第２期

第３期

第４期 ５５年年間間
＋＋
１１年年間間

５５年年間間
＋＋
２２年年間間

宮宮崎崎北北高高等等学学校校ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル事事業業

地域創生に携わる科学技術人材を育成する教育プログラムの研究開発
スーパーサイエンスハイスクール第４期事業 基礎枠

宮崎県立宮崎北高等学校

スステテーージジごごととのの目目的的・・規規模模事事業業開開発発 新新教教科科やや教教材材のの教教育育ココンンテテンンツツをを開開発発すするる本本校校ののパパイイロロッットト学学科科サイエンス科

経経過過措措置置２２年年間間でで持持続続的的なな運運営営体体制制をを検検討討

宮宮崎崎北北高高校校

経経理理面面のの強強化化 →→  外外部部助助成成金金のの獲獲得得・・受受益益者者負負担担
組組織織改改編編 →→  開開発発専専門門部部署署のの設設置置（（開開発発後後はは他他のの校校務務分分掌掌へへ移移管管））

→→  年年次次報報告告書書をを「「教教員員のの研研究究活活動動論論文文集集」」にに変変更更
→→  運運営営指指導導委委員員会会をを「「教教員員のの研研究究成成果果発発表表会会」」にに変変更更
→→  全全職職員員でで探探究究活活動動をを指指導導・・「「AACCTT委委員員会会」」のの設設置置

連連携携体体制制のの強強化化 →→  地地域域とと協協働働（（WWiinn--WWiinnのの関関係係））・・国国際際連連携携もも連連動動

全全国国平平均均よよりり年年早早くく高高齢齢化化がが進進むむ宮宮崎崎県県はは、、若若年年層層のの
流流出出がが止止ままららずず、、そそのの結結果果、、県県内内のの科科学学技技術術人人材材がが不不
足足しし、、本本校校ののSSSSHH事事業業連連携携機機関関でで困困りり感感がが生生じじたた。。

創創造造力力育育成成１１デデザザイインン思思考考ののフフレレーームムワワーークク

・・生生徒徒ががデデザザイインン思思考考ののフフレレーームムワワーーククをを駆駆使使ししてて探探究究活活動動
しし、、教教員員もも生生徒徒ととととももにに探探究究型型学学習習のの指指導導をを改改善善ししてていいくく

創創造造力力育育成成２２ププロロググララミミンンググととビビッッググデデーータタのの活活用用

・・ププロロググララミミンンググでで画画像像解解析析ややデディィーーププララーーニニンンググをを探探究究活活
動動にに活活用用しし、、ＩＩＣＣＴＴ機機器器活活用用技技術術をを習習得得すするる

創創造造力力育育成成３３ププロロトトタタイイププとと試試技技ででモモノノづづくくりり

・・習習得得知知識識ととデデザザイインン思思考考をを活活用用ししてて体体験験的的にに法法則則性性をを学学ぶぶ

DDSS

SSTT

MMFF
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MMFF 郷郷土土のの誇誇りり１１自自然然ととのの共共生生社社会会をを学学ぶぶ

・・自自然然、、社社会会経経済済、、教教育育文文化化がが共共生生ししたた持持続続可可能能なな社社会会
・・広広大大なな照照葉葉樹樹林林、、多多様様でで貴貴重重なな生生物物種種をを保保護護すするる自自然然環環境境

郷郷土土のの誇誇りり２２最最高高ククララススのの食食のの安安全全をを学学ぶぶ

・・最最高高ククララススのの残残留留農農薬薬分分析析とと成成分分分分析析技技術術
・・綾綾町町のの有有機機農農業業ととエエココササイイククルルシシスステテムム

郷郷土土のの誇誇りり３３持持続続可可能能ななエエネネルルギギーーににつついいてて学学ぶぶ

・・発発電電効効率率のの高高いいＣＣＩＩＳＳソソーーララーーパパネネルル制制作作

FFWW EESS

EESS

EESS

RRJJ
地地域域のの課課題題にに気気付付いいててほほししいい

科学探究ACT-SI

START

地地域域のの課課題題をを解解決決しし
ててみみんんななにに喜喜んんででほほ
ししいい

地地域域のの課課題題をを解解決決すするる
たためめにに解解決決すすべべきき小小ささ
なな課課題題ががいいくくつつももああるる

自自分分達達がが達達成成ででききなな
くくててもも、、研研究究動動機機がが
地地域域課課題題にに結結びびつついい
てていいれればば、、後後輩輩がが
受受けけ継継いいででくくれれるる

先先輩輩のの残残ししててくくれれ
たた成成果果ををヒヒンントトにに、、
新新たたなな切切りり口口でで研研
究究をを進進めめるる

宮宮崎崎のの課課題題

地域探究ACT-LI

学びを実践する機会

生生徒徒がが地地域域のの問問題題・・課課題題にに対対しし、、主主体体的的にに挑挑戦戦すするる探探究究活活動動学学びびのの実実践践

地地域域のの価価値値やや課課題題をを見見出出すす力力をを育育成成郷郷土土をを知知るる

IIEE

IIEE

IIEE

地域企業研究機関

SSoocciieettyy55..00でで活活躍躍ででききるる力力をを育育成成創創造造力力のの育育成成

PPTT

DDSS

OOLL

FFWW

EESS IIEE

DDSS

SSTT

GGPP

AACCTTMMFF

RRJJ

OOLL

PPTT

SScciieennttiiffiicc TThhiinnkkiinngg

EEaarrtthh  SScciieennccee

PPrreesseennttaattiioonn＆＆TThheessiiss

DDaattaa SScciieennccee

ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ

GGlloobbaall  pprroogguurraammiinngg講講座座

OOppeenn  LLaabboo

国国際際交交流流

フフィィーールルドドワワーークク

理理系系女女子子支支援援講講座座

地地域域探探究究・・科科学学探探究究

地地域域探探究究やや科科学学探探究究にによよりり認認知知的的欲欲求求のの変変
化化をを認認知知的的欲欲求求尺尺度度でで計計測測しし、、自自己己調調整整学学
習習方方略略とと教教師師のの効効果果的的なな介介入入をを調調べべるる。。
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外発的動機付けのみ
で勉強する生徒

内発的動機付けの学びへ！
創造力を持ち、イノベーションを

起こす人材の育成！！

研究開発の目的

新しい価値を創造する科学人材の育成
学校設定科目: ACT-SI

新しい価値を
つくる！

デデザザイインン思思考考をを学学ぶぶ

本本格格的的なな実実験験ががススタターートト！！

ACT-SI 2: 仲間と一緒に研究を育てていく！

ACT-SI 1: 仲間と一緒に研究の芽を生やす！

33年年生生ででもも,,  ももっっとと実実験験！！

プレ探究での学びを
武器に未知への挑戦！

生徒はACT-SI によって新しい価値の創造を学んだ！ → 受賞多数！ 県内最多！

ACT-SI 3: 仲間と一緒に研究の花を開く！

オオリリジジナナルル教教材材ででデデザザイインン思思考考((論論理理的的思思考考・・批批
判判的的思思考考・・複複眼眼的的思思考考・・水水平平思思考考))をを学学ぶぶ。。

デデーータタ収収集集，，分分析析方方法法，，研研究究予予算算のの使使いい方方ななどど
をを指指導導者者とと対対話話ししななががらら綿綿密密にに計計画画ししてていいくく。。

11年年生生のの内内かからら予予備備実実験験ををししてて,,  本本格格的的なな実実
験験にに備備ええるる。。

週週22時時間間のの科科学学探探究究＆＆OOppeenn  LLaabbでで探探究究にに費費ややすす時時間間をを確確保保！！
指指導導者者はは””答答ええ””はは絶絶対対にに言言わわなないい。。自自分分たたちちでで道道をを切切りり拓拓くく！！

DDSS,,  MMFF,,  FFWW  のの学学んんだだここととをを活活かかせせるるチチャャンンスス！！
オオリリジジナナルルののﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｸｸﾞ゙ﾗﾗﾑﾑやや実実験験装装置置をを手手作作りり！！

全全員員ががﾎﾎﾟ゚ｽｽﾀﾀｰーをを作作成成しし,,  外外部部研研究究者者へへププレレゼゼンン！！
22年年生生かからら外外部部のの大大会会へへ出出場場すするるチチーームムもも！！！！

中中間間発発表表会会ででのの助助言言をを活活かかしし,,  33年年生生ででもも追追加加のの実実験験をを行行うう。。

発発表表練練習習でで研研究究のの理理解解をを深深めめ,,ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝのの仕仕方方をを身身ににつつけけるる。。
すすべべててのの研研究究ググルルーーププがが外外部部大大会会出出場場をを目目指指すす。。

33年年間間のの研研究究成成果果をを科科学学論論文文ににままととめめるる。。
学学術術誌誌へへのの掲掲載載をを目目指指しし,,  統統一一のの書書式式でで書書きき上上げげるる！！

客客観観性性ののああるる研研究究計計画画書書のの作作成成

22年年生生へへ向向けけてて予予備備実実験験

外外部部研研究究者者へへ自自分分のの研研究究をを発発表表

ププレレ探探究究活活動動のの学学びびをを活活用用

統統一一書書式式をを用用いいてて科科学学論論文文のの執執筆筆

発発表表練練習習＆＆外外部部大大会会へへのの全全員員参参加加

ＤＳ ＭＦ

ＳＴＥＳ

ＰＴ
ＦＷ

ＡＣＴ－ＳＩ

学びで得た知識を活用！
思考力と主体性を育成！

ププレレ探探究究活活動動ででのの学学びびををAACCTT--SSIIでで活活用用しし,,  思思考考力力とと主主体体性性をを育育みみ,,  科科学学リリテテララシシーーをを
備備ええたた 新しい価値を創造する科学人材の育成 をを目目指指ししてていいるる。。

フフレレーームムワワーーククにによよるるテテーーママ設設定定
フフレレーームムワワーークク等等をを活活用用ししたたデデザザイインン思思考考でで
自自分分たたちちオオリリジジナナルルののテテーーママをを作作るる。。

オオリリジジナナルル
ギギアア！！

養養蜂蜂箱箱
DDYYIIだだ！！

◀デザイン思考の
フレームワークを活用！例: マンダラート

トレードオフマトリクス

研究をブラッシュアップ！

チームでの
議論

先生と対話し
弱点を発見

研究を世界に発信！
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デデーータタ収収集集，，分分析析方方法法，，研研究究予予算算のの使使いい方方ななどど
をを指指導導者者とと対対話話ししななががらら綿綿密密にに計計画画ししてていいくく。。

11年年生生のの内内かからら予予備備実実験験ををししてて,,  本本格格的的なな実実
験験にに備備ええるる。。

週週22時時間間のの科科学学探探究究＆＆OOppeenn  LLaabbでで探探究究にに費費ややすす時時間間をを確確保保！！
指指導導者者はは””答答ええ””はは絶絶対対にに言言わわなないい。。自自分分たたちちでで道道をを切切りり拓拓くく！！

DDSS,,  MMFF,,  FFWW  のの学学んんだだここととをを活活かかせせるるチチャャンンスス！！
オオリリジジナナルルののﾌﾌﾟ゚ﾛﾛｸｸﾞ゙ﾗﾗﾑﾑやや実実験験装装置置をを手手作作りり！！

全全員員ががﾎﾎﾟ゚ｽｽﾀﾀｰーをを作作成成しし,,  外外部部研研究究者者へへププレレゼゼンン！！
22年年生生かからら外外部部のの大大会会へへ出出場場すするるチチーームムもも！！！！

中中間間発発表表会会ででのの助助言言をを活活かかしし,,  33年年生生ででもも追追加加のの実実験験をを行行うう。。

発発表表練練習習でで研研究究のの理理解解をを深深めめ,,ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝのの仕仕方方をを身身ににつつけけるる。。
すすべべててのの研研究究ググルルーーププがが外外部部大大会会出出場場をを目目指指すす。。

33年年間間のの研研究究成成果果をを科科学学論論文文ににままととめめるる。。
学学術術誌誌へへのの掲掲載載をを目目指指しし,,  統統一一のの書書式式でで書書きき上上げげるる！！

客客観観性性ののああるる研研究究計計画画書書のの作作成成

22年年生生へへ向向けけてて予予備備実実験験

外外部部研研究究者者へへ自自分分のの研研究究をを発発表表

ププレレ探探究究活活動動のの学学びびをを活活用用

統統一一書書式式をを用用いいてて科科学学論論文文のの執執筆筆

発発表表練練習習＆＆外外部部大大会会へへのの全全員員参参加加

ＤＳ ＭＦ

ＳＴＥＳ

ＰＴ
ＦＷ

ＡＣＴ－ＳＩ

学びで得た知識を活用！
思考力と主体性を育成！

ププレレ探探究究活活動動ででのの学学びびををAACCTT--SSIIでで活活用用しし,,  思思考考力力とと主主体体性性をを育育みみ,,  科科学学リリテテララシシーーをを
備備ええたた 新しい価値を創造する科学人材の育成 をを目目指指ししてていいるる。。

フフレレーームムワワーーククにによよるるテテーーママ設設定定
フフレレーームムワワーークク等等をを活活用用ししたたデデザザイインン思思考考でで
自自分分たたちちオオリリジジナナルルののテテーーママをを作作るる。。

オオリリジジナナルル
ギギアア！！

養養蜂蜂箱箱
DDYYIIだだ！！

◀デザイン思考の
フレームワークを活用！例: マンダラート

トレードオフマトリクス

研究をブラッシュアップ！

チームでの
議論

先生と対話し
弱点を発見

研究を世界に発信！

能力の育成 主体的な活動 表現学習

宮崎の魅力を発見し、発信できる地域人材の育成

デディィベベーートトやや地地域域企企業業研研修修ななどどをを行行いい、、情情報報収収集集能能力力やや、、デデーータタをを
ままととめめるる力力ななどどここれれかかららのの社社会会をを「「生生ききるる力力」」をを身身ににつつけけるる

3年間の学習計画

一年次
能力の育成

宮宮崎崎のの魅魅力力をを発発見見しし
発発信信ででききるる地地域域人人材材のの育育成成

宮宮崎崎北北高高校校 地地域域探探究究：：AACCTT--LLII

二年次
主体的な活動

自自分分のの興興味味・・関関心心ののああるるテテーーママににつついいてて主主体体的的にに探探究究活活動動をを行行うう。。
テテーーママはは部部活活動動やや地地域域のの課課題題ななどど自自分分でで決決めめてて行行うう。。

三年次
表現学習

ポポススタターーやや論論文文のの作作成成をを行行いい、、MMSSEECCフフォォーーララムムででのの発発表表をを目目的的ととしし
てて活活動動をを行行うう

地地元元企企業業研研修修

企企業業をを訪訪問問しし、、SSDDGGssへへのの提提案案ををすするる

次次年年度度にに向向けけたた活活動動

興興味味ののああるる分分野野をを整整理理しし自自己己分分析析をを行行うう

デディィベベーートト

思思考考力力、、論論理理力力ななどどをを身身ににつつけけるる

調調査査活活動動

探探究究活活動動合合同同発発表表会会

研研究究のの中中間間発発表表をを行行いい、、相相互互評評価価をを行行うう

校校内内外外ででアアンンケケーートトややイインンタタビビュューー、、フフィィーー
ルルドドワワーークク等等をを行行いい、、地地域域のの人人々々ととふふれれああいい、、
意意見見をを聞聞ききななががらら地地域域のの課課題題をを考考察察ししてていいくく

ポポススタターー・・論論文文のの作作成成

MMSSEECCフフォォーーララムム

MMSSEECCフフォォーーララムムででのの研研究究発発表表（（対対面面型型日日本本
語語発発表表・・オオンンラライインン英英語語発発表表にに参参加加））

ポポススタターーとと論論文文形形式式ででのの発発表表をを行行いい、、研研究究
成成果果をを形形ととししてて表表現現すするる術術をを学学ぶぶ
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創って使えるデータサイエンス人材の育成

DDaattaa SScciieennccee ((DDSS))  のの内内容容 MMaannuuffaaccttuurriinngg ((MMFF))  のの内内容容

DDaattaa SScciieennccee ((DDSS))  のの流流れれ MMaannuuffaaccttuurriinngg ((MMFF)) のの流流れれ

ＰＰＢＢＬＬ課課題題にに取取りり組組むむ～～生生徒徒同同士士のの学学びび合合いいでで課課題題ををククリリアア～～

チチェェッックク＆＆口口頭頭試試問問 ～～個個々々のの能能力力にに合合わわせせてて無無理理ななくく次次へへ～～

課課題題発発表表～～当当日日発発表表のの課課題題ににチチーームムでで立立ちち向向かかうう～～

製製作作・・試試技技～～議議論論とと試試行行錯錯誤誤でで複複眼眼的的思思考考をを養養うう～～

競競技技 ～～ララテテララルルなな発発想想がが勝勝負負のの分分けけ目目！！～～

DDSSととMMFFのの成成果果はは科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））でで十十分分にに発発揮揮さされれてていいるる！！ 成成果果のの普普及及
・・県県内内高高校校生生ににＭＭＦＦでで探探究究指指導導
・・県県内内高高校校生生ににDDSS統統計計手手法法のの出出前前講講義義
・・県県内内小小中中学学生生ににＭＭＦＦでで試試行行錯錯誤誤体体験験

本本校校独独自自ののレレシシピピ教教材材にによよるる学学習習～～自自分分ののペペーーススでで学学ぶぶ～～

２２００２２２２年年もも県県大大会会・・九九州州大大会会ででのの受受賞賞はは多多数数！！
ささららにに全全国国大大会会ででのの受受賞賞実実績績もも継継続続！！

【【22002222年年のの主主なな全全国国大大会会実実績績】】

◆◆ 第第 6666 回回 日日本本学学生生科科学学賞賞 入入選選３３等等

◆◆ 高高校校生生・・高高専専生生科科学学技技術術チチャャレレンンジジ（（JJSSEECC22002222））
入入選選＆＆佳佳作作

◆◆第第１１３３回回坊坊ちちゃゃんん科科学学賞賞 優優良良入入賞賞＆＆入入賞賞＆＆佳佳作作

GGooooggllee  WWoorrkkssppaacceeをを活活用用

EExxcceellでで学学ぶぶ統統計計学学 （（１１年年））
・・EExxcceellのの基基本本
・・測測定定デデーータタのの種種類類ととググララフフ表表現現
・・代代表表値値，，標標準準偏偏差差とと分分散散
・・箱箱ひひげげ図図，，ヒヒスストトググララムム
・・散散布布図図，，相相関関係係数数，，無無相相関関検検定定
・・11群群のの tt  検検定定,,対対応応ののああるる tt  検検定定
・・ススチチュューーデデンントトのの tt  検検定定，，ウウェェルルチチのの tt  検検定定

PPyytthhoonn でで学学ぶぶ画画像像処処理理（（２２年年））

・・ププロロググララミミンンググのの基基礎礎
・・画画像像のの読読みみ込込みみとと表表示示
・・閾閾値値，，二二値値化化，，色色のの抽抽出出
・・ナナンンババリリンンググ処処理理，，カカウウンントト処処理理
・・iiff 構構文文，，ffoorr  構構文文
・・座座標標指指定定，，関関心心領領域域，，重重心心検検出出
・・モモルルフフォォロロジジーー変変換換
・・フフーーリリエエ変変換換

ククララフフトトPPBBLL
MMaannuuffaaccttuurriinnggととはは””ももののづづくくりり””のの意意味味。。
探探究究活活動動ににおおけけるる「「頭頭のの中中ののイイメメーージジ」」とと
「「現現実実」」ののギギャャッッププをを埋埋めめるるたためめににププロロトトタタイイ
ププをを用用いいてて試試行行錯錯誤誤のの訓訓練練をを行行うう。。
ククララフフトトPPBBＬＬはは主主にに紙紙工工作作をを用用いいたたププロロトトタタ
イイププのの作作成成をを行行うう。。チチーームムでで議議論論ををししなながが
らら毎毎回回様様々々なな課課題題ををククリリアアししてていいくく。。

ププロロググララミミンンググＰＰＢＢＬＬ

ププロロググララミミンンググははトトラライイアアンンドドエエララーーをを繰繰

りり返返すす快快適適なな試試行行錯錯誤誤のの場場ででああるる。。

ＭＭＦＦででははRRaassppbbeerrrryy  PPiiをを用用いいててPPyytthhoonnにに

よよるるププロロググララミミンンググをを学学んんででオオリリジジナナルルのの

デデーータタロロガガーーやや自自動動観観測測カカメメララをを作作成成すす

るる。。ここれれららのの観観測測装装置置でで得得らられれたたデデーータタ

はは、、ＤＤＳＳでで学学んんだだ内内容容とと合合わわせせてて探探究究活活

動動にに活活かかししてていいくく。。

高高校校生生にに求求めめらられれるる資資質質・・能能力力がが大大ききくく変変化化すするる≪≪SSoocciieettyy55..00≫≫にに対対応応ししたた授授業業開開発発
デデーータタのの適適切切なな処処理理能能力力・・ビビッッググデデーータタのの活活用用能能力力をを育育成成すするる ＤＤａａｔｔａａ ＳＳｃｃｉｉｅｅｎｎｃｃｅｅ
ププロロトトタタイイププにによよるる試試行行錯錯誤誤でで研研究究にに必必要要なな能能力力をを育育成成すするるＭＭａａｎｎｕｕｆｆａａｃｃｔｔｕｕｒｒｉｉｎｎｇｇ
身身ににつつけけたたデデーータタ処処理理能能力力をを科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））でで発発揮揮すするる

でで育育成成すするるデデーータタササイイエエンンススのの活活用用能能力力

開開発発成成果果

ＤＤＳＳのの導導入入
2021年以降は
大半の生徒が
プログラミングを
研究に活用中！

本本校校主主催催「「わわくくわわくくササイイエエンンスス教教室室」」でではは
高高校校生生がが考考案案ししたたＭＭＦＦをを開開催催ししたた

口口頭頭試試問問でで理理解解度度チチェェッックク

教教員員にによよるる助助言言指指導導をを受受けけななががらら
理理解解をを深深めめてていいくく

進進捗捗にに合合わわせせたたPPBBLLをを課課題題にに各各自自挑挑戦戦 学学びび合合いいでで主主体体的的にに取取りり組組むむ

タタブブレレッットトをを併併用用オオリリジジナナルル動動画画教教材材 基基本本的的にに33  人人一一組組でで行行うう
ププロロググララミミンンググPPBBLLでで
用用いいるるママイイココンン

ククララフフトトPPBBLLはは紙紙ととハハササミミのの
試試行行錯錯誤誤がが基基本本

試試技技をを行行っってて微微調調整整すするる
「「議議論論ししすすぎぎてて時時間間切切れれ」」
ににななららなないいよよううにに……！！

毎毎回回ババララエエテティィにに富富んんだだ
製製作作物物がが完完成成すするる

ＭＭＦＦはは主主体体性性・・協協働働性性をを育育むむ
ククララフフトトPPBBLL同同様様、、ププロロググララミミンンググPPBBLLもも
十十人人十十色色ののススククリリププトトがが完完成成すするる
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創って使えるデータサイエンス人材の育成

DDaattaa SScciieennccee ((DDSS))  のの内内容容 MMaannuuffaaccttuurriinngg ((MMFF))  のの内内容容
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ＰＰＢＢＬＬ課課題題にに取取りり組組むむ～～生生徒徒同同士士のの学学びび合合いいでで課課題題ををククリリアア～～

チチェェッックク＆＆口口頭頭試試問問 ～～個個々々のの能能力力にに合合わわせせてて無無理理ななくく次次へへ～～

課課題題発発表表～～当当日日発発表表のの課課題題ににチチーームムでで立立ちち向向かかうう～～

製製作作・・試試技技～～議議論論とと試試行行錯錯誤誤でで複複眼眼的的思思考考をを養養うう～～

競競技技 ～～ララテテララルルなな発発想想がが勝勝負負のの分分けけ目目！！～～

DDSSととMMFFのの成成果果はは科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））でで十十分分にに発発揮揮さされれてていいるる！！ 成成果果のの普普及及
・・県県内内高高校校生生ににＭＭＦＦでで探探究究指指導導
・・県県内内高高校校生生ににDDSS統統計計手手法法のの出出前前講講義義
・・県県内内小小中中学学生生ににＭＭＦＦでで試試行行錯錯誤誤体体験験

本本校校独独自自ののレレシシピピ教教材材にによよるる学学習習～～自自分分ののペペーーススでで学学ぶぶ～～

２２００２２２２年年もも県県大大会会・・九九州州大大会会ででのの受受賞賞はは多多数数！！
ささららにに全全国国大大会会ででのの受受賞賞実実績績もも継継続続！！

【【22002222年年のの主主なな全全国国大大会会実実績績】】

◆◆ 第第 6666 回回 日日本本学学生生科科学学賞賞 入入選選３３等等

◆◆ 高高校校生生・・高高専専生生科科学学技技術術チチャャレレンンジジ（（JJSSEECC22002222））
入入選選＆＆佳佳作作

◆◆第第１１３３回回坊坊ちちゃゃんん科科学学賞賞 優優良良入入賞賞＆＆入入賞賞＆＆佳佳作作
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EExxcceellでで学学ぶぶ統統計計学学 （（１１年年））
・・EExxcceellのの基基本本
・・測測定定デデーータタのの種種類類ととググララフフ表表現現
・・代代表表値値，，標標準準偏偏差差とと分分散散
・・箱箱ひひげげ図図，，ヒヒスストトググララムム
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・・ススチチュューーデデンントトのの tt  検検定定，，ウウェェルルチチのの tt  検検定定

PPyytthhoonn でで学学ぶぶ画画像像処処理理（（２２年年））

・・ププロロググララミミンンググのの基基礎礎
・・画画像像のの読読みみ込込みみとと表表示示
・・閾閾値値，，二二値値化化，，色色のの抽抽出出
・・ナナンンババリリンンググ処処理理，，カカウウンントト処処理理
・・iiff 構構文文，，ffoorr  構構文文
・・座座標標指指定定，，関関心心領領域域，，重重心心検検出出
・・モモルルフフォォロロジジーー変変換換
・・フフーーリリエエ変変換換

ククララフフトトPPBBLL
MMaannuuffaaccttuurriinnggととはは””ももののづづくくりり””のの意意味味。。
探探究究活活動動ににおおけけるる「「頭頭のの中中ののイイメメーージジ」」とと
「「現現実実」」ののギギャャッッププをを埋埋めめるるたためめににププロロトトタタイイ
ププをを用用いいてて試試行行錯錯誤誤のの訓訓練練をを行行うう。。
ククララフフトトPPBBＬＬはは主主にに紙紙工工作作をを用用いいたたププロロトトタタ
イイププのの作作成成をを行行うう。。チチーームムでで議議論論ををししなながが
らら毎毎回回様様々々なな課課題題ををククリリアアししてていいくく。。

ププロロググララミミンンググＰＰＢＢＬＬ

ププロロググララミミンンググははトトラライイアアンンドドエエララーーをを繰繰

りり返返すす快快適適なな試試行行錯錯誤誤のの場場ででああるる。。

ＭＭＦＦででははRRaassppbbeerrrryy  PPiiをを用用いいててPPyytthhoonnにに

よよるるププロロググララミミンンググをを学学んんででオオリリジジナナルルのの

デデーータタロロガガーーやや自自動動観観測測カカメメララをを作作成成すす

るる。。ここれれららのの観観測測装装置置でで得得らられれたたデデーータタ

はは、、ＤＤＳＳでで学学んんだだ内内容容とと合合わわせせてて探探究究活活

動動にに活活かかししてていいくく。。

高高校校生生にに求求めめらられれるる資資質質・・能能力力がが大大ききくく変変化化すするる≪≪SSoocciieettyy55..00≫≫にに対対応応ししたた授授業業開開発発
デデーータタのの適適切切なな処処理理能能力力・・ビビッッググデデーータタのの活活用用能能力力をを育育成成すするる ＤＤａａｔｔａａ ＳＳｃｃｉｉｅｅｎｎｃｃｅｅ
ププロロトトタタイイププにによよるる試試行行錯錯誤誤でで研研究究にに必必要要なな能能力力をを育育成成すするるＭＭａａｎｎｕｕｆｆａａｃｃｔｔｕｕｒｒｉｉｎｎｇｇ
身身ににつつけけたたデデーータタ処処理理能能力力をを科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））でで発発揮揮すするる

でで育育成成すするるデデーータタササイイエエンンススのの活活用用能能力力

開開発発成成果果

ＤＤＳＳのの導導入入
2021年以降は
大半の生徒が
プログラミングを
研究に活用中！

本本校校主主催催「「わわくくわわくくササイイエエンンスス教教室室」」でではは
高高校校生生がが考考案案ししたたＭＭＦＦをを開開催催ししたた

口口頭頭試試問問でで理理解解度度チチェェッックク

教教員員にによよるる助助言言指指導導をを受受けけななががらら
理理解解をを深深めめてていいくく

進進捗捗にに合合わわせせたたPPBBLLをを課課題題にに各各自自挑挑戦戦 学学びび合合いいでで主主体体的的にに取取りり組組むむ

タタブブレレッットトをを併併用用オオリリジジナナルル動動画画教教材材 基基本本的的にに33  人人一一組組でで行行うう
ププロロググララミミンンググPPBBLLでで
用用いいるるママイイココンン

ククララフフトトPPBBLLはは紙紙ととハハササミミのの
試試行行錯錯誤誤がが基基本本

試試技技をを行行っってて微微調調整整すするる
「「議議論論ししすすぎぎてて時時間間切切れれ」」
ににななららなないいよよううにに……！！

毎毎回回ババララエエテティィにに富富んんだだ
製製作作物物がが完完成成すするる

ＭＭＦＦはは主主体体性性・・協協働働性性をを育育むむ
ククララフフトトPPBBLL同同様様、、ププロロググララミミンンググPPBBLLもも
十十人人十十色色ののススククリリププトトがが完完成成すするる

PT

ST

科科学学リリテテララシシーーとと英英語語表表現現のの育育成成

Scientific Thinking(高１)…科学的思考・科学リテラシーを英語で学ぶ

Presentation and Thesis(高３) …自分の研究を発表・英語論文の作成

ポスターセッション 英語論文作成
まず日本語で論文を作り、それ
を元に英語で書いて、英語論文
を作成する。

自分の研究テーマをポスターにまとめ
て発表する。
→校内でのポスターセッション、MSEC
フォーラムでの発表などを通して、
人前でもしっかり自己表現する力を
育てる。

□□水準の高い授業内容だからこそ得られる自信。
□□発言の場を多く持てるため、自分で表現する力
が身につく。
□□「英語で学ぶ」授業形式のため、生きた英語を
学ぶことができる。

将来自分の研究を発信するにあたって必要な
知識を持ち、広い視野を持った科学者育成を
目指します。

ＳＴ・ＰＴのメリット

令和2年度の第1回MSECフォーラムで、
英語発表・質疑応答をしている様子。

高１では読むのに苦労した英語論文。
PTではそれを自分たちで作成！

実際の英語科学論文を通して育成する科学リテラシーと英語表現能力
□□論文作成においての入り口であり、実際の英語論文に触れながらその構成・内容を知るＳＴ
□□科学リテラシーを学びつつ本格的な英語論文を実際に書くことができるＰＴ
□□授業はすべて英語であり、最終的に自分の研究テーマを英語論文として作成できるという大きな達成
がある。

研究倫理

研究を進めていく上で起こり
うる間違いや失敗を学ぶ＝

研究のマナーやダブーを学び
それを英語で伝える

論文に書かれている内容を
わかりやすく相手に伝える

英語ポスターセッション

クラスの仲間と協力
＆

先生にマンツーマンで
発表の指導を受ける

安
心

英語論文

実際の英語論文をグループで読み進める

実際の論文も少
しずつ読める…!

グループで
協力して
内容理解！

①論文の大枠を協議しながら読み進める
②図表やグラフをもとに内容を理解する
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地地球球ににつついいてて考考ええるる科科学学人人材材のの育育成成

自ら問題を発見し，問題解決する過程
の中で知識や経験を得ていく学習方法
のことです。 正解のない問題を解くこ
とで，思考力の養成や自発性を引き出
すことを目的としています。

英語で学ぶ学習ス
タイルです。科学
の内容を英語の４
技能「聞く-話す-
読 む - 書 く 」 を
使って学習するこ
とによって，実践
的英語力を身に付
けることを目的と
しています。

今まで考えたことがない生命について、宇宙の中の地球につい
て英語で考え、海外の人達と地球の未来について話し合います。

自
分
の
足
で
歩
き

自
分
の
目
で
見
て

実
際
に
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で

宮
崎
の
自
然
の
素
晴
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す

宮崎県内のフィールドワークを
通して学んだことを屋久島研修
（２泊３日）で発揮します。

事前研修

撮影方法などのフィールドワー
クに必要な技術を身に付けられ
ます。また，実際の標本に触れ
ながら，宮崎の植生や地質につ
いて学ぶことができます。
本年度は, 台風の影響により本
校で実施しました。

宮崎海洋高等学校の実習船「進洋丸」で
の実習です。マイクロプラスチックやプ
ランクトンなどに実際に触れ，環境問題
などを考えるきっかけになります。また，
充実した事前事後の研修を通して，より
深い学びにつなげられます。

事後研修
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地地球球ににつついいてて考考ええるる科科学学人人材材のの育育成成

自ら問題を発見し，問題解決する過程
の中で知識や経験を得ていく学習方法
のことです。 正解のない問題を解くこ
とで，思考力の養成や自発性を引き出
すことを目的としています。

英語で学ぶ学習ス
タイルです。科学
の内容を英語の４
技能「聞く-話す-
読 む - 書 く 」 を
使って学習するこ
とによって，実践
的英語力を身に付
けることを目的と
しています。

今まで考えたことがない生命について、宇宙の中の地球につい
て英語で考え、海外の人達と地球の未来について話し合います。

自
分
の
足
で
歩
き

自
分
の
目
で
見
て

実
際
に
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で

宮
崎
の
自
然
の
素
晴
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す

宮崎県内のフィールドワークを
通して学んだことを屋久島研修
（２泊３日）で発揮します。

事前研修

撮影方法などのフィールドワー
クに必要な技術を身に付けられ
ます。また，実際の標本に触れ
ながら，宮崎の植生や地質につ
いて学ぶことができます。
本年度は, 台風の影響により本
校で実施しました。

宮崎海洋高等学校の実習船「進洋丸」で
の実習です。マイクロプラスチックやプ
ランクトンなどに実際に触れ，環境問題
などを考えるきっかけになります。また，
充実した事前事後の研修を通して，より
深い学びにつなげられます。

事後研修

国際交流(International Exchange)  【 IE 】

世世界界にに羽羽ばばたたくく科科学学人人材材のの育育成成

生徒の国際性やコミュニケーション力の向上により,主体性を育成する。
授業や日常会話での英会話力，国際感覚や語学力を向上させるとともに協働力を育成する。
異なる文化や生活を体験し，自ら困難に立ち向かい，広い視野を持てる生徒を育成すると共に生徒の留学意欲を高める。
自国や本県の良さを再認識し帰属意識を高める。

開発目的

留 学 受 入

スケジュール

・交換留学希望生募集
・トビタテ！留学JAPAN

説明会実施
・さくらサイエンス申請

・中期留学生受入
・さくらサイエンスプランによる

留学生受入
・グローバルプログラミング

講座実施

・姉妹校への長期留学
・姉妹校への中期留学

・姉妹校(タイ王国カセサート
大学附属高校)の長期留学
生受入

・留学報告会実施

4,5,6月 7,8,9月 10,11,12月 1,2,3月

姉妹校との交流
(タイカセサート大学附属高校)

共生
共感

情報
収集傾聴

挑戦 探究

姉妹校との交流
(タイカセサート大学附属高校)

本県で活動しているプログラマーの方を講師に迎え，英語でプログラミングを学びます。なお，TAとして
本県を含む日本国内で就職予定のバングラデシュ人留学生がサポートをし，講座修了後はお互いに
文化交流を実施します。
※ 令和2年度は新型コロナウィルスの影響により，留学生が来県できなかったため，すでに本県で

活躍しているバングラデシュ人プログラマをTAとして，実施しました。

グローバルプログラミング(Global Programming)講座【 GP 】

土曜日に実施している
教養講座にて，多文化共生講座
を開講しています。

多文化共生講座

文部科学省の事業です。希望者が留学スケジュール，学習
プログラムを計画します。留学で学びたいこと，経験したい
こと等の思いを文章にまとめ，
各自が主体的に申請を行っ
ています。

国立研究開発法人科学技術振興機構
(JST)の事業です。本校では,招聘した海外高
校生と本校生が,様々な科学的プログラムに
協働的に取り組むことで,科学技術人材の育
成を図っています。（2015～2020，毎年採択）

イイギギリリススののタタウウンンリリーーググララママーーススククーールル
ととベベトトナナムムののウウオオンンビビーーハハイイススククーールル22校校とと

オオンンラライインン交交流流をを実実施施ししてていいまますす。。

オンライン

[宮崎県立宮崎北高等学校HP：『https://cms.miyazaki-c.ed.jp/6040/』(2020.01.08参照)]
[トビタテ！留学JAPAN ：『https://tobitate.mext.go.jp/』(2021.01.08参照)]
[日本・アジア青少年サイエンス交流事業さくらサイエンスプラン：『https://ssp.jst.go.jp/index.html』(2021.01.08参照)]
[無料フリーイラスト素材集【Frame illust】：『https://frame-illust.com/』(2021.01.08参照)]

参考文献

国際交流実績 ◎留学者数
◆受入人数
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科科学学技技術術人人材材をを育育ててるる魅魅力力的的なな活活動動をを発発信信！！！！
～～北北高高がが行行っってていいるる普普及及・・広広報報活活動動～～

開開 発発 ・・ 企企 画画 しし たた 教教 育育 活活 動動 はは 積積 極極 的的 にに 普普 及及 ・・ 広広 報報

わわくくわわくくササイイエエンンスス教教室室 理理系系女女子子支支援援講講座座

対対象象：：県県内内のの中中学学生生・・高高校校生生・・保保護護者者
内内容容：：研研究究ややキキャャリリアアパパススのの話話・・座座談談会会等等
講講師師：：県県内内のの女女性性研研究究者者
※※宮宮崎崎大大学学清清花花アアテテナナ男男女女共共同同参参画画推推進進室室やや県県総総合合農農業業試試験験
場場、、県県工工業業技技術術セセンンタターー・・県県食食品品開開発発セセンンタターーとと共共催催

対対象象：：県県内内のの小小学学生生・・中中学学生生
内内容容：：ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ・・科科学学実実験験教教室室
講講師師：：北北高高ササイイエエンンスス科科職職員員＋＋北北高高生生

①①数数年年後後かからら数数十十年年後後ままででのの話話

講講師師のの先先生生ががどどんんなな人人生生をを歩歩んんででききたた
かかをを紹紹介介！！ささららにに、、学学生生のの話話でで数数年年後後
ををイイメメーージジしし、、理理系系進進学学をを現現実実的的にに！！

②②充充実実のの質質疑疑応応答答・・座座談談会会

質質問問カカーードドやや座座談談会会形形式式をを取取りり入入れれ、、
参参加加者者のの悩悩みみをを1つつででもも多多くく解解決決ででききるるよようう工工夫夫！！

③③女女性性だだけけのの空空間間作作りり

女女子子中中高高生生・・保保護護者者がが安安心心ししてて参参加加しし、、
質質問問ししややすすいい雰雰囲囲気気をを作作るるたためめ、、講講師師・・
大大学学のの学学生生・・参参加加者者はは原原則則女女性性限限定定！！

将将来来、、日日本本をを支支ええるる科科学学技技術術人人材材のの卵卵をを育育成成！！！！
（（科科学学にに関関すするる職職業業にに就就いいててもも良良いいとと答答ええたた割割合合９９００％％））

人人にに教教ええるる
難難ししいいとと感感じじ
たた生生徒徒70%

学学んんだだこことと
のの復復習習

改改めめてて面面白白
ささやや大大切切ささ
をを理理解解でできき
たた生生徒徒95%

学学んんだだこことと
がが自自分分ののもも
ののにに！！

北北高高生生もも
伸伸びびるる！！！！
良良いい学学びびだだっっ
たたとと回回答答ししたた
生生徒徒95%

・・科科学学的的なな興興味味・・関関心心をを刺刺激激！！
・・試試行行錯錯誤誤・・協協働働的的なな学学びびをを体体験験！！
・・研研究究すするるっっててどどうういいううこことと？？
・・異異ななるる年年齢齢のの人人ととのの交交流流！！

たただだ楽楽ししむむだだけけででははなないい！！！！

④④北北高高以以外外のの中中高高生生やや保保護護者者もも多多数数参参加加

MSEC加加盟盟校校をを中中心心にに北北高高以以外外のの中中学学校校・・高高校校にに公公開開！！
ここれれままででにに、、多多数数のの中中学学生生やや他他校校生生，，保保護護者者がが参参加加！！

ササイイエエンンスス科科パパンンフフレレッットト

北北高高ホホーームムペペーージジにによよるる発発信信

内内容容：：探探究究活活動動にに関関すするる事事業業のの取取組組状状況況やや
そそのの成成果果、、開開発発ししたた事事業業のの教教材材

①①ホホーームムかかららすすぐぐSSHブブロロググへへ！！

②②開開発発教教材材「「論論文文のの書書きき方方・・書書式式」」をを公公開開！！

各各活活動動
のの様様子子

大大会会参参加加
のの様様子子・・実実績績

授授業業
のの様様子子

SSHペペーージジ1番番下下！！

内内容容：：探探究究活活動動をを中中心心ととししたたササイイエエンンスス科科
のの教教育育シシスステテムムのの紹紹介介

「「香香りりのの合合成成・・ススノノーードドーームム」」 「「ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ」」

「「ルルミミノノーールル反反応応」」 「「ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ」」

令令和和4年年度度第第1回回（（6月月18日日））実実施施

令令和和4年年度度第第2回回（（12月月24日日））実実施施

第第12回回 12月月17日日(土土)開開催催
場場所所：：宮宮崎崎北北高高校校
講講師師：：園園田田紘紘子子 准准教教授授

（（宮宮崎崎大大学学農農学学部部獣獣医医学学科科））
内内容容：：講講師師おおよよびび女女子子学学生生のの講講演演

質質疑疑応応答答、、座座談談会会

第第11回回 8月月8日日(月月)開開催催
場場所所：：県県総総合合農農業業試試験験場場

県県工工業業技技術術セセンンタターー
・・食食品品開開発発セセンンタターー （（NEW!!））

講講師師：：早早日日早早貴貴 主主任任技技師師
（（県県総総合合農農業業試試験験場場生生物物工工学学部部））
赤赤﨑﨑いいずずみみ 資資源源環環境境部部副副部部長長
（（県県工工業業技技術術セセンンタターー））

内内容容：：講講演演，，女女性性研研究究員員とと座座談談会会
施施設設・・研研究究室室見見学学

詳詳しし くくはは本本校校ＨＨＰＰへへ
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科科学学技技術術人人材材をを育育ててるる魅魅力力的的なな活活動動をを発発信信！！！！
～～北北高高がが行行っってていいるる普普及及・・広広報報活活動動～～

開開 発発 ・・ 企企 画画 しし たた 教教 育育 活活 動動 はは 積積 極極 的的 にに 普普 及及 ・・ 広広 報報

わわくくわわくくササイイエエンンスス教教室室 理理系系女女子子支支援援講講座座

対対象象：：県県内内のの中中学学生生・・高高校校生生・・保保護護者者
内内容容：：研研究究ややキキャャリリアアパパススのの話話・・座座談談会会等等
講講師師：：県県内内のの女女性性研研究究者者
※※宮宮崎崎大大学学清清花花アアテテナナ男男女女共共同同参参画画推推進進室室やや県県総総合合農農業業試試験験
場場、、県県工工業業技技術術セセンンタターー・・県県食食品品開開発発セセンンタターーとと共共催催

対対象象：：県県内内のの小小学学生生・・中中学学生生
内内容容：：ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ・・科科学学実実験験教教室室
講講師師：：北北高高ササイイエエンンスス科科職職員員＋＋北北高高生生

①①数数年年後後かからら数数十十年年後後ままででのの話話

講講師師のの先先生生ががどどんんなな人人生生をを歩歩んんででききたた
かかをを紹紹介介！！ささららにに、、学学生生のの話話でで数数年年後後
ををイイメメーージジしし、、理理系系進進学学をを現現実実的的にに！！

②②充充実実のの質質疑疑応応答答・・座座談談会会

質質問問カカーードドやや座座談談会会形形式式をを取取りり入入れれ、、
参参加加者者のの悩悩みみをを1つつででもも多多くく解解決決ででききるるよようう工工夫夫！！

③③女女性性だだけけのの空空間間作作りり

女女子子中中高高生生・・保保護護者者がが安安心心ししてて参参加加しし、、
質質問問ししややすすいい雰雰囲囲気気をを作作るるたためめ、、講講師師・・
大大学学のの学学生生・・参参加加者者はは原原則則女女性性限限定定！！

将将来来、、日日本本をを支支ええるる科科学学技技術術人人材材のの卵卵をを育育成成！！！！
（（科科学学にに関関すするる職職業業にに就就いいててもも良良いいとと答答ええたた割割合合９９００％％））

人人にに教教ええるる
難難ししいいとと感感じじ
たた生生徒徒70%

学学んんだだこことと
のの復復習習

改改めめてて面面白白
ささやや大大切切ささ
をを理理解解でできき
たた生生徒徒95%

学学んんだだこことと
がが自自分分ののもも
ののにに！！

北北高高生生もも
伸伸びびるる！！！！
良良いい学学びびだだっっ
たたとと回回答答ししたた
生生徒徒95%

・・科科学学的的なな興興味味・・関関心心をを刺刺激激！！
・・試試行行錯錯誤誤・・協協働働的的なな学学びびをを体体験験！！
・・研研究究すするるっっててどどうういいううこことと？？
・・異異ななるる年年齢齢のの人人ととのの交交流流！！

たただだ楽楽ししむむだだけけででははなないい！！！！

④④北北高高以以外外のの中中高高生生やや保保護護者者もも多多数数参参加加

MSEC加加盟盟校校をを中中心心にに北北高高以以外外のの中中学学校校・・高高校校にに公公開開！！
ここれれままででにに、、多多数数のの中中学学生生やや他他校校生生，，保保護護者者がが参参加加！！

ササイイエエンンスス科科パパンンフフレレッットト

北北高高ホホーームムペペーージジにによよるる発発信信

内内容容：：探探究究活活動動にに関関すするる事事業業のの取取組組状状況況やや
そそのの成成果果、、開開発発ししたた事事業業のの教教材材

①①ホホーームムかかららすすぐぐSSHブブロロググへへ！！

②②開開発発教教材材「「論論文文のの書書きき方方・・書書式式」」をを公公開開！！

各各活活動動
のの様様子子

大大会会参参加加
のの様様子子・・実実績績

授授業業
のの様様子子

SSHペペーージジ1番番下下！！

内内容容：：探探究究活活動動をを中中心心ととししたたササイイエエンンスス科科
のの教教育育シシスステテムムのの紹紹介介

「「香香りりのの合合成成・・ススノノーードドーームム」」 「「ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ」」

「「ルルミミノノーールル反反応応」」 「「ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ」」

令令和和4年年度度第第1回回（（6月月18日日））実実施施

令令和和4年年度度第第2回回（（12月月24日日））実実施施

第第12回回 12月月17日日(土土)開開催催
場場所所：：宮宮崎崎北北高高校校
講講師師：：園園田田紘紘子子 准准教教授授

（（宮宮崎崎大大学学農農学学部部獣獣医医学学科科））
内内容容：：講講師師おおよよびび女女子子学学生生のの講講演演

質質疑疑応応答答、、座座談談会会

第第11回回 8月月8日日(月月)開開催催
場場所所：：県県総総合合農農業業試試験験場場

県県工工業業技技術術セセンンタターー
・・食食品品開開発発セセンンタターー （（NEW!!））

講講師師：：早早日日早早貴貴 主主任任技技師師
（（県県総総合合農農業業試試験験場場生生物物工工学学部部））
赤赤﨑﨑いいずずみみ 資資源源環環境境部部副副部部長長
（（県県工工業業技技術術セセンンタターー））

内内容容：：講講演演，，女女性性研研究究員員とと座座談談会会
施施設設・・研研究究室室見見学学

詳詳しし くくはは本本校校ＨＨＰＰへへ
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別紙様式１－１ 

宮崎県立宮崎北高等学校 指定第４期目 01～05 
 

❶令令和和４４年年度度ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル研研究究開開発発実実施施報報告告（（要要約約）） 

 
①① 研研究究開開発発課課題題  

地地域域創創生生にに携携わわるる科科学学技技術術人人材材をを育育成成すするる教教育育ププロロググララムムのの研研究究開開発発  

②② 研研究究開開発発のの概概要要  

デザイン思考やフレームワークを使う探究活動 ACT を開発する。普通科では文理混合の「地域

探究（ACT-LI）」で科学リテラシーを育成し，多様な科学技術人材の育成を目指す。サイエンス科

の取組から創造力の育成と地域の価値を見出す力の育成を段階的に導入する。サイエンス科は

CLIL で英語表現力と研究倫理を育む「Scientific Thinking」を，科学リテラシーを育む「科学探究

（ACT-SI）」を行う。創造力の育成は，ビッグデータを用いた統計処理やプログラミングを学ぶ

「Data Science」，PBL 型モノづくりで探究活動に必要な試行錯誤を学ぶ「マニュファクチャリン

グ」で行う。「フィールドワーク」，「国際交流」，「Earth Science」で地域の価値を見出す力を育成

する。これらを連携し，Society5.0 に備えてイノベーションの創生ができる科学技術人材の育成を

目指す。これらの開発を効率的に行うためには，教育心理学の手法で，探究活動が生徒の主体的学

習態度に与える影響等を調査する必要がある。 
③③ 令令和和４４年年度度実実施施規規模模  
基礎枠の実施規模は全校生徒を対象とする。年間を通して SSH 事業の主対象となる生徒は，1 学

年から 3 学年までの普通科生徒 817 名とサイエンス科生徒 113 名である。 
課課

程程  
学学  科科  

第第１１学学年年  第第２２学学年年  第第３３学学年年  計計  

生生徒徒数数  学学級級数数  生生徒徒数数  学学級級数数  生生徒徒数数  学学級級数数  生生徒徒数数  学学級級数数  

全

日 
制 

普通科 280 7 264 
（109） 

7 
（3） 

273 
（124） 

7 
（3） 

817 
（240） 

21 
（6） 

サイエ

ンス科 
40 
（40） 

1 
（1） 

36 
（36） 

2 
（2） 

37 
（37） 

2 
（2） 

113 
（113） 

5 
（5） 

計 320 
（40） 

8 
（1） 

300 
（145） 

9 
（5） 

310 
（161） 

9 
（5） 

930 
（354） 

26 
（11） 

※ 課程・学科・学年別生徒数，学級数  （ ）内は理系の生徒数または学級数を示す 
  ④④研研究究開開発発のの内内容容   
〇〇  研研究究開開発発計計画画                                              ※下記の略号は【p63.❹-⑤】を参照。 

全ての研究開発での課題を踏まえて，より効果的な方法や連携について毎年検討する。また，新学習

指導要領と比較し，学習指導要領のどの科目と代替で実施するかも検討する。特に学科活動や土曜講座

での開発内容は, カリキュラムマネジメントの観点で授業への組み入れを検討する。 
 研研究究事事項項・・実実践践内内容容のの概概要要  該当する学校設定科目・課外活動等 

第第
１１
年年
次次  

・ACT による普通科への普及体制を整え，探究活動の全学年実施で一連の流れを経験する 
・学校設定科目や土曜講座等で創造力を育むクロスカリキュラム教材開発を開始する 
・研究倫理や国際誌掲載論文を使った CLIL による科学英語の教材開発を開始する 
・地域の価値を見いだす教育素材を発掘し，地域と協力体制を構築しながら試行する 
・今年度は該当学年の教育課程にないため，科学的な英語表現力の教材を準備する 
・生徒が自ら考えた方法で研究する探究活動を実践し，科学リテラシーを育成する 
・探究活動の教育効果を確認するアンケート冊子の作成・データ収集を開始する 

ACT-LI, ACT-SI 
DS, MF, GP 
ST  
ES, IE, FW 
PT（R2 年度より実施） 
ACT-LI, ACT-SI 
安田女子大学との連携 

第第
２２
年年
次次  

・学校設定科目や学科活動で創造力を育む教育活動で見つかった課題を改善する 
・研究倫理や国際誌掲載論文を題材に CLIL による効果的な指導方法を検討する 
・海外プログラマーと協働的に PBL に取り組み，アイデアの出し方について学ぶ 
・地域と共に地域の価値を見いだす素材を活かした教材や教育活動を開発する 
・科学的な英語表現の教材開発を開始し,英語ポスターセッションの指導を行う 
・ローカルリサーチやプログラミング,統計処理を活用した探究活動を実施する 
・収集したデータから探究活動の教育効果を認知的欲求尺度により検証を始める 

DS, MF 
ST 
GP 
ES, IE, FW 
PT 
ACT-SI, ACT-LI 
安田女子大学との連携 

第第
３３
年年
次次  

・開発教材にレベルの高い内容を加え，より探究活動に活用できる教材化を開始する 
・CLIL による科学英語と他の英語科目を比較し，CLIL の教育効果について検証する 
・普通科の文系生徒向けに国際交流をベースとしたプログラミング教育に発展させる 
・英語での論文記述ができるような教材開発を改善させ，授業の中で試行する 
・関連機関との共同研究と，生徒の研究領域間での共同研究ができるように改善する 
・卒業生のデータにより,３年分の探究活動の教育効果を検証する 

DS, MF  
ST, ES  
GP,IE 
PT, FW  
ACT-SI, ACT-LI 
安田女子大学との連携 
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第第
４４
年年
次次  

・マイコンによるセンシング，Python によるディープラーニングの教材開発を開始する 
・CLIL による科学英語と他の英語科目を比較し，CLIL の教育効果について検証する 
・GP のプログラミング教材または Data Science を普通科に普及できないか検討する 
・教材や指導法により新たな課題や教育効果を検証する 
・作成してきた教材が，国際誌掲載を想定した実用的な教材に改善できないか検討する 
・ディープラーニング活用の探究活動を開始し，探究教材費（受益者負担）を検討する 
・段階的移行による ACT の拡充を調べ，探究教材費（受益者負担）を検討する 
・SRLS への働きかけ(指導による介入)について検証を始める 

DS, MF 
ST 
GP,DS 
ES, IE, FW 
PT 
ACT-SI  
ACT-LI 
安田女子大学との連携 

第第
５５
年年
次次  

・学校設定科目の各教科書を作成する。また学科活動や土曜講座などの教育効果の検証,学校

の変容などを踏まえ,SSH 事業が終了後も継続するか判断を行う 
・SSH 終了後の持続的な探究活動の実施を目指して，校内及び校外の体制を整える 
・研究結果を教育心理学の論文として発表する 

DS,MF,ST,GP,ES,IE,FW,PT 
 
ACT-SI, ACT-LI 
安田女子大学との連携 

  

〇〇  教教育育課課程程上上のの特特例例  

計画的なカリキュラムマネジメントにより，現 2・3 年生における教育課程「課題研究」，「総合的

な探究の時間」，「社会と情報」，「理数生物」，「理数物理」および現 1 年生における教育課程「総合

的な探究の時間」，「情報Ⅰ」，「理数探究基礎」，「理数探究」の趣旨を踏まえ，各教育課程で学習す

べき内容を確実に習得させたうえで，SSH 事業による研究開発に必要な時間を捻出する。 

 

 ＜＜令令和和 33 年年度度以以前前のの入入学学生生＞＞  
適用範囲・対象 開設科目 単位数 代替科目等 単位数 理由 

サ
イ
エ
ン
ス
科 

科学探究 
（ACT-SI） 

1 ～ 3 年 
1 年 

1 クラス 
2~3 年 

2 クラス 

4 単位 
1 年 1 単位 
2 年 2 単位 
3 年 1 単位 

課題研究 1 単位 地域や社会の抱える課題をテーマに，自然科学の

技術を用いて実験・観察による探究活動に取り組

む。課題研究と総合的な探究の時間を融合させて

効率的に実施するため。 
総合的な 

探究の時間 

3 単位 
各学年 
1 単位 

Earth 
Science 
（ES） 

2 年 
2 クラス 1 単位 理数生物 1 単位 

サステイナビリティの視座と英語を効率よく学

ぶ CLIL学習と理数生物を１単位分（生態系関連）

について効率よく学習する。さらに理数生物１単

位の代替で学科活動のフィールドワーク（FW）

を行うため。 

Data Science 
（DS） 

1 ～ 2 年 
1 年 

1 クラス 
2 年 

2 クラス 

2 単位 
各学年 
1 単位 

社会と情報 1 単位 
ICT を用いた物理運動の画像解析や統計処理を

実践的に学習する。また，理数物理と社会と情報

の学習内容も取り組む。さらに，理数物理の代替

として学科活動のマニュファクチャリング（MF）
を行うため。 

理数物理 1 単位 

Presentation 
and Thesis 
（PT） 

3 年 
2 クラス １単位 社会と情報 １単位 

ICT を用いた英語ポスターセッションや論文作

成を効率よく学習する。また計画的なカリキュラ

ムマネジメントにより，効率よく社会と情報１単

位分の学習内容にも取り組む。 
普 
通 
科 

地域探究 
（ACT-LI） 

1～3 年 
各学年 

7 クラス 

3 単位 
各学年 
1 単位 

総合的な 
探究の時間 

3 単位 
各学年 
1 単位 

デザイン思考やサイエンス科の取組を段階的導

入し，地域や社会の課題解決を目標に探究活動を

実施するため。 
  

＜＜令令和和 44 年年度度以以降降のの入入学学生生＞＞  
適用範囲・対象 開設科目 単位数 代替科目等 単位数 理由 

サ
イ
エ
ン
ス
科 

科学探究 
（ACT-SI） 

1 ～ 3 年 
1 年 

1 クラス 
2~3 年 

2 クラス 

4 単位 
1 年 1 単位 
2 年 2 単位 
3 年 1 単位 

理数探究基

礎 1 単位 
地域や社会の抱える課題をテーマに，自然科学の

技術を用いて実験・観察による探究活動に取り組

むため。 理数探究 
3 単位 
各学年 
1 単位 

Data Science 
（DS） 

1 ～ 2 年 
1 年 

1 クラス 
2 年 

2 クラス 

2 単位 
各学年 
1 単位 

情報Ⅰ 
2 単位 
各学年

1 単位 

ICT をコンフォートゾーンとして試行錯誤させ，

生徒に主体性と創造力，論理力を育む。統計教育

とプログラミング教育は，主体性，失敗を恐れず

挑戦する心，論理的思考，創造力を育み，イノベ

ーションの創生に携わる科学技術人材の育成に

つながるため。 
普 
通 
科 

地域探究 
（ACT-LI） 

1～3 年 
各学年 

7 クラス 

3 単位 
各学年 
1 単位 

総合的な 
探究の時間 

3 単位 
各学年 
1 単位 

デザイン思考やサイエンス科の取組を段階的導

入し，地域や社会の課題解決を目標に探究活動を

実施するため。 

− 10−



 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  ４４年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❶ 令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究報告要約 p.  ／ 6 2 

第第
４４
年年
次次  

・マイコンによるセンシング，Python によるディープラーニングの教材開発を開始する 
・CLIL による科学英語と他の英語科目を比較し，CLIL の教育効果について検証する 
・GP のプログラミング教材または Data Science を普通科に普及できないか検討する 
・教材や指導法により新たな課題や教育効果を検証する 
・作成してきた教材が，国際誌掲載を想定した実用的な教材に改善できないか検討する 
・ディープラーニング活用の探究活動を開始し，探究教材費（受益者負担）を検討する 
・段階的移行による ACT の拡充を調べ，探究教材費（受益者負担）を検討する 
・SRLS への働きかけ(指導による介入)について検証を始める 

DS, MF 
ST 
GP,DS 
ES, IE, FW 
PT 
ACT-SI  
ACT-LI 
安田女子大学との連携 

第第
５５
年年
次次  

・学校設定科目の各教科書を作成する。また学科活動や土曜講座などの教育効果の検証,学校

の変容などを踏まえ,SSH 事業が終了後も継続するか判断を行う 
・SSH 終了後の持続的な探究活動の実施を目指して，校内及び校外の体制を整える 
・研究結果を教育心理学の論文として発表する 

DS,MF,ST,GP,ES,IE,FW,PT 
 
ACT-SI, ACT-LI 
安田女子大学との連携 

  

〇〇  教教育育課課程程上上のの特特例例  

計画的なカリキュラムマネジメントにより，現 2・3 年生における教育課程「課題研究」，「総合的

な探究の時間」，「社会と情報」，「理数生物」，「理数物理」および現 1 年生における教育課程「総合

的な探究の時間」，「情報Ⅰ」，「理数探究基礎」，「理数探究」の趣旨を踏まえ，各教育課程で学習す

べき内容を確実に習得させたうえで，SSH 事業による研究開発に必要な時間を捻出する。 

 

 ＜＜令令和和 33 年年度度以以前前のの入入学学生生＞＞  
適用範囲・対象 開設科目 単位数 代替科目等 単位数 理由 

サ
イ
エ
ン
ス
科 

科学探究 
（ACT-SI） 

1 ～ 3 年 
1 年 

1 クラス 
2~3 年 

2 クラス 

4 単位 
1 年 1 単位 
2 年 2 単位 
3 年 1 単位 

課題研究 1 単位 地域や社会の抱える課題をテーマに，自然科学の

技術を用いて実験・観察による探究活動に取り組

む。課題研究と総合的な探究の時間を融合させて

効率的に実施するため。 
総合的な 

探究の時間 

3 単位 
各学年 
1 単位 

Earth 
Science 
（ES） 

2 年 
2 クラス 1 単位 理数生物 1 単位 

サステイナビリティの視座と英語を効率よく学

ぶ CLIL学習と理数生物を１単位分（生態系関連）

について効率よく学習する。さらに理数生物１単

位の代替で学科活動のフィールドワーク（FW）

を行うため。 

Data Science 
（DS） 

1 ～ 2 年 
1 年 

1 クラス 
2 年 

2 クラス 

2 単位 
各学年 
1 単位 

社会と情報 1 単位 
ICT を用いた物理運動の画像解析や統計処理を

実践的に学習する。また，理数物理と社会と情報

の学習内容も取り組む。さらに，理数物理の代替

として学科活動のマニュファクチャリング（MF）
を行うため。 

理数物理 1 単位 

Presentation 
and Thesis 
（PT） 

3 年 
2 クラス １単位 社会と情報 １単位 

ICT を用いた英語ポスターセッションや論文作

成を効率よく学習する。また計画的なカリキュラ

ムマネジメントにより，効率よく社会と情報１単

位分の学習内容にも取り組む。 
普 
通 
科 

地域探究 
（ACT-LI） 

1～3 年 
各学年 

7 クラス 

3 単位 
各学年 
1 単位 

総合的な 
探究の時間 

3 単位 
各学年 
1 単位 

デザイン思考やサイエンス科の取組を段階的導

入し，地域や社会の課題解決を目標に探究活動を

実施するため。 
  

＜＜令令和和 44 年年度度以以降降のの入入学学生生＞＞  
適用範囲・対象 開設科目 単位数 代替科目等 単位数 理由 

サ
イ
エ
ン
ス
科 

科学探究 
（ACT-SI） 

1 ～ 3 年 
1 年 

1 クラス 
2~3 年 

2 クラス 

4 単位 
1 年 1 単位 
2 年 2 単位 
3 年 1 単位 

理数探究基

礎 1 単位 
地域や社会の抱える課題をテーマに，自然科学の

技術を用いて実験・観察による探究活動に取り組

むため。 理数探究 
3 単位 
各学年 
1 単位 

Data Science 
（DS） 

1 ～ 2 年 
1 年 

1 クラス 
2 年 

2 クラス 

2 単位 
各学年 
1 単位 

情報Ⅰ 
2 単位 
各学年

1 単位 

ICT をコンフォートゾーンとして試行錯誤させ，

生徒に主体性と創造力，論理力を育む。統計教育

とプログラミング教育は，主体性，失敗を恐れず

挑戦する心，論理的思考，創造力を育み，イノベ

ーションの創生に携わる科学技術人材の育成に

つながるため。 
普 
通 
科 

地域探究 
（ACT-LI） 

1～3 年 
各学年 

7 クラス 

3 単位 
各学年 
1 単位 

総合的な 
探究の時間 

3 単位 
各学年 
1 単位 

デザイン思考やサイエンス科の取組を段階的導

入し，地域や社会の課題解決を目標に探究活動を

実施するため。 
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Data Science 
（DS） 

1 ～ 2 年 
各学年 

7 クラス 

2 単位 
各学年 
1 単位 

情報Ⅰ 
2 単位 
各学年

1 単位 

ICT や AI を活用したビッグデータを扱う探究活

動の質が向上するとともに，Society5.0 に向けた

地域創生に貢献する科学技術者育成に貢献する

と考えるため。 
  

〇〇  令令和和４４年年度度のの教教育育課課程程のの内内容容  

１１．．課課題題研研究究  

学学科科  
第第 11 学学年年  第第 22 学学年年  第第 33 学学年年  

対対象象生生徒徒  
科科目目名名  単単位位数数  科科目目名名  単単位位数数  科科目目名名  単単位位数数  

サイエンス科 ACT-SI1 1 単位 ACT-SI2 2 単位 ACT-SI3 1 単位 各学年 1~2 クラス・約 40 名 
普通科理系 

ACT-LI1 1 単位 ACT-LI2 1 単位 ACT-LI3 1 単位 各学年 7 クラス・約 280 名 
普通科文系 

 

２２．．SSSSHH にに関関連連すするる教教科科・・科科目目のの名名称称やや内内容容等等  
対対象象  研研究究開開発発のの取取組組  単単位位  取取組組内内容容  

普普通通
地域探究(ACT-LI) 3 科学リテラシーの習得と探究活動の教育効果の検証 
Data Science(DS) 1 ICT を用いたグラフ表現と統計処理技術の習得 

ササ
イイ
エエ
ンン
スス  

科学探究(ACT-SI) 4 科学リテラシーの習得と探究活動の教育効果の検証 
Scientific Thinking(ST) 1 国際誌掲載の科学論文による英語読解力とデザイン思考の習得 
Earth Science(ES) 1 アウトプット型の英語表現力とサステイナビリティの視座の習得 
Data Science(DS) 2 ICT を用いた統計処理と画像解析プログラミング技術の習得 
Presentation and Thesis(PT) 1 英語ポスターセッションの発表技術と英語論文の執筆技術の習得 

 

３３．．課課題題研研究究ととそそのの他他教教科科・・科科目目ととのの連連携携  

ＲＲ
４４
年年
度度
のの
取取
組組  

取取組組名名（（略略名名））  学学科科  学学年年  ククララスス  単単位位  取取組組とと探探究究活活動動のの主主なな関関わわりり  

Scientific Thinking(ST) 

サ
イ
エ
ン
ス
科 

1 年 1 1 デザイン思考と科学論文読解力の習得 

科学探究(ACT-SI) 
1 年 1 1 地域の課題発見，研究テーマ設定，協働的な探究活

動，日本語ポスターセッション，日本語論文の作成，

英語ポスターセッション,英語論文の作成 

2 年 2 2 
3 年 2 1 

フィールドワーク(FW) 1 年 1 － 野外での科学的調査技術の習得 

マニュファクチャリング

(MF) 1 年 1 － 試行錯誤とプログラミング，センサリングの活用 

Earth Science(ES) 2 年 2 1 サステイナビリティの視座と研究テーマの関連づけ 

Presentation and Thesis(PT) 3 年 2 1 英語発表と英語論文執筆技術の習得 

Data Science（DS） 
1 年 1 1 

統計処理技術と画像解析技術の習得 2 年 2 1 

普 
通 
科 

1 年 7 1 グラフ表現と統計処理技術の習得 

地域探究(ACT-LI) 
1 年 7 1 

地域の課題発見，研究テーマ設定，協働的な探究活

動，日本語ポスターセッション，日本語論文の作成 
2 年 7 1 
3 年 7 1 

＜ACT-SI とプレ探究活動の関係＞ 
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〇〇  具具体体的的なな研研究究事事項項・・活活動動内内容容  

 【【目目的的】】本校の研究開発の目的は「本県の地域創生に携わる科学技術系人材の育成・推進」であ

る。これは本県の教育課題であり，本校サイエンス科の教育目標でもある。さらに本校は，

恵まれた環境，培ってきた研究開発のノウハウ，優れた人材，SSH 事業での開発成果を有

す。県内の高等学校の中でも本校は，この研究開発に取り組む責務を担っている。 
 【【目目標標】】  研究開発の目的を具現化させるためには，「科学リテラシーと創造力をもつ多様な科学

技術系人材育成」と，「サステイナビリティの視座をもち，本県に高い帰属意識をもつ人

材育成」が効果的と考える。その具体的な目標は以下の 5 点に整理できる。これらの目

標は，学校長の強いリーダーシップのもと必要な教育活動を全職員で開発する。 

具体的な５つの目標 

❶ 創創造造力力のの育育成成・・・デザイン思考やビッグデータ，AI を活用した創造力を育む教材の開発 
❷  地地域域のの価価値値をを見見出出すす力力のの育育成成・・・本県事例でサステイナビリティの視座を育む教材の開発 
❸ 英英語語にによよるる表表現現力力のの育育成成・・・急激な国際化に対応できる英語表現力を育む指導法の確立 
❹ 科科学学リリテテララシシーーのの育育成成・・・データに基づき論理的に思考する力を育む指導法の確立 
❺ 探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証・・・教育心理学に基づく検証による効果的な指導法の確立 
 

 【活動内容と５つの目標の関係】 

 
対象 研研究究開開発発のの取取組組  実実施施方方法法  単単位位  取取組組内内容容  目目標標  

普通 地域探究 ACT-LI 探究活動 ３ 科学リテラシーの習得と探究活動の教育効果の検証 ❹・❺ 

サ
イ
エ
ン
ス 

科学探究 ACT-SI 探究活動 ４ 科学リテラシーの習得と探究活動の教育効果の検証 ❹・❺ 

Scientific Thinking ST プレ探究活動 １ 国際誌掲載の科学論文の英語読解力とデザイン思考の習得 ❶・❸ 

Earth Science ES プレ探究活動 １ 英語表現力とサステイナビリティの視座の習得 ❷・❸ 

Presentation and Thesis PT プレ探究活動 １ 英語の論文記述力と発表技術と科学リテラシーの習得 ❸・❹ 

Data Science DS プレ探究活動 ２ 統計処理と画像解析プログラミング技術の習得 ❶・❹ 

  
 

対象 研研究究開開発発のの取取組組  取取組組内内容容  目目標標  

全 

校 

理系女子支援講座 RJ 理系女子のロールモデルの提供とバイアスの払拭を行う ❶❷❹ 

国際交流 IE 姉妹校との交流で，国際的な視野の育成と英語力の活用の場をつくる ❷・❸ 

科学部・オープンラボ OL 授業中の探究活動を放課後も取り組みたい生徒を支援する ❹・❺ 

サイエン

ス 

フィールドワーク FW 野外での科学的調査技術の体験と宮崎の貴重な自然を学ぶ ❷・❹ 

マニュファクチャリング MF プロトタイピングとプログラミングによる創造的活動を行う ❶・❹ 

  ⑤⑤研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題   
〇〇  研研究究成成果果のの普普及及ににつついいてて  

１１．．進進捗捗状状況況のの見見ええるる化化でで普普及及  

パイロット学科（サイエンス科）と 4 つの開発 Stage【p55】を利用し，進捗状況を管理す

る。各取組の開発が計画途中でも成果の普及を推奨する。一部でも普及した開発は上位 Stage
へ移行させることで，取組の開発成果の公開・普及を促進した。本年度よりサイエンス科で開

発した DS（データサイエンス）を普通科にも開講した。 
２２．．成成果果のの発発信信・・普普及及  

テレビ局や新聞社などの報道機関へのプレスリリースのマニュアルを確立させ，各担当教諭

がスムーズにリリースできるようにした。（本年度の実績は【p56】）  

〇〇  実実施施にによよるる成成果果ととそそのの評評価価  
１１．． 生生徒徒のの科科学学系系探探究究活活動動のの活活性性化化 
（（１１））科科学学部部のの活活動動がが充充実実しし，，研研究究作作品品がが全全国国的的にに評評価価さされれたた  

     科学部は，総勢 53 名（部員数は本校で 3 番目に多い）の大きな部活動になった。R2 年 40
名→R3 年 45 名と増加傾向にある。特に，サイエンス科（学年 40 名）の半数近くが入部し

ている。 
2 年生の恒星食班が日日本本学学生生科科学学賞賞で入入選選三三等等，3 年の飫肥杉班が高高校校生生・・高高専専生生科科学学技技

術術チチャャレレンンジジ((JJSSEECC))で入入選選，リグニン班が佳佳作作をそれぞれ受賞した。また，2 年生の恒星食

班は来年度開催される「2023 かごしま総文」にて研究発表部門での参加が決定している。 
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〇〇  具具体体的的なな研研究究事事項項・・活活動動内内容容  

 【【目目的的】】本校の研究開発の目的は「本県の地域創生に携わる科学技術系人材の育成・推進」であ

る。これは本県の教育課題であり，本校サイエンス科の教育目標でもある。さらに本校は，

恵まれた環境，培ってきた研究開発のノウハウ，優れた人材，SSH 事業での開発成果を有

す。県内の高等学校の中でも本校は，この研究開発に取り組む責務を担っている。 
 【【目目標標】】  研究開発の目的を具現化させるためには，「科学リテラシーと創造力をもつ多様な科学

技術系人材育成」と，「サステイナビリティの視座をもち，本県に高い帰属意識をもつ人

材育成」が効果的と考える。その具体的な目標は以下の 5 点に整理できる。これらの目

標は，学校長の強いリーダーシップのもと必要な教育活動を全職員で開発する。 

具体的な５つの目標 

❶ 創創造造力力のの育育成成・・・デザイン思考やビッグデータ，AI を活用した創造力を育む教材の開発 
❷  地地域域のの価価値値をを見見出出すす力力のの育育成成・・・本県事例でサステイナビリティの視座を育む教材の開発 
❸ 英英語語にによよるる表表現現力力のの育育成成・・・急激な国際化に対応できる英語表現力を育む指導法の確立 
❹ 科科学学リリテテララシシーーのの育育成成・・・データに基づき論理的に思考する力を育む指導法の確立 
❺ 探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証・・・教育心理学に基づく検証による効果的な指導法の確立 
 

 【活動内容と５つの目標の関係】 

 
対象 研研究究開開発発のの取取組組  実実施施方方法法  単単位位  取取組組内内容容  目目標標  

普通 地域探究 ACT-LI 探究活動 ３ 科学リテラシーの習得と探究活動の教育効果の検証 ❹・❺ 

サ
イ
エ
ン
ス 

科学探究 ACT-SI 探究活動 ４ 科学リテラシーの習得と探究活動の教育効果の検証 ❹・❺ 

Scientific Thinking ST プレ探究活動 １ 国際誌掲載の科学論文の英語読解力とデザイン思考の習得 ❶・❸ 

Earth Science ES プレ探究活動 １ 英語表現力とサステイナビリティの視座の習得 ❷・❸ 

Presentation and Thesis PT プレ探究活動 １ 英語の論文記述力と発表技術と科学リテラシーの習得 ❸・❹ 

Data Science DS プレ探究活動 ２ 統計処理と画像解析プログラミング技術の習得 ❶・❹ 

  
 

対象 研研究究開開発発のの取取組組  取取組組内内容容  目目標標  

全 

校 

理系女子支援講座 RJ 理系女子のロールモデルの提供とバイアスの払拭を行う ❶❷❹ 

国際交流 IE 姉妹校との交流で，国際的な視野の育成と英語力の活用の場をつくる ❷・❸ 

科学部・オープンラボ OL 授業中の探究活動を放課後も取り組みたい生徒を支援する ❹・❺ 

サイエン

ス 

フィールドワーク FW 野外での科学的調査技術の体験と宮崎の貴重な自然を学ぶ ❷・❹ 

マニュファクチャリング MF プロトタイピングとプログラミングによる創造的活動を行う ❶・❹ 

  ⑤⑤研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題   
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パイロット学科（サイエンス科）と 4 つの開発 Stage【p55】を利用し，進捗状況を管理す

る。各取組の開発が計画途中でも成果の普及を推奨する。一部でも普及した開発は上位 Stage
へ移行させることで，取組の開発成果の公開・普及を促進した。本年度よりサイエンス科で開

発した DS（データサイエンス）を普通科にも開講した。 
２２．．成成果果のの発発信信・・普普及及  

テレビ局や新聞社などの報道機関へのプレスリリースのマニュアルを確立させ，各担当教諭

がスムーズにリリースできるようにした。（本年度の実績は【p56】）  

〇〇  実実施施にによよるる成成果果ととそそのの評評価価  
１１．． 生生徒徒のの科科学学系系探探究究活活動動のの活活性性化化 
（（１１））科科学学部部のの活活動動がが充充実実しし，，研研究究作作品品がが全全国国的的にに評評価価さされれたた  

     科学部は，総勢 53 名（部員数は本校で 3 番目に多い）の大きな部活動になった。R2 年 40
名→R3 年 45 名と増加傾向にある。特に，サイエンス科（学年 40 名）の半数近くが入部し

ている。 
2 年生の恒星食班が日日本本学学生生科科学学賞賞で入入選選三三等等，3 年の飫肥杉班が高高校校生生・・高高専専生生科科学学技技

術術チチャャレレンンジジ((JJSSEECC))で入入選選，リグニン班が佳佳作作をそれぞれ受賞した。また，2 年生の恒星食

班は来年度開催される「2023 かごしま総文」にて研究発表部門での参加が決定している。 

 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  ４４年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❶ 令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究報告要約 p.  ／ 6 5 

        科学部の活動の特徴は，生徒主体で運営される点である。外部大会への参加も生徒が決め     

る。毎週の活動報告会は部活動を活発にしており，生徒の質疑応答の力を育んでいる。 

（（２２））外外部部大大会会へへのの積積極極的的なな参参加加をを促促すす  

サイエンス科では，ACT-SI の指導法が確立され，2 年次の秋以降は外部大会への積極的な

出場を促した。その結果，多くのグループが外部大会に参加した【p60～61】。現 3 年生は，

14 グループが延べ 64 の外部大会に参加した。外部大会への参加数は増加傾向にあり，課題

研究に対する生徒のモチベーションは高い。 

 ２２．．SSSSHH 事事業業のの推推進進体体制制がが確確立立ししたた 
（（１１）） 教教職職員員ののススキキルルアアッッププ（（教教育育開開発発部部）） 

    運営指導委員会においては，各担当者が開発成果を分析・発表する過程でＩＣＴを用いた 
統計分析の能力や，プレゼンテーション能力が向上した。これは生徒への探究活動指導に活 
かされる。また，年次報告書を教員の研究論文集として「論文の書き方（指導用教材）」 
をもとに執筆し，論文執筆指導のための研修とした。 

（（２２））全全校校体体制制ででのの SSSSHH 事事業業推推進進  

   ①①  AACCTT 連連絡絡会会のの隔隔月月開開催催  
普通科の担当職員が関わる ACT-LI の運営に関して，隔月開催の職員会議後に各学年で連絡

会を開催した。全担当者が指導内容を共通理解し，指導上の困り感を共有することで，足並みを揃

えて指導することができるようになった。また，週 1 回定例の「ACT 委員会」では，学年団の教員が

関わることで議論が活性化し，普通科の地域探究 ACT-LI を推進した。 

②②  教教育育開開発発部部にによよるる職職員員研研修修のの開開催催  

教育開発部による職員研修を企画し，校内の SSH 事業への理解を図った。  
 対象 研修内容 
4 月 全職員 SSH 事業の説明・前年度報告＜全職員に報告書を配布し，使用＞ 

全職員 ACT-LI について 前年度結果 指導方法の共有や確認 
全職員 国際交流について 

7 月 希望者 Google Classroom の効果的な使い方 
11 月 希望者 マークシート式アンケートの作成方法と集計処理に関する研修会 
11 月 各教科 ICT を用いた授業研修 
12 月 希望者 手書き文字のデジタル文字起こし並びにテキストマイニングの方法 
2 月 全職員 探究活動の意義と指導方法について 効果的な声かけ 

 （（３３））SSSSHH 事事業業とと各各教教科科のの連連携携がが進進んんだだ 
取組 各教科 連携の内容 
ACT-LI 情報科 ICT を用いて，ポスターやプレゼン資料を作成した。さらに，その作品の出来

を SSH 特例科目 DS の評価の参考資料に活用した。 
ST・ES・
PT 

理科 ・

英語科 
英語で探究活動の内容についてディスカション，ポスター発表を行い，国際基

準に従った英語論文を書く。 
ACT-LI 保健 体

育科 
運動部活動の生徒による探究活動 PS（Physical Science）を ACT-LI 内に開設

し，運動の専門的見地から体育科教諭が連携して指導している。陸上・テニス

・ソフトボール・弓道から計 7 グループが取り組んでいる。 

（（４４））外外部部機機関関ととのの連連携携はは良良好好ででああっったた  

       地域の外部機関との連携は多岐に渉る。第 3 期までの経験から，外部機関に任せきりにな

らないように，企画や運営に本校教員が関わる。  
取組 連携機関 内容 

ES 宮崎大学の留学生 ACT-SI における探究活動のポスター発表で作成した SDGs の各

目標の PowerPoint を使って留学生とディスカッションを行う。 

ES 綾ユネスコエコパーク 
センター 

有機農業を中心に持続可能なコミュニティ作りに成功している綾

町の実践をフィールドワークで学習する。 
ACT-
LI1 宮崎県中小企業家同友会 SDGs カードゲームを通して SDGs への理解を深める。 

− 13−



 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  ４４年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❶ 令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究報告要約 p.  ／ 6 6 

ACT-
LI1 宮崎県中小企業家同友会 「地元企業研修」のサポート。地域の中小企業に対して，その企

業が SDGs を達成するための取り組みの提案を行う。 
MF (株)ランバーミル プログラミング PBL において，年々指導内容を進化させている。 

IE 県国際交流協会 地域に住む外国人を招き，多文化共生講座を年に 7 回実施してい

る。 
ACT-
SI2 

県総合農業試験場 
・県工業技術センター 

ポスターセッションを通して研究職の方と交流し, 自身の研究を

深める「専門家との研究発表交流」を実施している。 

FW 宮崎海洋高等学校 海洋実習：日向灘の定点ポイントでサンプリング（気象・海象・

透明度・採水）を行う。（H29 年より） 

FW 宮崎県総合博物館 宮崎の植生・地質を学習し，FW に必要な調査技術を習得する。

（屋久島研修も含めた全 3 回の研修） 

RJ 宮崎大学清花アテナ 
男女共同参画推進室 

H29 年より「理系女子支援講座」を共同で開催。内容は，女性の

研究者による講義およびその研究室に属する学生との座談会であ

る。 

RJ 
県総合農業試験場 
・県工業技術センター 
・県食品開発センター 

R3 年より「理系女子支援講座」を共同で開催。 

（（５５））教教育育心心理理学学にに基基づづくく探探究究活活動動のの教教育育効効果果  

   安田女子大学五十嵐亮准教授（本校運営指導委員）に教育心理学の観点で分析いただいた。 

結果の概要は以下の通りである。 

観点 結果（傾向） 

認知的欲求尺度 「学科（2条件）」「学年（3条件）」を独立変数とする混合2要因計画の分散分

析の結果から，特に有意な差はみられなかった。 
自己調整学習方略

尺度 

「学科（2条件）」「学年（3条件）」「下位尺度（4条件）」を独立変数とする混合

3要因計画の分散分析の結果から，特に有意な差はみられなかった。 
主体的な授業態度

尺度 

「学科（2条件）」「学年（3条件）」を独立変数とする混合2要因計画の分散分析から，
特に有意な差はみられなかった。 

自律的・依存的援助

要請尺度 

「学科（2条件）」「学年（3条件）」「下位尺度（4条件）」を独立変数とする混合

3要因計画の分散分析から，学科の別を問わず依存的援助要請よりも自律的援

助要請を多く用いていること，特に普通科よりもサイエンス科において自律

的援助要請を多く用いていることが分かった。 

〇〇  実実施施上上のの課課題題とと今今後後のの取取組組  
（（１１））SSSSHH 事事業業推推進進体体制制のの強強化化  

  ・教育開発部の教員が開発した取組を分掌外の教員にも普及する。今後も他の分掌へ事業の移

行を進める。 

・複数の教員で事業に取り組み，事業内容と指導のノウハウの共有を図る。  
・開発中の教材を完成させ，MSEC などを介して他校へ普及させる。 

（（２２））現現在在のの取取組組のの自自走走化化にに向向けけてて  

  ・SSH4 期 5 年目にあたり，SSH 指定終了後の自走化の準備を進める。実際に，大会派遣費や

研修費など独自の計算式で受益者負担率を上げた。その他の事業についても，同様の可能性

を検討する。 
  ・SSH 以外の助成金を財源にしたノウハウの蓄積と申請スキルを持つ教員の育成を目指す。 

（（３３））カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントト  

  ・課外活動の MF や FW を「理数探究基礎」の代用として学校設定科目にできるか検討する。 

（（４４））評評価価方方法法のの研研究究開開発発  

  ・教育心理学に基づく探究活動の教育効果については，現在，安田女子大学五十嵐亮准教授に

分析・考察を依頼している。本校の教員による分析方法の理解を進め，本校による探究活動

の評価を確立する。 
⑥⑥新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染拡拡大大のの影影響響  
 ES や PT は留学生との対面での交流中止，IE は生徒の留学と招聘事業が中止となった。  
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ACT-
LI1 宮崎県中小企業家同友会 「地元企業研修」のサポート。地域の中小企業に対して，その企

業が SDGs を達成するための取り組みの提案を行う。 
MF (株)ランバーミル プログラミング PBL において，年々指導内容を進化させている。 

IE 県国際交流協会 地域に住む外国人を招き，多文化共生講座を年に 7 回実施してい

る。 
ACT-
SI2 

県総合農業試験場 
・県工業技術センター 

ポスターセッションを通して研究職の方と交流し, 自身の研究を

深める「専門家との研究発表交流」を実施している。 

FW 宮崎海洋高等学校 海洋実習：日向灘の定点ポイントでサンプリング（気象・海象・

透明度・採水）を行う。（H29 年より） 

FW 宮崎県総合博物館 宮崎の植生・地質を学習し，FW に必要な調査技術を習得する。

（屋久島研修も含めた全 3 回の研修） 

RJ 宮崎大学清花アテナ 
男女共同参画推進室 

H29 年より「理系女子支援講座」を共同で開催。内容は，女性の

研究者による講義およびその研究室に属する学生との座談会であ

る。 

RJ 
県総合農業試験場 
・県工業技術センター 
・県食品開発センター 

R3 年より「理系女子支援講座」を共同で開催。 

（（５５））教教育育心心理理学学にに基基づづくく探探究究活活動動のの教教育育効効果果  

   安田女子大学五十嵐亮准教授（本校運営指導委員）に教育心理学の観点で分析いただいた。 

結果の概要は以下の通りである。 

観点 結果（傾向） 

認知的欲求尺度 「学科（2条件）」「学年（3条件）」を独立変数とする混合2要因計画の分散分

析の結果から，特に有意な差はみられなかった。 
自己調整学習方略

尺度 

「学科（2条件）」「学年（3条件）」「下位尺度（4条件）」を独立変数とする混合

3要因計画の分散分析の結果から，特に有意な差はみられなかった。 
主体的な授業態度

尺度 

「学科（2条件）」「学年（3条件）」を独立変数とする混合2要因計画の分散分析から，
特に有意な差はみられなかった。 

自律的・依存的援助

要請尺度 

「学科（2条件）」「学年（3条件）」「下位尺度（4条件）」を独立変数とする混合

3要因計画の分散分析から，学科の別を問わず依存的援助要請よりも自律的援

助要請を多く用いていること，特に普通科よりもサイエンス科において自律

的援助要請を多く用いていることが分かった。 

〇〇  実実施施上上のの課課題題とと今今後後のの取取組組  
（（１１））SSSSHH 事事業業推推進進体体制制のの強強化化  

  ・教育開発部の教員が開発した取組を分掌外の教員にも普及する。今後も他の分掌へ事業の移

行を進める。 

・複数の教員で事業に取り組み，事業内容と指導のノウハウの共有を図る。  
・開発中の教材を完成させ，MSEC などを介して他校へ普及させる。 

（（２２））現現在在のの取取組組のの自自走走化化にに向向けけてて  

  ・SSH4 期 5 年目にあたり，SSH 指定終了後の自走化の準備を進める。実際に，大会派遣費や

研修費など独自の計算式で受益者負担率を上げた。その他の事業についても，同様の可能性

を検討する。 
  ・SSH 以外の助成金を財源にしたノウハウの蓄積と申請スキルを持つ教員の育成を目指す。 

（（３３））カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントト  

  ・課外活動の MF や FW を「理数探究基礎」の代用として学校設定科目にできるか検討する。 

（（４４））評評価価方方法法のの研研究究開開発発  

  ・教育心理学に基づく探究活動の教育効果については，現在，安田女子大学五十嵐亮准教授に

分析・考察を依頼している。本校の教員による分析方法の理解を進め，本校による探究活動

の評価を確立する。 
⑥⑥新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染拡拡大大のの影影響響  
 ES や PT は留学生との対面での交流中止，IE は生徒の留学と招聘事業が中止となった。  
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様様式式２２－－１１  

宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  指指定定第第４４期期目目  0011～～0055  

  

❷  令令和和４４年年度度ススーーパパーーササイイエエンンススハハイイススククーールル研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題  
  

  
 
研究開発の成果を本報告書❶－④（p.12）に記載の「具体的な 5 つの目標」に沿って記す。（略号は【p.63】を参照） 
（（目目標標❶❶））創創造造力力のの育育成成 

AACCTT--
SSII11  

研研究究のの基基礎礎をを学学びび，，自自らら課課題題をを設設定定ででききたた  
4 月から丁寧にフレームワークを重ね，令和 4 年度は 13 グループの研究班が発足した。例年同様に活動は

進んでおり，各種大会や助成金への応募が増えた。マイクロプラスチック班は水産学会高校生ポスターセッシ
ョン大会で優秀賞，太陽班はサイエンスキャッスル 2022 にて優秀ポスター賞を受賞した。 
デデザザイインン思思考考のの考考ええ方方がが浸浸透透ししたた  
論理的思考力や，それに伴う問いを意識する力，批判的思考力に高得点をつける生徒が増えた。実際の力は

まだ発展途上ではあるが，生徒がデザイン思考を意識して研究に取り組んでいるとわかる。  

AACCTT--
SSII22  

議議論論をを深深めめつつつつ研研究究をを進進めめらられれたた  
リフレクションカードの議論に関する値は 5 月が最も高く，年間を通して安定していた。研究に関する値は

5 月が最も低く，徐々に増加に転じた。例年であれば 9 月に研究に関する値が低下するが R4 年度はほとんど
減少が見られなかった。生徒の探究活動へのモチベーションを継続できたと考えられる。 
1111 月月のの研研究究発発表表交交流流でで活活動動がが活活発発ににななっったた  
研究者との研究発表交流を 11 月に開催することで夏期休業の議論や研究の落ち込みを回避することができ

た。外部での発表は探究活動のモチベーションを継続させるために重要な要因だと考えられる。  

AACCTT--
LLII11  

DDSS のの授授業業でで得得たた技技術術をを活活かかせせたた  
本年度よりサイエンス科で開発された DS の授業を普通科にも普及した。ICT を用いてプレゼン資料を作成

するなど，データ整理の効率化が見られた。また，一部の普通科の生徒が研究データに検定を用いた。  

AACCTT--
LLII22  

昨昨年年度度ののアアンンケケーートト結結果果をを先先行行研研究究のの結結果果ととししてて使使用用ししたた  
例年，ACT-LI のアンケート内容に重複が見られることもあり，2 年生には，昨年度のアンケート結果を先行

研究の結果として使用を認めた。ただ，研究内容に深化は見られなかった。  
ポポススタターー作作成成力力やや発発表表力力をを身身ににつつけけるるここととががででききたた  
生徒の 78%が ACT-LI2 を通して，社会に出て役立つ力が身についたと感じている。また，「データをまとめ

て表現する力」や，「考えを相手に伝える力」や「情報を活用する力」等を身につけた。各班に 1 台ずつタブレ
ット端末を貸し出した。多くの班がタブレットでポスターを作成し，手書きポスターは減少した。 
ググルルーーププ活活動動でで協協働働的的なな課課題題解解決決力力をを身身ににつつけけたた  

ACT-LI では，全ての研究がグループで協働的に活動しており，議論において「相手の意見を聞く力」等が課
題解決能力の向上に繋がったと実感する生徒が多かった。  

SSCC  
科科学学
部部  

大大会会等等ででのの生生徒徒のの質質問問回回数数がが増増ええたた 
生徒主体の活動報告会を毎週実施している。各研究班は 1 ヵ月に 1 回報告を行う。部顧問からの研究助言だ

けでなく，生徒間の質疑応答を重視して指導した結果，大会等で核心を突く質問ができるようになった。  
GGooooggllee  DDrriivvee のの活活用用でで添添削削がが容容易易ににななっったた  

Google Drive を利用し，各班の研究要旨やポスター，プレゼンをクラウド上で提出・添削した。これにより
生徒は自宅での作業が可能となり，部活動時間を実験やデータ解析に活用できた。  

MMFF  試試行行錯錯誤誤すするる能能力力がが身身にに付付いいたた  
クラフト PBL の回数を重ねるごとに試行錯誤する実感をもつ生徒が増えた。  

FFWW  

積積極極的的なな議議論論でで協協働働力力がが育育めめたた  
屋久島研修では現地で集めた情報をもとに協働的に議論と発表を行い，外部指導委員から高く評価された。  

レレポポーートト作作成成でで，，論論理理的的表表現現ががででききたた  
海洋実習では現地で集めた情報をもとに生徒全員が 800 字のレポートを作成した。論理表現と実験記録や観

測記録の重要性を体験的に学び，科学リテラシーを育成できた。  

RRJJ  
参参加加者者ににととっってて良良いい学学びびととななっったた  
宮崎県工業技術センター・宮崎県食品開発センターの講座を実施し，本校生徒以外の参加が 57.7％であった。

生徒満足度は 100％であり，本県の理系進学を目指す女子生徒や保護者にとって有意義な講座であった。  

IIEE  
柔柔軟軟なな思思考考力力とと行行動動力力がが身身ににつついいたた  
 多文化共生講座では全員の生徒が「柔軟な思考力・行動力が身についた」と回答した。生徒の感想で，「日本
での常識が世界では常識でないことを理解し，他国の文化も尊重したい」という意見が多く見られた。  

  
＜＜教教材材のの開開発発等等ににおおけけるる教教師師のの工工夫夫＞＞  

  
AACCTT--
SSII22  

リリフフレレククシショョンンカカーードドおおよよびび指指導導資資料料やや指指導導情情報報をを DDXX 化化ししたた  
リフレクションカードは Google Form を用いて集計した。R4 年度の 2 年生は個人端末を持っていないの

で，SSH 費用で購入したタブレットを活用し，生徒のコメントを反映した探究指導を行えた。リフレクション
カードには生徒が個別に質問などを記入できる項目を追加した。入力内容はオンライン版の Microsoft Excel
で集約し，事前打合せ資料をデジタル化した。デジタル資料は指導者の Google Classroom から閲覧できるよ
うにした。これにより，各班の課題をあらかじめ共有し，班に必要な専門性を持つ指導者を派遣できた。指導

① 研究開発の成果 
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の記録は毎時間担当者を割り振り，各班の計画や声かけの情報を Google Classroom で共有した。Google 
Classroom を用いた指導情報の共有により指導者 8 名で全体の班を指導する体制が整った。  

MMFF  
楽楽ししめめるるププロロググララミミンンググ教教材材がが完完成成ししたた  

RaspberryPi によるデータロガー製作は内容が充実し複雑になったが，楽しめる生徒が多かった。これはデ
ータロガーとしての有用性をわかりやすく示したため，目的意識を持って課題に取り組めていることを示す。  

FFWW  教教材材開開発発とと教教員員ののススキキルル向向上上  
自走化を目指した海洋実習の教材は完成しつつあるが，屋久島研修の教材はさらに開発する必要がある。 

（（目目標標❷））地地域域のの価価値値をを見見出出すす力力のの育育成成  

AACCTT--
LLII22  

地地域域社社会会のの課課題題をを発発見見しし，，地地域域にに貢貢献献ししたたいいとといいうう気気持持ちちをを身身ににつつけけたた  
生徒の 79%が ACT-LI2 を通して，宮崎県の課題を発見することができたと感じている。また，「地域を発展

させたい」「地域に貢献したい」という思いを身につけた生徒が最も多かった。 

EESS  
地地球球環環境境へへのの意意識識がが変変わわっったた  
否定的な回答した生徒は 80%→10% と減少し，肯定的回答は 20%→85%に増加した。生徒の感想には「私た

ちの住む地球の問題について，ディベートを通して身近に学ぶことができた」等の肯定的な意見が多くあった。 

FFWW  

ササスステテイイナナビビリリテティィのの視視座座がが育育成成ででききたた  
海洋実習では，マイクロプラスチックやプランクトンの観察によって自然環境への関心を高めた。  

PPBBLL でで各各研研究究分分野野へへのの関関心心がが高高ままっったた  
博物館との連携事業では，植生・地質への関心が高まり，植生・地質の研究者になりたい生徒も微増した。

事前研修, 実習, 事後研修を短期間に集中して行った影響も大きい。 
FFWW をを生生かかすす研研究究チチーームムががででききたた  
フィールドワークで採取したサンプルを，研究に生かすチームができた。また，博物館研修における撮影技

術などを観察や実験で生かした。  

IIEE  
相相互互のの違違いいをを尊尊重重すするる姿姿勢勢をを学学びび，，自自文文化化をを振振りり返返るるここととががででききたた 

多文化共生講座では 80％の生徒が「相互の違いを尊重し共生していく姿勢が身に付いた」と回答し，94％の
生徒が「自文化を振り返り価値や課題を見出すことができた」と回答した。 

（（目目標標❸））英英語語にによよるる表表現現力力のの育育成成  

（（目目標標❹））科科学学リリテテララシシーーのの育育成成  

AACCTT--
SSII11  

全全ててのの班班がが研研究究者者計計画画書書をを熱熱心心にに作作成成ししたた  
論理的思考法やデータサイエンスで得た知識を活用し，全ての班が担当教諭と綿密な面談を行い，研究計画

書を完成させた。 

AACCTT--
LLII22  

様様々々なな方方法法をを用用いいたた情情報報収収集集力力をを身身ににつつけけるるここととががででききたた  
各班に 1 台ずつタブレット端末を貸し出し，情報収集が活発となった。2 学期には校外調査も行い，「フィー

ルドワーク」や「企業へのインタビュー」を行った班もあった。校外調査は特に意義深かった。  

DDSS  

PPBBLL 教教材材はは生生徒徒のの論論理理的的表表現現力力をを鍛鍛ええるる  
教師との口頭試問において論理的な説明ができる生徒が増加した。教え合いや口頭試問によって論理的表現

力が向上したと考えられる。科学探究にも活かされ，データ取得方法を論理的に計画できた班が多かった。  
統統計計処処理理教教材材はは生生徒徒のの探探究究活活動動にに役役立立つつ  

2 年サイエンス科の生徒研究作品には，誤差グラフ以上の統計的手法を活用する班が 45.5％になり，複数の
群・項目の測定データを平均化し，誤差をつけて表現できた。また，平均値の比較検定を行うようになった。  

ST  科科学学的的・・論論理理的的にに思思考考ししてていいたた 
すべてのグループがパフォーマンステストで正しい内容を説明しており，協力して論理的に思考できた。  

SSTT  
英英語語論論文文ととググララフフ図図表表をを理理解解ででききたた。。ままたた，，英英語語論論文文へへのの耐耐性性ををつつけけたた  
パフォーマンステストはほとんどの生徒が英語で内容を理解できていた。英語が得意な生徒も，英語の科学

論文には表現の難しさに驚きを隠せない様子であった。しかし，生徒は図表の読み取り等を経て自信をつけた。  

EESS  

英英語語でで発発表表ででききるる生生徒徒がが増増ええたた 
「英語でプレゼンテーションができる」と答えた生徒が 15%→72%に増加，低評価の生徒は 72%減少した。 

英英語語ででデディィベベーートト・・デディィススカカッッシショョンンががででききるる生生徒徒がが増増ええたた  
「できない」と回答した生徒は 40％→16％と減少し，「できる」と回答した生徒は 10%→65％と増加した。生

徒の感想には，「ディベートを通して新しい視点や考え方があることに気づくことができた」「今地球が抱える
問題を理解し，発表し合えるぐらい学ぶことができてうれしかった」という意見があった。 

IIEE  
異異文文化化へへのの興興味味関関心心をを育育成成ででききたた   

ほとんどの生徒が好奇心を持ち，以前よりも「新しいことを知りたい」「異文化への興味が高まった」と回答
した。また，国際理解一日英語研修会では海外で学びたい・働きたいと思った生徒が 70％を超えた。  

PPTT  

相相手手にに応応じじててププレレゼゼンンテテーーシショョンンががででききたた 
「相手に応じてプレゼンテーションできる」と答えた生徒が 10%→85%に増加し，「できない」と答えた生徒

が 83％→5%に減少した。多くの生徒が「英語での発表を抵抗なく行える」と感想を述べていた。 
研研究究のの英英語語ポポススタターー，，英英語語論論文文のの質質がが上上ががっったた 

提出されたポスターや論文の英語力は昨年度より向上した。ポスターや論文の書き方を段階的に指導・演習
し，昨年から始めた相互添削の成果が出ている。Scientific Thinking，Earth Science，Presentation &Thesis
で英語論文を読む力，発表する力そして書く力の育成を目標としており，その成果が出たと考えられる。 
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の記録は毎時間担当者を割り振り，各班の計画や声かけの情報を Google Classroom で共有した。Google 
Classroom を用いた指導情報の共有により指導者 8 名で全体の班を指導する体制が整った。  

MMFF  
楽楽ししめめるるププロロググララミミンンググ教教材材がが完完成成ししたた  

RaspberryPi によるデータロガー製作は内容が充実し複雑になったが，楽しめる生徒が多かった。これはデ
ータロガーとしての有用性をわかりやすく示したため，目的意識を持って課題に取り組めていることを示す。  

FFWW  教教材材開開発発とと教教員員ののススキキルル向向上上  
自走化を目指した海洋実習の教材は完成しつつあるが，屋久島研修の教材はさらに開発する必要がある。 

（（目目標標❷））地地域域のの価価値値をを見見出出すす力力のの育育成成  

AACCTT--
LLII22  

地地域域社社会会のの課課題題をを発発見見しし，，地地域域にに貢貢献献ししたたいいとといいうう気気持持ちちをを身身ににつつけけたた  
生徒の 79%が ACT-LI2 を通して，宮崎県の課題を発見することができたと感じている。また，「地域を発展

させたい」「地域に貢献したい」という思いを身につけた生徒が最も多かった。 

EESS  
地地球球環環境境へへのの意意識識がが変変わわっったた  
否定的な回答した生徒は 80%→10% と減少し，肯定的回答は 20%→85%に増加した。生徒の感想には「私た

ちの住む地球の問題について，ディベートを通して身近に学ぶことができた」等の肯定的な意見が多くあった。 

FFWW  

ササスステテイイナナビビリリテティィのの視視座座がが育育成成ででききたた  
海洋実習では，マイクロプラスチックやプランクトンの観察によって自然環境への関心を高めた。  

PPBBLL でで各各研研究究分分野野へへのの関関心心がが高高ままっったた  
博物館との連携事業では，植生・地質への関心が高まり，植生・地質の研究者になりたい生徒も微増した。

事前研修, 実習, 事後研修を短期間に集中して行った影響も大きい。 
FFWW をを生生かかすす研研究究チチーームムががででききたた  
フィールドワークで採取したサンプルを，研究に生かすチームができた。また，博物館研修における撮影技

術などを観察や実験で生かした。  

IIEE  
相相互互のの違違いいをを尊尊重重すするる姿姿勢勢をを学学びび，，自自文文化化をを振振りり返返るるここととががででききたた 
多文化共生講座では 80％の生徒が「相互の違いを尊重し共生していく姿勢が身に付いた」と回答し，94％の

生徒が「自文化を振り返り価値や課題を見出すことができた」と回答した。 

（（目目標標❸））英英語語にによよるる表表現現力力のの育育成成  

（（目目標標❹））科科学学リリテテララシシーーのの育育成成  

AACCTT--
SSII11  

全全ててのの班班がが研研究究者者計計画画書書をを熱熱心心にに作作成成ししたた  
論理的思考法やデータサイエンスで得た知識を活用し，全ての班が担当教諭と綿密な面談を行い，研究計画

書を完成させた。 

AACCTT--
LLII22  

様様々々なな方方法法をを用用いいたた情情報報収収集集力力をを身身ににつつけけるるここととががででききたた  
各班に 1 台ずつタブレット端末を貸し出し，情報収集が活発となった。2 学期には校外調査も行い，「フィー

ルドワーク」や「企業へのインタビュー」を行った班もあった。校外調査は特に意義深かった。  

DDSS  

PPBBLL 教教材材はは生生徒徒のの論論理理的的表表現現力力をを鍛鍛ええるる  
教師との口頭試問において論理的な説明ができる生徒が増加した。教え合いや口頭試問によって論理的表現

力が向上したと考えられる。科学探究にも活かされ，データ取得方法を論理的に計画できた班が多かった。  
統統計計処処理理教教材材はは生生徒徒のの探探究究活活動動にに役役立立つつ  

2 年サイエンス科の生徒研究作品には，誤差グラフ以上の統計的手法を活用する班が 45.5％になり，複数の
群・項目の測定データを平均化し，誤差をつけて表現できた。また，平均値の比較検定を行うようになった。  

ST  科科学学的的・・論論理理的的にに思思考考ししてていいたた 
すべてのグループがパフォーマンステストで正しい内容を説明しており，協力して論理的に思考できた。  

SSTT  
英英語語論論文文ととググララフフ図図表表をを理理解解ででききたた。。ままたた，，英英語語論論文文へへのの耐耐性性ををつつけけたた  
パフォーマンステストはほとんどの生徒が英語で内容を理解できていた。英語が得意な生徒も，英語の科学

論文には表現の難しさに驚きを隠せない様子であった。しかし，生徒は図表の読み取り等を経て自信をつけた。  

EESS  

英英語語でで発発表表ででききるる生生徒徒がが増増ええたた 
「英語でプレゼンテーションができる」と答えた生徒が 15%→72%に増加，低評価の生徒は 72%減少した。 

英英語語ででデディィベベーートト・・デディィススカカッッシショョンンががででききるる生生徒徒がが増増ええたた  
「できない」と回答した生徒は 40％→16％と減少し，「できる」と回答した生徒は 10%→65％と増加した。生

徒の感想には，「ディベートを通して新しい視点や考え方があることに気づくことができた」「今地球が抱える
問題を理解し，発表し合えるぐらい学ぶことができてうれしかった」という意見があった。 

IIEE  
異異文文化化へへのの興興味味関関心心をを育育成成ででききたた   
ほとんどの生徒が好奇心を持ち，以前よりも「新しいことを知りたい」「異文化への興味が高まった」と回答

した。また，国際理解一日英語研修会では海外で学びたい・働きたいと思った生徒が 70％を超えた。  

PPTT  

相相手手にに応応じじててププレレゼゼンンテテーーシショョンンががででききたた 
「相手に応じてプレゼンテーションできる」と答えた生徒が 10%→85%に増加し，「できない」と答えた生徒

が 83％→5%に減少した。多くの生徒が「英語での発表を抵抗なく行える」と感想を述べていた。 
研研究究のの英英語語ポポススタターー，，英英語語論論文文のの質質がが上上ががっったた 
提出されたポスターや論文の英語力は昨年度より向上した。ポスターや論文の書き方を段階的に指導・演習

し，昨年から始めた相互添削の成果が出ている。Scientific Thinking，Earth Science，Presentation &Thesis
で英語論文を読む力，発表する力そして書く力の育成を目標としており，その成果が出たと考えられる。 
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EESS 自自然然科科学学へへのの興興味味がが高高ままっったた  
自然科学への興味について定的な回答が 75％→10％に減少し，肯定的な回答は 15％→72％に増加した。  

MMFF 
探探究究活活動動のの研研究究計計画画がが充充実実ししたた  

研究計画書の指導をする過程で，生徒がデザイン思考を用いて論理的に立案していると実感できた。また，
13 作品中 4 作品に Raspberry Pi の活用を研究計画に入れた。 

（（目目標標❺❺））探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証  

AACCTT--
SSII11  

学学習習方方法法がが変変容容しし暗暗記記にに頼頼ららななくくななっったた 
デザイン思考の指導を続けた結果，日々の学習態度にも暗記に頼らず考えて学ぶ姿勢が浸透した。  

DDSS  
PPBBLL 教教材材はは個個別別最最適適化化学学習習をを実実現現すするる  

PBL 課題の口頭試問で教師は全生徒との対話を行い，進捗の把握や丁寧な指導が可能となった。データサイ
エンスは「実際に統計処理を使ってみること」と「統計処理の意味を理解すること」を両立させた。  

 
                                     
 
  

AACCTT--
SSII  

AACCTT--SSII ににおおけけるる DDXX のの構構築築  
普及にあたり，Google や Microsoft など複数のアカウントを使用するのは煩雑である。アカウントを統一したシ

ステムを構築する必要がある。次年度はスケジュールやリフレクションカード，指導情報などの教材システムをパ
ッケージングする。 

AACCTT--
SSII11  

AACCTT--SSII のの指指導導ののよよりり一一層層のの充充実実  
科学部以外は予備実験がほぼなかった。そのため探究活動への興味が薄れたと考えられる。また，プレ探究活動

を研究に応用しきれていないため，学んだ内容の使いどころがイメージできなかった。活動時間を確保し，満足の
いく研究ができるように支援する。教職員も指導方法を学んでおり，アドバイスは充実している。  

AACCTT--
LLII  

3 年生は発表を中心とした活動であったため，研究活動の振り返りや将来への展望が見出せるような指導計画を
立てる。また，3 年間で身に付けさせたい力や目指す生徒像を明確にし，活動の過程が経験値として生徒の中に残
る教材を作る。同時に，大勢の生徒を指導する教員の指導力向上や指導の工夫も必要である。 

DDSS  
新新ししいい統統計計教教材材おおよよびび画画像像処処理理教教材材のの開開発発  
分散分析など 3 群以上の検定に対応させる。また，統計処理をクリアした生徒には Google Colaboratory にて

Python による PBL 課題に取り組んだ。今後は OpenCV を使った画像処理を行う課題などを開発する。 

SSTT  評評価価方方法法ややアアンンケケーートト項項目目のの見見直直しし  
生徒の意識の変化が分かりやすくなるよう評価システムやアンケート項目を見直していく必要がある。 

PPTT  
9900%%のの生生徒徒がが英英語語ででのの発発表表，，質質疑疑応応答答にに自自信信がが無無くく，，英英語語論論文文がが書書けけなないい  
コロナ禍の影響があり，対面で外国人と英語で対話する機会がない。基本的な英語力と，互いに相手を理解しよ

うとする気持ちが大切であるということに気づかせる機会が必要である。 

FFWW  

自自走走化化にに向向けけたた準準備備  
屋久島研修も海洋実習も生徒の満足度は非常に高く，学科行事として定着した。第 4 期終了後の自走に向けて，

SSH 事業費からの補助額を減らし，受益者負担率を毎年 20 %ずつ上げ，現在受益者負担率 40％である。 
屋屋久久島島研研修修ににおおけけるるテテーーママのの与与ええ方方  
博物館の学芸員から，本やネットに答えがあるテーマは屋久島に行かなくてもできるポスターになるとの指摘を

受け, 本年度は細かい設定をせず「植生と地質における宮崎県と屋久島の比較」を行った。生徒は相違点や共通点
を意識して活発に議論していたが，明確な目的意識をもって野外研修が行えたわけではない。  
評評価価法法ににつついいてて  
評価の観点を予め生徒に伝えてから実践すると効果は高い。そこで，授業計画段階で評価基準を作成する。 

カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントト  
今後も持続させるために学習指導要領「理数探究基礎」代用としてカリキュラム化を検討する。 

RRJJ  

規規模模とと内内容容のの検検討討  
講演会の後に座談会を実施した。各班に学生または女性研究者がつき，様々なロールモデルを聞いた。第 11 回

は生徒約 5 名に講師 2 名, 第 12 回は，生徒約 6 名に講師 1 名で座談会を実施した。講師の人数に合わせて参加者
に上限を設け，フリーディスカッションではなくテーマや質問カードを使用した座談会になるよう工夫したい。 
進進学学後後，，将将来来ののイイメメーージジををよよりり具具体体化化すするる  
講演と座談会で参加者は具体的な理系進学のイメージを持った。今後も更に宮崎県総合農業試験場や宮崎県工業

技術センター等の公的研究機関と連携し，女子生徒の将来の選択の幅を広げたい。  

IIEE  
新新ししいい形形式式ででのの国国際際交交流流のの構構築築  
コロナ禍で直接往来ができない中，国内の国際交流団体などと連携して，多文化共生講座，オンライン交流，台

湾の大学との連携，今年度より国際理解一日英語研修会を実施し国際交流活動を開発し発展させた。このような時
だからこそ互いの違いを尊重して共生社会を目指し積極的に世界にチャレンジする人材育成を推進していきたい。  

OOLL  

OOLL 活活用用者者がが減減少少ししたたたためめ活活用用をを促促すす  
R4 年度の OL 活用者はほとんど居なかった。12 月頃に 1 名が連続して活用したが，運動部に加入していたため

科学部勧誘は断念した。また，普通科の ACT-LI では実験を計画する班がなかったため，OL の利用者はいなかっ
た。普通科 ACT-LI での活用を増やすには計画時に案内を行う必要がある。また，普通科の科学部生徒が ACT-LI
内で科学研究を行える環境も整えなくてはならない。  

 

② 研究開発の課題 
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．．                                  ❸  実実施施報報告告書書（（本本文文））                                          
  

課題 宮崎北高等学校 SSH 第 4 期事業の研究開発の課題 
文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭）   

１１．．SSSSHH 事事業業第第 44 期期研研究究開開発発のの課課題題ととねねららいい  
（（１１））課課題題（（基基礎礎枠枠のの開開発発課課題題））  
 地域創生に携わる科学技術人材を育成する教育

プログラムの研究開発 

（（２２））ねねららいい（（目目的的とと目目標標））  
【【目目的的】】 本校は恵まれた環境，優れた人材，18
年の開発成果とノウハウを活かし，「本県の地域創

生に携わる科学技術系人材の育成・推進」の研究

開発に取り組み，県内全域に理数教育・探究型学

習など開発成果の普及を推進する。 
  【【目目標標】】 目的の具現化には「科学リテラシーと創

造力をもつ多様な科学技術系人材育成」と「サス

テイナビリティの視座をもち，本県に高い帰属意

識を持つ人材育成」が効果的と考え，以下に 5 つ

の目標を挙げ，校長のリーダーシップのもと必要

な教育活動を全職員で開発する。 

＜＜開開発発事事業業とと各各目目標標のの関関係係＞＞  

  

２２．．令令和和 44 年年度度のの研研究究開開発発のの経経緯緯（（時時系系列列一一覧覧表表））  

令和 4 年度の各開発計画の取組状況を時系列で

示す。各月は週単位で表記した。 
 

研究開発の具体的な 5 つの目標 

①創造力の育成 
デザイン思考やビッグデータ，AI を活

用した教材を開発し，創造力を持った科

学技術人材を育成する 

②地域の価値を 
見出す力の育成 

本県事例を用いて持続的な社会づくり

の教材を開発し，サステイナビリティの

視座を有する科学技術人材を育成する 

③英語による 
表現力の育成 

国際社会で必要な英語力と国際性を育

む指導法を確立し，異なる文化の人々と

協働できる科学技術人材を育成する 

④科学リテラシー 
の育成 

データに基づき論理的に思考する力を

育む指導方法を確立し，科学リテラシー

を有する科学技術人材を育成する 

⑤探究活動の 
教育効果の検証 

教科学習と探究型学習の学びを実践す

る場である探究活動の教育効果を教育

心理学に基づいて評価・検証を行う 

開発計画 
目   標 

対 象 時 期 
① ② ③ ④ ⑤ 

授 
業 

地域探究（ACT-LI） ○ ○  ○ ○ 普通科 通年 
科学探究（ACT-SI） ○ ○  ○ ○ サイエンス科 通年 
Scientific Thinking 
（ST） ○ ○ ○ ○  サイエンス科 

1 年 通年 

Earth Science 
（ES）  ○ ○ △  サイエンス科 

2 年 通年 

Presentation and 
 Thesis（PT）  ○ ○ ○ ○ サイエンス科 

3 年 通年 

Data Science 
（DS） ○   ○  全 

1・2 年 通年 

課 
外 
活 
動 

理系女子支援講座 
（RJ） ○ ○  ○ ○ 全学希 

外部希 
通年 
3 回 

国際交流（IE） ○ ○ ○ ○ △ 全学希 通年 
フィールドワーク（FW）  ○  ○ ○ サイエンス科 7~11 月 
マニュファクチャリング

（MF） ○   ○  サイエンス科 
1 年 

通年 
7 回 
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Ｅ 

Ｓ 

Ｐ 

Ｔ 

Ｄ 
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Ｄ 
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Ｄ 

Ｓ 

Ｍ 

Ｆ 

Ｆ 

Ｗ 

Ｉ 

Ｅ 

ACT 

SI1 

ACT 

SI2 

ACT 

SI3 

ACT 

LI1 

ACT 

LI2 

ACT 

LI3 

Ｒ 

Ｊ 

対 

象 
１ 

年 

２ 

年 

３ 

年 

1 

年 

２ 

年 

３ 

年 

１ 

年 

1 

年 

希 

望 

1 

年 

２ 

年 

３ 

年 

1 

年 

2 

年 

3 

年 

女 

子 

４
月 

                
    ●            
  ● ●  ●   ◇  ● ●     
                
                

５
月 

                
        ◎  ●  ● ● ●  
     ● ●    ●  ● ● ●  

●    ● ● ●    ●  ● ● ●  
● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● ●  

６
月 

● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● ●  
● ● ● ● ● ●   ◎  ● ● ● ● ●  
● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● ●  
● ● ● ● ● ●      ● ● ● ●  
          ●  ● ● ●  

７
月 

     ●     ●   ●  ◇ 
● ● ● ● ● ● ● ●   ● ▲  ● ▲  
● ● ● ● ● ●  ●   ● ●     
● ● ● ●    ●   ● ●     
  ●  ● ●    ●  ●     

８
月 

     ●  ◎         
       ●   ●  ●  ●  
     ●     ●  ●  ●  
  ●  ● ●    ●  ● ● ● ●  

● ●         ●  ● ● ●  

９
月 

● ●            ●  ◇ 
● ● ● ● ● ●   ◎  ● ● ● ● ●  
● ● ●  ● ●    ●  ● ●  ● ◇ 
  ● ● ● ●     ● ● ◎ ● ●  

● ● ●  ●     ● ● ● ● ● ●  

１
０
月 

     ●       ● ● ●  
    ●    ◎    ● ● ● ◎ 

● ● ●  ● ●  ●   ● ●  ●   
● ● ●  ● ●  ◎  ● ● ● ● ◎ ●  
●  ● ● ● ● ● ◎    ● ●  ●  

１
１
月 

  ● ● ● ●   ◎  ● ● ●  ●  
● ● ●  ●  ● ◎  ● ▲ ●  ●  ◎ 
● ● ●  ●     ● ● ●  ●   
      ●    ●  ●  ●  
            ●  ●  

１
２
月 

● ● ●  ● ●    ●  ● ●  ●  
● ● ●   ● ●  ◎ ● ● ● ● ● ●  
 ●    ● ●  ◎  ▲  ● ▲ ●  
 ● ●  ●    □ ● ● ● ● ● ●  
        ◇  ●  ● ● ●  

１
月 

          ●  ● ● ●  
            ● ● ●  
    ●  ●   ●   ● ● ●  

● ●       ◎ ● ●  ● ●   
● ●     ●   ● ●  ●    

２
月 

● ●     ●       ●   
● ●   ●     ● ●  ●    
● ●           ● ●   
            ● ●   
            ● ●   

３
月 

    ●  ●  ◎ ● ●      
● ▲     ●  □    ● ●   
 ●   ●     ● ●  ● ●   
                
                

 
表中の記号は以下のとおりである。 
◇案内   ●授業  ◎校外学習・講座   
▲ポスターセッション  □国際交流（リモート） 
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❸－① 研究開発の課題 ② 研究開発の経緯  p.  ／ 1 1 

．．                                  ❸  実実施施報報告告書書（（本本文文））                                          
  

課題 宮崎北高等学校 SSH 第 4 期事業の研究開発の課題 
文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭）   

１１．．SSSSHH 事事業業第第 44 期期研研究究開開発発のの課課題題ととねねららいい  
（（１１））課課題題（（基基礎礎枠枠のの開開発発課課題題））  
 地域創生に携わる科学技術人材を育成する教育

プログラムの研究開発 

（（２２））ねねららいい（（目目的的とと目目標標））  
【【目目的的】】 本校は恵まれた環境，優れた人材，18
年の開発成果とノウハウを活かし，「本県の地域創

生に携わる科学技術系人材の育成・推進」の研究

開発に取り組み，県内全域に理数教育・探究型学

習など開発成果の普及を推進する。 
  【【目目標標】】 目的の具現化には「科学リテラシーと創

造力をもつ多様な科学技術系人材育成」と「サス

テイナビリティの視座をもち，本県に高い帰属意

識を持つ人材育成」が効果的と考え，以下に 5 つ

の目標を挙げ，校長のリーダーシップのもと必要

な教育活動を全職員で開発する。 

＜＜開開発発事事業業とと各各目目標標のの関関係係＞＞  

  

２２．．令令和和 44 年年度度のの研研究究開開発発のの経経緯緯（（時時系系列列一一覧覧表表））  

令和 4 年度の各開発計画の取組状況を時系列で

示す。各月は週単位で表記した。 
 

研究開発の具体的な 5 つの目標 

①創造力の育成 
デザイン思考やビッグデータ，AI を活

用した教材を開発し，創造力を持った科

学技術人材を育成する 

②地域の価値を 
見出す力の育成 

本県事例を用いて持続的な社会づくり

の教材を開発し，サステイナビリティの

視座を有する科学技術人材を育成する 

③英語による 
表現力の育成 

国際社会で必要な英語力と国際性を育

む指導法を確立し，異なる文化の人々と

協働できる科学技術人材を育成する 

④科学リテラシー 
の育成 

データに基づき論理的に思考する力を

育む指導方法を確立し，科学リテラシー

を有する科学技術人材を育成する 

⑤探究活動の 
教育効果の検証 

教科学習と探究型学習の学びを実践す

る場である探究活動の教育効果を教育

心理学に基づいて評価・検証を行う 

開発計画 
目   標 

対 象 時 期 
① ② ③ ④ ⑤ 

授 
業 

地域探究（ACT-LI） ○ ○  ○ ○ 普通科 通年 
科学探究（ACT-SI） ○ ○  ○ ○ サイエンス科 通年 
Scientific Thinking 
（ST） ○ ○ ○ ○  サイエンス科 

1 年 通年 

Earth Science 
（ES）  ○ ○ △  サイエンス科 

2 年 通年 

Presentation and 
 Thesis（PT）  ○ ○ ○ ○ サイエンス科 

3 年 通年 

Data Science 
（DS） ○   ○  全 

1・2 年 通年 

課 
外 
活 
動 

理系女子支援講座 
（RJ） ○ ○  ○ ○ 全学希 

外部希 
通年 
3 回 

国際交流（IE） ○ ○ ○ ○ △ 全学希 通年 
フィールドワーク（FW）  ○  ○ ○ サイエンス科 7~11 月 
マニュファクチャリング

（MF） ○   ○  サイエンス科 
1 年 

通年 
7 回 
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年 
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３ 
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年 
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年 
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年 
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年 
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年 

1 

年 

2 

年 
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女 

子 

４
月 

                
    ●            
  ● ●  ●   ◇  ● ●     
                
                

５
月 

                
        ◎  ●  ● ● ●  
     ● ●    ●  ● ● ●  

●    ● ● ●    ●  ● ● ●  
● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● ●  

６
月 

● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● ●  
● ● ● ● ● ●   ◎  ● ● ● ● ●  
● ● ● ● ● ●     ● ● ● ● ●  
● ● ● ● ● ●      ● ● ● ●  
          ●  ● ● ●  

７
月 

     ●     ●   ●  ◇ 
● ● ● ● ● ● ● ●   ● ▲  ● ▲  
● ● ● ● ● ●  ●   ● ●     
● ● ● ●    ●   ● ●     
  ●  ● ●    ●  ●     

８
月 

     ●  ◎         
       ●   ●  ●  ●  
     ●     ●  ●  ●  
  ●  ● ●    ●  ● ● ● ●  

● ●         ●  ● ● ●  

９
月 

● ●            ●  ◇ 
● ● ● ● ● ●   ◎  ● ● ● ● ●  
● ● ●  ● ●    ●  ● ●  ● ◇ 
  ● ● ● ●     ● ● ◎ ● ●  

● ● ●  ●     ● ● ● ● ● ●  

１
０
月 

     ●       ● ● ●  
    ●    ◎    ● ● ● ◎ 

● ● ●  ● ●  ●   ● ●  ●   
● ● ●  ● ●  ◎  ● ● ● ● ◎ ●  
●  ● ● ● ● ● ◎    ● ●  ●  

１
１
月 

  ● ● ● ●   ◎  ● ● ●  ●  
● ● ●  ●  ● ◎  ● ▲ ●  ●  ◎ 
● ● ●  ●     ● ● ●  ●   
      ●    ●  ●  ●  
            ●  ●  

１
２
月 

● ● ●  ● ●    ●  ● ●  ●  
● ● ●   ● ●  ◎ ● ● ● ● ● ●  
 ●    ● ●  ◎  ▲  ● ▲ ●  
 ● ●  ●    □ ● ● ● ● ● ●  
        ◇  ●  ● ● ●  

１
月 

          ●  ● ● ●  
            ● ● ●  
    ●  ●   ●   ● ● ●  

● ●       ◎ ● ●  ● ●   
● ●     ●   ● ●  ●    

２
月 

● ●     ●       ●   
● ●   ●     ● ●  ●    
● ●           ● ●   
            ● ●   
            ● ●   

３
月 

    ●  ●  ◎ ● ●      
● ▲     ●  □    ● ●   
 ●   ●     ● ●  ● ●   
                
                

 
表中の記号は以下のとおりである。 
◇案内   ●授業  ◎校外学習・講座   
▲ポスターセッション  □国際交流（リモート） 

 
 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  ４４年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❸－③Ａ .ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ. サイエンス科 科学探究 p. 1／ 5 

  

開発課題 主体性と創造力を育みデザイン思考を身に着ける科学探究の開発 
文 責  河野 健太(1)，菊池 高弘(2)（宮崎北高等学校 (1)教諭 (2)講師） 

  
１１．．科科学学探探究究のの概概要要      

((１１））本本校校のの科科学学探探究究  

 社会が抱える様々な問題の改善が目標とする。

その過程にある課題をひとつずつ解決するために

実験・観察を重ねている。 
探究活動には明確な答えがない。外発的動機付

けが強い生徒は答えが用意されていない活動に消

極的である。しかし，Society 5.0 では主体性と創

造力でイノベーションを起こす人材が望まれる。 
サイエンス科で 3 年間続ける科学探究は，他の

連携する教育活動（プレ探究活動）で得た科学リ

テラシーを実践する場である。 

((２２））学学校校設設定定科科目目とと課課外外活活動動  

プレ探究活動は 4 つの学校設定科目と 3 つの課

外活動で構成される。これらの活動は全て科学探

究に帰結し，得た知識・能力を科学探究に活かす

過程で内発的動機付けの学びへ昇華させる(Fig.1)。 
  ＡＡ．．ササイイエエンンテティィフフィィッッククシシンンキキンンググ（（SSTT））  

  研究倫理や科学論文を英語で学習する。 
  ＢＢ．．デデーータタササイイエエンンスス((DDSS))  

  統計処理・プログラミングについて学習する。 
  ＣＣ．．アアーーススササイイエエンンスス((EESS))  

  地球環境と SDGs について英語で学習する。 
  ＤＤ．．ププレレゼゼンンテテーーシショョンン＆＆論論文文((PPTT))  

  ３年間の研究成果を英語で発表する。 
  ＥＥ．．ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ((MMFF))  

  試行錯誤や議論の方法を学習する。 
  ＦＦ．．フフィィーールルドドワワーークク((FFWW))  

  フィールドでの実験や観察方法を学習する。 
  ＧＧ．．国国際際交交流流((IIEE))  

  多彩な国際交流を通じて英語力を身に付ける。 

 
２２．．仮仮説説      
 以下の仮説を立て，成果の検証をした。 
・研究の基礎を学び，自ら課題を設定できる。 
・4 月からの活動で研究内容が深まる。 
・活動を通して議論する能力が身に付く。 
・活動を通して思考力が身に付く。 

・活動を通して協働性が身に付く。 
・活動を通して適切な実験ができる。 
・プレ探究活動の活用は研究を発展させる。 
・豊富な発表活動で科学的な表現力およびコミュ

ニケーション力が成長する。 
・研究計画指導で適切な研究費の運用ができる。 
・探究活動がキャリア学習になる。 
・探究活動に肯定的になる。 
・科学探究の指導方法を普及できる。 

３３．．方方法法  

((１１））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ１１（（科科学学探探究究１１年年））  

 ACT-SI1 を第 4 期 1 年目は 10 月から，2 年目

は 7 月から開始した。3 年目は 4 月から ACT-SI1
を開始し，入学と同時にサイエンス科としての自

覚と自主性の涵養を目指し，今年度も同様にする。 
以下A～Hの過程を経てACT-SI1では研究テー

マを決定する。データサイエンスと併せて，原則

として隔週２時間で行う。今年度は研究計画書に

データサイエンスの観点を盛り込めるようにする。  
その分，昨年まで行っていた研究計画ポスター

セッションは今年度実施しない。 
ＡＡ．．研研究究者者ととししててのの心心構構ええ  
 研究に初めて触れる生徒に心構えを伝える。 
 ❶❶先先生生はは答答ええをを教教ええなないい  

  先生は研究の仕方を伝えることはできるが，

大切な考え方を見つけるのは自分達である。 
 ❷❷ややっっててははいいけけなないいこことと  

  捏造，改竄，盗用，データの水増し，ギフト，

流用など研究倫理に違反すること。 
 ❸❸「「研研究究」」とと「「自自由由研研究究」」のの違違いい 
  客観性があり，普遍的な内容を目指す。 
 ❹❹研研究究内内容容をを伝伝ええるる技技術術をを磨磨くく  

  発表は独りよがりにならない工夫が必要。 
 ❺❺ググルルーーププでで行行うう意意義義  

  仲間との議論で研究は深まる。研究者は仲間

を大切にする。 
 ➏➏ググルルーーププのの注注意意点点  

  研究は自分事である。他人任せにしない。 
 ➐➐高高度度なな内内容容はは大大学学でで行行うう  

  費用や時間，道具などの制約がある。高校で

できる事を考えながら進める。 
 ➑➑夢夢はは大大ききくく！！めめざざせせ世世界界大大会会！！  

  コツコツと積み重ねたチームに幸運が舞い降

りるかもしれない。 

ＢＢ．．デデザザイインン思思考考をを学学ぶぶ  
  ❶❶全全国国大大会会受受賞賞作作品品のの研研究究計計画画をを立立ててててみみよようう  

ランダムに組んだ 4 人 1 組で活動を行う。全

Fig.1 ACT-SI とプレ探究活動の関係 
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国 SSH 生徒研究発表大会

の優秀作品DVDを使用し，

受賞校が取り組んでいる課

題を発表する。答えは教え

ずに，「自分たちならどのよ

うな実験で解決するか」を

自由に議論させる（Fig.2）。
生徒に発表させたのち，

DVD のつづきで実際の研

究内容を確認する。その後，ロジカルシンキン

グ（論理的思法）について指導する。 
❷研研究究計計画画ををロロジジカカルルにに立立ててててみみよようう  

  ロジカルシンキングの指導を受けた後に，同

じく全国 SSH 生徒研究発表大会の優秀作品

DVD より別の作品で研究計画を立てさせる。 
❸❸論論理理のの飛飛躍躍にに気気づづここうう  

 「風が吹けば桶屋が儲かる」の小話を基に，ロ

ジカルシンキングのうちの「帰納法」を学ぶ。研

究計画を立てる際に意識させる。 
❹❹デデザザイインン思思考考ととはは何何かか  
 4 つのデザイン思考について学ぶ。デザイン

思考は書籍によって様々な定義があるが，本校

では 4 段階のレベルに分けて指導する。ロジカ

ルシンキング（論理的思考）を鍛え，物事の本質

を見極めるクリティカルシンキング（批判的思

考）ができるようになり，コンパウンドシンキ

ング（複眼的思考）で様々な視点を持ち，やがて

既成概念を打ち破るラテラルシンキング（水平

思考）に至る(Fig.3)。以降，ACT-SI や日々の学

習活動の中で何度も意識させる。 

 
 

ＣＣ．．研研究究領領域域とと班班決決めめ  

 生徒達は❶物理工学研究領域❷刺激応答研究領

域❸物質機能研究領域❹地球環境研究領域の 4
つの領域から，各自で興味のある分野に分かれ，

話し合いによって班に分かれる。この際，原則と

して３～４名になる。また，自分のやりたいこと

を互いに話ながら，班を決めていく。 

ＤＤ．．ママンンダダララーートトにによよるる研研究究アアイイデデアア出出しし  
 デザイン思考のフレームワークであるマンダラ

ートを行い，研究テーマのもととなるアイデアを

複数生み出す。 

ＥＥ．．トトレレーードドオオフフママトトリリククススにによよるるアアイイデデアア吟吟味味  
 デザイン思考のフレームワークであるトレード

オフマトリクスを用いて，複数のアイデアを独創

性と実現可能性の 2 軸に分けて吟味する。今年度

は GoogleWorkspace の Jamboard を使用した。 

ＦＦ．．研研究究企企画画書書のの作作成成  
 トレードオフマトリクスで絞られた研究アイデ

アをより具体的なものにするため，A4 用紙 1 枚分

の企画書を作成する。企画書には必ずイラストを

入れてイメージ化する。 
ＧＧ．．研研究究計計画画書書作作成成  
 研究計画書は，次の Point 1～Point 4 に沿って

段階的に指導する。 
 ❶ 研究計画に客観性がある定量的なデータを

記載しているか。 
 ❷ 実験方法が研究目的と合致し，研究全体の

筋道が通っているか。 
 ❸ 「データを取る」「解析する」等の抽象的表

現でなく，単位など具体的か。 
 ❹ 参考論文が明記され，先行研究との違いが

説明できる。先行研究がないか調べ，周辺論

文を集めて提示する。 
ＨＨ．．予予算算申申請請書書作作成成  

物品を購入する際は，生徒が商品を調べ，選定

理由を書く。適切な購入計画か ACT-SI 担当者と

SSH 経理担当で審査する。ACT-SI1 での予算は各

班年間 3 万円だが，申請時期で段階的に変化させ

た。11 月下旬には 3 万円，12 月中旬には 2 万円，

1 月中旬までかかった班は 1 万円に減額する。 

 ((２２））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ２２  
ＡＡ．．対対象象者者  

2 年サイエンス科 1 クラス 36 名に実施する。 

ＢＢ．．指指導導者者  

科学部顧問と担任・副担任等の計 8 名で行う。 

ＣＣ．．指指導導方方法法おおよよびび年年間間のの指指導導計計画画  

全体指導ではスケジュールや注意事項等の伝達，

共有事項の確認のみを行う。個別指導は，生徒に

Fig.3 宮崎北高校におけるデザイン思考の定義 

Fig.4 Jamboard で行うトレードオフマトリクス 

Fig2. 研究計画の議論 
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国 SSH 生徒研究発表大会

の優秀作品DVDを使用し，

受賞校が取り組んでいる課

題を発表する。答えは教え

ずに，「自分たちならどのよ

うな実験で解決するか」を

自由に議論させる（Fig.2）。
生徒に発表させたのち，

DVD のつづきで実際の研

究内容を確認する。その後，ロジカルシンキン

グ（論理的思法）について指導する。 
❷研研究究計計画画ををロロジジカカルルにに立立ててててみみよようう  

  ロジカルシンキングの指導を受けた後に，同

じく全国 SSH 生徒研究発表大会の優秀作品

DVD より別の作品で研究計画を立てさせる。 
❸❸論論理理のの飛飛躍躍にに気気づづここうう  

 「風が吹けば桶屋が儲かる」の小話を基に，ロ

ジカルシンキングのうちの「帰納法」を学ぶ。研

究計画を立てる際に意識させる。 
❹❹デデザザイインン思思考考ととはは何何かか  
 4 つのデザイン思考について学ぶ。デザイン

思考は書籍によって様々な定義があるが，本校

では 4 段階のレベルに分けて指導する。ロジカ

ルシンキング（論理的思考）を鍛え，物事の本質

を見極めるクリティカルシンキング（批判的思

考）ができるようになり，コンパウンドシンキ

ング（複眼的思考）で様々な視点を持ち，やがて

既成概念を打ち破るラテラルシンキング（水平

思考）に至る(Fig.3)。以降，ACT-SI や日々の学

習活動の中で何度も意識させる。 
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して３～４名になる。また，自分のやりたいこと
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 トレードオフマトリクスで絞られた研究アイデ
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各班の状況を説明させ，それに質問する。指導者

は答えを教えず，各班で議論または調査させる。

危険が伴う内容や実験のときのみ，理科教員が指

導する。授業終了までに教員同士で進捗状況や課

題を再共有し，指導を継続する。 

ＤＤ．．昨昨年年度度かかららのの変変更更点点  

➊➊リリフフレレククシショョンンカカーードドののＤＤＸＸ  

打合せ資料に生徒のリフレクションカードを

利用しているが，マークシート方式では集計や

資料作成の負担が大きい。R4 年度はリフレクシ

ョンカードをデジタル化して負担減を図る。 
➋➋指指導導情情報報ののＤＤＸＸ  

宮崎県では，Google，Microsoft，Apple のアカ

ウントが配布されている。これらのアカウント

や教員の 1 人 1 台端末を用いて指導情報をデジ

タル化し指導の円滑化を図る。 

((３３））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ３３  

ＡＡ．．実実験験  

1学期の間は実験可能で実験が必要な班は行う。 
ＢＢ．．ポポススタターー作作成成・・発発表表  
 5 月中旬から 7 月上旬にかけてポスター作成を

行う。7 月に MSEC フォーラムにてポスター発表

に参加する。 
ＣＣ．．論論文文作作成成  
 7 月下旬から 10 月末にかけて論文作成を行う。

教員は「MSEC 論文の書き方」を参考に独自の教

材を使用して指導し，生徒は「MSEC 統一論文書

式」を使用して論文を作成する。 
４４．．評評価価方方法法  
((１１））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ１１  

新課程の評価規準を設ける。現 1 年生は以下の

観点で成績評価を行う。 
ＡＡ．．知知識識・・技技能能ににつついいてて  
  ❶❶探探究究のの意意義義をを理理解解ししてていいるるかか  

研究企画書・計画書から判断する。何のため 
にその研究をしているのか理解しており，先行

研究を把握し，研究背景を記述できる。 
  ❷❷探探究究のの過過程程をを理理解解ししてていいるるかか  

研究企画書・計画書から判断する。どうやっ

てその研究を進めるか論理的に記述できる。 
 ❸❸研研究究倫倫理理ににつついいてて理理解解ししてていいるるかか  

研究企画書・計画書から判断する。研究者と 
しての心構えを計画にきちんと反映している。 

  ❹❹観観察察・・実実験験・・調調査査ににつついいててのの技技能能  

MF や FW で身に付けた試行錯誤の能力を発       
 揮しているか。研究計画書に従い研究を自己調   

整しながら進めているか。 
 ❺❺事事象象をを分分析析すするるたためめのの技技能能  

  DS で学んだ統計手法や画像処理を活用して 

 いる。統計的検定を使いこなしている。 
 ❻成成果果ををままととめめ，，発発表表すするるたためめのの技技能能  
  研究ポスターやプレゼン，論文が作成できる。 

ＢＢ．．思思考考・・判判断断・・表表現現ににつついいてて  
❶❶多多角角的的複複合合的的にに事事象象をを捉捉ええ課課題題をを設設定定すするる力力 

  デザイン思考のフレームワークを駆使してテ

ーマを設定できる。 
 ❷❷数数学学的的・・科科学学的的手手法法でで探探究究をを遂遂行行すするる力力 
  研究計画書をもとに，目的を常に意識して自

己調整しながら適切な実験計画を立てて，遂行

している。場当たり的な実験をせず，指導者と

の議論や研究ノートによる情報交換ができる。 
 ❸❸過過程程をを整整理理しし，，成成果果をを適適切切にに表表現現すするる力力  
 プレゼンやポスターにまとめられる。研究の

集大成として MSEC 論文書式に従い，適切な論

文を作成できる。 

ＣＣ．．学学びびにに向向かかうう力力・・人人間間性性ににつついいてて  
 ❶様々な事象に対して科学的な見方で捉えよう

とする態度を持つ。 
 ❷探究の過程において適宜見通しを立て，自己

調整ができる。 
 ❸新たな価値の創出に向けて，積極的に挑戦し

ようとする態度を持つ。 
※Ｃ-①～③は次年度の ACT-SI2 において複数

の教員によって評価される。 
((２２））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ２２  
毎時間のリフレクションカードにより評価する。

授業の終了後に回答させる。「議論」に関する観点

と「研究」に関する観点の合計 16 項目を 9 段階で

自己評価する。これらの自己評価を分析する。 

((３３））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ３３ 
ＡＡ．．実実験験  
 校内中間発表会（2021.12 月）のポスターと

MSEC フォーラム（2022.7 月）のポスターを比較

し，追加実験によるデータの増加を調査する。 
ＢＢ．．ポポススタターー作作成成・・発発表表  
 MSEC フォーラムにおけるポスターと発表の様

子を観察し，校内中間発表会時の様子と比較する。 

ＣＣ．．論論文文作作成成  

 統一書式で科学論文を作成できたか調査する。 

５５．．結結果果おおよよびび考考察察  
((１１））ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ１１  

ＡＡ．．研研究究のの基基礎礎をを学学びび，，自自らら課課題題をを設設定定ででききたた  
 4 月から丁寧にフレームワークを重ね，令和 4 
年度は 13 グループの研究班が発足した(Table1)。 
例年同様に活動は進んでおり，各種大会や助成

金への応募が増えた。マイクロプラスチックの収

集効率向上を研究したチームは水産学会高校生ポ
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スターセッション大会で優秀賞を受賞した。九州

生徒理科研究発表大会にも 3 チームが出場した。 

  
ＢＢ．．全全ててのの班班がが研研究究者者計計画画書書をを熱熱心心にに作作成成ししたた  

論理的思考等の意味をよく理解し，データサイ

エンスの知識もよく活用しながら，全ての班が放

課後も担当教諭に綿密な面談を行い，研究計画書

を完成させた。 

ＣＣ．．説説明明がが得得意意ににななりり他他者者ととのの協協働働力力もも増増ししたた  
プレ探究活動を経て，自分の意見を説明するこ

と，他者との協働が得意になった(Fig.5)。 

 
 
ＤＤ．．デデザザイインン思思考考のの考考ええ方方がが浸浸透透ししたた  

論理的思考力や，それに伴う問いを意識する力，

批判的思考力に高得点をつける生徒が増えた。実

際の力は発展途上だが，生徒がデザイン思考を意

識して研究に取り組んでいるとわかる(Fig.6)。 

 
  

ＥＥ．．学学習習方方法法がが変変容容しし暗暗記記にに頼頼ららななくくななっったた 
  探究活動の指導の中で思考する指導を続けた結

果，日々の学習態度にも暗記に頼らず考えて学ぶ

姿勢が浸透した(Fig.7)。 

 

ＦＦ．．各各専専門門分分野野へへのの興興味味はは下下ががっったた  
各生徒の研究テーマが決まったため，それぞれ

の分野についての興味は下がってきた。特に地質

に関する興味・関心が減少した(Fig.8)。 

 
  

((２２））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ２２  

ＡＡ．．議議論論をを深深めめつつつつ研研究究をを進進めめらられれたた  

リフレクションカードの議論に関する値は，5 月

が最も高く(6.46)，わずかに減少がみられるが年間

を通して安定していた(Fig.9-議論)。研究に関する

値は，5 月が最も低く(5.75)，徐々に増加した(Fig.9-
研究)。例年であれば 9 月に研究に関する値が低下

するが R4 年度はほとんど減少が見られなかった。

生徒の探究活動へのモチベーションを継続できた

と考えられる。 

 

ＢＢ．．1111 月月のの研研究究発発表表交交流流でで活活動動がが活活発発ににななるる  
生徒のアンケート結果から，R3 年度と R4 年度

の季節変動指数 S (各月の値と全月平均値の商)を
算出した(Fig.10)。研究や議論が活発になったかは

季節変動指数が 1 を超えたかで判断した。11 月に

研究者との発表交流を行ったことで 11 月の研究・

議論の季節変動指数が増加した。研究者との研究

発表交流を 11 月に開催することで夏期休業の議

論や研究の落ち込みを回避することができた。外

部での発表は探究活動のモチベーションを継続さ

せるために重要な要因だと考えられる。また，5 月

は議論の値が高く，研究の値が低くなる傾向にあ

る。4, 5 月は学校行事も多く，コンスタントに授

業ができないことが要因だと推察する。 

TTaabbllee11::RR0044 のの 11 年年生生のの研研究究テテーーママ一一覧覧とと状状況況  

領域 研究タイトル 
人

数 

予算

獲得 

物理 

工学 

★逆位相を利用してカエルの音を消す 2 〇 

★自転車の段差での転倒 3 〇 

乗り物酔いの軽減装置 3 △ 

★太陽フレアと野鳥 3 〇 

刺激 

応答 

魚のウロコの活用方法 3 △ 

キオビエダシャクの誘引剤 3 〇 

獣による農作物被害を減らす 4 〇 

地球 

環境 

ゴミを燃やした灰の活用方法 3 〇 

★マイクロプラスチック収集効率向上 3 〇 

物質 

機能 

★消しゴムの再生 3 〇 

★構造色圧力シート 3 〇 

ぬか炭を活用した消臭紙 3 〇 

魚の油で石けんをつくる 3 〇 

★：科学部の生徒の研究 

 

 

Fig.9 リフレクションカードにおける自己評価 
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スターセッション大会で優秀賞を受賞した。九州

生徒理科研究発表大会にも 3 チームが出場した。 

  
ＢＢ．．全全ててのの班班がが研研究究者者計計画画書書をを熱熱心心にに作作成成ししたた  

論理的思考等の意味をよく理解し，データサイ

エンスの知識もよく活用しながら，全ての班が放

課後も担当教諭に綿密な面談を行い，研究計画書

を完成させた。 

ＣＣ．．説説明明がが得得意意ににななりり他他者者ととのの協協働働力力もも増増ししたた  
プレ探究活動を経て，自分の意見を説明するこ

と，他者との協働が得意になった(Fig.5)。 

 
 
ＤＤ．．デデザザイインン思思考考のの考考ええ方方がが浸浸透透ししたた  

論理的思考力や，それに伴う問いを意識する力，

批判的思考力に高得点をつける生徒が増えた。実

際の力は発展途上だが，生徒がデザイン思考を意

識して研究に取り組んでいるとわかる(Fig.6)。 

 
  

ＥＥ．．学学習習方方法法がが変変容容しし暗暗記記にに頼頼ららななくくななっったた 
  探究活動の指導の中で思考する指導を続けた結

果，日々の学習態度にも暗記に頼らず考えて学ぶ

姿勢が浸透した(Fig.7)。 

 

ＦＦ．．各各専専門門分分野野へへのの興興味味はは下下ががっったた  
各生徒の研究テーマが決まったため，それぞれ

の分野についての興味は下がってきた。特に地質

に関する興味・関心が減少した(Fig.8)。 

 
  

((２２））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ２２  

ＡＡ．．議議論論をを深深めめつつつつ研研究究をを進進めめらられれたた  

リフレクションカードの議論に関する値は，5 月

が最も高く(6.46)，わずかに減少がみられるが年間

を通して安定していた(Fig.9-議論)。研究に関する

値は，5 月が最も低く(5.75)，徐々に増加した(Fig.9-
研究)。例年であれば 9 月に研究に関する値が低下

するが R4 年度はほとんど減少が見られなかった。

生徒の探究活動へのモチベーションを継続できた

と考えられる。 

 

ＢＢ．．1111 月月のの研研究究発発表表交交流流でで活活動動がが活活発発ににななるる  
生徒のアンケート結果から，R3 年度と R4 年度

の季節変動指数 S (各月の値と全月平均値の商)を
算出した(Fig.10)。研究や議論が活発になったかは

季節変動指数が 1 を超えたかで判断した。11 月に

研究者との発表交流を行ったことで 11 月の研究・

議論の季節変動指数が増加した。研究者との研究

発表交流を 11 月に開催することで夏期休業の議

論や研究の落ち込みを回避することができた。外

部での発表は探究活動のモチベーションを継続さ

せるために重要な要因だと考えられる。また，5 月

は議論の値が高く，研究の値が低くなる傾向にあ

る。4, 5 月は学校行事も多く，コンスタントに授

業ができないことが要因だと推察する。 

TTaabbllee11::RR0044 のの 11 年年生生のの研研究究テテーーママ一一覧覧とと状状況況  

領域 研究タイトル 
人

数 

予算

獲得 

物理 

工学 

★逆位相を利用してカエルの音を消す 2 〇 

★自転車の段差での転倒 3 〇 

乗り物酔いの軽減装置 3 △ 

★太陽フレアと野鳥 3 〇 

刺激 

応答 

魚のウロコの活用方法 3 △ 

キオビエダシャクの誘引剤 3 〇 

獣による農作物被害を減らす 4 〇 

地球 

環境 

ゴミを燃やした灰の活用方法 3 〇 

★マイクロプラスチック収集効率向上 3 〇 

物質 

機能 

★消しゴムの再生 3 〇 

★構造色圧力シート 3 〇 

ぬか炭を活用した消臭紙 3 〇 

魚の油で石けんをつくる 3 〇 

★：科学部の生徒の研究 

 

 

Fig.9 リフレクションカードにおける自己評価 
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Fig.6 デザイン思考に関するアンケート 

Fig.7 学習に関するアンケート 

Fig.8 研究領域に関するアンケート 
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ＣＣ．．リリフフレレククシショョンンカカーードドをを DDXX ででききたた  
リフレクションカードはGoogle Formを用いて

集計した。R4 年度の 2 年生は個人端末を持ってい

ないので，SSH 費用で購入したタブレットを活用

した。最初の 1 回のみ全体で説明しながら行った

が，2 回目以降は授業終了 10 分前頃から生徒が各

自で入力できた。リフレクションカードを以前の

マークシート方式からGoogle Formにしたことで

時間の短縮や生徒のコメントを反映した探究指導

を行えた。 
ＤＤ．．指指導導資資料料やや指指導導情情報報をを DDXX ででききたた  

リフレクションカードのアンケートデータをオ

ンライン版の Microsoft Excel で集約し，事前打合

せ資料をデジタル化した(Fig.11)。デジタル資料は

指導者の Google Classroom から閲覧できるように

し，随時更新した。昨年度までは班ごとのデータ

だったが，生徒個別のデータも追加した。また，授

業で行ったことや質問などの項目も追加した。こ

れにより，質問内容をあらかじめ共有したり，班

に必要な専門性に応じた指導者を派遣したりでき

た。個別の指導は行いやすくなったが，班全体の

指導にはあまり活用できなかった。教員の指導の

記録は毎時間担当者を割り振り，各班の計画や声

かけの情報を Google Classroom で共有した。 
Google Classroom を用いた指導情報の共有によ

り 8 名で全体の班を指導する体制が整った。１人

の指導者が固定の担当班のみを指導するよりも，

複数人で全体を指導する方が声かけなどの指導の

方策を立てやすい。 

((３３））  ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ３３  
ＡＡ．．デデーータタをを追追加加ででききたた班班はは約約半半数数ででああっったた  

 校内中間発表会とMSECフォーラムのポスター

を比較して，データを追加できた班は 13 班中 6 班

であった。その中で，中間発表会までの進捗が良か

った班が 3 班，良くなかった班が 3 班であった。 

ＢＢ．．ポポススタターー作作成成・・発発表表はは十十分分行行ええたた  

 MSEC フォーラムでのポスターや発表を観察し

たところ，校内中間発表会よりもグラフや写真を

効果的に使用しており，ポスターの完成度は上が

った。また，発表が上手くできない班はなかった。 

ＣＣ．．統統一一書書式式をを用用いいたた論論文文作作成成ががででききたた  

 統一書式で全班が科学論文を書き終えられた。 

６６．．課課題題とと展展望望  

((１１））ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ１１  

ACT-SI1 では，全ての班が十分に練り上げた研

究計画書を提出できた。各班のメンバーの議論の

密度や研究内容は，例年以上の充実を見せた。こ

れは，探究活動の意義やデザイン思考を丁寧に指

導した成果である。また，データサイエンスの進

度とのバランスが良く，研究計画書にデータサイ

エンスの知識を盛り込めた。一見荒唐無稽で抽象

的な研究計画も，教師側の問いかけによって議論

を重ね，具体化されていった。 
新課程を迎え，理数探究の代替として適切に評

価を行う必要がある。現在，各班の研究計画書な

どの成果物を基に評価を進めているが，各個人の

評価を行うには，情報が不十分である。3 年間の研

究期間を経ての評価は可能であるが，1 年生時点

での生徒の個別評価方法の開発が必要である。 
 ((２２））ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ２２  

事前の打合せから実際の指導，指導情報の共有

など，ICT を活用したシステム化の道筋が見えた。

次年度は教材や年間スケジュール，リフレクショ

ンカードや指導情報のシステムをパッケージング

する必要がある。普及にあたり，Google や

Microsoft など複数のアカウントを使用するのは

煩雑である。アカウントを統一したシステムを構

築する必要がある。 

((３３））ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ３３  

約半数が実験を行いデータが増えたが，追加の

実験をしなかった班もあった。OL もあるため

ACT-SI3 では実験せず，ポスターや論文作成の指

導時間を増やす事も検討しなければならない。 

Fig.11 リフレクションカードを用いたデジタル資料 
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開発課題 学校設定科目 ACT-LI1 普通科 1 年地域探究の開発 

文 責  比江嶋 啓 （宮崎北高等学校 教諭）  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭） 
 
 
１１．．目目標標  
 探究活動を通して合意形成や課題設定の仕方，

研究方法の考え方を学び，思考力や判断力を育成

する。また，地域社会の課題解決を目指し，宮崎の

魅力を発見するとともに，宮崎の未来を考え，持

続的発展に導く人材を育成する。 

２２．．仮仮説説      
・ディベートの協働的な学びで論理的思考力・

情報処理能力・協働力・プレゼンテーション

能力・多角的にものを考える力を身につける 
・地元企業研修により，上記の能力の向上に加

え，地元企業とともに SDGs への取り組みを

考え，SDGs への理解を深める。さらに，2 年

次からの地域探究のテーマ設定を深化させる。 

３３．．対対象象者者  
普通科 1 年 7 クラス（1 クラス 39 名程度）が対

象。年間 1 単位で，毎週月曜 7 限に実施する。 

４４．．方方法法（（生生徒徒のの活活動動内内容容））  
((１１））デディィベベーートト  

①①  デディィベベーートトににつついいてて  
昨年の形式を継続して使用した。作成された

台本を使い実際のディベートの流れを経験し，

ディベートについて学ぶ。  
②②  ククララスス内内対対戦戦  
クラス内ディベートを統一論題「宮崎県は外

国人労働者を積極的に受け入れるべきである」

と設定する。関連データなどの参考になるデー

タ資料は提示し，肯定否定の両方で説得力のあ

る論を立てることを重視する。  
③③  ククララスス間間対対戦戦  
クラス間ディベートを統一論題「宮崎県は定

年制を廃止するべきである」と設定する。生徒

自身が情報収集できるようタブレットを活用す

る。収集した情報をもとにワークシートを活用

しグループ内で意見をまとめ，他のクラスの生

徒とディベートを行う。  

((２２））地地元元企企業業研研修修  
宮崎県中小企業家同友会の協力のもと，地元

の企業 36 社との連携による研修である。  
①① SSDDGGss カカーードドゲゲーームム  
宮崎県中小企業家同友会所属の SDGs 公認フ

ァシリテーターによる SDGs カードゲームを体

験し，SDGs への理解を深める。  
②② 地地元元企企業業へへののイインンタタビビュューー調調査査  
    地元企業 36 社（p.63 データシート参照）

の協力のもと，生徒 4 人で 1 班を形成し，

1 社につき 2 班で企業にインタビュー調査

（訪問 or リモート or 来校）を実施する。

調査内容は，「企業の業務内容」と「SDGs
についての取り組みの現状」とする。  

③③   企企業業へへ提提案案すするるススラライイドド作作成成  
    聞き取りした情報をもとに，タブレットを

活用し同業他社の取り組みなどを調べ，自分

たちが考えた SDGs への取り組みをスライド

にまとめる。Google スライドを活用し，デー

タを共有し，効率よく協働的にスライドが作

成できるようにする。  
④④   企企業業へへのの提提案案及及びびデディィススカカッッシショョンン  
  作成したスライドをクラス内で発表する。

企業の方にも参観していただき，その後，発

表内容をもとに企業の方とディスカッショ

ンを行う。 

((３３））22 年年次次のの探探究究活活動動にに向向けけたた自自己己理理解解  
 個人で興味関心が高い分野を大学の学部学科

を元に整理し，地域の課題解決に結びつける。 

５５．．評評価価方方法法  
受講生徒・担当教員・外部協力者からのアンケ

ートで評価する。 

６６．．結結果果  
((１１））デディィベベーートトににつついいてて  
  ①①  生生徒徒のの事事後後アアンンケケーートトよよりり  

A． 生生徒徒のの満満足足度度はは高高くく，，積積極極的的にに活活動動ししたた 
 8 割以上の生徒が積極的に活動したと回答

した（Table.1）。特に協働力や多角的にものを

見る力を身につけたと捉えている（Table.2）。 
Table.1 事後アンケート結果 

質問項目（9 段階の自己評価） 良かった割合 

Q1  地元企業研修の満足度 70.5% 

Q2  積極的に取り組んだか 82.5％ 

 
Table.2 ディベート活動よって身に付けた能力  

身に付けた能力（５段階の自己評価） 平均値 

論理的思考力 3.3 
プレゼンテーション力 3.2 
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開発課題 学校設定科目 ACT-LI1 普通科 1 年地域探究の開発 

文 責  比江嶋 啓 （宮崎北高等学校 教諭）  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭） 
 
 
１１．．目目標標  
 探究活動を通して合意形成や課題設定の仕方，

研究方法の考え方を学び，思考力や判断力を育成

する。また，地域社会の課題解決を目指し，宮崎の

魅力を発見するとともに，宮崎の未来を考え，持

続的発展に導く人材を育成する。 

２２．．仮仮説説      
・ディベートの協働的な学びで論理的思考力・

情報処理能力・協働力・プレゼンテーション

能力・多角的にものを考える力を身につける 
・地元企業研修により，上記の能力の向上に加

え，地元企業とともに SDGs への取り組みを

考え，SDGs への理解を深める。さらに，2 年

次からの地域探究のテーマ設定を深化させる。 

３３．．対対象象者者  
普通科 1 年 7 クラス（1 クラス 39 名程度）が対

象。年間 1 単位で，毎週月曜 7 限に実施する。 

４４．．方方法法（（生生徒徒のの活活動動内内容容））  
((１１））デディィベベーートト  

①①  デディィベベーートトににつついいてて  
昨年の形式を継続して使用した。作成された

台本を使い実際のディベートの流れを経験し，

ディベートについて学ぶ。  
②②  ククララスス内内対対戦戦  
クラス内ディベートを統一論題「宮崎県は外

国人労働者を積極的に受け入れるべきである」

と設定する。関連データなどの参考になるデー

タ資料は提示し，肯定否定の両方で説得力のあ

る論を立てることを重視する。  
③③  ククララスス間間対対戦戦  
クラス間ディベートを統一論題「宮崎県は定

年制を廃止するべきである」と設定する。生徒

自身が情報収集できるようタブレットを活用す

る。収集した情報をもとにワークシートを活用

しグループ内で意見をまとめ，他のクラスの生

徒とディベートを行う。  

((２２））地地元元企企業業研研修修  
宮崎県中小企業家同友会の協力のもと，地元

の企業 36 社との連携による研修である。  
①① SSDDGGss カカーードドゲゲーームム  
宮崎県中小企業家同友会所属の SDGs 公認フ

ァシリテーターによる SDGs カードゲームを体

験し，SDGs への理解を深める。  
②② 地地元元企企業業へへののイインンタタビビュューー調調査査  
    地元企業 36 社（p.63 データシート参照）

の協力のもと，生徒 4 人で 1 班を形成し，

1 社につき 2 班で企業にインタビュー調査

（訪問 or リモート or 来校）を実施する。

調査内容は，「企業の業務内容」と「SDGs
についての取り組みの現状」とする。  

③③   企企業業へへ提提案案すするるススラライイドド作作成成  
    聞き取りした情報をもとに，タブレットを

活用し同業他社の取り組みなどを調べ，自分

たちが考えた SDGs への取り組みをスライド

にまとめる。Google スライドを活用し，デー

タを共有し，効率よく協働的にスライドが作

成できるようにする。  
④④   企企業業へへのの提提案案及及びびデディィススカカッッシショョンン  
  作成したスライドをクラス内で発表する。

企業の方にも参観していただき，その後，発

表内容をもとに企業の方とディスカッショ

ンを行う。 

((３３））22 年年次次のの探探究究活活動動にに向向けけたた自自己己理理解解  
 個人で興味関心が高い分野を大学の学部学科

を元に整理し，地域の課題解決に結びつける。 

５５．．評評価価方方法法  
受講生徒・担当教員・外部協力者からのアンケ

ートで評価する。 

６６．．結結果果  
((１１））デディィベベーートトににつついいてて  
  ①①  生生徒徒のの事事後後アアンンケケーートトよよりり  

A． 生生徒徒のの満満足足度度はは高高くく，，積積極極的的にに活活動動ししたた 
 8 割以上の生徒が積極的に活動したと回答

した（Table.1）。特に協働力や多角的にものを

見る力を身につけたと捉えている（Table.2）。 
Table.1 事後アンケート結果 

質問項目（9 段階の自己評価） 良かった割合 

Q1  地元企業研修の満足度 70.5% 

Q2  積極的に取り組んだか 82.5％ 

 
Table.2 ディベート活動よって身に付けた能力  

身に付けた能力（５段階の自己評価） 平均値 

論理的思考力 3.3 
プレゼンテーション力 3.2 
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協働力 3.8 
情報処理能力 3.4 
多角的にものを見る力 3.5 
BB．．他他のの活活動動ににもも活活用用ででききたた  
多くの生徒が，ディベート活動が普段の学習

活動や委員会活動などで，意見をまとめること

や理由をしっかりと述べることなどに生かされ

たと答えた。 

（（２２））地地域域企企業業研研修修ににつついいてて 
①① 生生徒徒のの事事後後アアンンケケーートトよよりり  

9 割以上の生徒が前向きに取り組み，高い

満足感を得られた。SDGs への理解も深めら

れた（Table.3）。特に企業の方とのやりとりが

貴重な体験となった（Fig.1）。また，多くの能

力をアップさせたと実感している（Table.4）。 
さらに，生徒は中小企業の取り組みを通し

て，職業観を育成できた（Table.5）。 
Table.3 事後アンケート結果  

質問項目（9 段階の自己評価） 良かった割合 

Q1  地元企業研修の満足度 92.0% 

Q2  積極的に取り組んだか 94.1％ 

Q3  SDGs への理解が深まった 91.6％ 

 
Fig.1 生徒がやりがいを感じた活動 

 
Table.4 地元企業研修によって身に付けた能力  

身に付けた能力（５段階の自己評価） 平均値 

論理的思考力 3.6 
プレゼンテーション力 3.7 
協働力 4 
情報処理能力 3.7 
多角的にものを見る力 3.8 
Table.5 地元企業研修が他の活動に役立った場面 
色々な企業の存在を知ったことや現在の宮崎の課題の

現状に触れることで，将来の仕事を考えるきっかけに

なった。（多数） 

目上の人に対する失礼のない話し方を習得することが

できた。 

科学と人間生活でのスライドを作る際，どうしたら見

ていて良いものになるかよく考えて制作できた 

②② 情情報報科科ととのの連連携携でで IICCTT 機機器器をを活活用用ででききたた  
1 人 1 台端末である 1 年生は，学校設定科目

DS との連携でスライドでのプレゼン資料作成

を共有しながら作成できた。 

③③ 企企業業ににももメメリリッットトががああっったた  
協力企業への事後アンケートより企業の感想

は， 「自社の取組を客観的に見られた」などの

前向きな意見が多かった。（Table.6） 
Table.6 協力企業の事後アンケート結果  

質問項目（５段階評価） 平均値 

① 生徒の「御社への SDGs 取組への提案」

に対する満足度 
4.3 

② 生徒のインタビューにおける様子 4.2 
一方では，マナー等の事前指導が不十分であ

ることも分かった。次年度も協力できるかにつ

いては，半数が「是非協力したい」，残り半数も

「協力してもよい」との回答であった。 

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
開発の成果として，生徒アンケートから論理的

思考力・情報処理能力・協働力・プレゼンテーショ

ン能力・多角的にものを考える力などの成長につ

いての自分の能力は伸びたと感じており，ACT-LI
において能力の開発，育成を感じているといえる。

ここで育成した力がほかの活動の場で生かせてい

ると感じている数値は低い。成長の実感を感じる

ような活動を取り入れていくことが重要である。

また，ディベートで地元の課題について論じたこ

とや地元の中小企業による研修を通して，生徒は

地域への興味関心を高めることができた。 

８８．．課課題題・・展展望望  
（１）探究活動の意義および探究活動を通してど

のような力を身につけさせるのかを指導者に

明確に示し，共通理解した上で，授業に臨む。

その際，定例会議の ACT 委員会や各月開催の

職員会議後に設定した ACT 連絡会を有効に

活用する。 
（２）生徒への声掛けなどで指導に苦慮する教師

も未だに多い。教育開発部主催で探究活動の

指導法などの校内研修を通して，指導者が主

体的に指導できるサポート体制を整える。 
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開発課題 学校設定科目 ACT-LI2 普通科 2 年地域探究の開発 

文 責  松尾 浩紀（宮崎北高等学校 講師） 
 
 
１１．．目目標標 
 地域探究普通科 2 年（ACT-LI2）では学校が社会

から期待される役割のうち，「地域社会に貢献する

こと」「社会で活用できる能力を身につけること」

の 2 つを重視して探究活動を研究する。 
 地域社会との関係を構築し，他者と協働する中

で，以下の能力を習得することを目標とする。 
①① 主主体体的的でで協協働働的的なな学学びびをを通通ししたたソソーーシシャャルル

ススキキルルのの育育成成  

・文献調査やアンケート・インタビュー調査を

通した情報収集やその活用力を身につける。 
・新しく得た知識やアイディアをまとめて聞き

手に伝わるように発表することができる。 
・他者と課題や解決策を協議することができる。 
②② 地地域域のの魅魅力力やや課課題題をを発発見見しし，，新新たたなな価価値値やや

解解決決策策をを模模索索すするる態態度度のの育育成成 
・地域の魅力や課題に気づき，課題解決等につ

いて協働的に模索することができる。 
・地域創生や SDGs に関する学びを深める。 

２２．．仮仮説説     
 次の仮説を立て，検証した。 

・地域の大人と関わり，地域社会に興味をもつ 
・様々な方法を用いた情報収集力を身につける 
・ポスター作成力や発表力を身につける 
・協働的な課題解決力を身につける 

３３．．対対象象者者 
普通科 2 年 7 クラス（1 クラス 35～40 名程度）

が対象。年間 1 単位で，毎週金曜 7 限に実施する。

昨年度までは，1 年次に編成した班で継続して活動

していたが，今年度より，班の編成は 2 年次に行

うこととした。 

４４．．方方法法 
((１１））指指導導者者 

 クラス担任・副担任の 2 名で指導する。校外

調査や発表会の際は学年所属の全職員で指導

する。  

((２２））研研究究計計画画発発表表（（2022.7.15）） 
 午後の 3 時間を利用して，各クラスで研究計

画発表を行う。各班が作成した研究計画書を教

室のスクリーンに投影し，計画の発表をしてブ

ラッシュアップを図る（Fig.1）。 
 昨年度までの課題をふまえて，今年度より，

2 年次のクラスで班編成をしてテーマ設定を行

うこととした。そのため，2 年次 1 学期の内に

班編成・テーマ設定・研究計画作成を行い，2 学

期から調査等を開始することとした。 

  

  

  

  

  

  

  

  

((３３））ロローーカカルルリリササーーチチ 
・インターネットや文献 
・校外調査 
・電話やメール等を用いたインタビューやアン

ケート調査 
・校内生徒・職員対象のアンケート調査 
《《研研究究方方法法ににつついいててのの教教材材》》  

  昨年度までの研究開発の成果をまとめて，

生徒向けの研究方法について教材を作成した。

「アンケート」「インタビュー」「フィールド

ワーク」「実験・制作」について，研究方法や

計画書等を 1 冊にした教材を配付した（Fig.2）。 
  また，昨年度の研究のアンケート調査デー

タを先行研究の資料として活用させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((４４））探探究究活活動動合合同同発発表表会会（（2022.12.16）） 
 県内の高校 3 校 96 班が参加して宮崎県体育

館にてポスターセッションを実施（Table1）。研

究の過程や展望を発表し，相互にアドバイスや

コメントを行い，研究の改善・発展につなげる。 

５５．．評評価価方方法法 
地域探究（ACT-LI2）受講生徒からアンケートを

取り，確認する。 

Table1:探探究究活活動動合合同同発発表表会会参参加加校校  
宮崎北 普通科 2 年 地域探究 61 班 
宮崎北 普通科 2 年 フィジカルサイエンス 7 班 
宮崎北 サイエンス科 2 年 科学探究 11 班 
飯野 普通科 3 年 10 班 
五ヶ瀬中等教育 普通科 1 年 7 班 

Fig.2 開発教材「研究方法について」（R04ver.） 

Fig.1 研究計画発表の様子 
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開発課題 学校設定科目 ACT-LI2 普通科 2 年地域探究の開発 

文 責  松尾 浩紀（宮崎北高等学校 講師） 
 
 
１１．．目目標標 
 地域探究普通科 2 年（ACT-LI2）では学校が社会

から期待される役割のうち，「地域社会に貢献する

こと」「社会で活用できる能力を身につけること」

の 2 つを重視して探究活動を研究する。 
 地域社会との関係を構築し，他者と協働する中

で，以下の能力を習得することを目標とする。 
①① 主主体体的的でで協協働働的的なな学学びびをを通通ししたたソソーーシシャャルル

ススキキルルのの育育成成  

・文献調査やアンケート・インタビュー調査を

通した情報収集やその活用力を身につける。 
・新しく得た知識やアイディアをまとめて聞き

手に伝わるように発表することができる。 
・他者と課題や解決策を協議することができる。 
②② 地地域域のの魅魅力力やや課課題題をを発発見見しし，，新新たたなな価価値値やや

解解決決策策をを模模索索すするる態態度度のの育育成成 
・地域の魅力や課題に気づき，課題解決等につ

いて協働的に模索することができる。 
・地域創生や SDGs に関する学びを深める。 

２２．．仮仮説説     
 次の仮説を立て，検証した。 

・地域の大人と関わり，地域社会に興味をもつ 
・様々な方法を用いた情報収集力を身につける 
・ポスター作成力や発表力を身につける 
・協働的な課題解決力を身につける 

３３．．対対象象者者 
普通科 2 年 7 クラス（1 クラス 35～40 名程度）

が対象。年間 1 単位で，毎週金曜 7 限に実施する。

昨年度までは，1 年次に編成した班で継続して活動

していたが，今年度より，班の編成は 2 年次に行

うこととした。 

４４．．方方法法 
((１１））指指導導者者 

 クラス担任・副担任の 2 名で指導する。校外

調査や発表会の際は学年所属の全職員で指導

する。  

((２２））研研究究計計画画発発表表（（2022.7.15）） 
 午後の 3 時間を利用して，各クラスで研究計

画発表を行う。各班が作成した研究計画書を教

室のスクリーンに投影し，計画の発表をしてブ

ラッシュアップを図る（Fig.1）。 
 昨年度までの課題をふまえて，今年度より，

2 年次のクラスで班編成をしてテーマ設定を行

うこととした。そのため，2 年次 1 学期の内に

班編成・テーマ設定・研究計画作成を行い，2 学

期から調査等を開始することとした。 

  

  

  

  

  

  

  

  

((３３））ロローーカカルルリリササーーチチ 
・インターネットや文献 
・校外調査 
・電話やメール等を用いたインタビューやアン

ケート調査 
・校内生徒・職員対象のアンケート調査 
《《研研究究方方法法ににつついいててのの教教材材》》  

  昨年度までの研究開発の成果をまとめて，

生徒向けの研究方法について教材を作成した。

「アンケート」「インタビュー」「フィールド

ワーク」「実験・制作」について，研究方法や

計画書等を 1 冊にした教材を配付した（Fig.2）。 
  また，昨年度の研究のアンケート調査デー

タを先行研究の資料として活用させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((４４））探探究究活活動動合合同同発発表表会会（（2022.12.16）） 
 県内の高校 3 校 96 班が参加して宮崎県体育

館にてポスターセッションを実施（Table1）。研

究の過程や展望を発表し，相互にアドバイスや

コメントを行い，研究の改善・発展につなげる。 

５５．．評評価価方方法法 
地域探究（ACT-LI2）受講生徒からアンケートを

取り，確認する。 

Table1:探探究究活活動動合合同同発発表表会会参参加加校校  
宮崎北 普通科 2 年 地域探究 61 班 
宮崎北 普通科 2 年 フィジカルサイエンス 7 班 
宮崎北 サイエンス科 2 年 科学探究 11 班 
飯野 普通科 3 年 10 班 
五ヶ瀬中等教育 普通科 1 年 7 班 

Fig.2 開発教材「研究方法について」（R04ver.） 

Fig.1 研究計画発表の様子 
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６６．．結結果果 
((１１））地地域域社社会会のの課課題題をを発発見見しし，，地地域域にに貢貢献献ししたたいい

とといいうう気気持持ちちをを身身ににつつけけたた 
 普通科 2 年地域探究（ACT-LI2）を受講した生徒

の 79%が ACT-LI2 を通して，宮崎県の課題を発見

することができたと感じている（Fig.3）。また，「地

域を発展させたい」「地域に貢献したい」という思

いを身につけた生徒が最も多かった（Fig.4）。 

 

 

((２２））様様々々なな方方法法をを用用いいたた情情報報収収集集力力をを身身ににつつけけるる

ここととががででききたた 
 今年度は各班に 1 台ずつタブレット端末を貸し

出したため，インターネットによる情報収集を用

いることが最も多かった（Fig.5）。2 学期には校外

調査も行ったため，その他の調査も多く，「フィー

ルドワーク」や「企業へのインタビュー」を行った

班もあった。校外調査は特に意義深かったと感じ

ている（Fig.6）。 

  

((３３））ポポススタターー作作成成力力やや発発表表力力をを身身ににつつけけるるここととがが

ででききたた 
 生徒の 78%が ACT-LI2 を通して，社会に出て役

に立つ力が身についたと感じている（Fig.7）。また，

ポスター等に「データをまとめる力」や，探究活動

合同発表会のポスターセッションで「考えを相手

に伝える力」や「情報を活用する力」等を身につけ

た（Fig.8）。各班に 1 台ずつタブレット端末を貸し

出したこともあり，多くの班がタブレットでポス

ターを作成し，手書きポスターは減少した。 

 

 

((４４））ググルルーーププ活活動動でで協協働働的的なな課課題題解解決決力力をを身身ににつつ

けけたた 
 ACT-LI では，全ての研究がグループで活動して

おり，協働的に活動しており，課題解決力を身に

つけたと実感している生徒もいる（Fig.7）。その中

で，「相手の意見を聞く力」等を身につけることが

できた（Fig.9）。 

 

７７．．課課題題・・展展望望 
班の編成を 2 年次に行うこととしたことで，生

徒と教員は自分の学級で活動でき，活動の効率や，

生徒の研究・教員の指導のしやすさが向上した。 
しかし，昨年度までに比べ研究開始が遅れたた

め，研究にかけられる時間の割合が減った。半日

の校外調査の機会も 1 回になった。研究計画段階

で，綿密な計画を立てさせる指導が必要である。 

 
FFiigg..33  AACCTT--LLII をを通通ししてて宮宮崎崎県県のの課課題題をを発発見見ででききたたかか 

 
FFiigg..44  AACCTT--LLII でで身身ににつつけけたた郷郷土土にに関関すするる知知識識やや思思いい 

 
FFiigg..55  AACCTT--LLII でで用用いいたた情情報報収収集集のの手手段段 
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その他
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FFiigg..66  AACCTT--LLII のの活活動動でで意意義義深深かかっったたもものの 
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FFiigg..77  AACCTT--LLII をを通通ししてて社社会会でで役役にに立立つつ力力はは身身ににつついいたたかか 
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FFiigg..88  AACCTT--LLII でで身身ににつついいたた力力 
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FFiigg..99  AACCTT--LLII ののググルルーーププ活活動動でで身身ににつついいたた力力 
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開発課題 学校設定科目 ACT-LI3 普通科 3 年の地域探究 
文 責  永野 尭夫（宮崎北高等学校 教諭） 

  
１１．．目目標標      

 地域探究（ACT-LI）では 3 年間を通してグルー

プでの課題発見から成果発表までを行う。3 年次

ではグループで発表ポスターの作成やレポートを

作成し，MSEC（みやざき SDGs 教育コンソーシア

ム）フォーラムで発表を行う。3 年間の活動を通し

て，情報活用能力・表現力・協働力，郷土に対する

帰属意識，探究活動への意識などを高める。 

２２．．仮仮説説  

・3 年間の活動で「情報活用能力」「協働力」「表現

力」「宮崎への帰属意識」を高めることができる 
・探究活動が生徒の成長に効果がある 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者  

3 年普通科 7 クラス（各クラス 40 名程度）に実

施し，各１クラス 2 名の教員で指導に当たる。 

４４．．方方法法  

（（１１））指指導導形形態態  

 週 1 時間で通年実施する。 
（（２２））内内容容  

 研究成果をまとめたポスターを作成し，MSEC
フォーラムにて発表する。また，ポスター作成と並

行して研究成果を論文にまとめる。 
（（３３））調調査査方方法法とと評評価価方方法法  

 全生徒に対してアンケート調査を行い，その結

果を検証する。 

５５．．結結果果  

（（１１））情情報報活活用用能能力力  

 情報収集手段はインターネットやインタビュー，

アンケートが多く，情報活用方法ついては分析や

コミュニケーション，成果発表が多かった。これら

は昨年度とほぼ同じであった。情報収集手段の実

験は昨年度比で 2.8 倍であった。 

 

 
 
（（２２））協協働働力力  

協働するために，考えを伝えたり聞いたり，理解

したり，自分の意見を改善したりするコミュニケ

ーション力を身に付けたと回答した生徒が多かっ

た。 

 

 
 
（（３３））表表現現力力  

 自分の考えに向き合うために表現力や論理的に

まとめる力を身に付けたと回答する生徒が多かっ

た。 

  
 
（（４４））宮宮崎崎へへのの帰帰属属意意識識  

 地域を発展させたい，地域へ貢献したいと回答

した生徒が多かった。一方で，特にないと回答した

生徒も 15％程度いた。 

 
 
（（５５））探探究究活活動動のの効効果果  

 生徒は様々な力を身に付けたと回答したが

（Fig.7，Fig.8），22%の生徒が生かされた場面はな

いと回答した（Fig.9）。78％の生徒が興味ある事に

熱意を持って取り組んだが（Fig.10，昨年度 48%），

研究というものに興味をもてた生徒は 40%であっ

た（Fig.11，昨年度 62%）。内容を掘り下げるため

に専門家に聞いた生徒が 17％であった（Fig.12，昨
年度 11％）。役に立った教科は保健体育が 23％で

あった（Fig.13，昨年度 6％）。MSEC フォーラムの

ような発表の機会が必要だと回答した生徒は 60%
であったが（Fig.14，昨年度 50％），意義深かった

活動は校外調査や図書の活用が多かった（Fig.15，
昨年度はポスター発表やポスター作成が多かっ

た）。自分の興味あることについて知ることができ

たり，なりたい職業を見つけることができたりし

た（Fig.16）が，自分の進学に良い影響を与えると

回答した生徒は 36％であった（Fig.17，昨年度 50%）。
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FFiigg..22：：身身にに付付けけたた情情報報活活用用能能力力  
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開発課題 学校設定科目 ACT-LI3 普通科 3 年の地域探究 
文 責  永野 尭夫（宮崎北高等学校 教諭） 

  
１１．．目目標標      

 地域探究（ACT-LI）では 3 年間を通してグルー

プでの課題発見から成果発表までを行う。3 年次

ではグループで発表ポスターの作成やレポートを

作成し，MSEC（みやざき SDGs 教育コンソーシア

ム）フォーラムで発表を行う。3 年間の活動を通し

て，情報活用能力・表現力・協働力，郷土に対する

帰属意識，探究活動への意識などを高める。 

２２．．仮仮説説  

・3 年間の活動で「情報活用能力」「協働力」「表現

力」「宮崎への帰属意識」を高めることができる 
・探究活動が生徒の成長に効果がある 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者  

3 年普通科 7 クラス（各クラス 40 名程度）に実

施し，各１クラス 2 名の教員で指導に当たる。 

４４．．方方法法  

（（１１））指指導導形形態態  

 週 1 時間で通年実施する。 
（（２２））内内容容  

 研究成果をまとめたポスターを作成し，MSEC
フォーラムにて発表する。また，ポスター作成と並

行して研究成果を論文にまとめる。 
（（３３））調調査査方方法法とと評評価価方方法法  

 全生徒に対してアンケート調査を行い，その結

果を検証する。 

５５．．結結果果  

（（１１））情情報報活活用用能能力力  

 情報収集手段はインターネットやインタビュー，

アンケートが多く，情報活用方法ついては分析や

コミュニケーション，成果発表が多かった。これら

は昨年度とほぼ同じであった。情報収集手段の実

験は昨年度比で 2.8 倍であった。 

 

 
 
（（２２））協協働働力力  

協働するために，考えを伝えたり聞いたり，理解

したり，自分の意見を改善したりするコミュニケ

ーション力を身に付けたと回答した生徒が多かっ

た。 

 

 
 
（（３３））表表現現力力  

 自分の考えに向き合うために表現力や論理的に

まとめる力を身に付けたと回答する生徒が多かっ

た。 

  
 
（（４４））宮宮崎崎へへのの帰帰属属意意識識  

 地域を発展させたい，地域へ貢献したいと回答

した生徒が多かった。一方で，特にないと回答した

生徒も 15％程度いた。 

 
 
（（５５））探探究究活活動動のの効効果果  

 生徒は様々な力を身に付けたと回答したが

（Fig.7，Fig.8），22%の生徒が生かされた場面はな

いと回答した（Fig.9）。78％の生徒が興味ある事に

熱意を持って取り組んだが（Fig.10，昨年度 48%），

研究というものに興味をもてた生徒は 40%であっ

た（Fig.11，昨年度 62%）。内容を掘り下げるため

に専門家に聞いた生徒が 17％であった（Fig.12，昨
年度 11％）。役に立った教科は保健体育が 23％で

あった（Fig.13，昨年度 6％）。MSEC フォーラムの

ような発表の機会が必要だと回答した生徒は 60%
であったが（Fig.14，昨年度 50％），意義深かった

活動は校外調査や図書の活用が多かった（Fig.15，
昨年度はポスター発表やポスター作成が多かっ

た）。自分の興味あることについて知ることができ

たり，なりたい職業を見つけることができたりし

た（Fig.16）が，自分の進学に良い影響を与えると

回答した生徒は 36％であった（Fig.17，昨年度 50%）。
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探究活動の自己評価は 67%の生徒が良いと回答し

た（Fig.18，昨年同様）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６６．．検検証証・・評評価価  

（（１１））情情報報活活用用能能力力  

 情報収集にインターネットを多用している現状

がある。一方，実験が昨年度比 2.8 倍と伸びてきて

いる。2 次情報の適切な使用と 1 次情報の取得に

向けた指導が必要である。 
（（２２））協協働働力力  

 長期間同じメンバーで活動することから協働力

が身についているといえる。しかし，トラブルで班

活動がうまく行えなかった生徒もいるので，教師

の介入について指導力を強化していく必要がある。 
（（３３））表表現現力力  

 発表や班での議論，外部の方との交流を重ねる

ことで，話す力だけでなく思考する力もついてい

る。多くの班が表現する機会を確保できるような

指導体制が必要である。 
（（４４））探探究究活活動動のの効効果果  

 探究活動で身に付けた力と実生活・学業との結

びつきを意識できるような指導内容の改善，将来

の研究活動への意欲を向上させる指導内容の改善

が必要である。フィジカルサイエンスの影響で保

健体育が役に立ったと回答した生徒が多かったが，

様々な教科（またはその知識）との関連を意識でき

るような探究活動への改善が必要である。昨年度

はポスター発表やポスター作成に意義を感じてい

た 3 年生が多かったが，今年度の 3 年生は校外調

査に意義を感じていて良かった。本校の地域探究

はキャリア教育との結びつきは弱い。 

７７．．課課題題とと展展望望  

 3 年生は主に発表を中心とした活動になるが，表

現だけでなく，自らの研究活動の振り返りや将来

の研究活動への展望が見いだせるような指導計画

を立てる必要がある。また，3 年間を通して身に付

けさせたい力や目指す生徒像を明確にし，研究内

容ではなく，その過程が経験値として生徒の中に

残るような指導計画を立てていく必要がある。同

時に，大勢の生徒を指導する教員の指導力向上や

指導の工夫も必要である。 

 

 
FFiigg..77：：企企画画運運営営にに関関ししてて身身にに付付けけたた力力  
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FFiigg88..：：課課題題にに関関すするる興興味味関関心心とと熱熱意意  
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専門家に聞く

43

インターネット

41

班で話し合う

36

特になし

29

専門書を深く読む
25

校外アンケート, 
22

教師に聞く
18

校内アンケート
16

一人で考える
13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 

 
FFiigg..1100：：MMSSEECC ののよよううなな発発表表のの機機会会がが必必要要かか  
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FFiigg..1111：：探探究究活活動動でで身身ににつついいたた力力  
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FFiigg..1122：：探探究究活活動動でで身身にに付付けけたた力力がが生生かかさされれたた活活動動  
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FFiigg..1133：：探探究究活活動動でで役役にに立立っったた教教科科  
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FFiigg..1144：：探探究究活活動動をを通通ししてて研研究究にに興興味味ををももててたたかか  
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FFiigg..1166：：探探究究活活動動はは自自分分のの進進学学にに良良いい影影響響をを与与ええるるかか  
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FFiigg..1177：：33 年年間間をを通通じじたた探探究究活活動動のの自自己己評評価価  
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❸－③Ｃ .ＰＰＳＳ. 普通科 フィジカルサイエンス p.  ／ 1 1 

 
開発課題 学校設定科目 PS 普通科 フィジカルサイエンスの開発 

文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭） 
 
 
１１．．目目標標  
 フィジカルサイエンス（PS）では，「部活動」に

焦点を当て，生徒がより興味・関心のあるテーマ

で幅広い活動を行うことを可能とすることで，多

方面での能力の活用を実践していくことを目標と

する。 

２２．．仮仮説説     
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。

《《PPSS のの開開発発仮仮説説》》 

・興味・関心に基づいたテーマ設定ができる 

・部活動のメンバーと協力して活動できる 

・データの収集や表現の力を身につけられる 

・探究活動が部活動の競技力向上につながる 

３３．．対対象象者者 
((１１））PS のの対対象象者者 
 普通科 2 年の PS 希望者（今年度は陸上 4 班・男

子ソフトテニス 1 班・女子硬式テニス 1 班・ソフ

トボール 1 班の合計 7 班）が対象。ACT-LI の授業

として実施する。 

((２２））研研究究テテーーママ，，ググルルーーププのの設設定定 
 ACT-LI のテーマ設定時に希望調査を行い，部活

動のメンバーで 3～5 名程度のグループを作り，興

味・関心のある課題についてテーマ設定をする。 

４４．．方方法法  
((１１））指指導導者者 
 教育開発部より PS 担当者 2 名と保健体育科よ

り 1 名の計 3 名で指導する。 

((２２））実実験験 
 ACT-LI では「アンケート」や「インタビュー」

といった研究方法が多かったが，PS では「実験」

を行い，仮説を検証する方法を多く取り入れてい

る。スピードガンやハイスピードカメラなどの実

験器具や，ICT 機器を積極的に活用する。 

５５．．評評価価方方法法 
 PS に対する生徒満足度，興味・関心，グループ

の協力性，データの収集や表現力，部活動の競技

力向上など 8 項目（Table1）について，生徒アンケ

ートを実施し，生徒自身の感想を 9 段階評価で示

す。 

６６．．結結果果 
((１１））生生徒徒満満足足度度ななどどはは高高評評価価  

PS を選択して良かったと回答した生徒は 93％
（Fig.1，Q1）。良くなかったと回答した理由では，

「地域の事に興味があった」という生徒がいた。

興味・関心のある内容でテーマ設定ができた生徒

は 79％（Fig.1，Q2）。班のメンバーと協力して取

り組めた生徒は 100％（Fig.1，Q3）。実験や調査

で，必要なデータを収集する力・表現する力が身

についた生徒は 100％（Fig.1，Q4&Q5）。PS での

研究を部活動での競技力向上に活かせている生徒

は 100％（Fig.1，Q6）。 

((２２））研研究究のの継継続続・・引引きき継継ぎぎのの希希望望 
 研究を後輩に引き継いでほしいと思う生徒は

96％（Fig.1，Q7）。来年度以降も PS を続けた方が

良いと思う生徒は 93％（Fig.1，Q8）であった。 
Table1:生生徒徒アアンンケケーートト項項目目  

Q1 ACT の取り組みで PS を選択して良かったと思う 

Q2 テーマは自分の興味・関心のある内容を設定できたと思

う 
Q3 班のメンバーと協力して取り組むことができたと思う 
Q4 必要なデータを収集する力が身についたと思う 

Q5 データを表やグラフで効果的に表現する力が身についた

と思う 
Q6 部活動での競技力向上に活かせる研究ができたと思う 
Q7 現在の研究を，部活動の後輩に引き継いでほしいと思う 
Q8 来年度以降も ACT で PS を続けていった方が良いと思う 

 

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価 
「部活動」という興味・関心のある内容からテ

ーマ設定をしたため，生徒は意欲的に取り組み，

高い満足度が得られている。グループは日頃から

共に活動しているメンバーのため，協力性がみら

れ，データの収集や表現力も身についたと実感で

きている。部活動での競技力向上に活かせ，探究

活動での学びが多方面へ広がりを見せている。 

８８．．課課題題・・展展望望 
 今年度は参加していない他の部活動からも，新

たに PS への参加を希望する生徒を増やしたい。 
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FFiigg..11 生生徒徒アアンンケケーートト結結果果
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開発課題 学校設定科目 PS 普通科 フィジカルサイエンスの開発 

文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭） 
 
 
１１．．目目標標  
 フィジカルサイエンス（PS）では，「部活動」に

焦点を当て，生徒がより興味・関心のあるテーマ

で幅広い活動を行うことを可能とすることで，多

方面での能力の活用を実践していくことを目標と

する。 

２２．．仮仮説説     
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。

《《PPSS のの開開発発仮仮説説》》 

・興味・関心に基づいたテーマ設定ができる 

・部活動のメンバーと協力して活動できる 

・データの収集や表現の力を身につけられる 

・探究活動が部活動の競技力向上につながる 

３３．．対対象象者者 
((１１））PS のの対対象象者者 
 普通科 2 年の PS 希望者（今年度は陸上 4 班・男

子ソフトテニス 1 班・女子硬式テニス 1 班・ソフ

トボール 1 班の合計 7 班）が対象。ACT-LI の授業

として実施する。 

((２２））研研究究テテーーママ，，ググルルーーププのの設設定定 
 ACT-LI のテーマ設定時に希望調査を行い，部活

動のメンバーで 3～5 名程度のグループを作り，興

味・関心のある課題についてテーマ設定をする。 

４４．．方方法法  
((１１））指指導導者者 
 教育開発部より PS 担当者 2 名と保健体育科よ

り 1 名の計 3 名で指導する。 

((２２））実実験験 
 ACT-LI では「アンケート」や「インタビュー」

といった研究方法が多かったが，PS では「実験」

を行い，仮説を検証する方法を多く取り入れてい

る。スピードガンやハイスピードカメラなどの実

験器具や，ICT 機器を積極的に活用する。 

５５．．評評価価方方法法 
 PS に対する生徒満足度，興味・関心，グループ

の協力性，データの収集や表現力，部活動の競技

力向上など 8 項目（Table1）について，生徒アンケ

ートを実施し，生徒自身の感想を 9 段階評価で示

す。 

６６．．結結果果 
((１１））生生徒徒満満足足度度ななどどはは高高評評価価  

PS を選択して良かったと回答した生徒は 93％
（Fig.1，Q1）。良くなかったと回答した理由では，

「地域の事に興味があった」という生徒がいた。

興味・関心のある内容でテーマ設定ができた生徒

は 79％（Fig.1，Q2）。班のメンバーと協力して取

り組めた生徒は 100％（Fig.1，Q3）。実験や調査

で，必要なデータを収集する力・表現する力が身

についた生徒は 100％（Fig.1，Q4&Q5）。PS での

研究を部活動での競技力向上に活かせている生徒

は 100％（Fig.1，Q6）。 

((２２））研研究究のの継継続続・・引引きき継継ぎぎのの希希望望 
 研究を後輩に引き継いでほしいと思う生徒は

96％（Fig.1，Q7）。来年度以降も PS を続けた方が

良いと思う生徒は 93％（Fig.1，Q8）であった。 
Table1:生生徒徒アアンンケケーートト項項目目  

Q1 ACT の取り組みで PS を選択して良かったと思う 

Q2 テーマは自分の興味・関心のある内容を設定できたと思

う 
Q3 班のメンバーと協力して取り組むことができたと思う 
Q4 必要なデータを収集する力が身についたと思う 

Q5 データを表やグラフで効果的に表現する力が身についた

と思う 
Q6 部活動での競技力向上に活かせる研究ができたと思う 
Q7 現在の研究を，部活動の後輩に引き継いでほしいと思う 
Q8 来年度以降も ACT で PS を続けていった方が良いと思う 

 

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価 
「部活動」という興味・関心のある内容からテ

ーマ設定をしたため，生徒は意欲的に取り組み，

高い満足度が得られている。グループは日頃から

共に活動しているメンバーのため，協力性がみら

れ，データの収集や表現力も身についたと実感で

きている。部活動での競技力向上に活かせ，探究

活動での学びが多方面へ広がりを見せている。 

８８．．課課題題・・展展望望 
 今年度は参加していない他の部活動からも，新

たに PS への参加を希望する生徒を増やしたい。 
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開発課題 探究活動のための個別最適化された統計処理教材の開発 

文 責  河野 健太（宮崎北高等学校 教諭） 
 
 
１１．．開開発発のの背背景景とと目目的的 

ICT をコンフォートゾーンとして試行錯誤させ，

生徒に主体性と創造力，論理力を育む。統計教育

とプログラミング教育は，生徒自身の思考をすぐ

に具現化でき，PDCA サイクルを体験できる。こ

れは主体性，失敗を恐れず挑戦する心，論理的思

考，創造力を育み，イノベーションの創生に携わ

る科学技術人材の育成につながる。ICT や AI を活

用したビッグデータを扱う探究活動の質が向上す

れば，Society 5.0 に向けた地域創生に貢献する科

学技術者育成に貢献すると考える。 
プレ探究活動のマニュファクチャリング(MF)で

は，プログラミング PBL において自作データロガ

ーの作成を行う。ここで得られたビッグデータを

データサイエンス(DS)で学ぶ統計処理を用いて解

析できるようにする。 
DS，MF，探究活動を通して効果的にデータサイ

エンティストの育成を行う(Fig.1)。 

 
Fig.1 データサイエンティスト育成教材のイメージ 
 
２２．．開開発発目目標標 
（（１１））統統計計処処理理をを学学ぶぶ教教材材のの開開発発 

Excel を用いた統計処理によって，データの活用

方法，効果的なグラフ表現について理解を深め，

探究活動ならびに社会におけるデータを適切かつ

効果的に活用する力を養う。 
Python 等のプログラミング言語によるアルゴリ

ズムとデータ解析を学び，将来社会で求められる

AIや ICTにおけるビッグデータの扱いや活用に対

する適切な態度を養う。 
探究活動におけるデータを適切に活用できるよ

うにし，主体的に課題を発見・解決するための態

度を養う。 
 
（（２２））情情報報Ⅰにに対対応応すするる教教材材のの開開発発 
また，情報Ⅰ入試に対応するカリキュラムを開発

し，情報やメディアの特性を踏まえ，情報と情報

技術を活用して問題を発見・解決する方法，情報

に関する法規や制度，情報セキュリティの重要性，

情報社会における個人の責任及び情報モラルにつ

いて理解させる。 

（（３３））個個別別最最適適化化さされれたた指指導導方方法法のの開開発発 
論理的思考過程が生じる課題解決型学習（PBL：

Project-Based Learning）を組込んだ教材で，主体的

に学習ができるかを検証する。 
処理の速い生徒が遅い生徒に教える生徒主導型

授業（PIE：Peer Instructing Education）を導入し，

協働的な学習環境を構築する。 
以上より個別最適化された指導方法を確立する。 

 
３３．．開開発発仮仮説説 
・統計処理教材は生徒の探究活動に役立つ 
・PBL 教材は生徒の論理的表現力を鍛える 
・PBL 教材は個別最適化学習を実現する 
 
４４．．方方法法 
（（１１））対対象象生生徒徒とと実実施施形形態態 

対象は普通科 1 年およ

びサイエンス科の 1 年・2
年である。統計処理は本

校が開発したオリジナル

教材を使用する。参考テ

キストには学科共通で

「高校情報Ⅰ Python（実教

出版）」を用いる。また、

サイエンス科のみ参考書

として「使える５１の統

計手法（オーム社）」採用

する(Fig.2)。これは生徒が

統計処理をさらに深く学びたいときに使用する。 
 
（（２２））統統計計処処理理をを学学ぶぶ教教材材のの開開発発 
ＡＡ．．動動画画教教材材のの作作成成 
 探究活動の統計処理では，得られたデータを適

切に見やすく表示する必要がある。統計処理の指

導を受けていない生徒は円グラフ等を多用して調

査データを示すだけに留まり，分析を行わない。 
 
Table1 統計処理の指導内容 

１．群・変数・項目とは 
２．適切なグラフの選び方（円・棒・折れ線グラフ） 
３．円・棒・折れ線グラフの作り方 
４．測定データの種類 
５．代表値 
６．標準偏差と分散 
７．標準偏差の使い方と誤差グラフ 
８．Excel ワークシートの活用方法（セルの絶対参照） 
９．箱ひげ図 

１０．ヒストグラム 
１１．散布図と近似線 
１２．相関係数 
１３．無相関検定 
１４．1 群の t 検定 
１５．対応のある t 検定 
１６．ウェルチの t 検定 

Fig.2 採用した参考書 
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適切なグラフ表現を学べば，データをわかりや

すく示せるだけでなく様々な分析に繋がる。そこ

で，データの種類とそれぞれに適したグラフ表現

の方法，代表値を用いた誤差グラフの作り方，平

均の差の検定までを実施し，探究活動で生徒がデ

ータ分析できる教材を作成する(Table1)。 
教材は動画教材とし，Power Point で作成した

(Fig.3)。1 本 10 分程度で見終わるもので，教室で

の学習に配慮して無音で作成する。この動画を 2
年生はGoogle Workspace，1年生はClassi（Benesse）
にてオンライン配布する(Fig.4)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＢＢ．．PBL 課課題題のの作作成成 

動画教材の進捗に合わせて，該当する PBL 課題

に取り組む(Table2)。PBL 課題は各自で取り組み，

教師との口頭試問に合格した生徒が次に進む。 
 
ＣＣ．．指指導導方方法法のの確確立立 

処理の速い生徒は次の教材に進みたがる。この

内発的動機付けを活かし，処理の速い生徒が遅い

生徒に教える PIE を導入する。ただし，マウスや

キーボードに触れずに会話のみで指導させ，指導

する生徒の論理的表現力を鍛える機会とする

(Fig.5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

Table2 PBL 課題の内容 
番号 タイトル 内容 

１ 論文に用いるグラフ① 円・帯・棒グラフがそれぞれどのよう

なデータ表現に適するか学ぶ 

２ 論文に用いるグラフ② １変数１群多項目のグラフを適切に

表現する 

３ 測定データの種類 名義データ，順位データ，間隔データ，

比率データを見分ける 
４ 代表値① 平均値，中央値，最頻値を計算する 

５ 代表値② 算術平均値と中央値を操作しながら

ヒストグラムの形の変化を見る 

６ 標準偏差と分散 母標準偏差，標本標準偏差，不偏標準

偏差の違いを理解する 

７ 標準偏差と誤差グラフ 平均気温のデータから mean±SD の誤

差グラフを作る 

８ ワークシートの活用 絶対参照を使いこなしてExcelワーク

シートの計算を行う 
９ 箱ひげ図の作り方 箱ひげ図を作成し，特徴を読み解く 

１０ ヒストグラムの作り方 ２群を比較するヒストグラムを作る 

１１ 散布図と近似線 ２変数のデータで散布図を作り重相

関係数を求める 
１２ 無相関検定 無相関検定を行う 

１３ １群の t 検定 あるクラスの成績が全国平均に等し

いか検定する 

１４ 対応のある t 検定 飼育下のメダカを対応のある 2 群と

して成長したか検定する 

１５ ウェルチの t 検定 クラス間の成績を対応のない 2 群と

して成績の違いを検定する 

１６ 標準誤差と標準偏差 測定結果を適切なグラフで表す際の

標準誤差の算出方法を学ぶ 

 
ＤＤ．．情情報報Ⅰにに対対応応すするる小小テテスストト 
「情報Ⅰ」に関する学習内容は基本的に反転授業を

取り入れ自宅学習中心とする。授業開始時に 5 分間

の小テストを毎時間行う。必要であれば短時間の説

明を行う。 
 

５５．．結結果果とと考考察察 
（（１１））統統計計処処理理教教材材はは生生徒徒のの探探究究活活動動にに役役立立つつ 
 現 2 年サイエンス科の生徒研究作品には，誤差

グラフ以上の統計的手法を活用する班が 45.5%に

なった(Fig.6)。これらの研究では複数の群・項目の

測定データをただ並べるのではなく，平均化し誤

差をつけて表現できるようになった。また，平均

値の比較検定を行うようになった。 

 
 
 
（（２２））PBL 教教材材はは生生徒徒のの論論理理的的表表現現力力をを鍛鍛ええるる 

現 1 年サイエンス科においては，科学探究とデ

ータサイエンスを隔週 2 時間ずつ行った。特に，

Fig.3 動画教材のスクリーンショット 

Fig.4 Google Workspace(左)，Classi（右）の教材 

Fig.5 互いに教え合いをする生徒 

Fig.6 探究活動の統計処理と ICT 利用割合の推移 
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適切なグラフ表現を学べば，データをわかりや

すく示せるだけでなく様々な分析に繋がる。そこ

で，データの種類とそれぞれに適したグラフ表現

の方法，代表値を用いた誤差グラフの作り方，平

均の差の検定までを実施し，探究活動で生徒がデ

ータ分析できる教材を作成する(Table1)。 
教材は動画教材とし，Power Point で作成した

(Fig.3)。1 本 10 分程度で見終わるもので，教室で

の学習に配慮して無音で作成する。この動画を 2
年生はGoogle Workspace，1年生はClassi（Benesse）
にてオンライン配布する(Fig.4)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＢＢ．．PBL 課課題題のの作作成成 
動画教材の進捗に合わせて，該当する PBL 課題

に取り組む(Table2)。PBL 課題は各自で取り組み，

教師との口頭試問に合格した生徒が次に進む。 
 
ＣＣ．．指指導導方方法法のの確確立立 
処理の速い生徒は次の教材に進みたがる。この

内発的動機付けを活かし，処理の速い生徒が遅い

生徒に教える PIE を導入する。ただし，マウスや

キーボードに触れずに会話のみで指導させ，指導

する生徒の論理的表現力を鍛える機会とする

(Fig.5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

Table2 PBL 課題の内容 
番号 タイトル 内容 

１ 論文に用いるグラフ① 円・帯・棒グラフがそれぞれどのよう

なデータ表現に適するか学ぶ 

２ 論文に用いるグラフ② １変数１群多項目のグラフを適切に

表現する 

３ 測定データの種類 名義データ，順位データ，間隔データ，

比率データを見分ける 
４ 代表値① 平均値，中央値，最頻値を計算する 

５ 代表値② 算術平均値と中央値を操作しながら

ヒストグラムの形の変化を見る 

６ 標準偏差と分散 母標準偏差，標本標準偏差，不偏標準

偏差の違いを理解する 

７ 標準偏差と誤差グラフ 平均気温のデータから mean±SD の誤

差グラフを作る 

８ ワークシートの活用 絶対参照を使いこなしてExcelワーク

シートの計算を行う 
９ 箱ひげ図の作り方 箱ひげ図を作成し，特徴を読み解く 

１０ ヒストグラムの作り方 ２群を比較するヒストグラムを作る 

１１ 散布図と近似線 ２変数のデータで散布図を作り重相

関係数を求める 
１２ 無相関検定 無相関検定を行う 

１３ １群の t 検定 あるクラスの成績が全国平均に等し

いか検定する 

１４ 対応のある t 検定 飼育下のメダカを対応のある 2 群と

して成長したか検定する 

１５ ウェルチの t 検定 クラス間の成績を対応のない 2 群と

して成績の違いを検定する 

１６ 標準誤差と標準偏差 測定結果を適切なグラフで表す際の

標準誤差の算出方法を学ぶ 

 
ＤＤ．．情情報報Ⅰにに対対応応すするる小小テテスストト 
「情報Ⅰ」に関する学習内容は基本的に反転授業を

取り入れ自宅学習中心とする。授業開始時に 5 分間

の小テストを毎時間行う。必要であれば短時間の説

明を行う。 
 

５５．．結結果果とと考考察察 
（（１１））統統計計処処理理教教材材はは生生徒徒のの探探究究活活動動にに役役立立つつ 
 現 2 年サイエンス科の生徒研究作品には，誤差

グラフ以上の統計的手法を活用する班が 45.5%に

なった(Fig.6)。これらの研究では複数の群・項目の

測定データをただ並べるのではなく，平均化し誤

差をつけて表現できるようになった。また，平均

値の比較検定を行うようになった。 

 
 
 
（（２２））PBL 教教材材はは生生徒徒のの論論理理的的表表現現力力をを鍛鍛ええるる 

現 1 年サイエンス科においては，科学探究とデ

ータサイエンスを隔週 2 時間ずつ行った。特に，

Fig.3 動画教材のスクリーンショット 

Fig.4 Google Workspace(左)，Classi（右）の教材 

Fig.5 互いに教え合いをする生徒 
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科学探究で研究計画立案に入る前に，データサイ

エンスを優先して行った。すると，研究計画段階

において，データの取り方を論理的に工夫する生

徒たちが増えた。研究目標を達成するために，ど

のようなデータを取得すればよいか見通しを立て

て論理的な研究計画を立てられた。 
また，教師との口頭試問において論理的な説明

ができる生徒の増加を実感したことから，互いの

教え合いや口頭試問によって論理的表現力も向上

したと考えられる。 
 
（（３３））PBL 教教材材はは個個別別最最適適化化学学習習をを実実現現すするる 
  生徒は自分のペースで問題に取り組んでおり，

極端に遅れる生徒は出なかった。やや遅れている

生徒も積極的に周囲の生徒が指導していた。 
サイエンス科のデータサイエンスは年間 1 単位

を確保しており，2 年間で 2 単位分となる。11 月

現在，2 年サイエンス科はクラスの 1/3 が課題を終

え，他生徒の指導や Python プログラミング課題に

取り組んでいる(Fig.7)。1 年サイエンス科は探究活

動と合わせて隔週 2 時間をまとめて取っているた

め，進行が早く，クラス全体の進捗に極端なばら

つきがない(Fig.8)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また PBL課題を口頭試問にして全生徒に必ず教

師との対話を設けたことで，各生徒の進捗把握や

丁寧な指導が可能となった。PBL 課題の口頭試問

は生徒が理解するまで何度もやり直しをする。「実

際に統計処理を使ってみること」と「統計処理の

意味を理解すること」を両立させている(Fig.9)。 
 この授業の進め方はデータサイエンスだけでな

く，他の授業にも応用できると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 年サイエンス科の 4 月と 12 月のアンケート比

較によると，グラフを読み取る自信を持つ生徒が

やや減少した。しかしこれは統計学を学び，グラ

フ表現の奥深さを理解したためだと考えられる。 
そのため，グラフを作る自信を持つ生徒は大幅

に増加している。プログラミングに興味を持つ生

徒の全体数も増えた(Fig.10)。 

 
 

 
６６．．課課題題とと展展望望 
（（１１））新新ししいい統統計計教教材材のの教教材材 

統計教材はほぼ完成したが，今後は分散分析な

ど 3 群以上の検定に対応したものを追加していく。 
 
（２）画像処理教材の開発 
 統計処理の課題をクリアした生徒には Google 
Colaboratory にて情報教諭オリジナルの Python 
による PBL 課題に取り組んでいる。 
今後は OpenCV を使った画像処理を行う課題や， 

物理的現象を観測できる動体検出課題を開発した

い。 

Fig.7 生徒の PBL 課題進捗状況 2 年 11 月(グレーが終了部分) 

Fig.8 生徒の PBL 課題進捗状況 1 年 11 月(グレーが終了部分) 

Fig.9 生徒が取り組んだ PBL 課題。教師とのやりとり 
の痕跡が残っている。 

Fig.10 1 年サイエンス科の DS に関するアンケート 

− 33−



 
 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  ４４年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❸－③Ｅ    ＳＳＴＴ   Scientific Thinking  p. ／ 2 1 

  
開発課題 英語科学論文を通した科学的思考力・科学リテラシーの育成 

文 責  三巻 知一（宮崎北高等学校 教諭） 
  
１１．．目目標標 
 グローバル化が進展する世界で共通語である英

語力の向上は，極めて重要な課題である。また

Society５.０に向けた地域創生に貢献する科学技

術系人材を育てるため，5 領域の英語力（読む，聞

く，書く，対話，発表）を統合的に養うだけでなく，

同時に科学リテラシーを身に付けることで，国際

的な研究発表や海外人材との協働的研究開発の場

で活躍できる生徒の育成を目指す。 
 以上の観点より，本校は SSH 特例措置で学校設

定科目 Scientific Thinking（ST）を開設し，内容

言語統合型学習（CLIL : Content and Language 
Integrated Learning）により，オーセンティック

教材を使用しながら科学的思考・科学リテラシー

を学び，英語の表現力育成を目標とする。 
 CLIL 形式の授業は内容に重きをおくため，生徒

が英語を使う上で言語不安を和らげることができ

る。またグループ活動を多く取り入れ，高次元の

学習内容を協働的に解決する環境を作る。ST では，

実際の英語論文の構成を知り，英語で書かれた研

究論文を読む素地を養う。  

２２．．仮仮説説 
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 
《《Scientific Thinking のの開開発発仮仮説説》》 
 ・英語読解力が身につく 
 ・英語に対しての言語不安を減らせる 
 ・参考文献として英語論文を活用できる 
 ・科学的論理的思考力が身に付く 
 ・表現力・説明力が身につく 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者  
（（１１））対対象象者者  
 サイエンス科 1 年 1 学級 40 名を対象に実施し

た。 
（（２２））指指導導者者 
今年度は昨年度と同様の指導者構成(英語 1 名，

理科 1 名，ALT1 名)で実施した（Table1）。 
Table1：：Scientific Thinking のの指指導導者者 

年年度度 指指導導者者 

R01 井川原浩文 
    （英語） 

黒木和樹（生・情） 
河野健太（物） Sarah Barnes（ALT） 

R02 山本  卓（英語） 黒木和樹（生・情） Sarah Barnes（ALT） 
R03 岩切愛実（英語） 長友優樹（物・情） Sarah Barnes（ALT） 

R04 岩切愛美（英語） 
三巻知一（英語） 菊池高弘（化） Sarah Barnes（ALT） 

４４．．方方法法 
（（１１））授授業業のの形形態態 

 通年 1 単位 35 時間を確保する。１学期はイグ

ノーベル賞受賞論文を使用し実際の科学論文に触

れることで，論文の構成や内容，表現，グラフや図

表を CLIL 形式で学ぶ。２学期は班ごとに論文の

検索方法を学び，科学探究（ACT-SI）で研究する

内容に関連のある記事を選んで論文を読み進めて

いく。3 学期はグーグルワークプレイスを使い，ス

ライドを作成し発表準備を行なう。班ごとに発表

を行う。 

（（２２））授授業業のの流流れれ（（すすべべててググルルーーププ学学習習）） 
ＡＡ.１１学学期期（（英英語語論論文文読読解解１１）） 

英語論文の構成を知り，英語で書かれた研究論

文を読む素地を養う。 

① Abstract・Introduction・Method and Mate-

rialsを読み，授業プリント内の図や説明文の

空欄を埋めていくことで内容を理解する。 

② 論文に出てくるグラフや図表を各班に１～

２個ずつ割り当 て，内容を Result や

Discussion を読みながら検討する。 

③ 図表の内容を英語で発表する（パネルを使

ったポスターセッション）。 

ＢＢ..２２学学期期（（英英語語論論文文読読解解２２））  

論文の検索方法を学び，ACT-SI での各自の研 

究に関連のある論文を見つけ出し読む。  

① Google Scholar で論文の検索方法を学ぶ。 

② 論文を読み，内容をレポートにまとめる。 
ＣＣ..３３学学期期（（英英語語論論文文読読解解２２））  

論文の読解を進め，ワークシートにまとめ ス

ライドを作成して発表準備に入る。班ごとに

発表する。 

① グーグルスライドで発表内容をまとめ，各

自が発表の役割を分担し，英語での発表準

備に入る。 

② グーグルスライドに班ごとにスライドを

作成し，班ごとに英語で発表する。 

（（３３））SSSSHH 特特例例措措置置 
 英語で書かれた科学論文を用いた CLIL 形式の

授業の実施により，国際的でグローバルな視野を

持つことができる授業が実施可能なため，「異文化

理解」の代替科目として SSH特例措置で実施する。 
５５．．評評価価方方法法 
 開発仮説を基に「英語力」，「科学的・論理的思

考」，「表現力・説明力」の 3 つに分け，授業プリ

ントへの取り組み（Fig.1），パフォーマンステスト

の評価シート（Table2），論文を読んで理解したこ

とを書くレポートを評価方法とする。その他，4 月，
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開発課題 英語科学論文を通した科学的思考力・科学リテラシーの育成 

文 責  三巻 知一（宮崎北高等学校 教諭） 
  
１１．．目目標標 
 グローバル化が進展する世界で共通語である英

語力の向上は，極めて重要な課題である。また

Society５.０に向けた地域創生に貢献する科学技

術系人材を育てるため，5 領域の英語力（読む，聞

く，書く，対話，発表）を統合的に養うだけでなく，

同時に科学リテラシーを身に付けることで，国際

的な研究発表や海外人材との協働的研究開発の場

で活躍できる生徒の育成を目指す。 
 以上の観点より，本校は SSH 特例措置で学校設

定科目 Scientific Thinking（ST）を開設し，内容

言語統合型学習（CLIL : Content and Language 
Integrated Learning）により，オーセンティック

教材を使用しながら科学的思考・科学リテラシー

を学び，英語の表現力育成を目標とする。 
 CLIL 形式の授業は内容に重きをおくため，生徒

が英語を使う上で言語不安を和らげることができ

る。またグループ活動を多く取り入れ，高次元の

学習内容を協働的に解決する環境を作る。ST では，

実際の英語論文の構成を知り，英語で書かれた研

究論文を読む素地を養う。  

２２．．仮仮説説 
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 
《《Scientific Thinking のの開開発発仮仮説説》》 
 ・英語読解力が身につく 
 ・英語に対しての言語不安を減らせる 
 ・参考文献として英語論文を活用できる 
 ・科学的論理的思考力が身に付く 
 ・表現力・説明力が身につく 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者  
（（１１））対対象象者者  
 サイエンス科 1 年 1 学級 40 名を対象に実施し

た。 
（（２２））指指導導者者 
今年度は昨年度と同様の指導者構成(英語 1 名，

理科 1 名，ALT1 名)で実施した（Table1）。 
Table1：：Scientific Thinking のの指指導導者者 

年年度度 指指導導者者 

R01 井川原浩文 
    （英語） 

黒木和樹（生・情） 
河野健太（物） Sarah Barnes（ALT） 

R02 山本  卓（英語） 黒木和樹（生・情） Sarah Barnes（ALT） 
R03 岩切愛実（英語） 長友優樹（物・情） Sarah Barnes（ALT） 

R04 岩切愛美（英語） 
三巻知一（英語） 菊池高弘（化） Sarah Barnes（ALT） 

４４．．方方法法 
（（１１））授授業業のの形形態態 

 通年 1 単位 35 時間を確保する。１学期はイグ

ノーベル賞受賞論文を使用し実際の科学論文に触

れることで，論文の構成や内容，表現，グラフや図

表を CLIL 形式で学ぶ。２学期は班ごとに論文の

検索方法を学び，科学探究（ACT-SI）で研究する

内容に関連のある記事を選んで論文を読み進めて

いく。3 学期はグーグルワークプレイスを使い，ス

ライドを作成し発表準備を行なう。班ごとに発表

を行う。 

（（２２））授授業業のの流流れれ（（すすべべててググルルーーププ学学習習）） 
ＡＡ.１１学学期期（（英英語語論論文文読読解解１１）） 

英語論文の構成を知り，英語で書かれた研究論

文を読む素地を養う。 

① Abstract・Introduction・Method and Mate-

rialsを読み，授業プリント内の図や説明文の

空欄を埋めていくことで内容を理解する。 

② 論文に出てくるグラフや図表を各班に１～

２ 個ずつ 割り当 て，内 容を Result や

Discussion を読みながら検討する。 

③ 図表の内容を英語で発表する（パネルを使

ったポスターセッション）。 

ＢＢ..２２学学期期（（英英語語論論文文読読解解２２））  

論文の検索方法を学び，ACT-SI での各自の研 

究に関連のある論文を見つけ出し読む。  

① Google Scholar で論文の検索方法を学ぶ。 

② 論文を読み，内容をレポートにまとめる。 
ＣＣ..３３学学期期（（英英語語論論文文読読解解２２））  

論文の読解を進め，ワークシートにまとめ ス

ライドを作成して発表準備に入る。班ごとに

発表する。 

① グーグルスライドで発表内容をまとめ，各

自が発表の役割を分担し，英語での発表準

備に入る。 

② グーグルスライドに班ごとにスライドを

作成し，班ごとに英語で発表する。 

（（３３））SSSSHH 特特例例措措置置 
 英語で書かれた科学論文を用いた CLIL 形式の

授業の実施により，国際的でグローバルな視野を

持つことができる授業が実施可能なため，「異文化

理解」の代替科目として SSH特例措置で実施する。 
５５．．評評価価方方法法 
 開発仮説を基に「英語力」，「科学的・論理的思

考」，「表現力・説明力」の 3 つに分け，授業プリ

ントへの取り組み（Fig.1），パフォーマンステスト

の評価シート（Table2），論文を読んで理解したこ

とを書くレポートを評価方法とする。その他，4 月，
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11 月，3 月にアンケート調査を実施して生徒の実

態を把握する（Table3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Table3  開開発発仮仮説説にに基基づづくく生生徒徒アアンンケケーートト項項目目 

英語力 

英語を読むことが得意か 

英語を話すことが得意か 

英語を聞くことが得意か 

英語を書くことが得意か 

科学 
論理 

データに基づき論理的に説明ができるか 

図や表を読み取り説明することができるか 

表現力 
英語でプレゼンテーションをする自信はどれくらいか 

英語論文を書くことができる自信はどれくらいか 

６６．．結結果果 
（（１１））英英語語論論文文ととググララフフ図図表表をを理理解解ででききたた 
 パフォーマンステストの結果，ほとんどの生徒

が英語で内容を理解できていた。 

（（２２））科科学学的的・・論論理理的的にに思思考考ししてていいたた 
 すべてのグループが時間内に授業プリントの空

欄を埋めたり，パフォーマンステストで正しい内

容を説明しており，グループで協力して科学的・

論理的思考をすることができていた。 

（（３３））言言語語不不安安はは高高ままっったたがが，，英英語語論論文文へへのの耐耐性性

ををつつけけたた。。  

 中学生時代に英語が得意であった生徒も，高校

1 年生になっていきなり科学論文を英語で読むと，

英文の難しさに驚きを隠せない様子であった。し

かし，実施したアンケート調査により（Table3），
論文中の図表の読み取りや，英語論文を読む自信

をつけた生徒がいた（Fig.2,Fig.3）。 

７７．．検検証証・・評評価価 
英語科学論文を読ませ，CLIL 形式で発言の機会

を多く設けることで，科学リテラシーと論理的思

考力や研究への意欲，実践的英語力を高めた。 
 生徒は専門的な科学論文を英語で読んだことで，

英語の難しさや奥の深さを知る形となった。ただ，

発表の結果や授業中の取り組み等は良く，グルー

プで協力することで成果が出ていた。アンケート

の調査項目は「独りで」できるかを問う内容であ

ったため，自信のない生徒が多かったのではない

かと考察する（Fig.3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８８．．課課題題・・展展望望 
来年度以降は生徒の意識の変化が分かりやすく

なるよう評価システムやアンケートの項目も見直

していく必要がある。授業の流れは今年度と同様

で良いと考えるが以下の通り指導の充実が図られ

るべきである。 
(１）難しい内容をかみ砕いて，簡単な日本語に直

してから英語に訳す流れの指導をしている。 
(２）班ごとに担当教員を割り当てて指導にあたる。 
(３）発表は英語でのプレゼンテーションを年間 2

回実施した。声の大きさ，身振り，手振り，アイ

コンタクト等のノンバーバルな面の表現力も重

要と考える。さらに仲間と協力して準備にあた

り，自己の役割を果たすことができるか等の意

欲，関心を見る指導も評価の重点項目と考えた。 

参参考考文文献献 

1）文部科学省.高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編.（2020），
p.6 

2）Kiyoshi Mabuchi，Kensei Tanaka，Daichi Uchiji- ma， RinaSakai，
FrictionalCoefficient under Ban- ana Skin.（2012） 

3）大橋淳史，13 歳からの研究倫理，化学同人出版，（2018），p.75-107 

Fig.1  授授業業ププリリンントトのの例例 

0% 50% 100%

4月

1 1月

ああななたたはは右右のの図図をを理理解解しし、、説説明明すするるここ

ととががででききまますすかか。。

自信がない 2 3 自信がある

Fig.2 読み取ったグラフ(右)とアンケート結果(左) 

Table2  パパフフォォーーママンンスステテスストトのの評評価価シシーートト 
 評価内容 点数 
１ 声の大きさ 3 点 
２ アイコンタクト 3 点 
３ イントネーション 2 点 
４ 内容を適切に伝えられているか 2 点 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月

11月

現現時時点点ににおおいいてて、、ああななたたはは英英語語のの論論文文をを読読むむ

自自信信ががあありりまますすかか。。

自信がない 2 3 自信がある

Fig.3 アンケート結果(論文読解について) 
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開発課題 地球愛を持ち，世界の人々と共に SDGs を実現する生徒を育てる 
文 責  井川原 浩文（宮崎北高等学校 教諭）   

 
 
１１．． 目目標標     
 現在地球環境は急速に破壊されており，その解

決に取り組む人材の育成が急務である。そのため

に，まず「地球と宇宙の生命の条件・地球環境」を

学ぶことで地球に対する見方を根本的に変え，地

球愛を育てる。次に，地球を守るために BR
（Biosphere-Reserve）を中心に，持続可能な街づく

りに地域全体で取り組む綾町の SDGs への取り組

みについてフィールドワークを通して学ぶ。さら

に SDGs について，それぞれの目標の背景と目標

になった理由とその実現に向けた世界の取り組み

について学び，その実現に向けてのでディスカシ

ョンを英語で行い，自然科学を学ぶ者として SDGs
の実現に何ができるかを考え，その実現に寄与す

る人材の育成を目標とする。 
 こ の 授 業 は CLIL （ Contents and Language 
Integrated Learning）方式で実施し，SDGs につなが

る地球や生命の科学的知識の習得と，英語でのデ

ィベートを取り入れることで英語の 5 領域（読む，

書く，聞く，発表する，対話する）の能力をバラン

スよく身に付けることを期待する。 

２２．．仮仮説説     
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 
《《Earth Science（（ES））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・ 宇宙，地球，生命，地球環境について学ぶこ

とで地球への意識が変わる（地球観のコペル

ニクス的転換）。 
 ・ SDGs について学ぶことで，持続可能な社会

を実現するための視野を持つ。 
 ・ 留学生とのディスカッションや SDGs の実現

に取り組む綾町でフィールドワークを行うこ

とで日本や地域の問題点と価値を見いだす。 
 ・ CLIL での学習や留学生とのディスカッショ

ンを通して効果的に英語を習得できる。また

英語でのプレゼン，ディベートで発表力と対

話力が身につく。 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者     
 第 4 期 1 年目（R1）は指導者 3 名（英語 2 名，

ALT1 名）で担当した。2 年目（R2）3 年目(R3)は
指導者 3 名(理科 1 名，英語 1 名，ALT1 名)で，４

年目は指導者２名（英語１名，ALT１名）（Table1）。
対象は 2 年サイエンス科で，今年度は３６名であ

る。 

Table1  Earth Science のの指指導導者者 
年度 指導者 

R01 山脇悠佳 
（英語） 

井川原浩文 
（英語） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R02 井川原浩文 
（英語） 

河野健太 
（物理） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R03 井川原浩文 
（英語） 

河野健太 
（物理） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R04 井川原浩文 
（英語）  Sarah Barns 

（ALT 地学） 

４４．．方方法法     
 1 学期から２学期の前半は① Endangered 
Species ②Is there life on other plants? ③Can 
live on Mars?の 3 つのテーマをについて学ぶ。環

境問題，地球・宇宙・生命の条件について CLIL 方

式で英語で学び，生徒は学んだことを英語で発表

した後に，学んだ内容についてディベートを行う

（Fig.1）。今年度はディベートの質をより上げるた

めに自分たちの主張をするための立論と相手の主

張に対して反駁する即興のトレーニングを単元間

に行う。 
 2 学期後半から３学期には SDGs に取り組む地

元綾町のユネスコエコパークでＳDGｓに取り組

む地域の取り組みをフィールドワークを通して学

ぶ。（Fig.2）次に SDGｓの 17 のゴールについて

４人グループでそれぞれのゴールについて問題の

現状・問題点・今後の対策について調べ，その実

現を呼びかける PV を作成し発表する。 
 また，宮崎大学の留学生を招き SDGs について

考えたことを発表し，「世界はどのようにSDGsを
実現していくか」を世界のリーダーになったつも

りで「グローバルカフェ」スタイルで話し合う。 

 
             Fig.1 英語ディベートの様子

 
Fig.2：綾町のフィールドワークの様子 
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開発課題 地球愛を持ち，世界の人々と共に SDGs を実現する生徒を育てる 
文 責  井川原 浩文（宮崎北高等学校 教諭）   

 
 
１１．． 目目標標     
 現在地球環境は急速に破壊されており，その解

決に取り組む人材の育成が急務である。そのため

に，まず「地球と宇宙の生命の条件・地球環境」を

学ぶことで地球に対する見方を根本的に変え，地

球愛を育てる。次に，地球を守るために BR
（Biosphere-Reserve）を中心に，持続可能な街づく

りに地域全体で取り組む綾町の SDGs への取り組

みについてフィールドワークを通して学ぶ。さら

に SDGs について，それぞれの目標の背景と目標

になった理由とその実現に向けた世界の取り組み

について学び，その実現に向けてのでディスカシ

ョンを英語で行い，自然科学を学ぶ者として SDGs
の実現に何ができるかを考え，その実現に寄与す

る人材の育成を目標とする。 
 こ の 授 業 は CLIL （ Contents and Language 
Integrated Learning）方式で実施し，SDGs につなが

る地球や生命の科学的知識の習得と，英語でのデ

ィベートを取り入れることで英語の 5 領域（読む，

書く，聞く，発表する，対話する）の能力をバラン

スよく身に付けることを期待する。 

２２．．仮仮説説     
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 
《《Earth Science（（ES））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・ 宇宙，地球，生命，地球環境について学ぶこ

とで地球への意識が変わる（地球観のコペル

ニクス的転換）。 
 ・ SDGs について学ぶことで，持続可能な社会

を実現するための視野を持つ。 
 ・ 留学生とのディスカッションや SDGs の実現

に取り組む綾町でフィールドワークを行うこ

とで日本や地域の問題点と価値を見いだす。 
 ・ CLIL での学習や留学生とのディスカッショ

ンを通して効果的に英語を習得できる。また

英語でのプレゼン，ディベートで発表力と対

話力が身につく。 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者     
 第 4 期 1 年目（R1）は指導者 3 名（英語 2 名，

ALT1 名）で担当した。2 年目（R2）3 年目(R3)は
指導者 3 名(理科 1 名，英語 1 名，ALT1 名)で，４

年目は指導者２名（英語１名，ALT１名）（Table1）。
対象は 2 年サイエンス科で，今年度は３６名であ

る。 

Table1  Earth Science のの指指導導者者 
年度 指導者 

R01 山脇悠佳 
（英語） 

井川原浩文 
（英語） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R02 井川原浩文 
（英語） 

河野健太 
（物理） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R03 井川原浩文 
（英語） 

河野健太 
（物理） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R04 井川原浩文 
（英語）  Sarah Barns 

（ALT 地学） 

４４．．方方法法     
 1 学期から２学期の前半は① Endangered 
Species ②Is there life on other plants? ③Can 
live on Mars?の 3 つのテーマをについて学ぶ。環

境問題，地球・宇宙・生命の条件について CLIL 方

式で英語で学び，生徒は学んだことを英語で発表

した後に，学んだ内容についてディベートを行う

（Fig.1）。今年度はディベートの質をより上げるた

めに自分たちの主張をするための立論と相手の主

張に対して反駁する即興のトレーニングを単元間

に行う。 
 2 学期後半から３学期には SDGs に取り組む地

元綾町のユネスコエコパークでＳDGｓに取り組

む地域の取り組みをフィールドワークを通して学

ぶ。（Fig.2）次に SDGｓの 17 のゴールについて

４人グループでそれぞれのゴールについて問題の

現状・問題点・今後の対策について調べ，その実

現を呼びかける PV を作成し発表する。 
 また，宮崎大学の留学生を招き SDGs について

考えたことを発表し，「世界はどのようにSDGsを
実現していくか」を世界のリーダーになったつも

りで「グローバルカフェ」スタイルで話し合う。 

 
             Fig.1 英語ディベートの様子

 
Fig.2：綾町のフィールドワークの様子 
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５５．．SSH 特特例例措措置置     
 世界的な視野で SDGs 実現に寄与する人材を育

てることを重視した内容であるため，「理数生物」

の代替科目として SSH 特例措置で実施する。 

６６．．評評価価方方法法     
 プレゼンテーション，ディベート，ビデオクリ

ップの内容を評価する。また，生徒に毎年同じ内

容のアンケート調査を 4 月と 12 月の 2 回実施し，

その中で地球への意識や持続可能な社会実現への

視野，英語の技能に関しての意識・能力がどのよ

うに変化したかを評価する。 

７７．．結結果果     
（（１１））自自然然科科学学へへのの興興味味がが高高ままっったた  

 生徒のアンケートの結果より否定的な回答が

75％→10％に減少し，肯定的な回答は 15％→72％
に増加した(Table2)。 

（（２２））地地球球環環境境へへのの意意識識がが変変わわっったた  

 否定的な回答をした生徒は 80%→10% と減少

し，肯定的回答は 20%→85%に増加した（Table 2）。
生徒の感想には「地球について知らないことばか

りでとても面白かったです。また，ディベートを

行うために調べ学習をしたときは新たな発見があ

って英語を楽しく学ぶことができた。」「地球環境

について深く知る機会がなかったので，この授業

を通して知ることができて，さらに興味が深まっ

た。また，英語力も身に付いたと思うので良かっ

た」「この私たちの住んでいる地球の問題につい

てディベートを通して身近に学ぶことができた」

等の肯定的な意見が多くあった。 

（（３３））SSDDGGss へへのの関関心心がが高高ままっったた  
 生徒へのアンケートで，「SDGs 実現に協力して

いきたい」と答えた生徒は 80%増加した(Table 2)。 
（（４４））英英語語でで発発表表ででききるる生生徒徒がが増増ええたた 
 「英語でプレゼンテーションができる」と答え

た生徒が 15%→72%に増加し，低評価に回答をす

る生徒は 72%減少した（Table 2）。 
（（５５））英英語語ででデディィベベーートト・・デディィススカカッッシショョンンががでで

ききるる生生徒徒がが増増ええたた  

「できない」と回答した生徒は 40％→16％と減

少し，「できる」と回答した生徒は 10%→65％と増

加した（Table2）。生徒のディベートの感想には，

「グループで自分たちの立場を決めてパソコンで

調べたり,英語で自分たちの意見をいかに表現す

るかを考えるのが楽しかった。相手の主張に反駁

するのが難しかった。相手の発言をしっかり聞く

ことが大切だと思った」「これまでのディベートで

自分自身の英語で話すスキルが上がったと思う」

「ディベートを通して新しい視点や考え方がある

ことに気づくことができた」「今地球が抱える問題

を理解し，発表し合えるぐらい学ぶことができて

うれしかった」，「英語で話せる内容がより良くな

った気がする」，「相手の主張を理解して英語で反

論するのが難しかった」という意見があった。 

８８．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価     
 ES の授業の成果として自然科学への興味や，地

球環境への関心が高まった点は評価できる

(Table2 )。また，生命の条件や宇宙から見た地球，

そして環境の悪化による絶滅危惧種について学び，

SDGs の実現に取り組む綾町でのフィールドワー

クを通して SDGs へ貢献する意識が高まった

(Table2)。 
さらに，継続的な英語での発表の場を設けること

で，発表やディベートについて苦手意識を持つ生

徒が減った(Table2)。一方で，「できる」と答えた生

徒がまだ 65%であり，今後も英語を聞いて即座に

理解し，その場で議論できる力の向上が望まれる。 

９９．．課課題題・・展展望望     
 地球環境，生命が存在するための条件や宇宙で

の人間の居住の可能性を学び考えることで，地球

に対する見方を変え，更に地球愛を育み SDGs 達

成に貢献する意識が育った。３年前から始めた単

元のまとめとしての英語のディベート活動では，

ディベートの論点事項をプレゼンテーションを通

して英語で言えるように練習し，その表現を使っ

てディベートをよりスムーズにできる仕掛けを行

ってきた。今年度はさらに立論と反駁のトレーニ

ングを単元の間に行うことで，２回目のディベー

トではより取り組みやすく，議論がかみ合い，質

の高いディベートができていた。また，ディベー

トの準備のために調べ，調べたことを使ってディ

ベートすることでより理解が深まり，考えを深め

ることができた。 
 

Table2 : 生生徒徒アアンンケケーートトにによよるる結結果果推推移移(4 月月→12月月) 
質質問問内内容容 いいいいええ ははいい 

1 自然科学に興味がありますか 75%→10% 15%→72% 
2 地球環境に関心はありますか 80%→10% 20%→85% 
3 SDGs の実現に協力・貢献した

いですか 60%→12% 7%→87% 

4 英語でプレゼンテーションが

できますか 82%→8% 15%→72% 

5 英語でディベートやディスカ

ッションができますか 40%→16% 10%→65% 

※「どちらでもない」は除外した 
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開発課題 国国際際的的なな場場ででのの研研究究発発表表，，国国際際紙紙掲掲載載想想定定のの英英語語論論文文作作成成ののたためめのの指指導導法法 

文 責 井川原 浩文（宮崎北高等学校 教諭）  
 
 
１１．．目目標標 
 国際性と科学リテラシー育成を目標に内容言語

統合型学習（CLIL : Content and Language 
Integrated Learning）で学ぶことで 5 領域英語

力（読む，書く，聞く，発表する，対話する）と

広範囲な科学的知識と論理的思考力を育むことを

目標とする。研究成果を英語ポスターにまとめ，

世界的な場で発表し，質問に応答できるようにな

ることを期待する。そして，国際誌掲載を目標と

した本格的な英語論文記述力を育み，即戦力とな

る科学技術人材になることを期待する。 
 
２２．．仮仮説説   
 以下の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 

《《PPrreesseennttaattiioonn  &&  TThheessiiss（（PPTT））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・英語で相手に応じて説明ができる 
 ・英語発表の内容について質疑応答ができる 
 ・科学英語論文が抵抗なく読める 
 ・英語のポスター，英語科学論文を作成できる 
 ・科学的思考・論理的思考力が身につく 
 
３３．．方方法法     
（（１１））対対象象者者とと指指導導者者 
 3 年サイエンス科 38 名を対象に授業を行う。指

導者は R2 から R3 は英語教諭 2 名，ALT1 名の 3
名体制で行った。R4 は英語教諭 1 名，ALT1 名の

2 名体制で行った。 
Table1：：Presentation＆＆Thesis のの指指導導者者 

年度 指導者 

R02 井川原浩文 
（英語） 

蛯原英敏 
（英語） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R03 井川原浩文 
（英語） 

蛯原英敏 
（英語） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R04 井川原浩文 
（英語）  Sarah Barns 

（ALT 地学） 
 
（（２２））特特記記事事項項     
 この事業は令和 2 年度から開発が始まる学校設

定科目である。１年次から小グループでそれぞれ

科学探究を行い，3 年次にその研究を基に英語で

ポスターセッションと英語の論文作成を行う。 
 
（（３３））11 学学期期のの活活動動（（英英語語ポポススタターー発発表表）） 
 1 年次からの科学探究の成果を英語でポスター

にまとめる。英語のポスターの構成や作成時に注意

すべきポイントを学ぶ(Fig.1）。科学論文で有用な表

現を，過去に作られたポスターを参考に確認した後，

日本語を英訳するときの注意点等を説明してポスタ

ー作成に入る。作成後は 2 グループで互いに発表練

習を行い日本語でのポスター発表と同じレベルで発

表できるようにする。6 月に宮崎 SDGs 教育コンソ

ーシアム（MSEC）フォーラムで，複数の外国人に

対して各班で作成したポスターの発表を行う予定

であったが，今年度はコロナのためにオンライン

での実施でかつ一部の研究グループのみの発表と

なった。  
  
（（４４））22 学学期期のの活活動動（（英英語語科科学学論論文文作作成成）） 
 国際基準の書式で英語論文を作成する。英語の科

学論文の構成や日本語の論文を英訳する際の注意

点を学んでから、英語論文作成を始める。英語論

文の作成が終わったら、各班で論文を交換して相互

添削を行わせ，生徒自身で完成度の高い論文の作成

をさせる。 
 
（（５５））SSSSHH 特特例例措措置置 
 PT は国際性と科学リテラシー育成を目標に

CLIL 方式で学ぶことで 5 領域英語力（読む，書

く，聞く，発表する，対話する）と広範囲な科学的

知識と論理的思考力を育むことを目標とし，「社

会と情報」の代替科目として，SSH 特例措置で実

施する。 
 
４４．．評評価価方方法法 
 MSEC での発表による大学院留学生と ALT に

よる審査結果を質的評価とする。提出されたポス

ターについては英語教諭が添削する中で，英語論

文が国際研究誌に掲載できる標準的な構成になっ

ているか，また記述で使われている英語の語彙や

表現は適切かどうかを評価する。また，生徒への

アンケートも評価対象とする（Table2）。アンケー

トは同じものを今年度 4 月と 12 月の 2 回行って

おりアンケート結果がどのように変化したのかを

見て検証する。 

 
５５．．結結果果 
（（１１））相相手手にに応応じじててププレレゼゼンンテテーーシショョンンががででききたた 

TTaabbllee22：：アアンンケケーートト質質問問項項目目  
1 相手に応じてプレゼンテーションができますか 
2 英語で外国人にプレゼンテーションができますか 

3 英語でプレゼンテーションをした内容について英語で質疑

応答ができますか 
4 英語で書かれた科学論文の内容を概ね理解できますか 
5 英語の論文を書くことができますか 

6 データに基づいて，科学的・論理的に考えることができます

か 
※「できる」「どちらでもない」「できない」の 3 段階で自己評価させた 
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❸－③Ｇ   ＰＴ   Presentation & Thesis p. 1 ／ 2 

 
開発課題 国国際際的的なな場場ででのの研研究究発発表表，，国国際際紙紙掲掲載載想想定定のの英英語語論論文文作作成成ののたためめのの指指導導法法 

文 責 井川原 浩文（宮崎北高等学校 教諭）  
 
 
１１．．目目標標 
 国際性と科学リテラシー育成を目標に内容言語

統合型学習（CLIL : Content and Language 
Integrated Learning）で学ぶことで 5 領域英語

力（読む，書く，聞く，発表する，対話する）と

広範囲な科学的知識と論理的思考力を育むことを

目標とする。研究成果を英語ポスターにまとめ，

世界的な場で発表し，質問に応答できるようにな

ることを期待する。そして，国際誌掲載を目標と

した本格的な英語論文記述力を育み，即戦力とな

る科学技術人材になることを期待する。 
 
２２．．仮仮説説   
 以下の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 

《《PPrreesseennttaattiioonn  &&  TThheessiiss（（PPTT））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・英語で相手に応じて説明ができる 
 ・英語発表の内容について質疑応答ができる 
 ・科学英語論文が抵抗なく読める 
 ・英語のポスター，英語科学論文を作成できる 
 ・科学的思考・論理的思考力が身につく 
 
３３．．方方法法     
（（１１））対対象象者者とと指指導導者者 
 3 年サイエンス科 38 名を対象に授業を行う。指

導者は R2 から R3 は英語教諭 2 名，ALT1 名の 3
名体制で行った。R4 は英語教諭 1 名，ALT1 名の

2 名体制で行った。 
Table1：：Presentation＆＆Thesis のの指指導導者者 

年度 指導者 

R02 井川原浩文 
（英語） 

蛯原英敏 
（英語） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R03 井川原浩文 
（英語） 

蛯原英敏 
（英語） 

Sarah Barns 
（ALT 地学） 

R04 井川原浩文 
（英語）  Sarah Barns 

（ALT 地学） 
 
（（２２））特特記記事事項項     
 この事業は令和 2 年度から開発が始まる学校設

定科目である。１年次から小グループでそれぞれ

科学探究を行い，3 年次にその研究を基に英語で

ポスターセッションと英語の論文作成を行う。 
 
（（３３））11 学学期期のの活活動動（（英英語語ポポススタターー発発表表）） 
 1 年次からの科学探究の成果を英語でポスター

にまとめる。英語のポスターの構成や作成時に注意

すべきポイントを学ぶ(Fig.1）。科学論文で有用な表

現を，過去に作られたポスターを参考に確認した後，

日本語を英訳するときの注意点等を説明してポスタ

ー作成に入る。作成後は 2 グループで互いに発表練

習を行い日本語でのポスター発表と同じレベルで発

表できるようにする。6 月に宮崎 SDGs 教育コンソ

ーシアム（MSEC）フォーラムで，複数の外国人に

対して各班で作成したポスターの発表を行う予定

であったが，今年度はコロナのためにオンライン

での実施でかつ一部の研究グループのみの発表と

なった。  
  
（（４４））22 学学期期のの活活動動（（英英語語科科学学論論文文作作成成）） 
 国際基準の書式で英語論文を作成する。英語の科

学論文の構成や日本語の論文を英訳する際の注意

点を学んでから、英語論文作成を始める。英語論

文の作成が終わったら、各班で論文を交換して相互

添削を行わせ，生徒自身で完成度の高い論文の作成

をさせる。 
 
（（５５））SSSSHH 特特例例措措置置 
 PT は国際性と科学リテラシー育成を目標に

CLIL 方式で学ぶことで 5 領域英語力（読む，書

く，聞く，発表する，対話する）と広範囲な科学的

知識と論理的思考力を育むことを目標とし，「社

会と情報」の代替科目として，SSH 特例措置で実

施する。 
 
４４．．評評価価方方法法 
 MSEC での発表による大学院留学生と ALT に

よる審査結果を質的評価とする。提出されたポス

ターについては英語教諭が添削する中で，英語論

文が国際研究誌に掲載できる標準的な構成になっ

ているか，また記述で使われている英語の語彙や

表現は適切かどうかを評価する。また，生徒への

アンケートも評価対象とする（Table2）。アンケー

トは同じものを今年度 4 月と 12 月の 2 回行って

おりアンケート結果がどのように変化したのかを

見て検証する。 

 
５５．．結結果果 
（（１１））相相手手にに応応じじててププレレゼゼンンテテーーシショョンンががででききたた 

TTaabbllee22：：アアンンケケーートト質質問問項項目目  
1 相手に応じてプレゼンテーションができますか 
2 英語で外国人にプレゼンテーションができますか 

3 英語でプレゼンテーションをした内容について英語で質疑

応答ができますか 
4 英語で書かれた科学論文の内容を概ね理解できますか 
5 英語の論文を書くことができますか 

6 データに基づいて，科学的・論理的に考えることができます

か 
※「できる」「どちらでもない」「できない」の 3 段階で自己評価させた 
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 「相手に応じてプレゼンテーションできる」と答

えた生徒が4月→12月で10%から85%に増加し，

「できない」と答えた生徒が 83％→5%に減少し

た（Table3）。多くの生徒が「英語での発表を抵抗

なく行える」と感想を述べていた。 
 
（（２２））外外国国人人にに対対ししててのの英英語語でで発発表表ががででききたた 

「外国人の前でプレゼンテーションができる」

と答えた生徒は 15％から 87％まで上がり，「で

きない」と答えた生徒は 65％から 0％になった

（Table3）各研究グループで英語ポスターを作成

し、ALT に対面でほぼ全員が問題なく発表でき

た。 
 

（（３３））英英語語ででのの質質疑疑応応答答ががででききるる生生徒徒がが増増ええたた 
「質疑応答ができない」と答えた生徒は 25%

→0%，「できる」と答えた生徒数は 45%→85%
に増加した（Table3）対面によるポスター発表

後の質疑応答の場面でも質問に対して研究グル

ープの誰かがどうにか英語で応答できていた。 
オンラインでの質疑応答と違って、対面では

相手の理解を確認しながら応答ができる。 
 
（（４４））英英語語科科学学論論文文をを理理解解ででききるる生生徒徒がが増増ええたた 
 「英語科学論文が理解できる」と答える生徒が

12％から 87％まで増加した。「理解できない」と

答えた生徒は 87％から 12％まで下がり，英語科

学論文を読める生徒が増えた（Table3）。 
 
（（５５））英英語語論論文文作作成成にに対対すするる自自信信ががつついいたた 
 「英語の論文を書くことができない」と答えた生

徒は 70％から 3％と大きく減少し, 「できる」と

答えた生徒は 5%から 90%に増加した（Table3）。 
 
（（６６））科科学学的的・・論論理理的的思思考考はは少少しし増増加加ししたた 
 「科学的思考・論理的思考ができる」と答えた

生徒数 65%から 75%と増加し，できないと答え

た生徒は 10%からは 3%に減少した。（Table3）。 
 
（（７７））研研究究のの英英語語ポポススタターー，，英英語語論論文文のの質質がが上上がが

っったた 
 提出されたポスターと論文内の英語は昨年度と

比較すると全体的に良くなっていた。英語のポス

ターや論文の書き方を段階的に指導・演習し，ま

た３期から始めた相互添削の成果が出ていると考

える。また，本校の第４期 SSH 指定の３年目に１

年生だったこの学年は，１年次の Scientific 
Thinking， ２年次の Earth Science ，そしてそ

の完成形として３年次の Presentation &Thesis
と３年間を通して英語で論文を読む力、発表する

力そして書く力の育成を目標とした２年目の学年

であり，その成果が出たと考えられる。 
 

（（８８））9900%%のの生生徒徒がが英英語語ででのの発発表表，，質質疑疑応応答答にに自自信信

がが無無くく，，英英語語論論文文がが書書けけなないい  

  コロナの影響があり，対面で外国人と英語で対

話する機会がないことが原因の一つであると考え

る。基本的な英語力と，互いに相手を理解しよう

とする気持ちが大切であるということに気づかせ

る機会が必要である。 
 
６６．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価 
 英語の科学論文を理解したり，人前でプレゼン

テーションができるようになったりしたことで，

生徒の自信が増した。英語での発表を経験させる

ことで生徒の言語不安を和らげることができたと

考える。 
 
７７．．課課題題・・展展望望  

 英語での発表，発表したことに対する質疑応答

に関しては，4 月に比べて１２月には約９割の生

徒ができると回答した。多くの生徒が英語でのポ

スター発表と質疑応答ができるようになったと考

えられる。しかし、約１割は自信が持てないよう

である。原因の 1 つとして，コロナの影響で，コ

ロナ以前にやっていた留学生に直接全員が発表す

る機会がなかったために，実践の機会が少なく，

英語でプレゼンテーションや質疑応答をする自信

が養われなかったことが考えられる。また、オン

ラインでネイティブではない外国人に対して発表

し質疑応答することは特に難しいことがわかった。   
対面では、英語での発表は特にアイコンタクト

で相手の理解を確認しながら行うことが不可欠に

なる。まずは、直接発表の機会を多く持って慣れ

させ、自信をつけさせるしかないと考える。 
英語論文に関しては、４期から本格的な学術 

論文の型式で書くことに４年取り組んできた。 
英語論文の書き方や使用する英語について学びな

がら論文作成を行い、相互添削をさせることで英

語論文の完成度は上がってきた。 
Table3 : 生生徒徒アアンンケケーートトにによよるる結結果果推推移移(4 月月→12月月) 

質質問問内内容容 ででききるる ででききなないい 
1 相手に応じてプレゼンテーシ

ョンができる 10%→85% 83%→3% 

2 英語で外国人にプレゼンテー

ションができる 15%→87% 80%→0% 

3 プレゼンテーションをした内

容について英語で質疑応答が

できる 
45%→85% 25%→0% 

4 英語で書かれた科学論文の内

容を大体理解できる 25%→87% 65%→12% 

5 英語の論文を書くことができ

る 5%→90% 70%→3% 

6 データに基づいて，科学的・論

理的に考えることができる 65%→75% 10%→3% 
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❸－③Ｈ .ＭＭＦＦ. マニュファクチャリング   p.  ／ 2 1 

  

開発課題 クラフトとプログラミングによる試行錯誤体験教材の開発 
文 責  河野 健太（宮崎北高等学校 教諭） 

  
１１．．開開発発目目的的  

社会の在り方が劇的に変わる Society5.0 を目前

にして，新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

伴う先行き不透明で予測困難な時代を迎え社会全

体のデジタル化・オンライン化・ＤＸ加速の必要

性が増している。これに対し，中央教育審議会の

「令和の日本型学校教育」に関する答申では，急

激に変化する時代の中で育むべき資質・能力とし

て，多様な人々と協働しながら社会的変化を乗り

越えていく力の育成を求めている。 
また，内閣府の科学技術・イノベーション基本

計画では，Society5.0 の実現にむけて１人ひとり

の多様な幸せと課題への挑戦を実現する教育・人

材育成を掲げており，探究力と学び続ける姿勢を

強化する教育・人材育成システムへの転換が急務

と述べている。 
特に，イノベーションを起こす創造力を持った

人材はアントレプレナーシップ教育によって育ま

れる。アントレプレナーシップ（起業家精神）と

は，急激な社会環境の変化を受容し，新たな価値

を生み出していく精神であり，科学技術でイノベ

ーションを起こす人材に必要不可欠である。 
初等中等教育の段階においては，生徒達が主体

的に考えて行動する精神を醸成し，次のキャリア

に繋げていきたい。 
そこで，「試行錯誤するものづくり」を通して失

敗を恐れず，チャレンジする勇気を醸成するマニ

ュファクチャリングを開発する。マニュファクチ

ャリングでは多様なメンバーとの協働を経て試行

錯誤を体験し，思考力・判断力・表現力を主体的に

身に着けていく(Fig.1)。 

 
Fig.1 マニュファクチャリングの目的 

  

２２．．ママニニュュフファァククチチャャリリンンググのの基基本本方方針針  

 マニュファクチャリングは以下の４つの方針に

従って開発を進める。❶プロトタイプの作成を通

して試行錯誤の練習とする。❷チームでの議論で

合意形成の練習を積み，協働的に活用できるよう

育成する。❸加工しやすい材料によるクラフトPBL

と，マイコンを用いたデータロガーを作成するプ

ログラミング PBL を行う。❹失敗を楽しむ。「考え

すぎて時間切れ」「後先考えずに作業をして材料切

れ」などの上手くいかない経験を大切にする。❺

楽しみながらデザイン思考を身に付ける。  

 
３３．．方方法法  

（（１１））対対象象者者とと実実施施形形態態  
 サイエンス科 1 年生（40 名）を対象とする。ク

ラフト PBL 第 3 回のみ普通科 1 年生（希望者 40
名）も対象とする。土曜日の午前中に課外活動と

して実施する。 
（（２２））ククララフフトト PPBBLL 

PBL 課題は当日に発表する。紙などの加工しや

すい材料で構造物を製作し，対抗戦を行う。 
  ＡＡ．．粘粘れれ坂坂道道！！ペペーーパパーーダダウウンンヒヒルル！！  

  A4 厚手紙 4 枚で作った構造物を約 3.6ｍの坂

道で転がし，ゴールするまでの時間を競う 
  ＢＢ．．壊壊ささずず届届けけろろ！！エエッッググレレススキキュューー！！  

  A4 厚手紙 4枚で作った構造物に卵を入れ，約

3.0m の高さから割らずに落下させる。 
  ＣＣ．．隕隕石石襲襲来来！！ペペーーパパーーデディィフフェェンンスス対対決決！！  

  斜面を転がして台車にぶつけたボールの衝撃

を画用紙 3 枚で作った構造物で吸収する。 
（（３３））ププロロググララミミンンググＰＰＢＢＬＬ  

 汎用性の高い ARM プロセッサ搭載シングルボ

ードコンピューター（以降，マイコンと記す）

「Raspberry Pi zero（Raspberry 財団）」とセンサ

ー「Enviro pHAT（Pimoroni 社）」を用いてデー

タロガーを作成し，センシングを体験する。開発 4
年目を迎え，探究活動に使用できるデータロガー

を作成できるようにする(Table1)。 
Table1 プログラミング PBL 教材の開発目標 

①RaspBerry Pi と Python の基礎講座 
②RaspBerry Pi でデータロガー製作 
③RaspBerry Pi のインターネット接続 
④RaspBerry Pi で Wi-Fi を介した通信 
⑤RaspBerry Pi の自動起動 
⑥RaspBerry Pi サーバー接続 
⑦RaspBerry Pi の自動観測カメラ作成 
⑧Open CV による画像解析 

 
４４．．開開発発仮仮説説  

・マニュファクチャリングによって試行錯誤する

能力が身に付く。 
・マニュファクチャリングによって議論する能力

が身に付く。 

22001199 年年  

22002222 年年目目標標  

22002200 年年  

22002211 年年  
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開発課題 クラフトとプログラミングによる試行錯誤体験教材の開発 
文 責  河野 健太（宮崎北高等学校 教諭） 
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体のデジタル化・オンライン化・ＤＸ加速の必要
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年目を迎え，探究活動に使用できるデータロガー
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・マニュファクチャリングによって主体的に学ぶ

姿勢が身に付く。 
・マニュファクチャリングによって探究活動が充

実する。 
・ACT-SI の指導内容も踏まえると、普通科よりも

サイエンス科の方が試行錯誤の能力が高くなる。 
 
５５．．結結果果とと考考察察  

（（１１））試試行行錯錯誤誤すするる能能力力がが身身にに付付いいたた  

 クラフト PBL の回数を重ねるごとに試行錯誤

する実感をもつ生徒が増えた(Fig.2)。 

 
Fig.2 「十分に試行錯誤できた」と答えた生徒割合 

 
（（２２））意意見見がが主主張張ででききるるよよううににななっったた  

 クラフト PBL の 3 回目では 100％の生徒が自

分の意見を言えたと主張した(Fig.3)。 

 
Fig.3 「自分の意見が言えた」と答えた生徒割合 

 
（（３３））受受験験勉勉強強よよりり探探究究活活動動をを好好むむ  

 受験勉強よりもマニュファクチャリングなどを

充実してほしい生徒は高水準を維持した(Fig.4)。
今年度は事後学習にも力を入れており，生徒は探

究活動の重要性を理解できたと考えられる。 

 
Fig.4 受験より MF 等の充実を希望する生徒割合 
  

（（４４））探探究究活活動動のの研研究究計計画画がが充充実実ししたた  

 研究計画書の指導をする過程で，生徒がデザイ

ン思考を用いて論理的に立案していると実感でき

た。また，13 作品中 4 作品に RaspberryPi の活用

を研究計画に入れた。 

（（５５））ササイイエエンンスス科科はは普普通通科科よよりり試試行行錯錯誤誤すするる  

普通科参加型の結果を比較すると，サイエンス

科の方が試

行錯誤して

いる意識は

大きかった

(Fig.5)。ただ

し，競技の結

果に大きな

差は見られ

な か っ た

(Fig.6)。 

 
Fig.5 「十分に試行錯誤できた」とする生徒割合 

 
（（６６））ササイイエエンンスス科科はは普普通通科科よよりり探探究究活活動動をを好好むむ  

 サイエンス科は普通科よりも受験勉強より探究

活動を充実してほしい生徒が多かった(Fig.7)。マ

ニュファクチャリングだけでなく，日頃から多く

のプレ探究活動を行い，その意義も丁寧に説明し

ている成果だと考えられる。 

 
Fig.7 受験より MF 等の充実を希望する生徒割合 
 

（（６６））楽楽ししめめるるププロロググララミミンンググ教教材材がが完完成成ししたた  

 RaspberryPi によるデータロガー製作は，回を

重ねるごとに内容が複雑になっており，例年であ

れば楽しいと思う生徒が減っていた。しかし今回

は依然として楽しむ生徒が高水準だった(Fig.8)。 
データロガーとしての有用性をわかりやすく示し

たため，目的意識を持って課題に取り組めている

ことを示す。よって，理想的なマイコンによるプ

ログラミング PBL の開発ができた。 

 
Fig.8 プログラミング PBL の生徒感想 

Fig.6 クラフト PBL 第 3 回結果 
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開発課題 地域の価値を見出し，科学リテラシーとサステイナビリティの視座を育成する 
文 責  中平 智優（宮崎北高等学校 講師） 

  
１１．．目目標標  
 宮崎県内の地質・植生・海洋分野の研究職を志

す科学技術人材の育成について可能性を探る。宮

崎の自然を体験的に学習する課題解決型学習

（PBL：Project Based Learning）の教育効果を検

証する。また，サステイナビリティの視座が育成

できるか調査する。 

２２．．仮仮説説  
 ・PBL で自然や各研究分野への関心が高まる 
 ・学習内容が科学探究（ACT-SI）に生かされる 
 ・班活動や積極的な議論で，協働力を育成する 
・レポート作成で，論理的思考力を育成する 

 ・サステイナビリティの視座が育成できる 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者  
（（１１））対対象象者者  

サイエンス科 1 年生 39 名を対象にした。 

（（２２））指指導導者者おおよよびび連連携携団団体体  
 指導者は，本校教諭 4 名（物理 1, 数学 2, 英
語 1）で分担した。連携団体は博物館研修が宮崎

県総合博物館，海洋実習が宮崎海洋高等学校で

ある。 

４４．．方方法法  
（（１１））博博物物館館ととのの連連携携事事業業  
①①博博物物館館研研修修  

  宮崎の植生・地質について学習する。植物標

本から植物分類を学び，植生調査技術と撮影技

術を習得する。また，岩石標本の特徴や路頭写

真から宮崎の地質的な成り立ちを学習する。  
②②県県内内フフィィーールルドドワワーークク  
青島研修・県北（延岡・日向）研修の 2 回を

実施する。博物館の学芸員作成のテキストを使

用する。 
③③屋屋久久島島研研修修（（22 泊泊 33 日日））・・ポポススタターーセセッッシショョンン  

  タブレットを活用し, 植
物や岩石の写真を撮り, グ
ループディスカッションを

行い, スライドにまとめ,プ
レゼンテーションを行う。 

 

（（２２））海海洋洋実実習習  
  ①①事事前前学学習習（（44 時時間間））・・事事前前課課題題  

マイクロプラスチックの取り出し方や, 実習

で使う器具類の使用方法を学ぶ。また「海洋実

習のしおり」の PBL 課題を当日までに取り組む。 
    

②②実実習習（（11 日日））  
宮崎海洋高等学校の海洋実習船進洋丸に乗り，

日向灘の定点ポイントでサンプリング（気象・

海象・透明度・採水）を協働

的に行う。また，生徒が主体

的に船員へ質問し，海洋研究

や船上生活，船の機構などの

情報収集も行う。本年度は, 
台風の影響で宮崎港内での

調査のみであった。 
 ③③事事後後学学習習（（44 時時間間））・・レレポポーートト  

サンプルの水質検査，プランクトンの顕微鏡

観察，スケッチ技術を学ぶ。その後，800 字のレ

ポートを作成する。レポートは，本校独自の教

育活動自己課題設定型探究活動（STR：Self-
Task setting Research）とし，船上で得た膨大

なデータ・情報をもとに，個人が自由に課題を

設定する。 

５５．．評評価価方方法法  
（（１１））生生徒徒のの変変容容  
 生徒アンケートで評価した。全項目に対し，9 段

階評価で行った（評価 5 を「どちらでもない」と

した）。実習前後の変容と過年度比較を検証する。 

（（２２））科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））へへのの効効果果  
 1 年次から取り組む科学探究に FW の成果が生

かされているか検証する。また教師の介入なしに，

生徒が FW に関連する研究をするか調べる。 

６６．．結結果果  
（（１１））PPBBLL でで各各研研究究分分野野へへのの関関心心がが高高ままっったた  
 博物館との連携事業では，植生，地質への関心

を高めた（Fig.3Q4&Q5）。植生，地質の研究者に

なりたい生徒も微増した（Fig.3Q7&Q8）。 
海洋実習では，海洋研究の関心を高めた

（Fig.4Q3）。また，事前学習, 実習, 事後学習を短

期間に集中して行った影響も大きい。 

（（２２））FFWW をを生生かかすす研研究究チチーームムががででききたた  

 フィールドワークで採取したサンプルを, 研究

に生かすチームができた。また，博物館研修にお

ける撮影技術などを観察や実験で生かしている。 

（（３３））ササスステテイイナナビビリリテティィのの視視座座がが育育成成ででききたた  
 海洋実習では，環境問題やマイクロプラスチッ

クおよびプランクトンへの関心を高めた（Fig.4 
Q2&Q4&Q5）。博物館研修では宮崎の自然の特徴

を説明できるようになった（Fig.3-Q6）。 

Fig.1 屋久島研修 

Fig.2 海洋実習 
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（（２２））指指導導者者おおよよびび連連携携団団体体  
 指導者は，本校教諭 4 名（物理 1, 数学 2, 英
語 1）で分担した。連携団体は博物館研修が宮崎

県総合博物館，海洋実習が宮崎海洋高等学校で

ある。 

４４．．方方法法  
（（１１））博博物物館館ととのの連連携携事事業業  

①①博博物物館館研研修修  
  宮崎の植生・地質について学習する。植物標

本から植物分類を学び，植生調査技術と撮影技

術を習得する。また，岩石標本の特徴や路頭写

真から宮崎の地質的な成り立ちを学習する。  
②②県県内内フフィィーールルドドワワーークク  
青島研修・県北（延岡・日向）研修の 2 回を

実施する。博物館の学芸員作成のテキストを使

用する。 
③③屋屋久久島島研研修修（（22 泊泊 33 日日））・・ポポススタターーセセッッシショョンン  

  タブレットを活用し, 植
物や岩石の写真を撮り, グ
ループディスカッションを

行い, スライドにまとめ,プ
レゼンテーションを行う。 

 

（（２２））海海洋洋実実習習  
  ①①事事前前学学習習（（44 時時間間））・・事事前前課課題題  

マイクロプラスチックの取り出し方や, 実習

で使う器具類の使用方法を学ぶ。また「海洋実

習のしおり」の PBL 課題を当日までに取り組む。 
    

②②実実習習（（11 日日））  
宮崎海洋高等学校の海洋実習船進洋丸に乗り，

日向灘の定点ポイントでサンプリング（気象・

海象・透明度・採水）を協働

的に行う。また，生徒が主体

的に船員へ質問し，海洋研究

や船上生活，船の機構などの

情報収集も行う。本年度は, 
台風の影響で宮崎港内での

調査のみであった。 
 ③③事事後後学学習習（（44 時時間間））・・レレポポーートト  

サンプルの水質検査，プランクトンの顕微鏡

観察，スケッチ技術を学ぶ。その後，800 字のレ

ポートを作成する。レポートは，本校独自の教

育活動自己課題設定型探究活動（STR：Self-
Task setting Research）とし，船上で得た膨大

なデータ・情報をもとに，個人が自由に課題を

設定する。 

５５．．評評価価方方法法  
（（１１））生生徒徒のの変変容容  
 生徒アンケートで評価した。全項目に対し，9 段

階評価で行った（評価 5 を「どちらでもない」と

した）。実習前後の変容と過年度比較を検証する。 

（（２２））科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））へへのの効効果果  
 1 年次から取り組む科学探究に FW の成果が生

かされているか検証する。また教師の介入なしに，

生徒が FW に関連する研究をするか調べる。 

６６．．結結果果  
（（１１））PPBBLL でで各各研研究究分分野野へへのの関関心心がが高高ままっったた  
 博物館との連携事業では，植生，地質への関心

を高めた（Fig.3Q4&Q5）。植生，地質の研究者に

なりたい生徒も微増した（Fig.3Q7&Q8）。 
海洋実習では，海洋研究の関心を高めた

（Fig.4Q3）。また，事前学習, 実習, 事後学習を短

期間に集中して行った影響も大きい。 

（（２２））FFWW をを生生かかすす研研究究チチーームムががででききたた  

 フィールドワークで採取したサンプルを, 研究

に生かすチームができた。また，博物館研修にお

ける撮影技術などを観察や実験で生かしている。 

（（３３））ササスステテイイナナビビリリテティィのの視視座座がが育育成成ででききたた  
 海洋実習では，環境問題やマイクロプラスチッ

クおよびプランクトンへの関心を高めた（Fig.4 
Q2&Q4&Q5）。博物館研修では宮崎の自然の特徴

を説明できるようになった（Fig.3-Q6）。 

Fig.1 屋久島研修 

Fig.2 海洋実習 
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７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
（（１１））教教材材開開発発とと教教員員ののススキキルル向向上上  

自走化するための教材開発において, 海洋実習

の教材は, 完成しつつあるが, 屋久島研修の教材

を開発する必要がある。 

（（２２））積積極極的的なな議議論論でで協協働働力力がが育育めめたた  
 屋久島研修では，フィールドで集めた情報や写

真をもとに，班ごとで協働的に議論や作業をしな

がらプレゼン発表をした。研修センターの指導委

員から高く評価された。 

（（３３））レレポポーートト作作成成でで，，論論理理的的表表現現ががででききたた  
 海洋実習で，集めたデータを基に生徒全員が

800 字の STR レポートを作成した。論理表現と実

験記録や観測記録の重要性を体験的に学び，科学

リテラシーを育成できた。 

８８．．課課題題・・展展望望  

（（１１））自自走走化化にに向向けけたた準準備備  

屋久島研修も海洋実習も生徒の満足度は非常に

高く，多くの生徒が後輩への実施を望んでおり

（Table2&4），学科行事として定着した。第 4 期

終了後の自走に向けて，SSH 事業費からの補助額

を減らし，受益者負担率を毎年 20 %ずつ上げ，現

在受益者負担率 40％である。 

（（２２））屋屋久久島島研研修修ににおおけけるるテテーーママのの与与ええ方方  

昨年度, 同行した学芸員の先生から，教師の提

示するテーマは本やネットに答えが大量にあるた

め，「屋久島に行かなくてもできるポスターになっ

た」と指摘を受けたため, 本年度は細かい課題設

定をせず, 「屋久島の特徴」とし，「できる限り宮

崎（植生と地質の分野）との比較をしなさい」に変

更した。そのため, 比較することで相違点や共通

点を意識しながらまとめていたが, 明確な目的意

識をもって野外研修や情報収集が行えたわけでは

ない。 

（（３３））評評価価法法ににつついいてて（（運運営営指指導導委委員員会会よよりり））  

評価は事後評価ではなく，評価の観点を予め生

徒に伝えてから実践すると効果は高い。そこで，

授業計画段階で評価基準を作成する。 

（（４４））カカリリキキュュララムムママネネジジメメンントト  

今後も持続させるために新学習指導要領「理数

探究基礎」代用としてカリキュラム化を検討する。 

謝謝辞辞  

 博物館実習で指導や教材作成をしていただいた

赤崎広志先生, 岩切勝彦先生, 福島佑一先生, 海
洋実習で協力いただいた持永一美校長，上水幸治

先生，小野潔船長をはじめとする宮崎海洋高校の

先生方，進洋丸の船員の方々に感謝いたします。 

TTaabbllee22  屋屋久久島島研研修修アアンンケケーートト結結果果((RR44..1111))  良良いい  
Q1 フィールドワークに参加できて良かった 100% 
Q2 フィールドワークで学ぶことがたくさんあった 97.2% 
Q3 グループ活動で団結力を発揮できた 88.9% 
Q4 ポスターセッションで自分の考えをまとめられた 88.9% 
Q5 次年度の１年生も屋久島研修をすべき 91.7% 

TTaabbllee44  海海洋洋実実習習アアンンケケーートト結結果果((RR44..88))  良良いい  
Q1 この海洋実習に参加できて良かったと思う 94.6% 
Q2 事前学習から学ぶことはあった 83.8% 
Q3 実習前より海洋研究の研究者になりたいと思う 56.8% 
Q4 次年度の１年生にも海洋実習をすべきと思う 91.9% 
Q5 ﾁｬﾝｽがあれば，この実習にもう一度参加したい 78.4% 

TTaabbllee11  博博物物館館研研修修アアンンケケーートト調調査査項項目目  
Q1 博物館が好きである 
Q2 博物館の展示物に興味がある 
Q3 博物館の学芸員になりたい 
Q4 植生について興味がある 
Q5 地質について興味がある 
Q6 宮崎の自然の特徴を説明できる 
Q7 植生や分類の研究者になりたい 
Q8 地質や火山の研究者になりたい 

 

 
Fig.3 博物館研修事前事後アンケート結果 

TTaabbllee33  海海洋洋実実習習アアンンケケーートト調調査査項項目目  
Q1 科学実験や調査が好きである 
Q2 環境問題に対する関心 
Q3 海洋研究に対する関心 
Q4 マイクロプラスチックに対する関心 
Q5 プランクトンに対する関心 

 
Fig.4 海洋実習事前事後アンケート結果 
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❸－③Ｊ  .ＲＲＪＪ. 理系女子支援講座 p.  ／ 2 1 

  

開発課題 女子生徒が自信を持って科学技術人材を目指すための講座の開発 
文 責  中平 智優（宮崎北高等学校 講師） 

  
１１．．目目標標      
 本県の研究機関で活躍する女性研究者やその研

究室の女子学生の講演を聴くことで，科学リテラ

シーが高まり，理系研究職への意欲向上が期待で

きる。また，理系女子のロールモデルの提供と講

演後の質疑応答を充実させ，理系女子生徒の不安

解消および保護者が持つバイアス（女子の理系進

学は厳しいというイメージ）の払拭が期待できる。 
２２．．仮仮説説  
 次の仮説を立て，成果はこれらの評価をした。 
《《理理系系女女子子支支援援講講座座（（RJ））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・本講座が将来の夢にとって良い学びとなる 
 ・本講座が女子学生に理系進学の意欲を高める 

３３．．対対象象者者  
 本校生徒，近隣中学校の生徒，みやざき SDGs 教
育コンソーシアム（MSEC）加盟高校の生徒へ案内

し，希望者を対象とする。 

４４．．実実施施方方法法  

((１１））宮宮崎崎県県総総合合農農業業試試験験場場,,  宮宮崎崎県県工工業業技技術術セセンン

タターー・・宮宮崎崎県県食食品品開開発発セセンンタターー  
本年度は, 新たな取り組みとして宮崎県総合農

業試験場, 宮崎県食品開発センター・工業技術セ

ンターと連携し，試験場内で研究者の講座や研究

員との座談会，試験場の見学をする回を設けた（第

11 回）。 

((２２））宮宮崎崎大大学学  
宮崎大学清花アテナ男女共同参画推進室と共同

開催し，講師の選定は同室長である宮崎大学伊達

紫理事（女性活躍・人財活用担当）と協力して講師

の選定を行う（Table2）。H29～R01 は 2 名の講師

に依頼した。R02 より講師 1 名と，その講師の学

部や研究室の女子学生や研究者に参加を依頼し, 
座談会で理系女子の研究職へのモチベーション向

上につなげる機会を設けた（Table1）。 

 

  
  

  ((３３））講講座座のの内内容容 
講師と打合せ時に意図を説明，協議して決定。

基本的に講師，学生の研究内容，理系進学へのキ

ャリアパス，参加者の疑問や悩み解決である。 

５５．．評評価価方方法法  
((１１））参参加加者者へへののアアンンケケーートトにによよるる調調査査  

参加者全員にアンケートを取り，良い学びとな

ったか，また参加したいかを調査する。外部生徒

や保護者の参加がどう変遷しているかを調査する。 
((２２））参参加加者者のの追追跡跡調調査査  
参加した北高生が文理選択や大学入試の際に理

系進学を選択したかを調査する。 
６６．．結結果果  
((１１））座座談談会会をを充充実実ささせせるるここととががででききたた  

参加者数は R1 の第 5 回より 40 名程度としてい

る。希望者は多数いるが，講演会後の座談会の規

模を考慮すると 40 名程度が妥当であると判断し

た。また , 今年度は , 
コロナウイルス感染

症拡大の影響を受け

て参加者数は少なく

なったが, 少人数で座

談会を行うことによ

って, 研究者との交流

が深まった (Fig.1)。 

Table1  理理系系女女子子支支援援講講座座のの講講師師人人数数のの変変遷遷 
年年度度  回回  日日付付  講講師師数数  学学生生数数  

H29 第 1 回 3／3 2（伊達理事・農） 0 
H30 第 2 回 9／8 2（医工連携） 0 
H30 第 3 回 12／8 2（夫婦，農・地域資源） 0 
R01 第 4 回 11／30 2（医・地域資源） 0 
R01 第 5 回 2／1 2（ﾘｹｼﾞｮ仲間，工・農） 0 
R02 第 6 回 10／17 1（農） 3 
R02 第 7 回 11／7 1（工） 3 
R03 第 8 回  10／8 6 （宮崎県総合農業試験場女性職員） 0 
R03 第 9 回 11／8 3 （農） 2 
R03 第 10 回 1／29 4 （医） 1 

R04 第 11 回 
8／8 2（宮崎県総合農業試験場, 宮崎県工業

技術センター・宮崎県食品開発センタ

ー女性職員） 
0 

R04 第 12 回 12／17 1（獣医） 2 

 
Table2  令令和和 4 年年度度理理系系女女子子支支援援講講座座のの講講師師 

回回  講講師師名名  所所属属  

第 11 回 赤﨑いずみ副部長 宮崎県工業技術センター・宮崎県食

品開発センター資源環境部 
第 11 回 早日早貴主任技師 宮崎県総合農業試験場生物工学部 
第 12 回 園田紘子准教授 宮崎大学農学部獣医学科 
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究室の女子学生の講演を聴くことで，科学リテラ

シーが高まり，理系研究職への意欲向上が期待で

きる。また，理系女子のロールモデルの提供と講

演後の質疑応答を充実させ，理系女子生徒の不安
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学は厳しいというイメージ）の払拭が期待できる。 
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 次の仮説を立て，成果はこれらの評価をした。 
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３３．．対対象象者者  
 本校生徒，近隣中学校の生徒，みやざき SDGs 教
育コンソーシアム（MSEC）加盟高校の生徒へ案内

し，希望者を対象とする。 

４４．．実実施施方方法法  

((１１））宮宮崎崎県県総総合合農農業業試試験験場場,,  宮宮崎崎県県工工業業技技術術セセンン

タターー・・宮宮崎崎県県食食品品開開発発セセンンタターー  
本年度は, 新たな取り組みとして宮崎県総合農

業試験場, 宮崎県食品開発センター・工業技術セ

ンターと連携し，試験場内で研究者の講座や研究

員との座談会，試験場の見学をする回を設けた（第

11 回）。 

((２２））宮宮崎崎大大学学  
宮崎大学清花アテナ男女共同参画推進室と共同

開催し，講師の選定は同室長である宮崎大学伊達

紫理事（女性活躍・人財活用担当）と協力して講師

の選定を行う（Table2）。H29～R01 は 2 名の講師

に依頼した。R02 より講師 1 名と，その講師の学

部や研究室の女子学生や研究者に参加を依頼し, 
座談会で理系女子の研究職へのモチベーション向

上につなげる機会を設けた（Table1）。 

 

  
  

  ((３３））講講座座のの内内容容 
講師と打合せ時に意図を説明，協議して決定。

基本的に講師，学生の研究内容，理系進学へのキ

ャリアパス，参加者の疑問や悩み解決である。 

５５．．評評価価方方法法  
((１１））参参加加者者へへののアアンンケケーートトにによよるる調調査査  
参加者全員にアンケートを取り，良い学びとな

ったか，また参加したいかを調査する。外部生徒

や保護者の参加がどう変遷しているかを調査する。 
((２２））参参加加者者のの追追跡跡調調査査  
参加した北高生が文理選択や大学入試の際に理

系進学を選択したかを調査する。 
６６．．結結果果  
((１１））座座談談会会をを充充実実ささせせるるここととががででききたた  

参加者数は R1 の第 5 回より 40 名程度としてい

る。希望者は多数いるが，講演会後の座談会の規

模を考慮すると 40 名程度が妥当であると判断し

た。また , 今年度は , 
コロナウイルス感染

症拡大の影響を受け

て参加者数は少なく

なったが, 少人数で座

談会を行うことによ

って, 研究者との交流

が深まった (Fig.1)。 

Table1  理理系系女女子子支支援援講講座座のの講講師師人人数数のの変変遷遷 
年年度度  回回  日日付付  講講師師数数  学学生生数数  

H29 第 1 回 3／3 2（伊達理事・農） 0 
H30 第 2 回 9／8 2（医工連携） 0 
H30 第 3 回 12／8 2（夫婦，農・地域資源） 0 
R01 第 4 回 11／30 2（医・地域資源） 0 
R01 第 5 回 2／1 2（ﾘｹｼﾞｮ仲間，工・農） 0 
R02 第 6 回 10／17 1（農） 3 
R02 第 7 回 11／7 1（工） 3 
R03 第 8 回  10／8 6 （宮崎県総合農業試験場女性職員） 0 
R03 第 9 回 11／8 3 （農） 2 
R03 第 10 回 1／29 4 （医） 1 

R04 第 11 回 
8／8 2（宮崎県総合農業試験場, 宮崎県工業

技術センター・宮崎県食品開発センタ

ー女性職員） 
0 

R04 第 12 回 12／17 1（獣医） 2 

 
Table2  令令和和 4 年年度度理理系系女女子子支支援援講講座座のの講講師師 

回回  講講師師名名  所所属属  

第 11 回 赤﨑いずみ副部長 宮崎県工業技術センター・宮崎県食

品開発センター資源環境部 
第 11 回 早日早貴主任技師 宮崎県総合農業試験場生物工学部 
第 12 回 園田紘子准教授 宮崎大学農学部獣医学科 
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❸－③Ｊ  .ＲＲＪＪ. 理系女子支援講座 p.  ／ 2 2 

 

  ((２２））参参加加者者のの満満足足度度はは高高いい  
「また参加したい」と回答した生徒は第 11 回

100%，第 12 回 100％，「夢にとって良い学びとな

った」と回答した生徒が第 11 回 100%，第 12 回

100％であった。（Fig2&3）。 

 
FFiigg..22  第第 1111回回  参参加加者者のの満満足足度度  

（（たただだしし，，どどちちららででももなないい意意見見はは除除外外ししたた））  

  

 
FFiigg..33  第第 1122 回回  参参加加者者のの満満足足度度  

（（たただだしし，，どどちちららででももなないい意意見見はは除除外外ししたた））  
  

  

((３３））講講座座にによよりり理理系系へへのの進進学学意意欲欲がが高高ままっったた  

講座前後での理系への進学意欲は，第 11 回が

100% → 100%，第 12 回が 95.4% → 100% (4.6％増)
であった（Fig.4&5）。 

 
FFiigg..44  第第 1111回回  講講座座「「前前」」「「後後」」のの理理系系へへのの進進学学意意欲欲のの比比較較  

（（たただだしし，，どどちちららででももなないい意意見見はは除除外外ししたた））  

  

 
FFiigg..55  第第 1122 回回  講講座座「「前前」」「「後後」」のの理理系系へへのの進進学学意意欲欲のの比比較較  

（（たただだしし，，どどちちららででももなないい意意見見はは除除外外ししたた））  

  

((４４））本本講講座座にに参参加加ししたた北北高高生生のの理理系系大大学学進進学学率率  
医療系学部への受験

が最も多く 44.7%であり，

理学部・工学部・農学部

への受験は合わせて

25.1%であった（Fig.6）。 
 
 
 
 
７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
((１１））参参加加者者ににととっってて良良いい学学びびととななっったたかか  
今年度初めて宮崎県工業技術センター・宮崎県

食品開発センターの講座を実施したが，本校生徒

以外の参加が 57.7％で半数を上回った(Fig.1)。生徒

の満足度も 100％であり(Fig.2)，本県の理系進学を

目指す女子生徒や保護者にとって有意義な講座で

あるといえる。 

((２２））理理系系進進学学へへのの意意欲欲をを高高めめたたかか  

講座前後で理系進学意欲が増加し(Fig.4&5)，参

加者の理系進学を後押しできた。しかし，本校の

参加者の進学や受験状況から，医療系でも特に看

護系へ進学する生徒が多く(Fig.6)，まだ「女子の理

系=看護」という考えは根強い。 

８８．．課課題題・・展展望望  
((１１））規規模模とと内内容容のの検検討討  

本年度は講師の講演会の後に小グループに分か

れて座談会を実施した。各グループに学生または

女性研究者がついて，全参加者が様々なロールモ

デルを聞くことができた。第 11 回は宮崎県総合農

業試験場, 宮崎県工業技術センター・宮崎県食品

開発センターで実施し，1 グループあたり生徒約 5
名対大人 2 名, 第 12 回は，生徒約 6 名対大人 1 名

で実施することができた。規模を拡大して県内の

多くの生徒に参加してもらうことも大切だが，講

師の方の人数に合わせて参加者に上限を設け，よ

り充実した会になるよう調整していくことや，フ

リーディスカッションではなく，テーマや質問カ

ードを使用した座談会になるよう工夫したい。 

((２２））進進学学後後，，将将来来ののイイメメーージジををよよりり具具体体化化すするる  

今年度，講師に十分な時間を取って講演をいた

だいた。また，大学生との対話で，参加者は具体的

な理系進学のイメージを持つことができた。将来

のイメージをさらに具体化させるため体験型講座

は必要である。今後も更に宮崎県総合農業試験場

や宮崎県工業技術センター等の公的研究機関と連

携し，女子生徒の将来の選択の幅を広げたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

FFiigg..11参参加加者者数数のの推推移移  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

FFiigg..66  参参加加ししたた北北高高生生のの  

進進学学・・受受験験状状況況  
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❸－③Ｋ   ＩＩＥＥ  International Exchange p. 1 ／ 2 

開発課題 国際的な視野と実用的英語力の育成 
文 責  井川原 浩文（宮崎北高等学校 教諭）  三巻知一（宮崎北高等学校 教諭） 

１１．．目目標標     
 国際交流を通して自分が住む地域の問題や価値

観を見出す経験をし，相互の違いを尊重できる国

際的視野を持つことを期待する。また個性を生か

しながら価値観の異なる人々と共生していく態度

や，実践的な英語力を身に付けることを期待する。 

２２．．仮仮説説     
 以下の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 

《《International Exchange（（IE））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・好奇心・探求心を育成できる  

 ・挑戦し続ける態度・意欲を育成できる 

 ・多様な文化に触れ柔軟な思考力と行動力が身

につく 

 ・相互の違いを尊重しながら共生しようとする

態度が身につく 

 ・自国の文化の課題や価値観を見出す 

 ・実践的英語力が身に付く 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者，，講講師師  

 生徒の希望者を対象とし，教育開発部の英語教

員 2 名と ALT 1 名が交流の準備から当日の交流ま

での指導にあたる。多文化共生講座は県内在住の

外国人や海外で働いた経験のある日本人を講師と

して招く。台湾の大学との連携では，連携大学の

教授がオンラインで講演を行う。 

４４．．内内容容  
令和 2 年度と 3 年度はコロナ禍により留学およ

び招聘ができず，校内で国際交流を行った。 
事業内容 R1 R2 R3 R4  

姉妹校との交換交流 実施 中止 中止 中止  

さくらサイエンスプ

ランによる招聘 

実施 延期 オンライ

ン実施  
中止 

留学支援（トビタテ

留学 JAPAN など） 

実施 実施 延期   延期 

(１)多文化共生講座  ― 実施 実施 実施 

(２)海外高校とのオ

ンライン交流 

―   実施 実施 実施 

(３)国際理解一日英

語研修会 

― 
 

 ―   実施 

(４)台湾の大学との

連携事業 
－  ― 実施 実施 

(５)韓国料理を通じ

て学ぶ韓国文化 
― ― ― 実施 

 ((１１））多多文文化化共共生生講講座座 
 コロナで交換交流などの海外との往来ができな

くなったために、地元に住む外国人や国際経験が

豊かな講師を招き文化・民族・社会や日本との違い

について主に英語で講演する。これまでに 13 回，

今年度は 4 回実施した（Table1）。 
TTaabbllee11      ここれれままででのの多多文文化化共共生生講講座座  

国国((実実施施月月))  講講  座座  名名  受受講講者者数数  

ドイツ

（R3.7） ドイツとはどんな国か 180 名 

韓国 韓国と日本 171 名 

（R3.11） 
台湾

（R3.12） 魅惑の国「台湾」 188 名 

28 ヶ国 
（R4.1） 

技術力で世界に進出する（２８カ国の海

外出張で考えたこと） 80 名 

エジプト

（R4.6） エジプト昔と今 180 名 

韓国 
（R4.10） 韓国と日本 171 名 

 ザンビア 
(R4.12) 

青年開発協力隊としてアフリカで考えた

こと 56 名 

アメリカ 
（R5.1） アメリカとはどんな国なのか。 95 名 

((２２））オオンンラライインン交交流流 
 10 月 29 日（土）に姉妹校であるタイ王国カセ

サート大学付属高校と Zoom を使って初めてのオ

ンライン交流（参加者 24 名）を実施した。初めに

互いに学校紹介を行い、次にブレイクアウトルー

ムを用いて双方 2～3 名の計 5～6 名で互いの国の

ことについて発表し合い、ディスカッションを行

った。ディカッションのテーマは以下である。 
[カセサート付属高校の生徒のテーマ] 
1)タイ語    2)タイの何でも屋 
3)タイあるある 4)タイの幸運デザート 
5) China Town in Thailand    6)ナーレスワン大王 
7)日本人によく聞かれること 8) タイ料理 
9)Loy Krathong Festival カセサート高校と交流 
[宮崎北高校発表テーマ] 
1)日本のマンガやアニメについて 
2) 教師志望者を増やすために 
3) 宮崎北高校生の一日  
4) オノマトペ 
5) 宮崎の名所 
6) 宮崎の有名な出来事 
7) 日本のお薦めアニメ 
8) 宮崎の国際化 
((３３））国国際際理理解解一一日日英英語語研研修修会会（（新新規規実実施施）） 

10 月 18 日（火）、県の文化施設「生目の杜遊古

館」で 41 名の国際交流に興味・関心の高い生徒を

対象に、欧米とアジア（アメリカ、カナダ、イング

ランド、スコットランド、シンガポール、タイ、ブ

ータン、インドネシア、ミャンマー）の 9 か国 10
名の宮崎市在住のALTや宮崎大学大学院生を招き

一日英語で文化交流を行った。午前中はそれぞれ

の国の紹介と自分がなぜ日本にいるのかなどの自

己紹介をしていただいた。また、生徒は日本や宮崎

について紹介し、ディスカッションを行った。午後

は、宮崎の縄文・弥生時代の遺跡の見学を小グルー

プで行い生徒は英語で案内をした。次に古墳時代

の古墳から発掘される勾玉作りを行い、生徒が英

語で作り方の説明を行った。最後に、ドライパスタ

を使って塔を作り英語で話し合いながら高さを競

− 46−
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❸－③Ｋ   ＩＩＥＥ  International Exchange p. 1 ／ 2 

開発課題 国際的な視野と実用的英語力の育成 
文 責  井川原 浩文（宮崎北高等学校 教諭）  三巻知一（宮崎北高等学校 教諭） 

１１．．目目標標     
 国際交流を通して自分が住む地域の問題や価値

観を見出す経験をし，相互の違いを尊重できる国

際的視野を持つことを期待する。また個性を生か

しながら価値観の異なる人々と共生していく態度

や，実践的な英語力を身に付けることを期待する。 

２２．．仮仮説説     
 以下の仮説を立て，成果はこれらの評価とした。 

《《International Exchange（（IE））のの開開発発仮仮説説》》 
 ・好奇心・探求心を育成できる  

 ・挑戦し続ける態度・意欲を育成できる 

 ・多様な文化に触れ柔軟な思考力と行動力が身

につく 

 ・相互の違いを尊重しながら共生しようとする

態度が身につく 

 ・自国の文化の課題や価値観を見出す 

 ・実践的英語力が身に付く 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者，，講講師師  

 生徒の希望者を対象とし，教育開発部の英語教

員 2 名と ALT 1 名が交流の準備から当日の交流ま

での指導にあたる。多文化共生講座は県内在住の

外国人や海外で働いた経験のある日本人を講師と

して招く。台湾の大学との連携では，連携大学の

教授がオンラインで講演を行う。 

４４．．内内容容  
令和 2 年度と 3 年度はコロナ禍により留学およ

び招聘ができず，校内で国際交流を行った。 
事業内容 R1 R2 R3 R4  

姉妹校との交換交流 実施 中止 中止 中止  

さくらサイエンスプ

ランによる招聘 

実施 延期 オンライ

ン実施  
中止 

留学支援（トビタテ

留学 JAPAN など） 

実施 実施 延期   延期 

(１)多文化共生講座  ― 実施 実施 実施 

(２)海外高校とのオ

ンライン交流 

―   実施 実施 実施 

(３)国際理解一日英

語研修会 

― 
 

 ―   実施 

(４)台湾の大学との

連携事業 
－  ― 実施 実施 

(５)韓国料理を通じ

て学ぶ韓国文化 
― ― ― 実施 

 ((１１））多多文文化化共共生生講講座座 
 コロナで交換交流などの海外との往来ができな

くなったために、地元に住む外国人や国際経験が

豊かな講師を招き文化・民族・社会や日本との違い

について主に英語で講演する。これまでに 13 回，

今年度は 4 回実施した（Table1）。 
TTaabbllee11      ここれれままででのの多多文文化化共共生生講講座座  

国国((実実施施月月))  講講  座座  名名  受受講講者者数数  

ドイツ

（R3.7） ドイツとはどんな国か 180 名 

韓国 韓国と日本 171 名 

（R3.11） 
台湾

（R3.12） 魅惑の国「台湾」 188 名 

28 ヶ国 
（R4.1） 

技術力で世界に進出する（２８カ国の海

外出張で考えたこと） 80 名 

エジプト

（R4.6） エジプト昔と今 180 名 

韓国 
（R4.10） 韓国と日本 171 名 

 ザンビア 
(R4.12) 

青年開発協力隊としてアフリカで考えた

こと 56 名 

アメリカ 
（R5.1） アメリカとはどんな国なのか。 95 名 

((２２））オオンンラライインン交交流流 
 10 月 29 日（土）に姉妹校であるタイ王国カセ

サート大学付属高校と Zoom を使って初めてのオ

ンライン交流（参加者 24 名）を実施した。初めに

互いに学校紹介を行い、次にブレイクアウトルー

ムを用いて双方 2～3 名の計 5～6 名で互いの国の

ことについて発表し合い、ディスカッションを行

った。ディカッションのテーマは以下である。 
[カセサート付属高校の生徒のテーマ] 
1)タイ語    2)タイの何でも屋 
3)タイあるある 4)タイの幸運デザート 
5) China Town in Thailand    6)ナーレスワン大王 
7)日本人によく聞かれること 8) タイ料理 
9)Loy Krathong Festival カセサート高校と交流 
[宮崎北高校発表テーマ] 
1)日本のマンガやアニメについて 
2) 教師志望者を増やすために 
3) 宮崎北高校生の一日  
4) オノマトペ 
5) 宮崎の名所 
6) 宮崎の有名な出来事 
7) 日本のお薦めアニメ 
8) 宮崎の国際化 
((３３））国国際際理理解解一一日日英英語語研研修修会会（（新新規規実実施施）） 

10 月 18 日（火）、県の文化施設「生目の杜遊古

館」で 41 名の国際交流に興味・関心の高い生徒を

対象に、欧米とアジア（アメリカ、カナダ、イング

ランド、スコットランド、シンガポール、タイ、ブ

ータン、インドネシア、ミャンマー）の 9 か国 10
名の宮崎市在住のALTや宮崎大学大学院生を招き

一日英語で文化交流を行った。午前中はそれぞれ

の国の紹介と自分がなぜ日本にいるのかなどの自

己紹介をしていただいた。また、生徒は日本や宮崎

について紹介し、ディスカッションを行った。午後

は、宮崎の縄文・弥生時代の遺跡の見学を小グルー

プで行い生徒は英語で案内をした。次に古墳時代

の古墳から発掘される勾玉作りを行い、生徒が英

語で作り方の説明を行った。最後に、ドライパスタ

を使って塔を作り英語で話し合いながら高さを競
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うゲームを行った。 
((４４））台台湾湾のの大大学学ととのの連連携携事事業業  

2021 年 1 月 14 日（木）に県内の公立高校 6
校と共に連携協定を結んでいる台湾の国立台南

大学，元智大学など 7 つの大学とインターネッ

トでつなぎ，日本人大学生との交流会や連携大

学教授特別オンライン講演会，台湾留学の進学

説明会を行った（Table2&3）。 
今年度は連携協定の成果として 2 名の生徒が

台湾の大学に進学をした。 
TTaabbllee22  大大学学のの大大学学生生ととのの英英語語ででのの討討論論会会  

実実施施日日  内内容容  参参加加者者  

R3..4 ジェンダーギャップについて 本校 3 年生 3 名 
（参観者 15 名） 

R3.6 貧富の格差について 本校 3 年生 3 名 
（参観者 13 名） 

R3.10 アメリカと中国の関係のゆくえ 本校 3 年生 3 名 
（参観者 8 名） 

R4.1 地球温暖化を防ぐためには 
本校 3 年生 2 名 
  2 年生 1 名 
  1 年生 1 名 

TTaabbllee33  英英語語にによよるるオオンンラライインン特特別別講講演演会会  

実実施施日日  内内容容（（講講師師））  参参加加者者  

R3.7 プログラミングの重要性と未来 
（中華大学 張欽智 教授） 8 名 

R3.10 アメリカと中国の関係のゆくえ 
（銘傳大学  劉廣華 准教授） 18 名 

R3.12 地球温暖化について 
（国立嘉義大学 蔡若詩 准教授） 7 名 

R4,4  「１８歳成人」Sweet 18? 
（樹徳科技大学 李郁芩 准教授） 

     36 名 

R5,1  「台湾有事」    名 
大大学学  学学部部  人人数数  

義守大学     映画テレビ学部 １名 
開南大学        華語学部  １名 

  

（（５５））韓韓国国料料理理をを通通じじてて学学ぶぶ韓韓国国文文化化  

  今年度初めての企画。美郷町 CIR（国際交流員）

を招き料理教室を開催。午後には韓国文化紹介を

実施。食と文化を考える機会となった。生徒、職員

23 名が参加した。 
  
５５．．評評価価方方法法     
 多文化共生講座,オンライン交流,国際理解 1 日

英語研修会においては生徒アンケートとレポート

の感想を評価資料とする。 

６６．．結結果果     
((１１））異異文文化化へへのの興興味味関関心心をを育育成成ででききたた   
 ほとんどの生徒が好奇心を持ち，以前よりも「新

しいことを知りたい」「異文化への興味が高まった」

と回答した（Fig.1&2）。 

((２２））世世界界にに挑挑戦戦すするる姿姿勢勢のの育育成成ははででききたた 
 国際理解一日英語研修会では海外で学びたい・

働きたいと思った生徒が 70％を超えた（Fig.2）。 

((３３））柔柔軟軟なな思思考考力力とと行行動動力力がが身身ににつついいたた  

 多文化共生講座では全員の生徒が「柔軟な思考

力・行動力が身についた」と回答した（Fig.1）。生

徒の感想で，「日本での常識が世界では常識でない

ことを理解し，他国の文化も尊重したい」という

意見が多く見られた。 

((４４））相相互互のの違違いいをを尊尊重重すするる姿姿勢勢をを学学んんだだ 
 多文化共生講座では 80％の生徒が「相互の違い

を尊重し共生していく姿勢が身に付いた」と回答

した（Fig.1）。 

((５５））自自文文化化をを振振りり返返るるここととががででききたた 
 多文化共生講座では 94％の生徒が「自文化を振

り返り価値や課題を見出すことができた」と回答

した（Fig.1）。 
((６６））英英語語学学習習ののモモチチベベーーシショョンンはは高高ままりり,実実践践的的

英英語語力力ががつついいたた 
 国際理解 1 日研修ではほぼ全員が「英語への関

心が高まり」、「英語を聴き、話し、発表する力が付

いた」と回答した。昨年度までオンライン上での

やりとりとははっきりと違いが出た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価 
コロナで海外との往来ができなくなり、以来コ

ンフォートゾーンから出て、留学することで養わ

れる困難に挑戦する態度の育成はできていなかっ

た。今年度初めて実施した国際理解一日研修では、

一日英語ですごさなければならないという場面を

提供することができた。生徒の反応も良かった。 

８８．．課課題題・・展展望望 
 コロナ禍で直接往来ができないこの３年間で国

内の国際交流団体や地域に住む外国人を活用して、

多文化共生講座、オンライン交流、台湾の大学と

の連携、そして今年度より国際理解一日英語研修

会を実施し、国際交流活動を開発し発展させてき

た。このような時だからこそ、互いの違いを尊重

し共生社会を目指し積極的に世界にチャレンジす

る人材育成を推進していきたい。 

 
FFiigg..22  国国際際理理解解１１日日研研修修会会のの生生徒徒アアンンケケーートト  

 

0 50 100
大変高まった 高まった

少し高まった 余り変わらない

FFiigg..11  多多文文化化共共生生講講座座のの生生徒徒アアンンケケーートト  
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80好奇心を持ち、新しいことを知りたいと思う

試行錯誤をしながら挑戦する気持ちが高まった

柔軟な思考力と行動力が身に付いた

相互の違いを尊重し共生していく気持ちが高まった

自文化を振り返り新しい視点・価値観を見いだせた

英語を聴き、話す力が付いた
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開発課題 課外活動 科学部と Open Lab による放課後探究活動の成果 
文 責  菊池 高弘（宮崎北高等学校 講師） 

  
１１．．目目標標      
（（１１））科科学学部部ととオオーーププンンララボボのの設設置置目目的的 

科学部（SC）は，学校設定科目「科学探究」を

放課後も継続できる環境整備を目的に設置された。

科学部の部員数は SSH 第 4 期の R1 年度以降増加

しており，R4 年度には 53 名と校内でも最大規模

の部員数となった(Fig.1)。また，サイエンス科生

徒の科学部入部率も 44%に増加した。 
一方，非科学部の生徒には，R1 年度より Open 

Lab（以下，OL）を設置した。OL は，科学部の活

動時間に，非科学部の生徒が探究活動を行う時間

を保証する。OL を活用することで「科学探究」を

放課後も継続できる。 
（（２２））昨昨年年度度のの問問題題点点  

昨年度は，①サイエンス科生徒と普通科生徒の

合同班でのトラブルがあった，②核心を突く質問

を考えられるが声に出すのが苦手である，③普通

科 ACT-LI で科学実験をする生徒がいないなどの

問題点が挙げられた。 
（（３３））科科学学部部&&オオーーププンンララボボのの目目標標  

科学部・OL の問題点を改善し，より実績を挙げ

られる指導法，運営システムの開発を目標とする。 

 
２２．．仮仮説説      
 以下の仮説を立て，成果はこれらの評価をした。 
《《SSCC&&OOLL のの開開発発仮仮説説》》  
・科学部指導法の改善は生徒の探究活動を深める 
・OL の設置は非科学部生徒も成果を出せる環境

づくりにつながる  

３３．．対対象象者者  
（（１１））科科学学部部のの対対象象者者  
 本校には 29 の部活動・同好会があり，その中で

科学部を選択して入部した生徒を対象とする

（Table 1）。3 学年合わせて 21 の研究班がある。

また，サイエンス科生徒だけではなく，普通科生

徒も入部者がいる。 

TTaabbllee  11    科科学学部部のの生生徒徒数数  
学学年年  ササイイエエンンスス科科（（名名））  普普通通科科（（名名））  全全生生徒徒（（名名））  

1 17 3 20 
2 19 0 19 
3 13 1 14 

合計 49 4 53 

（（２２））OOppeenn  LLaabb のの対対象象者者  
OL は科学部以外の生徒を対象とする。サイエン

ス科の科学探究（ACT-SI）のみならず，普通科の

地域探究（ACT-LI）も利用できる。  

４４．．方方法法  
((１１））指指導導者者  
指導者は科学部顧問とする（Table 2）。 

TTaabbllee  22  科科学学部部のの顧顧問問    

年度 指導者 

R01 黒木和樹

（生・情） 
河野健太

（物） 
長友優樹 
（物）  

R02 黒木和樹

（生・情） 
河野健太 
（物） 

長友優樹 
（物・情） 

菊池高弘 
（化） 

R03 黒木和樹

（生・情） 
河野健太 
（物） 

長友優樹 
（物・情） 

菊池高弘 
（化） 

R04 河野健太 
(物) 

菊池高弘 
(化) 

中平智優＊ 

(物)  

＊2022.04.01~2022.09.30 まで 

((２２））科科学学部部のの指指導導方方法法  
 科学部には，生徒会の部活動費や大会派遣費が

あり，令和元年度より出場大会は，外部大会案内

ファイルより生徒が主体的に選び，申請する

(Fig.2)。指導者は，研究の指示はせず，生徒が主体

的に研究を進める。 
R4 年度は，①サイエンス科と普通科の混合班の

廃止，②生徒主体の報告会の実施，③Google Drive
を使用した研究データの共有の 3 つを新しい取り

組みとして行った。 

 
((３３））OOLL のの指指導導方方法法  
 OL の利用時間は，科学部が部活動をしている時

  
FFiigg..11  自自由由入入部部体体制制後後のの入入部部者者数数  

  
FFiigg..22  大大会会案案内内ポポススタターー  
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開発課題 課外活動 科学部と Open Lab による放課後探究活動の成果 
文 責  菊池 高弘（宮崎北高等学校 講師） 

  
１１．．目目標標      
（（１１））科科学学部部ととオオーーププンンララボボのの設設置置目目的的 

科学部（SC）は，学校設定科目「科学探究」を

放課後も継続できる環境整備を目的に設置された。

科学部の部員数は SSH 第 4 期の R1 年度以降増加

しており，R4 年度には 53 名と校内でも最大規模

の部員数となった(Fig.1)。また，サイエンス科生

徒の科学部入部率も 44%に増加した。 
一方，非科学部の生徒には，R1 年度より Open 

Lab（以下，OL）を設置した。OL は，科学部の活

動時間に，非科学部の生徒が探究活動を行う時間

を保証する。OL を活用することで「科学探究」を

放課後も継続できる。 
（（２２））昨昨年年度度のの問問題題点点  

昨年度は，①サイエンス科生徒と普通科生徒の

合同班でのトラブルがあった，②核心を突く質問

を考えられるが声に出すのが苦手である，③普通

科 ACT-LI で科学実験をする生徒がいないなどの

問題点が挙げられた。 
（（３３））科科学学部部&&オオーーププンンララボボのの目目標標  

科学部・OL の問題点を改善し，より実績を挙げ

られる指導法，運営システムの開発を目標とする。 

 
２２．．仮仮説説      
 以下の仮説を立て，成果はこれらの評価をした。 
《《SSCC&&OOLL のの開開発発仮仮説説》》  
・科学部指導法の改善は生徒の探究活動を深める 
・OL の設置は非科学部生徒も成果を出せる環境

づくりにつながる  

３３．．対対象象者者  
（（１１））科科学学部部のの対対象象者者  
 本校には 29 の部活動・同好会があり，その中で

科学部を選択して入部した生徒を対象とする

（Table 1）。3 学年合わせて 21 の研究班がある。

また，サイエンス科生徒だけではなく，普通科生

徒も入部者がいる。 

TTaabbllee  11    科科学学部部のの生生徒徒数数  
学学年年  ササイイエエンンスス科科（（名名））  普普通通科科（（名名））  全全生生徒徒（（名名））  

1 17 3 20 
2 19 0 19 
3 13 1 14 

合計 49 4 53 

（（２２））OOppeenn  LLaabb のの対対象象者者  
OL は科学部以外の生徒を対象とする。サイエン

ス科の科学探究（ACT-SI）のみならず，普通科の

地域探究（ACT-LI）も利用できる。  

４４．．方方法法  
((１１））指指導導者者  

指導者は科学部顧問とする（Table 2）。 
TTaabbllee  22  科科学学部部のの顧顧問問    

年度 指導者 

R01 黒木和樹

（生・情） 
河野健太

（物） 
長友優樹 
（物）  

R02 黒木和樹

（生・情） 
河野健太 
（物） 

長友優樹 
（物・情） 

菊池高弘 
（化） 

R03 黒木和樹

（生・情） 
河野健太 
（物） 

長友優樹 
（物・情） 

菊池高弘 
（化） 

R04 河野健太 
(物) 

菊池高弘 
(化) 

中平智優＊ 

(物)  

＊2022.04.01~2022.09.30 まで 

((２２））科科学学部部のの指指導導方方法法  
 科学部には，生徒会の部活動費や大会派遣費が

あり，令和元年度より出場大会は，外部大会案内

ファイルより生徒が主体的に選び，申請する

(Fig.2)。指導者は，研究の指示はせず，生徒が主体

的に研究を進める。 
R4 年度は，①サイエンス科と普通科の混合班の

廃止，②生徒主体の報告会の実施，③Google Drive
を使用した研究データの共有の 3 つを新しい取り

組みとして行った。 

 
((３３））OOLL のの指指導導方方法法  
 OL の利用時間は，科学部が部活動をしている時

  
FFiigg..11  自自由由入入部部体体制制後後のの入入部部者者数数  

  
FFiigg..22  大大会会案案内内ポポススタターー  
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間とする。サイエンス科 ACT-SI は，既に実験計画

書を提出しているため，当日の実験を科学部顧問

に口頭で報告して始める。普通科 ACT-LI で科学

実験をする生徒は，事前に担当指導者を通し，実験

計画を確認してから始める。 

５５．．評評価価方方法法  
（（１１））科科学学部部のの改改善善点点やや対対策策  
 前年度の課題や問題点が改善されたかを生徒の

変容から確認する。また，よりよい科学部の活動

になるように改善点を挙げ，対策を講じる。 

（（２２））OOLL のの活活用用のの評評価価方方法法  
 科学部顧問による生徒の観察と OL を活用した

生徒の外部大会出場数, OL から科学部へ入部する

生徒数の調査を行う。 

６６．．結結果果      
（（１１））学学科科にによよるるトトララブブルルはは減減少少ししたた  

R4 年度は 1 年普通科生徒が 3 名入部したため，

その 3 名で研究グループを作成した。混合班の廃

止により，サイエンス科と普通科の進度が異なる

が故のトラブルは減少した。しかしながら，興味

関心からグループ作成していないため，3 人の興

味関心が揃わず，研究テーマがなかなか決定しな

かった。 
（（２２））大大会会等等ででのの生生徒徒のの質質問問回回数数がが増増ええたた 

生徒主体の報告会を毎週土曜日に実施している。

報告会は A～D グループに分かれており，約 1 ヵ

月に 1 回報告プレゼンが回ってくる。生徒同士の

質疑応答が行われた後，部顧問による質疑応答や

研究に対するアドバイスが行われる。「どんな質問

でもよい，間違いの質問はない」と指導し続けた

結果，九州大会等でも核心を突く質問ができるよ

うになった。 
（（３３））科科学学部部のの研研究究がが全全国国的的にに評評価価さされれたた  
 科学部は 2 年生の恒星食班が日本学生科学賞で

入選三等，3 年の飫肥杉班が高校生・高専生科学技

術チャレンジ(JSEC)で入選，リグニン班が佳作を

それぞれ受賞した。また，2 年生の恒星食班は来年

度開催される「2023 かごしま総文」にて研究発表

部門での参加が決定している。 

TTaabbllee  33  近近年年のの日日本本学学生生科科学学賞賞及及びび JJSSEECC ででのの入入賞賞  
年度 大会名 受賞 研究テーマ略称 
R01 学生科学賞 入選三等 ハクセンシオマネキ 
R02 学生科学賞 日本科学未来館賞 星食 
R03 JSEC 花王特別奨励賞 ハクセンシオマネキ 

R04 
学生科学賞 入選三等 恒星食 

JSEC 入選 飫肥杉の歯磨き粉 
JSEC 佳作 リグニン 

（（４４））GGooooggllee  DDrriivvee のの活活用用でで添添削削がが容容易易ににななっったた  
Google Drive で各班の共有ドライブを作成して

利用した。大会等の要旨やポスター・プレゼンの

添削は，以前までは USB や SSD 等の記録媒体で

やりとりを行っていた。そのため，添削のために

遅くまで残る生徒も多かった。Google Drive を利

用することで，自宅で終わらせて提出することが

可能になった。これにより生徒も部活動時間を実

験やデータ解析に活用できた。 

（（５５））OOLL 活活用用者者はは減減少少ししたた  
R4 年度の OL 活用者はほとんど居なかった。12

月頃に 1 名が連続して活用したが，運動部に加入

していたため科学部勧誘は断念した。 
また，普通科の ACT-LI では実験を計画する班

がなかったため，OL の利用者はいなかった。 

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
（（１１））科科学学部部のの活活動動ににつついいてて  
サイエンス科と普通科の混合班を廃止したこと

で，進度の差によるトラブルは減少した。科学探

究の有無による生徒間の不公平感（やったやって

いない等）は解消されたと考えられる。 
生徒主体の報告会は部活動を活発にしており，

生徒の質疑応答の力を育んでいると考えられる。

報告会運営を部長が行っているが，部長や副部長

が欠席の時にも 2 年生が積極的に運営をしてくれ

ている。 

（（２２））ＯＯＬＬのの活活用用  
R4 年度は OL の活用が減少した。これは，研究

の主たる 2 年生サイエンス科の半数以上の生徒が

科学部に所属しているためだと考えられる。 
2 年生の地域探究 ACT-LI では，実験を計画す

る班がいなかった。計画時に OL が活用できるこ

とをアピールしなければならない。 

８８．．課課題題・・展展望望  
（（１１））科科学学部部のの活活動動ににつついいてて  
生徒主体の科学部運営システムは，❶生徒主体

の報告会，❷Google Drive によるデータ共有，❸
外部大会ファイルの利用で完成したと言える。今

後の課題としては，同じグループ内の生徒同士に

生じる研究時間の差などによる不公平感のトラブ

ルを解消する必要がある。 

（（２２））OOLL のの活活用用  
サイエンス科の OL 活用は，サイエンス科にお

ける科学部の割合増加に伴い減少する。R4 年度 1
年サイエンス科の科学部割合は半数を下回ってい

るため，R5 年度は活用が増加すると考えられる。 
普通科 ACT-LI での活用を増やすには計画時に

案内を行う必要がある。また，運動部の生徒が

ACT-LI 内で行っている「フィジカルサイエンス」

と同様に，普通科の科学部生徒が ACT-LI 内で科

学研究を行える環境も整えなくてはならない。 
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❸－④ 【評価】実施の効果と検証  p.  ／ 1 1 

運営指導委員会による評価・助言を示す。 

【グラフ内の数値は，委員による 5 段階評価の平

均値から 100 点に換算した値の推移】 

 

１１．．探探究究活活動動  

（（１１））科科学学探探究究（（AACCTT--SSII））  
探究の一番難しい

部分が，テーマを決

める部分かと思いま

す。発表ビデオを利

用して，どのように

計画する，どんな質

問をする，という問

いかけは良いアイデアだと感じました。複数の

先生がかかわる，担当教員も変えながら進める

点がよい。 

（（２２））地地域域探探究究（（AACCTT--LLII）） 
もっと緻密にして

いく必要を感じま

す。これまでの発表

から感じることは，

仮説の設定，仮説を

検証する分析の視

点，そして考察が不

十分な気がします。そのためには，教科の授業

における探究的な取組が不可欠ではないかと思

います。2 年生のクラスを中心にグループ分け

する方法が取られているが，その効果を検証で

きるとよい。 

２２．．学学校校設設定定科科目目  
（（１１））DDaattaa  SScciieennccee（（DDSS））  

オリジナル教材が

出来上がっている。

自主的に学習を進め

ていく点は，これか

らの教育の方向性だ

と思う。 
 

（（２２））SScciieennttiiffiicc  TThhiinnkkiinngg（（SSTT））  
英語を学びたい

という気持ちを刺

激して，実施され

ている。英語科職

員の積み重ねな

ど，教育開発部以

外の先生方にも少

しずつ SSH へのご理解が進んでいるようにも感

じました。 
 

（（３３））EEaarrtthh  SScciieennccee（（EESS））  
英語科職員の積み重

ねで教育開発部以外の

先生方にも少しずつ

SSH への理解が進んで

いるように感じた。 
 

（（４４））PPrreesseennttaattiioonn  &&  TThheessiiss（（PPTT））  
科学論文の形式を説明

するための資料は非常に

明確でした。魅力的で面

白く，学生にとって理解

しやすいコースを設計し

たと思います。 

３３．．課課外外活活動動  
（（１１））ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ（（MMFF））  

毎年，工夫された課

題が出されている。普

通科の積極的参加がみ

られる。 
  
  

（（２２））フフィィーールルドドワワーークク（（FFWW））  
タブレットの使用は

効果的だと思いまし

た。調べ学習にならな

い工夫がされていた。 
 
  

（（３３））理理系系女女子子支支援援講講座座（（RRJJ））  
女子生徒に女性研究

者と話し合う機会を与

えることは非常に良

い。 
 
 

（（４４））国国際際交交流流（（IIEE））  
コロナ禍で難しい

中，いろいろな取り組

みが行われている。実

際に英語を使うことの

重要性を感じられてい

るのではないか。 

（（５５））科科学学部部・・オオーーププンンララボボ（（SSCC  &&  OOLL））  
研究動機は生徒にあり，計画策定段階でし

っかりと支援することが重要。時間が許すな

ら，研究計画発表会等という評価の場（マイ

ルストーン）も良いかと思う。 
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部分が，テーマを決

める部分かと思いま

す。発表ビデオを利

用して，どのように

計画する，どんな質

問をする，という問

いかけは良いアイデアだと感じました。複数の

先生がかかわる，担当教員も変えながら進める

点がよい。 

（（２２））地地域域探探究究（（AACCTT--LLII）） 
もっと緻密にして

いく必要を感じま

す。これまでの発表

から感じることは，

仮説の設定，仮説を

検証する分析の視

点，そして考察が不

十分な気がします。そのためには，教科の授業

における探究的な取組が不可欠ではないかと思

います。2 年生のクラスを中心にグループ分け

する方法が取られているが，その効果を検証で

きるとよい。 

２２．．学学校校設設定定科科目目  
（（１１））DDaattaa  SScciieennccee（（DDSS））  

オリジナル教材が

出来上がっている。

自主的に学習を進め

ていく点は，これか

らの教育の方向性だ

と思う。 
 

（（２２））SScciieennttiiffiicc  TThhiinnkkiinngg（（SSTT））  
英語を学びたい

という気持ちを刺

激して，実施され

ている。英語科職

員の積み重ねな

ど，教育開発部以

外の先生方にも少

しずつ SSH へのご理解が進んでいるようにも感

じました。 
 

（（３３））EEaarrtthh  SScciieennccee（（EESS））  
英語科職員の積み重

ねで教育開発部以外の

先生方にも少しずつ

SSH への理解が進んで

いるように感じた。 
 

（（４４））PPrreesseennttaattiioonn  &&  TThheessiiss（（PPTT））  
科学論文の形式を説明

するための資料は非常に

明確でした。魅力的で面

白く，学生にとって理解

しやすいコースを設計し

たと思います。 

３３．．課課外外活活動動  
（（１１））ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ（（MMFF））  

毎年，工夫された課

題が出されている。普

通科の積極的参加がみ

られる。 
  
  

（（２２））フフィィーールルドドワワーークク（（FFWW））  
タブレットの使用は

効果的だと思いまし

た。調べ学習にならな

い工夫がされていた。 
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者と話し合う機会を与

えることは非常に良
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コロナ禍で難しい
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際に英語を使うことの

重要性を感じられてい

るのではないか。 
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❸－④ 【評価】 教育心理学による分析  p.  ／ 3 1 

 
評価 探究活動・探究型学習の教育効果の評価・検証 

文 責  五十嵐亮（安田女子大学 教育学部児童教育学科 准教授） 
 
 
１１..  目目的的  

(1)神山・藤原（1991）の認知的欲求尺度，(2)畑
野ら（2011）の自己調整学習方略尺度，(3)畑野・

溝上（2013）の主体的な授業態度尺度，(4)瀬尾（2007）
の自律的・依存的援助要請尺度を用いて，在籍学

科の異なる（普通科及びサイエンス科）宮崎北高等

学校生徒に継続的（3年間）に質問紙調査を行い，

在籍学科の違いが認知的欲求や自己調整学習方略，

主体的な授業態度や学業的援助要請の在り方に与

える長期的な影響を検討する。 

２２..  方方法法  

22..11..  調調査査時時期期とと対対象象者者  
2020年度から2022年度に掛けて宮崎北高等学

校普通科及びサイエンス科に在籍する生徒（2020
年度：1年，2021年度：2年，2022年度：3年。データ
総数319名（普通科：279名，サイエンス科：40名））
を対象に，2020年10月～2022年10月に掛けて質
問紙調査を実施した。得られた回答のうち，分析に

必要なデータに不備のあった41名を除き，278名
（普通科：245名，サイエンス科：33名）を分析対象と
した。 

22..22..  調調査査内内容容  

以下の内容から構成された，質問紙調査を行

った； 
(1) 認知的欲求に関する調査：神山・藤原（1991）
の作成した「認知的欲求尺度」を用いた。本尺

度は，認知的な努力に従事しそれを楽しむ内

発的動機づけを表す「認知的欲求」の強さを

測定するものであり，「あまり考えなくてもよ

い課題よりも，頭を使う困難な課題の方が好

きだ」等の「情報処理に対する内発的動機付

け」に関する1因子15項目で構成される。「非

常にあてはまる」「どちらかといえばあてはま

る」「どちらともいえない」「どちらかといえ

ばあてはまらない」「全くあてはまらない」の

5段階で回答させ，順に5～1点と得点化した。 
(2) 自己調整学習方略に関する調査：畑野ら

（2011）の作成した「自己調整学習方略（Self-
Regulated Learning Strategy；以下SRLS）尺度」

を用いた。本尺度は，学習者自身が自分の学

習過程に能動的に関与していることを表す

「自己調整学習」に関する方略の使用頻度を

測定するものであり，「授業を受ける前に，こ

れから学ぶ内容を考える」等の「認知調整方

略」に関する8項目，「授業中に退屈した時，頑

張って集中する」等の「動機づけ調整方略」に

関する6項目，「一週間の学習の予定を立てて

行動する」等の「行動調整方略」に関する5項
目，「物事がうまくいかなかった時，心配しな

くていいと自分自身に言う」等の「感情調整

方略」に関する4項目の4因子23項目で構成さ

れる。(1)同様5段階で回答させ，程度が高い順

に5～1点と得点化した。 
(3) 主体的な授業態度に関する調査：畑野・溝

上（2013）の作成した「主体的な授業態度尺度」

を用いた。本尺度は，大学生の主体的な授業

態度を測定するものであるため，「宿題（課さ

れたレポート）や課題を，少しでも良いもの

に仕上げようと努力する」「留年しなければ

（単位さえもらえれば）よいという気持ちで，

授業に出る（反転項目）」等，高校生が回答し

易いように表現を修正した「主体的な授業態

度」に関する1因子9項目で構成される。(1)同
様5段階で回答させ，程度が高い順に5～1点と

得点化した。 
(4) 自律的援助要請に関する調査：瀬尾（2007）
の作成した「自律的・依存的援助要請尺度」を

用いた。本尺度は，学習場面での援助要請の

在り方を測定するものであり，「先生に質問す

る時は，解答よりも，自分で解くためのヒン

トを教えてもらう」等，援助要請者が主体的

に問題解決に取り組んでいることを示す「自

律的援助要請」に関する7項目，「何となく分

からない時は，すぐ先生に質問する」等，援助

要請者が問題解決を援助者に委ねていること

を示す「依存的援助要請」に関する4項目の2
因子11項目で構成される。(1)同様5段階で回答

させ，程度が高い順に5～1点と得点化した。 

３３..  結結果果（（33..11..～～33..33..はは 22002200 年年度度調調査査時時にに実実

施施，，再再掲掲））  

33..11..  項項目目分分析析  
(1)認知的欲求尺度15項目，(2)SRLS尺度23項

目，(3)主体的な授業態度尺度9項目，(4)自律的・

依存的援助要請尺度11項目の計58項目について，

得点分布に偏りがないか，各項目のヒストグラ

ムを作成して検討した。また各項目の平均値及

び標準偏差を算出し，天井効果及び床効果の有

無を検討した。(1)(2)(3)(4)は5件法で構成されて

いるため，各々平均値＋標準偏差≧5であれば天

井効果，平均値－標準偏差≦1であれば床効果と

判断した結果，(1)2項目，(2)1項目，(3)2項目，(4)3
項目の計8項目に得点分布の偏りが見られたた

め，以降の分析から除外した。 
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33..22..  因因子子分分析析  

3.1.の結果，(1)13項目，(2)22項目，(3)7項目，

(4)8項目に最尤法・Promax回転による因子分析

を行った。 
まず，(1)13項目については，先行研究の尺度

構成や固有値の減衰状況，因子の解釈可能性か

ら1因子構造が妥当と判断し，十分な因子負荷量

を示さない（＜.40）項目（4項目）を除外して，

高い負荷量（≧.40）を示した項目の評定値平均

を下位尺度得点とした（1因子の累積寄与率＝

32.1%）。次に，(2)22項目は，先行研究の尺度構

成や固有値の減衰状況等から4因子構造が妥当

と判断し，十分な因子負荷量を示さなかった2項
目を除外して，各因子に高い負荷量（≧.40）を

示した項目の評定値平均を各下位尺度得点とし

た（4因子の累積寄与率＝46.3%）。(3)7項目は，

先行研究の尺度構成や固有値の減衰状況等から

1因子構造が妥当と判断し，十分な因子負荷量を

示さない（＜.40）項目（1項目）を除外して，高

い負荷量（≧.40）を示した項目の評定値平均を

下位尺度得点とした（1因子の累積寄与率＝

44.2%）。最後に，(4) 8項目は，先行研究の尺度構

成や固有値の減衰状況等から2因子構造が妥当

と判断し，各因子に高い負荷量（≧.40）を示し

た項目の評定値平均を各下位尺度得点とした（2
因子の累積寄与率＝35.9%）。 
以上の手続きを経て選定した(1)9項目，(2)20

項目，(3)6項目，(4)8項目について，再度最尤法・

Promax回転による因子分析を行った結果，(1) 9
項目は1因子解，(2) 20項目は表1で示す4因子解，

(3)6項目は1因子解，(4)8項目は表2で示す2因子

解を得た。 
(2)SRLS尺度20項目の第1因子は，「授業中に退

屈した時，頑張って集中する」等，自身の学修活

動に対する動機付けに関する項目から構成され

ており，畑野ら（2011）における「動機づけ調整

方略」因子と解釈した。第2因子は，「授業を受け

る前に，これから学ぶ内容を考える」等，自身の

学修活動を進める際に用いる方略に関する項目

から構成されており，同じく「認知調整方略」因

子と解釈した。第3因子は，「物事がうまくいか

なかった時，心配しなくていいと自分自身に言

う」等，自身の学修活動の不調に伴う感情の制

御に関する項目から構成されており，「感情調整

方略」因子と解釈した。第4因子は，「時間を決め

て学習課題に取り組む」等，自身の学修活動に

対するプランニングに関する項目から構成され

ており，「行動調整方略」因子と解釈した（表1）。 
(4)自律的・依存的援助要請尺度8項目の第1因

子は，「分からないことがあった時，自分で調べ

るよりも，先生に質問する」等，援助要請者が問

題解決を援助者に委ねていることを示す項目か

ら構成されており，瀬尾（2007）の「依存的援助

要請」因子と解釈した。第2因子は，「先生に質問

する時は，何が分からないのか考えた後に質問

する」等，援助要請者が主体的に問題解決に取

り組んでいることを示す項目であることから，

「自律的援助要請」因子と解釈した（表2）。 

33..33  下下位位尺尺度度のの構構成成  

因子分析の結果に従い，(2)を構成する4つの下

位尺度，(4)を構成する2つの下位尺度を作成した。
各下位尺度の項目得点の総和を項目数で除し，

各々，(2)「動機づけ調整方略」得点（α=.87），「認
知調整方略」得点（α=.78），「感情調整方略」得点

（α=.76），「行動調整方略」得点（α=.77，表1），

(4)「依存的援助要請」得点（α=.69），「自律的援助

要請」得点（α=.63，表2）とした。さらに，(1)9項目

及び(3)6項目の項目得点の総和を項目数で除し，

各々，(1)「認知的欲求」得点（α=.80），(3)「主体的

な授業態度」得点（α=.81）とした。 

33..44  「「学学科科」」「「学学年年」」をを独独立立変変数数ととすするる分分散散分分析析

結結果果  

2020年度入学の普通科及びサイエンス科在籍
生徒の，第 1学年（2020年度）～第 3学年（2022
年度）における(1)「認知的欲求」得点，(2)SRLS尺
度の下位尺度得点，(3)「主体的な授業態度」得
点，(4)自律的・依存的援助要請尺度の下位尺度
得点の平均値と標準偏差は表 3の通りだった。 
最初に(1)について，「学科（2条件）」「学年（3

条件）」を独立変数とする混合 2要因計画の分散
分析を行った結果，学科の主効果（F (1,276)＝1.82, , 
n.s），学年の主効果（F (2,552)＝0.79, n.s）及び交互
作用（F (2,552)＝1.21, n.s.）は有意ではなかった。 
次に(2)について，「学科（2条件）」「学年（3条

件）」「下位尺度（4条件）」を独立変数とする混合 3
要因計画の分散分析を行った結果，2 次の交互作

用は有意ではなかった（F (6,1668)＝0.97, n.s.）。ま
た，「学科（2条件）」と「学年（3条件）」の交互作
用（F (2,556)＝0.17, n.s.），「学年（3条件）」と「下位
尺度（4条件）」の交互作用（ F (6,1668)＝0.20, 
n.s.），「下位尺度（4条件）」と「学科（2条件）」の交
互作用（F (3,834)＝0.40, n.s.）はいずれも有意では
なかった。 
また(3)について，「学科（2条件）」「学年（3条

件）」を独立変数とする混合 2要因計画の分散分
析を行った結果，学科の主効果（F (1,300)＝1.41, 
n.s），学年の主効果（F (2,600)＝1.22, n.s）及び交互
作用（F (2,600)＝1.88, n.s.）はいずれも有意ではなか
った。 
最後に(4)について，「学科（2条件）」「学年（3

条件）」「下位尺度（2条件）」を独立変数とする混合
3要因計画の分散分析を行った結果，2次の交互
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33..22..  因因子子分分析析  

3.1.の結果，(1)13項目，(2)22項目，(3)7項目，

(4)8項目に最尤法・Promax回転による因子分析

を行った。 
まず，(1)13項目については，先行研究の尺度

構成や固有値の減衰状況，因子の解釈可能性か

ら1因子構造が妥当と判断し，十分な因子負荷量

を示さない（＜.40）項目（4項目）を除外して，

高い負荷量（≧.40）を示した項目の評定値平均

を下位尺度得点とした（1因子の累積寄与率＝

32.1%）。次に，(2)22項目は，先行研究の尺度構

成や固有値の減衰状況等から4因子構造が妥当

と判断し，十分な因子負荷量を示さなかった2項
目を除外して，各因子に高い負荷量（≧.40）を

示した項目の評定値平均を各下位尺度得点とし

た（4因子の累積寄与率＝46.3%）。(3)7項目は，

先行研究の尺度構成や固有値の減衰状況等から

1因子構造が妥当と判断し，十分な因子負荷量を

示さない（＜.40）項目（1項目）を除外して，高

い負荷量（≧.40）を示した項目の評定値平均を

下位尺度得点とした（1因子の累積寄与率＝

44.2%）。最後に，(4) 8項目は，先行研究の尺度構

成や固有値の減衰状況等から2因子構造が妥当

と判断し，各因子に高い負荷量（≧.40）を示し

た項目の評定値平均を各下位尺度得点とした（2
因子の累積寄与率＝35.9%）。 
以上の手続きを経て選定した(1)9項目，(2)20

項目，(3)6項目，(4)8項目について，再度最尤法・

Promax回転による因子分析を行った結果，(1) 9
項目は1因子解，(2) 20項目は表1で示す4因子解，

(3)6項目は1因子解，(4)8項目は表2で示す2因子

解を得た。 
(2)SRLS尺度20項目の第1因子は，「授業中に退

屈した時，頑張って集中する」等，自身の学修活

動に対する動機付けに関する項目から構成され

ており，畑野ら（2011）における「動機づけ調整

方略」因子と解釈した。第2因子は，「授業を受け

る前に，これから学ぶ内容を考える」等，自身の

学修活動を進める際に用いる方略に関する項目

から構成されており，同じく「認知調整方略」因

子と解釈した。第3因子は，「物事がうまくいか

なかった時，心配しなくていいと自分自身に言

う」等，自身の学修活動の不調に伴う感情の制

御に関する項目から構成されており，「感情調整

方略」因子と解釈した。第4因子は，「時間を決め

て学習課題に取り組む」等，自身の学修活動に

対するプランニングに関する項目から構成され

ており，「行動調整方略」因子と解釈した（表1）。 
(4)自律的・依存的援助要請尺度8項目の第1因

子は，「分からないことがあった時，自分で調べ

るよりも，先生に質問する」等，援助要請者が問

題解決を援助者に委ねていることを示す項目か

ら構成されており，瀬尾（2007）の「依存的援助

要請」因子と解釈した。第2因子は，「先生に質問

する時は，何が分からないのか考えた後に質問

する」等，援助要請者が主体的に問題解決に取

り組んでいることを示す項目であることから，

「自律的援助要請」因子と解釈した（表2）。 

33..33  下下位位尺尺度度のの構構成成  

因子分析の結果に従い，(2)を構成する4つの下

位尺度，(4)を構成する2つの下位尺度を作成した。
各下位尺度の項目得点の総和を項目数で除し，

各々，(2)「動機づけ調整方略」得点（α=.87），「認
知調整方略」得点（α=.78），「感情調整方略」得点

（α=.76），「行動調整方略」得点（α=.77，表1），

(4)「依存的援助要請」得点（α=.69），「自律的援助

要請」得点（α=.63，表2）とした。さらに，(1)9項目

及び(3)6項目の項目得点の総和を項目数で除し，

各々，(1)「認知的欲求」得点（α=.80），(3)「主体的

な授業態度」得点（α=.81）とした。 

33..44  「「学学科科」」「「学学年年」」をを独独立立変変数数ととすするる分分散散分分析析

結結果果  

2020年度入学の普通科及びサイエンス科在籍
生徒の，第 1学年（2020年度）～第 3学年（2022
年度）における(1)「認知的欲求」得点，(2)SRLS尺
度の下位尺度得点，(3)「主体的な授業態度」得
点，(4)自律的・依存的援助要請尺度の下位尺度
得点の平均値と標準偏差は表 3の通りだった。 
最初に(1)について，「学科（2条件）」「学年（3

条件）」を独立変数とする混合 2要因計画の分散
分析を行った結果，学科の主効果（F (1,276)＝1.82, , 
n.s），学年の主効果（F (2,552)＝0.79, n.s）及び交互
作用（F (2,552)＝1.21, n.s.）は有意ではなかった。 
次に(2)について，「学科（2条件）」「学年（3条

件）」「下位尺度（4条件）」を独立変数とする混合 3
要因計画の分散分析を行った結果，2 次の交互作

用は有意ではなかった（F (6,1668)＝0.97, n.s.）。ま
た，「学科（2条件）」と「学年（3条件）」の交互作
用（F (2,556)＝0.17, n.s.），「学年（3条件）」と「下位
尺度（4条件）」の交互作用（ F (6,1668)＝0.20, 
n.s.），「下位尺度（4条件）」と「学科（2条件）」の交
互作用（F (3,834)＝0.40, n.s.）はいずれも有意では
なかった。 
また(3)について，「学科（2条件）」「学年（3条

件）」を独立変数とする混合 2要因計画の分散分
析を行った結果，学科の主効果（F (1,300)＝1.41, 
n.s），学年の主効果（F (2,600)＝1.22, n.s）及び交互
作用（F (2,600)＝1.88, n.s.）はいずれも有意ではなか
った。 
最後に(4)について，「学科（2条件）」「学年（3

条件）」「下位尺度（2条件）」を独立変数とする混合
3要因計画の分散分析を行った結果，2次の交互
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作用は有意ではなかった（F (2,580)＝2.24, n.s.）。「学
（2条件）」と「下位尺度（2条件）」の交互作用が有
意であったため（F (1,290)＝5.10, p<.01），単純主効
果検定を行ったところ，普通科及びサイエンス科に

おける「下位尺度（2条件）」の単純主効果が有意
であり（普通科：F (1,258)＝8.43, p<.005，サイエンス
科：F (1,32)＝10.62, p<.003），いずれも自律的援助
要請得点の方が高かった。また，自律的援助要請

得点における「学科（2条件）」の単純主効果が有
意であり（F (1,290)＝5.17, p<.03），普通科よりもサイ
エンス科において有意に得点が高かった。 

４４..  考考察察  

本調査の目的は，(1)神山・藤原（1991）の認知

的欲求尺度，(2)畑野ら（2011）の自己調整学習方

略尺度，(3)畑野・溝上（2013）の主体的な授業態

度尺度，(4)瀬尾（2007）の自律的・依存的援助要

請尺度を用いて，在籍学科の異なる（普通科及び

サイエンス科）宮崎北高等学校生徒に継続的（3年間）

に質問紙調査を行い，在籍学科の違いが認知的欲

求や自己調整学習方略，主体的な授業態度や学業

的援助要請の在り方に与える長期的な影響を検討

することであった。 
(1)について，「学科（2条件）」「学年（3条件）」を独

立変数とする混合 2 要因計画の分散分析の結果から，
特に有意な差はみられなかった。 

(2)についても，「学科（2 条件）」「学年（3 条件）」
「下位尺度（4 条件）」を独立変数とする混合 3 要因計
画の分散分析の結果から，特に有意な差はみられな

かった。 
(3)についても，(1)と同様の混合 2要因計画の分

散分析から，特に有意な差はみられなかった。 
(4)について，(3)と同様の混合 3要因計画の分散

分析から，学科の別を問わず依存的援助要請より

も自律的援助要請を多く用いていること，特に普

通科よりもサイエンス科において自律的援助要請を

多く用いていることが分かった。 
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表 3 各下位尺度得点の平均値及び標準偏差 

 

1年 2年 3年 1年 2年 3年
Mean 3.22 3.18 3.23 3.41 3.36 3.29
（SD） (0.64) (0.64) (0.65) (0.50) (0.54) (0.60)
Mean 3.74 3.74 3.84 3.50 3.40 3.72
（SD） (0.71) (0.73) (0.81) (0.75) (0.90) (0.76)
Mean 3.21 3.23 3.28 3.05 3.17 3.16
（SD） (0.65) (0.63) (0.69) (0.65) (0.67) (0.70)
Mean 2.90 3.05 3.17 2.81 2.81 2.88
（SD） (0.86) (0.94) (1.03) (0.88) (0.97) (1.01)
Mean 3.00 3.01 3.09 2.71 2.70 2.85
（SD） (0.97) (0.97) (1.10) (0.88) (0.93) (1.04)
Mean 2.78 2.72 2.73 2.66 2.65 2.75
（SD） (0.35) (0.35) (0.40) (0.32) (0.31) (0.34)
Mean 2.94 2.98 2.95 2.96 2.87 2.91
（SD） (0.42) (0.38) (0.49) (0.37) (0.27) (0.47)
Mean 3.02 3.03 3.07 3.09 3.21 3.26
（SD） (0.43) (0.41) (0.49) (0.50) (0.37) (0.41)

普通科 サイエンス科

援
助
要
請

主体的な授業態度

依存的要請

自律的要請

認知的欲求

感情調整

行動調整

動機付け調整

認知調整

自
己
調
整
学
習
方
略

表 2 自律的・依存的援助要請尺度の因子分析結果 
F1 F2

No.
9 分からないことがあった時、自分で調べるよりも、先生に質問する。 .83
3 何となく分からない時は、すぐ先生に質問する。 .56
6 分からない箇所があった時、自分で考えるよりも、先生に解いてもらう。 .65

11 もう少し考えれば理解できる場合でも、先生に質問する。 .49
No.

8 先生に質問する時は、何が分からないのか考えた後に質問する。 .65
2 分からないことがあった時、自分でいろいろ調べてから、先生に質問する。 .63
1 質問する際には、自分の考えを先生に説明する。 .51
7 先生に質問する時は、解答よりも、自分で解くためのヒントを教えてもらう。 .45

因子寄与率（%） 19.5% 16.5%

累積寄与率（%） 19.5% 35.9%

内的整合性（α係数） .69 .63
因子間相関 F1 F2

F1 - .22
F2 -

第1因子：「依存的援助要請」

第2因子：「自律的援助要請」

F1 F2 F3 F4
No.
12 授業中に退屈した時、頑張って集中する。 .85
21 授業中に思考がぼんやりし始めた時、集中するように努力する。 .84
22 授業内容に興味がなくても、内容を理解するように努力する。 .80

2 授業課題に興味がなくなった時、集中するように努力する。 .65
11 苦手な授業でも、やる気を持って受ける。 .60

8 授業内容に付いていけなくなっても、自分を奮い立たせて話を聞く。 .54
No.

1 授業を受ける前に、これから学ぶ内容を考える。 .70
19 授業で新しい内容を学ぶ前に、事前にその内容について大まかな理解をしておく。 .67

7 授業を受ける前に、以前の内容を覚えているかどうか確かめる。 .58
13 授業中に、これまでの理解内容を確認する。 .54

4 授業内容に合わせて、学習方法を考え直す。 .48
17 授業課題によって、取り組み方を考え直す。 .46

5 授業で理解すべき内容を考える。 .44
No.
10 物事がうまくいかなかった時、心配しなくていいと自分自身に言う。 .78
23 物事がうまくいくかどうか不安に感じた時、大丈夫だと自分自身に言う。 .72

9 自分が考えていたより物事が悪くなりそうな時でも、心配しすぎないようにする。 .64
3 事態の悪化を考えすぎないようにする。 .50

No.
18 時間を決めて学習課題に取り組む。 .86

6 学習する時、学習時間を決めて取り組む。 .87
16 自分の出来る範囲を計画して学習する。 .41

因子寄与率（%） 16.8% 11.5% 9.0% 9.0%

累積寄与率（%） 16.8% 28.3% 37.3% 46.3%

内的整合性（α係数） .87 .78 .76 .77
因子間相関 F1 F2 F3 F4

F1 - .63 .11 .38
F2 - .17 .51
F3 - .14
F4 -

第1因子：「動機づけ調整方略」

第2因子：「認知調整方略」

第3因子：「感情調整方略」

第4因子：「行動調整方略」

表 1 自己調整学習方略尺度の因子分析結果 
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SSH 中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況について 

文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭）   
昨年度の中間評価の講評で，文末が「～望まれる」および「～期待したい」である項目への対応状況を記す。 

項項目目  対対応応状状況況  
（（１１））研研究究開開発発計計画画のの進進捗捗とと管管理理体体制制，，成成果果のの分分析析にに関関すするる評評価価  
学校の管理体制として，種々の担当者，委員会を設置して対

応していることはうかがえるが，横断的な関係が明確にな

っていることが望まれる。 

「ACT」と種々の「プレ探究活動」における事業の横断的

な関係を再度整理して担当者に周知し，各事業の ACT へ

の関係を明確にして事業を運営した。  
教師が申請して採択された外部助成金が充実してきている

ことは，評価できる。それらと授業改善や指導力向上等との

関係を明確にすることが望まれる。 

科学探究の指導者を増やし，その指導過程で教員のみな

らず生徒も助成金申請を行っていることを周知した。  

4 つの開発 Stage の上位の Stage への移行について，対

象となる集団だけでなく， 評価規準や評価方法を明確化す

ることが望まれる。 

新課程における科学探究 ACT-SI においては，研究計画

書などを基にした評価規準を設定した。  

（（２２））教教育育内内容容等等にに関関すするる評評価価  
全校的なカリキュラム・マネジメントの視点を更に取り入

れることが望まれる。  
今後，職員研修等を通して探究型学習が全ての教科に関

連していることを周知する。  
普通科の課題研究のテーマ設定の現状を分析し，より生徒

の興味・関心に基づいた自然科学を含めた研究テーマに発

展できる工夫を期待したい。  

普通科のグループ分けおよびテーマ設定の時期を 2 年次

に遅らせた（本校では，2 年次より文系・理系に分かれた

クラス編成となるため）。  
課題研究の評価法の開発が具体的になるような工夫を期待

したい。  
未着手である。今後，評価方法をきちんとルーブリックに

まとめたい。まずは，評価材料の整理から始める。  
理科以外にも，英語や保健体育，情報との連携が探究活動の

推進に生かされ，評価できるが，その他の教科との連携につ

いても積極的に検討することが望まれる。  

職員研修を通して，探究型学習の推進に努めた。探究活動

時の声かけなどの指導方法が他教科の授業にも活かされ

つつある。今後は，国語・家庭科・芸術との連携を図る。  
（（３３））指指導導体体制制等等にに関関すするる評評価価  
教師同士の連携がより見える形で成果を示す方策を検討す

ることが望まれる。  
ACT-SI2 で は ， 指 導 を 複 数 教 員 で 行 い ， Google 
WorkSpace 上で指導内容を共有できるようにした。 

一定の校内研修の実施は，評価できる。探究的な学習の指導

力向上に向けた研修を充実し，課題研究に係る科目やその

他の科目の指導に生かすことが望まれる。  

年度当初に ACT に関する校内研修を行い，探究活動の重

要性を周知した。また，探究活動の指導に不安を持つ多く

の教員に対して，ACT-SI で開発した指導法を周知した。 
（（４４））外外部部連連携携・・国国際際性性・・部部活活動動等等のの取取組組にに関関すするる評評価価  
県内の各種施設や研究機関，企業などと連携した多種多様

な取組は，評価できる。 ただし，より探究につながる連携

につなげていくことが望まれる。  

生徒には，自分達の研究目標や，課題を明確に伝えられる

ように指導する。生徒も相手も「何がしたいのかわからな

い」状態を作らないようにする。  
外部との連携は，何らかの視点等に基づき整理・分類・可視

化することが望まれる。  
目的を明確にした。例えば，ACT-SI の研究者交流は「研

究内容に関する専門的見地からの助言」，「研究内容自体

の論理性の評価」を目的に定めた。  
オープンラボの活用が活発であり，それによる課題研究の

深化は，評価できる。課題研究の指導法や科学部との関係等

を精査し有効な活用になる工夫を期待したい。  

科学部内では，定期成果報告会や外部大会への参加を特

に積極的に行い，質疑応答の能力が向上した。今後は，

MSEC フォーラムや中間発表会を利用して質疑応答回数

などを精査したい。  
ACT-SI の第 2 学年の秋以降の外部大会への参加の義務化

については，その課題もよく抽出・分析し，生徒に応じた指

導・支援を充実していくことが望まれる。 

大会参加は生徒の自主性による。大会にエントリーする

班が増え，今年度の 2 年生の大会参加率は 82％（9/11 チ

ーム）であった。  
（（５５））成成果果のの普普及及等等にに関関すするる評評価価  
研究開発の成果について，その共有を ACT-LI 以外でも継

続的に行ったり，研修に生かしたりすることが望まれる。 
MSEC 協議会や探究活動講座，中間発表会での ACT-SI
担当者による全体コメントなど科学探究の開発成果を多

くの生徒・指導者に普及した。  
ホームページが活動記録中心だが，各事業の成果と課題を

まとめた内容を記載し教材やカリキュラム等の研究開発の

成果の発信を進めていくことが望まれる。 

ACT-SI の成果の指導者向け情報ページを作成し，Google 
Form で意見を収集できるようにした。  

（（６６））管管理理機機関関のの取取組組とと管管理理体体制制にに関関すするる評評価価    
県の理数系教育の充実に向けて本校の位置付けのより具体

的な明確化が望まれる。 
SSH 重点枠「MSEC」の科学系のリーダー校として，他

校の科学系研究をサポートする体制を構築した。  
Ⅳ期指定校としての成果と課題を県レベルで明確にすると

ともに，より具体的な支援を期待したい。 
SSH 重点枠の「MSEC 研修会」等で本校の成果を県内高

校に普及した。  
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SSH 中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況について 

文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭）   
昨年度の中間評価の講評で，文末が「～望まれる」および「～期待したい」である項目への対応状況を記す。 

項項目目  対対応応状状況況  
（（１１））研研究究開開発発計計画画のの進進捗捗とと管管理理体体制制，，成成果果のの分分析析にに関関すするる評評価価  
学校の管理体制として，種々の担当者，委員会を設置して対

応していることはうかがえるが，横断的な関係が明確にな

っていることが望まれる。 

「ACT」と種々の「プレ探究活動」における事業の横断的

な関係を再度整理して担当者に周知し，各事業の ACT へ

の関係を明確にして事業を運営した。  
教師が申請して採択された外部助成金が充実してきている

ことは，評価できる。それらと授業改善や指導力向上等との

関係を明確にすることが望まれる。 

科学探究の指導者を増やし，その指導過程で教員のみな

らず生徒も助成金申請を行っていることを周知した。  

4 つの開発 Stage の上位の Stage への移行について，対

象となる集団だけでなく， 評価規準や評価方法を明確化す

ることが望まれる。 

新課程における科学探究 ACT-SI においては，研究計画

書などを基にした評価規準を設定した。  

（（２２））教教育育内内容容等等にに関関すするる評評価価  
全校的なカリキュラム・マネジメントの視点を更に取り入

れることが望まれる。  
今後，職員研修等を通して探究型学習が全ての教科に関

連していることを周知する。  
普通科の課題研究のテーマ設定の現状を分析し，より生徒

の興味・関心に基づいた自然科学を含めた研究テーマに発

展できる工夫を期待したい。  

普通科のグループ分けおよびテーマ設定の時期を 2 年次

に遅らせた（本校では，2 年次より文系・理系に分かれた

クラス編成となるため）。  
課題研究の評価法の開発が具体的になるような工夫を期待

したい。  
未着手である。今後，評価方法をきちんとルーブリックに

まとめたい。まずは，評価材料の整理から始める。  
理科以外にも，英語や保健体育，情報との連携が探究活動の

推進に生かされ，評価できるが，その他の教科との連携につ

いても積極的に検討することが望まれる。  

職員研修を通して，探究型学習の推進に努めた。探究活動

時の声かけなどの指導方法が他教科の授業にも活かされ

つつある。今後は，国語・家庭科・芸術との連携を図る。  
（（３３））指指導導体体制制等等にに関関すするる評評価価  
教師同士の連携がより見える形で成果を示す方策を検討す

ることが望まれる。  
ACT-SI2 で は ， 指 導 を 複 数 教 員 で 行 い ， Google 
WorkSpace 上で指導内容を共有できるようにした。 

一定の校内研修の実施は，評価できる。探究的な学習の指導

力向上に向けた研修を充実し，課題研究に係る科目やその

他の科目の指導に生かすことが望まれる。  

年度当初に ACT に関する校内研修を行い，探究活動の重

要性を周知した。また，探究活動の指導に不安を持つ多く

の教員に対して，ACT-SI で開発した指導法を周知した。 
（（４４））外外部部連連携携・・国国際際性性・・部部活活動動等等のの取取組組にに関関すするる評評価価  
県内の各種施設や研究機関，企業などと連携した多種多様

な取組は，評価できる。 ただし，より探究につながる連携

につなげていくことが望まれる。  

生徒には，自分達の研究目標や，課題を明確に伝えられる

ように指導する。生徒も相手も「何がしたいのかわからな

い」状態を作らないようにする。  
外部との連携は，何らかの視点等に基づき整理・分類・可視

化することが望まれる。  
目的を明確にした。例えば，ACT-SI の研究者交流は「研

究内容に関する専門的見地からの助言」，「研究内容自体

の論理性の評価」を目的に定めた。  
オープンラボの活用が活発であり，それによる課題研究の

深化は，評価できる。課題研究の指導法や科学部との関係等

を精査し有効な活用になる工夫を期待したい。  

科学部内では，定期成果報告会や外部大会への参加を特

に積極的に行い，質疑応答の能力が向上した。今後は，

MSEC フォーラムや中間発表会を利用して質疑応答回数

などを精査したい。  
ACT-SI の第 2 学年の秋以降の外部大会への参加の義務化

については，その課題もよく抽出・分析し，生徒に応じた指

導・支援を充実していくことが望まれる。 

大会参加は生徒の自主性による。大会にエントリーする

班が増え，今年度の 2 年生の大会参加率は 82％（9/11 チ

ーム）であった。  
（（５５））成成果果のの普普及及等等にに関関すするる評評価価  
研究開発の成果について，その共有を ACT-LI 以外でも継

続的に行ったり，研修に生かしたりすることが望まれる。 
MSEC 協議会や探究活動講座，中間発表会での ACT-SI
担当者による全体コメントなど科学探究の開発成果を多

くの生徒・指導者に普及した。  
ホームページが活動記録中心だが，各事業の成果と課題を

まとめた内容を記載し教材やカリキュラム等の研究開発の

成果の発信を進めていくことが望まれる。 

ACT-SI の成果の指導者向け情報ページを作成し，Google 
Form で意見を収集できるようにした。  

（（６６））管管理理機機関関のの取取組組とと管管理理体体制制にに関関すするる評評価価    
県の理数系教育の充実に向けて本校の位置付けのより具体

的な明確化が望まれる。 
SSH 重点枠「MSEC」の科学系のリーダー校として，他

校の科学系研究をサポートする体制を構築した。  
Ⅳ期指定校としての成果と課題を県レベルで明確にすると

ともに，より具体的な支援を期待したい。 
SSH 重点枠の「MSEC 研修会」等で本校の成果を県内高

校に普及した。  
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❸－⑥ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制   p. 1 ／ 1 

宮崎北高等学校におけるＳＳＨ事業の組織的推進体制 
文 責 村山 育志（宮崎北高等学校 副校長）

１１．． 宮宮崎崎北北高高校校のの SSSSHH 事事業業推推進進組組織織  

  
  

２２．． 各各委委員員会会のの主主なな業業務務  

（（１１））運運営営委委員員会会  

 管理職と各校務分掌主任で組織し，各分掌から

提案される教育活動について関係分掌との連携の

確認や日程の調整等を協議する。  

（（２２））学学校校教教育育デデザザイインン委委員員会会          

 時代の変化に応じた学校教育のあり方について

議論し，中長期的な見通しを持って本校の特色あ

る教育をデザインする。 

（（３３））教教育育開開発発部部  

  教材や指導法の研究・開発を担う校務分掌であ

り，SSH 事業の企画立案・運営を実質的に主導

する。ACT や DS などの学校設定科目および課

外活動の開発，重点枠 MSEC の運営等を積極的

に推進する。新規事業案は学校教育デザイン委員

会で実現可能性を検討し，運営委員会で他分掌と

の連携を調整した上で実施となる。また，探究活

動に対する教師の指導力向上を目指し，ACT 学

年連絡会や職員研修を充実させ，職員個々の指導

力の向上と指導格差の縮小を図る。 

（（４４））運運営営指指導導委委員員会会  

 SSH 事業の運営に関して専門的見地から指導

助言および評価を行い事業の効果的推進を図る。

R3 年より，本校の探究活動に指導助言をいただ

ける方を増員するために新たに 9 名の探究型学習

支援委員（学校長任命）が加わった。 

（（５５））そそのの他他のの定定例例会会議議 
【【SSSSHH 推推進進委委員員会会】】＜＜月月 11 回回程程度度開開催催＞＞  
教育開発部が担う SSH 事業に関し，管理職主

導のもと校内 SSH 事業計画などに照らしながら

業務や成果物について内部監査を行う。 
【【AACCTT 委委員員会会】】＜＜週週 11 回回，，RR22 年年開開設設＞＞  

教育開発部 ACT 担当統括のもと，進路指導部

主任，各学年の ACT 担当を構成員として委員会

を組織する。SSH 特例科目「地域探究（ACT-
LI）」の運営に当たる。 
【【国国際際交交流流推推進進委委員員会会】】＜＜週週 11 回回，，RR33 年年開開設設＞＞  

教育開発部国際交流担当を中心に，教務部・進

路指導部・生徒指導部と共に，国際交流事業を推

進し，運営する。 

３３..本本校校のの開開発発過過程程ののスステテーージジ  

（（１１））11sstt  SSttaaggee《《小小規規模模集集団団ででのの試試行行》》  

  教科・教材の開発を段階的に行う。初めは，小規

模な生徒集団を対象に試験的に運用する。例えば，

土曜実施の課外活動で希望者を募り検証する。 

（（２２））22nndd  SSttaaggee《《ククララスス規規模模のの集集団団ででのの実実施施》》  

 次にサイエンス科を対象とした学科活動である。

学年 1 クラスの機動性を活かし，課題の発見・改

善，教育効果の検証を円滑に行う。 

（（３３））33rrdd  SSttaaggee《《全全校校規規模模のの集集団団ででのの実実施施》》  

 さらに一般化や汎用性を持たせ，本校の普通科

にも普及させる。この開発手法により，SSH 事業

第 3 期経過措置期間に「国際交流」を本校の特色

として確立させ，自主的な短期留学生徒数を急増

させた実績がある。 

（（４４））44tthh  SSttaaggee《《学学校校をを超超ええたた集集団団へへのの普普及及》》  

県内への普及は MSEC を活用する。MSEC 協

議会（研修会）では，他校の担当者と頻繁に情報交

換し，普及活動に活用する。  

＜＜SSSSHH 事事業業ににおおけけるる取取組組とと他他のの校校務務分分掌掌のの関関係係＞＞  
第４期 SSH 事業での取組 連携する校務分掌 

ACT の開発 各学年・教務部・進路指導部 
学校設定科目の開発 教務部・進路指導部 
MSEC フォーラム 教務部・生徒指導部・進路指導部 
フィールドワーク 教務部・生徒指導部・進路指導部 
マニュファクチャリング 教務部・生徒指導部・進路指導部 
国際交流と交換留学 教務部・生徒指導部・進路指導部 
理系女子支援講座 進路指導部・事務部 
学習用資料の保管・管理 教務部・図書部・事務部 
卒業生の追跡調査 進路指導部・渉外厚生部 
カリキュラムマネジメント 教務部・生徒指導部・進路指導部 
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❸－⑦ 成果の発信・普及 ❸－⑧研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性  p.1／ 1 

⑦⑦  成成果果のの発発信信・・普普及及  

＜＜令令和和 44 年年度度のの研研究究成成果果発発信信・・普普及及記記録録＞＞ 
日時  内容  詳 細  

2022.
4.5 

新聞 

掲載 

宮崎日日新聞に，科学部飫肥杉班

が日本細菌学会で発表する様子

が掲載。 
2022.
6.19 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「わくわくサイ

エンス教室」の様子が掲載。 

2022.
6.22 

TV
番組 

MCN 宮崎ケーブルテレビ「マッ

クン情報局」の「ジモ通」で「わ

くわくサイエンス教室」の様子が

放映。 

2022.
08.02 

授業 
公開 

本校オープンスクールにて，FW
海洋実習事後学習を中学生と保

護者に公開。 
2022.
8.7 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「FW 海洋実習事

後学習」の様子が掲載。 

2022.
8.8 

TV
番組 

UMK テレビ宮崎「スーパーニュ

ース」で「理系女子支援講座」が

放映。 

2022.
10.18 

普及 

活動 

宮崎科学技術館 35 周年記念事業

「ソラマルシェ」にて，科学部生

徒が天体観望会を主催。 
2022.
10.22 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，地域探究の

「SDGs カードゲーム」が掲載。 

2022.
11.04 

成果 

発表 

宮崎大宮高校 WWL 事業公開で，

他校事例として，ACT-SI の指導

法を動画で紹介。 

2022.
11.9 

新聞 

掲載 

読売新聞に，日本学生科学賞県代

表紹介として，科学部恒星食班が

掲載。 

2022.
11.16 

TV 
番組 

NHK 宮崎のローカルニュースで

「研究者との研究発表交流」の様

子が放映。 

2022.
12.3 

TV 
番組 

MRT 宮崎放送の「みらいみやざ

きまなび隊」で「研究者との研究

発表交流」の様子とサイエンス科

2 年生のインタビューが放映。 
2022.
12.20 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「探究発動合同

発表会」の様子が掲載。 

2023.
1.1 

広報 

紙掲 

載 

宮崎市広報紙「Miyazaki」に，

SDGs の取り組みとして，科学部

飫肥杉班が掲載。 

2023.
1.20 

TV 
番組 

MRT 宮崎放送の「Check!」で科

学部飫肥杉班のインタビューが

放映。 
2023.
2.3 

新聞 

記事 
朝日新聞にて，科学部飫肥杉班の

取り組みが掲載。 
2022.
2 月 

論文 

集 
サイエンス科の全グループの日

本語と英語の論文集を作成。 
2023.
3.19 

成果 

発表 
日本統計学会主催の「理数系教員デ

ータサイエンス研修会」にて，河野

健太教諭が，学校設定科目「データ

サイエンス」の取り組みを発表。 

⑧⑧  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの

方方向向性性  
次年度（第Ⅳ期 5 年目最終年度）の SSH 事業

を進めていくにあたって，以下の点が現状の課

題であると認識している。 
（（１１））本本校校 SSSSHH 事事業業ここれれままででのの成成果果のの整整理理 

平成 15 年度より SSH 指定を受け，経過措置

を含めてサイエンス科を中心に延べ 20 年間に

及ぶ本校 SSH 事業の取組と成果を整理する。重

点枠事業の MSEC などを介して県内へ普及さ

せ，SSH 校としての責務を果たす。 

（（２２））校校内内のの SSSSHH 事事業業推推進進体体制制のの強強化化  
第Ⅳ期より SSH 対象生徒を全校生徒に拡大

したが，ほぼ全職員が指導者となる普通科の地

域探究（ACT-LI）は，その指導体制を確立する

のに苦慮している。全職員で組織的に運営する

ためにも教育開発部による職員研修などを充

実させ，全職員で共有しながら全校体制を目指

す。特に，教育開発部の設置目的は，部内で開

発した取組を部外の先生にも普及させること

である。次年度設置予定の情報部（仮）とは，

「ICT の効果的な活用」や「業務の DX 化」な

どについて，積極的に連携を図りたい。 
また，全校体制Ⅳ期終了後の SSH 事業（第

Ⅴ期 or 認定枠など）については，校長を中心に

全職員でその方向性について議論する。 

（（３３））開開発発教教材材のの公公開開  
第Ⅳ期では，ST・ES・PT・DS・FW など多

くの事業で教材を開発した。ただ，PR 不足で普

及に至っていないので，HP 等で公開する。また，

他からの視点を得ることで教材が精選される。 

（（４４））評評価価方方法法のの研研究究開開発発  

前年度の中間評価や運営指導委員会でも指

摘を受けたように，評価方法についての研究開

発が急務である。各取組の次年度計画の際に評

価についても協議し，ルーブリックなどの作成

にとりかかる。 

（（５５））現現在在のの取取組組のの自自走走化化  

SSHⅣ期終了後の自走化の準備を進める。実

際に，大会派遣費や研修費など独自の計算式で

受益者負担率を上げた。また，FW の屋久島研

修は，SSH 事業費からの補助額を減らし，受益

者負担率を毎年 20 %ずつ上げている。その他の

事業についても，同様の可能性を検討する。ま

た，SSH 以外の助成金を財源にしたノウハウの

蓄積と申請できる教員の育成を目指す。 
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❸－⑦ 成果の発信・普及 ❸－⑧研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性  p.1／ 1 

⑦⑦  成成果果のの発発信信・・普普及及  

＜＜令令和和 44 年年度度のの研研究究成成果果発発信信・・普普及及記記録録＞＞ 
日時  内容  詳 細  

2022.
4.5 

新聞 

掲載 

宮崎日日新聞に，科学部飫肥杉班

が日本細菌学会で発表する様子

が掲載。 
2022.
6.19 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「わくわくサイ

エンス教室」の様子が掲載。 

2022.
6.22 

TV
番組 

MCN 宮崎ケーブルテレビ「マッ

クン情報局」の「ジモ通」で「わ

くわくサイエンス教室」の様子が

放映。 

2022.
08.02 

授業 
公開 

本校オープンスクールにて，FW
海洋実習事後学習を中学生と保

護者に公開。 
2022.
8.7 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「FW 海洋実習事

後学習」の様子が掲載。 

2022.
8.8 

TV
番組 

UMK テレビ宮崎「スーパーニュ

ース」で「理系女子支援講座」が

放映。 

2022.
10.18 

普及 

活動 

宮崎科学技術館 35 周年記念事業

「ソラマルシェ」にて，科学部生

徒が天体観望会を主催。 
2022.
10.22 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，地域探究の

「SDGs カードゲーム」が掲載。 

2022.
11.04 

成果 

発表 

宮崎大宮高校 WWL 事業公開で，

他校事例として，ACT-SI の指導

法を動画で紹介。 

2022.
11.9 

新聞 

掲載 

読売新聞に，日本学生科学賞県代

表紹介として，科学部恒星食班が

掲載。 

2022.
11.16 

TV 
番組 

NHK 宮崎のローカルニュースで

「研究者との研究発表交流」の様

子が放映。 

2022.
12.3 

TV 
番組 

MRT 宮崎放送の「みらいみやざ

きまなび隊」で「研究者との研究

発表交流」の様子とサイエンス科

2 年生のインタビューが放映。 
2022.
12.20 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「探究発動合同

発表会」の様子が掲載。 

2023.
1.1 

広報 

紙掲 

載 

宮崎市広報紙「Miyazaki」に，

SDGs の取り組みとして，科学部

飫肥杉班が掲載。 

2023.
1.20 

TV 
番組 

MRT 宮崎放送の「Check!」で科

学部飫肥杉班のインタビューが

放映。 
2023.
2.3 

新聞 

記事 
朝日新聞にて，科学部飫肥杉班の

取り組みが掲載。 
2022.
2 月 

論文 

集 
サイエンス科の全グループの日

本語と英語の論文集を作成。 
2023.
3.19 

成果 

発表 
日本統計学会主催の「理数系教員デ

ータサイエンス研修会」にて，河野

健太教諭が，学校設定科目「データ

サイエンス」の取り組みを発表。 

⑧⑧  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの

方方向向性性  
次年度（第Ⅳ期 5 年目最終年度）の SSH 事業

を進めていくにあたって，以下の点が現状の課

題であると認識している。 
（（１１））本本校校 SSSSHH 事事業業ここれれままででのの成成果果のの整整理理 

平成 15 年度より SSH 指定を受け，経過措置

を含めてサイエンス科を中心に延べ 20 年間に

及ぶ本校 SSH 事業の取組と成果を整理する。重

点枠事業の MSEC などを介して県内へ普及さ

せ，SSH 校としての責務を果たす。 

（（２２））校校内内のの SSSSHH 事事業業推推進進体体制制のの強強化化  
第Ⅳ期より SSH 対象生徒を全校生徒に拡大

したが，ほぼ全職員が指導者となる普通科の地

域探究（ACT-LI）は，その指導体制を確立する

のに苦慮している。全職員で組織的に運営する

ためにも教育開発部による職員研修などを充

実させ，全職員で共有しながら全校体制を目指

す。特に，教育開発部の設置目的は，部内で開

発した取組を部外の先生にも普及させること

である。次年度設置予定の情報部（仮）とは，

「ICT の効果的な活用」や「業務の DX 化」な

どについて，積極的に連携を図りたい。 
また，全校体制Ⅳ期終了後の SSH 事業（第

Ⅴ期 or 認定枠など）については，校長を中心に

全職員でその方向性について議論する。 

（（３３））開開発発教教材材のの公公開開  
第Ⅳ期では，ST・ES・PT・DS・FW など多

くの事業で教材を開発した。ただ，PR 不足で普

及に至っていないので，HP 等で公開する。また，

他からの視点を得ることで教材が精選される。 

（（４４））評評価価方方法法のの研研究究開開発発  

前年度の中間評価や運営指導委員会でも指

摘を受けたように，評価方法についての研究開

発が急務である。各取組の次年度計画の際に評

価についても協議し，ルーブリックなどの作成

にとりかかる。 

（（５５））現現在在のの取取組組のの自自走走化化  

SSHⅣ期終了後の自走化の準備を進める。実

際に，大会派遣費や研修費など独自の計算式で

受益者負担率を上げた。また，FW の屋久島研

修は，SSH 事業費からの補助額を減らし，受益

者負担率を毎年 20 %ずつ上げている。その他の

事業についても，同様の可能性を検討する。ま

た，SSH 以外の助成金を財源にしたノウハウの

蓄積と申請できる教員の育成を目指す。 
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❹－① 令和４年度 運営指導委員会の議事録（基礎枠） 

．．                                        ❹❹  関関係係資資料料                                              

①①  令令和和 44 年年度度  運運営営指指導導委委員員会会のの記記録録  

運営指導委員による各事業についての課題に対する指導・助言（分科会より） 
DS 
MF 
FW 

●DS の中の統計学について，やっていることのレベルが向上したのはよく分かった。統計学を生徒に教えるときに，例えば，有意水準いくつに設定

するか，研究の目的に照らして何の意味を持つのか。そこまで考えさせているか。それを是非考えさせてほしい。そうでないと，統計学をツールと

して使いまくるだけで，出た結果を解釈できないことになる。 
●DS の教材を動画で作られて，生徒がそれを学んで評価をしていくという形は，これから先どんどん必要になっていくかと思う。子どもたちが自主

的に学習しながら，それのチェックを先生方がやっていく。そういう学習の在り方というのが DS だけではなく，色々な教科の中で取り入れられな

がら，進んだ子はどんどん前に進んでいくということが進んでいけば面白いと思う。 
 

ST 
ES 
PT 

●1，2，3 年と，この授業は英語でやられているのか。基本的には英語だけでやられているということだと思う。趣旨は分かるが，いわゆる CLIL 教

育といって，「英語を学ぶ」のではなくて「英語で学ぶ」ということに重点を置かないと，おそらく「英語を学ぶ」という感覚が出てくると好き嫌

いが出てくる。「英語で内容を学ぶ」のであって，内容を重視することに観点を置けば，学生も面白さが分かってくる。1，2 年生の時はやはり「英

語を学ぶ」と学生は考えてしまう。だから「英語で学ぶ」という時の先生方の姿勢というのは，最初はできるだけ英語はゆっくりゆっくりで，内容

を重視していただくと良い。3 年生になるとある程度「英語を学び」ながら「英語で学ぶ」という姿勢ができてくる。そこは勘違いしない方が良い。

1 年生の時から同じような形での「英語で学ぶ」という姿勢はなかなかできない。だからそこを非常に気をつけないといけないと感じた。 
●英語のポスターも学会の一般発表や高校生発表に使えば良いと思う。避ける高校生もいるが大学の研究者には聞いて頂けると思う。英語ポスターを

発表する機会が少ないと考えずに，積極的に色々な機会に使えば良いと思う。使ってしまえばそれが文化になる。 
 

IE ●どうしても東南アジア系に目を向けてしまうが，東南アジアの方は日本に好意的なのは，日本の方が教育的に進んでいると思っているところがある。

ところが，カセサートは非常にレベルが高くて，タイの中でもカセサートの評価はかなり高い。それに比べると他は低くなり，地方に行くとかなり

下がる。だから，日本を目指す人たちは快く交換留学を引き受けてくれるが，日本を目指さないヨーロッパとかアメリカなどの先進国はむしろ，日

本が申し込んでも，「日本か」となってしまうところもある。高校生に必要だと思うのはネイティブであり，先進国と何らかのコネクションを作っ

た方が良いと思う。 
●「Google 翻訳」という話が出てきたが，「DeepL」とは契約していないのか。「DeepL」と契約した方が良いような気がする。「DeepL」を高校で契

約してもらえると，相当な問題が解決するのではないか。 
 

RJ ●理系女子がなぜ少ないのか，根本的には赤ちゃんの時からおもちゃが日本は男性と女性を分けてしまっている。女の子に何で人形を与えないといけ

ないのか。人形を与えてどこに理系が出てくるのか。日本は赤ちゃんや子どもの時から育て方が理系になっていない。おもちゃから変えてほしいく

らい。男の子のロボットとかだったら，組み立てたりと何したりと思考が働く。理系女子の支援とは何だろうか。この子たちは既に理系の思考を持

っている。日本が育てなければいけないのは，理系の女子をどうやって世界並に増やすかが問題である。そこを考えてほしい。 
 

ACT-SI ACT-LI 
●他校の SSH も見てきたが，北高の指導方法はベストだと思う。SSH の指導

方法を開発され，自らがそこに行き着いているところが，すごく高い評価

を得られると思う。今までも四苦八苦しながらどういう指導をしたら，生

徒が自分で考える，課題を見つける，実験方法を見つけるようになるかを

先生方自身が模索していた時代が長かったと思う。河野先生の自信を持っ

た指導というのは，他校ではなかなかできない。昨年度まではそこまでい

っていなかったと思う。今回話を聞いて，その成長をすごく感じた。 
●ACT の評価についてもう少し詳しく教えてほしい。サイエンス科だけでも

40 人おり，個人個人を評価していくというのはかなり大変じゃないかと思

う。 
●論理的思考など，ものを考えるときに，絵を描けるかというのを生徒に課し

てはどうか。あなたのものの考え方は絵で描いたらどうなるのか。優秀な

科学者は絵が描ける。そういうことを一つの指標にする。絵を描こうとす

ると絵のつながりが論理破綻するとつながらなくなる。言葉で説明するよ

りも，絵で描かせるというのも一つの指標にしてみてはどうか。 
●先日 2 年生に探究の活動の成果を農業試験場にきて発表交流してもらった。

テーマの設定から自分たちでされて今の高校生はすごいと感じた。テーマ

設定に当たっては，先生方から色々とアドバイスも受けながら，生徒が設

定していると思うが，もし可能であればテーマ設定の段階で専門的なこと

で分からないことがあれば，お手伝いできることもあると感じたので，協

力させて頂ければと思う。 
●生徒のポスターを色々と見せてもらったが，物理と化学と生物に完全に席巻

されている。地質学が 0 である。かろうじて地学では天文や気象が少しあ

る。地学の教員もほとんど絶滅状態である。宮崎県内で地学の授業を開講

している所はほとんど無い。子どもたちはアースサイエンスは嫌いではな

い。子どもたちが噴火や化石等の課題を出してきた時に先生方は困ったら

博物館の我々に相談してほしい。 
●ルーブリックの規準の作り方について，今規準はあるということだが，基準

の作り方もあるので，そういうことについて協力はできると思う。 

●サイエンス科に比べて生徒数は多いし，3 年間のシステムをどう作るか。探

究なので，地域探究は社会にどう貢献するかという研究が多いと思う。もち

ろんその視点も大事だと思う。ただ，サイエンス科があるという強みを生か

すときに，科学は社会科学と自然科学と両方あるわけで，社会科学という視

点で考えたとき，もう少し社会に対して真理を探究していくようなシステ

ムを考えて行くべきではないか。それは子どもたちが，どうあるべきかとい

う社会に貢献するだけでなくて，今あるものについてなぜそうなっている

かということに問を設定して，仮説を立て，調査の視点を明確にし，リサー

チをしながら，文献だったりフィールドワークだったりしながら真理を探

究していくというシステムは社会科学のとても大切な視点だと思うので，

それを 3 年間かけていくというのも大事なことだと思う。社会に貢献する

ということだけでなく，今ある社会事象をどう探究してかも大事。そう考え

たときに大事なのが 2 つあり，1 つはテーマの設定で問というのはそう簡単

にできるものではない。少なくとも 1 回フィールドに出て調べたりするこ

とで初めて本当に何が知りたいか出てくると思う。1 サイクルで問が設定さ

れることは無いと思うので，今のシステムでは，あのスパンで本当に調べた

いものは厳しいかと思う。もう 1 つは仮説を検証するときの分析の視点が

曖昧だと，深く追究できていないという気がする。だいぶ質は上がっている

と思うが，もう少しシャープに調べていく必要があるのではないか。それは

サイエンス科の方が自然科学なのでシャープにやりやすいというのはある

と思うが、そのノウハウを生かして，社会的なことについて分析をシャープ

にしていって真理を探究していくのも大事な視点だと感じた。 
●サイエンス科から普通科への落とし方で，例えば SDGs は枠組みがはっきり

していて，課題としては取り組みやすい。まっさらな所から始めるよりはや

りやすい手法だとは思う。入り口論としては良いだろう。まっさらな所から

自分の興味に基づいてなんとかしてごらんという高度なことは 2，3 年生に

なってからで良いかと思う。 
 

 

 第 1 回運営指導委員会 第 2 回運営指導委員会 
日付 6 月 30 日（オンラインと対面） 11 月 24 日〈オンラインと対面〉 

実施 
内容 

午前の部：基礎枠 午後の部：重点枠 午前の部：基礎枠 午後の部：重点枠 
１．開会行事 
２．基礎枠の説明 
 （全体概要，ACT-SI，ACT-LI，
普及活動等） 
３．分科会Ⅰ 
 （ACT-SI，ACT-LI） 
４．分科会Ⅱ 
 （DS・MF，ACT-LI，FW，ST・
ES・PT・IE） 
５．閉会行事 

１．開会行事 
２．重点枠の説明 
 （MSEC 全体概要，MSEC フォー

ラム，MSEC 理数系生徒探究活動講

座） 
３．全体協議 
 「宮崎県の探究型学習が発展するた

めに」 
４．閉会行事 

１．開会行事 
２．基礎枠の説明・報告 
 （全体概要，ACT-SI，ACT-LI） 
３．各事業の報告（成果と課題） 
 （DS・MF・FW，ST・ES・PT，
IE，GP・RJ） 
４．分科会 
 （ACT，IE） 
５．閉会行事 

１．開会行事 
２．重点枠の説明・報告・意見交換 
 ①MSEC の構築・MSEC フォー

ラム 
 ②MSEC 理数系生徒探究活動講

座 
 ③今後の MSEC について 
３．閉会行事 
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❹－②   教育課程表 p. 1 ／ 2 
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❹－②   教育課程表 p. 2 ／ 2 
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❹－③ .ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ. サイエンス科 科学探究 生徒研究作品一覧・各種大会受賞実績  p.1／2 
 

令令和和４４年年度度  ササイイエエンンスス科科  研研究究テテーーママとと外外部部大大会会（（学学校校外外でで開開催催さされれたた大大会会））のの実実績績  

※地方大会・全国大会・上位大会は白文字で表記した。 

３
年
生
の
研
究
作
品 

物
理 
工
学 

１ 圧電素子による床発電 
R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会  佳作 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

2 科学部風洞実験装置の作成 

R02 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 物理部門          優秀賞 

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

３ 香りの数値化 

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校普通科系専門学科課題研究発表大会 カテゴリー１         最優秀賞 

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 優秀賞 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大          審査員賞 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 金賞 

R04 中四九大会 第２３回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 優良賞 

R04 全 国 大 会 全国ＳＳＨ生徒研究発表会                                       

物
質 
材
料 

４ 
科学部リグニンの抽出と太陽

光照射による変化 

R03 九 州 大 会 第１０回サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ           口頭発表賞 

R03 全 国 大 会 第１3 回集まれ！理系女子科学研究発表交流会   奨励賞 

R03 全 国 大 会 バイオ甲子園 2021 論文の部 入賞 

R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門          優良賞 

R03 学 会 参 加 ジュニア農芸化学会 2022 「高校生による研究発表会」参加  

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 グローバル高校生フォーラム in HINATA 金賞 

R04 全 国 大 会 第 13 回 坊っちゃん科学賞 研究論文コンテスト（高校部門） 佳作 

R04 全 国 大 会 第 20 回 高校生・高専生科学技術チャレンジ(JSEC 2022) 佳作 

５ 
科学部飫肥杉の含水率測定 

および溶媒抽出～飫肥杉の歯

磨き粉を目指して～ 

R02 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 化学部門          優秀賞 

R02 九 州 大 会 九州地区高等学校化学クラブ研究発表会               優秀賞 

R02 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 化学部門  優秀賞 

R03 九 州 大 会 第１０回サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ           口頭発表賞 

R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門          優良賞 

R03 学 会 参 加 第 95 回日本細菌学会 総会・中高校生研究発表セッション  

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

R04 全 国 大 会 第 13 回 坊っちゃん科学賞 研究論文コンテスト（高校部門） 優良入賞 

R04 全 国 大 会 第 21 回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 努力賞 

R04 全 国 大 会 第 20 回 高校生・高専生科学技術チャレンジ(JSEC 2022) 入選 

６ 植物からゴムを作る 
R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 金賞 

７ 人に無害な天然由来の接着材 
R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 (出場) 佳作 

R04 宮崎県大会 グローバル高校生フォーラム in HINATA 奨励賞 

刺
激 
応
答 

８ 
科学部 MATLAB を使ったナメ

クジの速さの測定 

R03 全 国 大 会 ＭＡＴＬＡＢ ＥＸＰＯ (出場)  

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 生物部門  優秀賞 

R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 生物部門          優良賞 

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校普通科系専門学科課題研究発表大会 カテゴリー２         最優秀賞 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

R04 全 国 大 会 第４６回全国高等学校総合文化祭自然科学部門ポスター部門(出場)   

９ 
科学部ニホントカゲの尾はな

ぜ青いのか 
R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

10 科学部ヌメリツバタケの栽培 

R03 全 国 大 会 第１3 回集まれ！理系女子科学研究発表交流会   奨励賞 

R03 学 会 参 加 ジュニア農芸化学会 2022 「高校生による研究発表会」(出場)  

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 奨励賞 

R03 学 会 参 加 日本金属学会 第６回高校生・高専学生ポスター発表（出場） 優秀ポスター賞 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 金賞 

11 ナツヅタの粘着成分 
R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 奨励賞 

環
境 

12 砂浜のマイクロプラスチック 

R02 全 国 大 会 中谷医学工学科学教育助成金研究発表会（オンライン開催 参加）        

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 奨励賞 

13 
科学部宮崎でも日食は観測出

来たか 

R02 全 国 大 会 第１２回集まれ！理系女子科学研究発表交流会            奨励賞 

R02 宮崎県大会 第４２回宮崎県高等学校総合文化祭自然科学部門 地学部門      優秀賞 

R03 九 州 大 会 第１０回サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ           口頭発表賞 

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 地学部門  優秀賞 
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❹－③ .ＡＡＣＣＴＴ－－ＳＳＩＩ. サイエンス科 科学探究 生徒研究作品一覧・各種大会受賞実績  p.1／2 
 

令令和和４４年年度度  ササイイエエンンスス科科  研研究究テテーーママとと外外部部大大会会（（学学校校外外でで開開催催さされれたた大大会会））のの実実績績  

※地方大会・全国大会・上位大会は白文字で表記した。 

３
年
生
の
研
究
作
品 

物
理 
工
学 

１ 圧電素子による床発電 
R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会  佳作 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

2 科学部風洞実験装置の作成 

R02 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 物理部門          優秀賞 

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

３ 香りの数値化 

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校普通科系専門学科課題研究発表大会 カテゴリー１         最優秀賞 

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 優秀賞 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大          審査員賞 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 金賞 

R04 中四九大会 第２３回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会 優良賞 

R04 全 国 大 会 全国ＳＳＨ生徒研究発表会                                       

物
質 
材
料 

４ 
科学部リグニンの抽出と太陽

光照射による変化 

R03 九 州 大 会 第１０回サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ           口頭発表賞 

R03 全 国 大 会 第１3 回集まれ！理系女子科学研究発表交流会   奨励賞 

R03 全 国 大 会 バイオ甲子園 2021 論文の部 入賞 

R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門          優良賞 

R03 学 会 参 加 ジュニア農芸化学会 2022 「高校生による研究発表会」参加  

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 グローバル高校生フォーラム in HINATA 金賞 

R04 全 国 大 会 第 13 回 坊っちゃん科学賞 研究論文コンテスト（高校部門） 佳作 

R04 全 国 大 会 第 20 回 高校生・高専生科学技術チャレンジ(JSEC 2022) 佳作 

５ 
科学部飫肥杉の含水率測定 

および溶媒抽出～飫肥杉の歯

磨き粉を目指して～ 

R02 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 化学部門          優秀賞 

R02 九 州 大 会 九州地区高等学校化学クラブ研究発表会               優秀賞 

R02 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 化学部門  優秀賞 

R03 九 州 大 会 第１０回サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ           口頭発表賞 

R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門          優良賞 

R03 学 会 参 加 第 95 回日本細菌学会 総会・中高校生研究発表セッション  

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

R04 全 国 大 会 第 13 回 坊っちゃん科学賞 研究論文コンテスト（高校部門） 優良入賞 

R04 全 国 大 会 第 21 回神奈川大学全国高校生理科・科学論文大賞 努力賞 

R04 全 国 大 会 第 20 回 高校生・高専生科学技術チャレンジ(JSEC 2022) 入選 

６ 植物からゴムを作る 
R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 金賞 

７ 人に無害な天然由来の接着材 
R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 (出場) 佳作 

R04 宮崎県大会 グローバル高校生フォーラム in HINATA 奨励賞 

刺
激 
応
答 

８ 
科学部 MATLAB を使ったナメ

クジの速さの測定 

R03 全 国 大 会 ＭＡＴＬＡＢ ＥＸＰＯ (出場)  

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 生物部門  優秀賞 

R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 生物部門          優良賞 

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校普通科系専門学科課題研究発表大会 カテゴリー２         最優秀賞 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

R04 全 国 大 会 第４６回全国高等学校総合文化祭自然科学部門ポスター部門(出場)   

９ 
科学部ニホントカゲの尾はな

ぜ青いのか 
R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

10 科学部ヌメリツバタケの栽培 

R03 全 国 大 会 第１3 回集まれ！理系女子科学研究発表交流会   奨励賞 

R03 学 会 参 加 ジュニア農芸化学会 2022 「高校生による研究発表会」(出場)  

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 奨励賞 

R03 学 会 参 加 日本金属学会 第６回高校生・高専学生ポスター発表（出場） 優秀ポスター賞 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 金賞 

11 ナツヅタの粘着成分 
R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 奨励賞 

環
境 

12 砂浜のマイクロプラスチック 

R02 全 国 大 会 中谷医学工学科学教育助成金研究発表会（オンライン開催 参加）        

R03 学 会 参 加 日本電気学会 U-21 学生研究発表会 佳作 

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 奨励賞 

13 
科学部宮崎でも日食は観測出

来たか 

R02 全 国 大 会 第１２回集まれ！理系女子科学研究発表交流会            奨励賞 

R02 宮崎県大会 第４２回宮崎県高等学校総合文化祭自然科学部門 地学部門      優秀賞 

R03 九 州 大 会 第１０回サイエンスインターハイ＠ＳＯＪＯ           口頭発表賞 

R03 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 地学部門  優秀賞 
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R03 九 州 大 会 九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 地学部門          優秀賞 

R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 奨励賞 

R04 全 国 大 会 第 13 回 坊っちゃん科学賞 研究論文コンテスト（高校部門） 入賞 

14 土から始める有機農法 
R03 九 州 大 会 第４回高校生サイエンス研究発表会 in 第一薬科大           

R04 宮崎県大会 MSEC フォーラム 銀賞 

２
年
生
の
研
究
作
品 

物
理
工
学 

１ 
科学部天敵を味方に！紫外線

発電 
R04 全 国 大 会 第１４回集まれ！理系女子科学研究発表交流会(オンライン出場)             

２ 科学部月面探査装置の開発 R04 全 国 大 会 第５回グローバルサイエンティストアワード”夢の翼”(出場)  

３ 
科学部ドローンによる蜂駆除

について 

R04 宮崎県大会 第４４回宮崎県高等学校総合文化祭自然科学部門 ポスター発表 生徒投票賞 

R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門 優良賞 

４ 

科学部災害時のスマート発電

機を目指した歯車機構の性能

評価 

R03 学 会 参 加 日本金属学会 第６回高校生・高専学生ポスター発表（出場）  

R04 宮崎県大会 第４４回宮崎県高等学校総合文化祭自然科学部門 ポスター発表 生徒投票賞 

R04 学 会 参 加 日本金属学会 第８回高校生・高専学生ポスター発表（出場）  

R04 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 生物部門  優秀賞 

R04 宮崎県大会 サイエンスコンクールプレゼンテーション大会 優秀賞 

R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 物理部門   優良賞 

５ 
科学部小惑星Hippoによる恒

星食の観測と解析 

R03 学 会 参 加 第 24 回天文学会ジュニアセッション (出場)  

R04 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 地学部門  最優秀賞 

R04 宮崎県大会 サイエンスコンクールプレゼンテーション大会 最優秀賞 

R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 物理部門   優秀賞 

R04 宮崎県大会 日本学生科学賞 宮崎県審査 宮崎県教育長賞 

R04 全 国 大 会 日本学生科学賞 全国審査 入選 3等 

刺
激
応
答 

６ 
科学部ミドリムシの光合成で

快適マスク生活 

R03 学 会 参 加 日本金属学会 第６回高校生・高専学生ポスター発表（出場）  

R04 宮崎県大会 第４４回宮崎県高等学校総合文化祭自然科学部門 ポスター発表 生徒投票賞 

R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 生物部門   優良賞 

７ 

科学部アサリはどうすれば密

集するのか～減少している国

産アサリを救え～ 

R03 助成金採択 環境科学会高校活動奨励賞(クリタ活動賞)                           採 択 

R04 宮崎県大会 第４４回宮崎県高等学校総合文化祭自然科学部門 ポスター発表 生徒投票賞 

R04 学 会 参 加 日本金属学会 第８回高校生・高専学生ポスター発表（出場）  

R04 宮崎県大会 宮崎県高等学校文化連盟自然科学プレゼンテーション大会口頭発表の部 生物部門  優秀賞 

R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門   優良賞 

８ 宮崎北高校で養蜂     

９ 昆虫の糞は肥料になるか     

環
境 

10 
科学部天敵を味方に！紫外線

発電 
    

11 科学部月面探査装置の開発     

１
年
生
の
研
究
作
品 

物
理
工
学 

1 
科学部逆位相を利用してカエ

ルの音を消す 
R04 九 州 大 会 サイエンスキャッスル 2022 九州大会  

2 科学部自転車の段差での転倒 R04 九 州 大 会 サイエンスキャッスル 2022 九州大会  

3 乗り物酔いの軽減装置     

4 科学部太陽フレアと野鳥 R04 九 州 大 会 サイエンスキャッスル 2022 九州大会 優秀ポスター賞 

物
質
材
料 

5 科学部消しゴムの再生     

6 科学部構造色圧力シート R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門   優良賞 

7 ぬか炭を活用した消臭紙     

8 魚の油で石けんをつくる     

刺
激 

9 魚のウロコの活用方法     

10 キオビエダシャクの誘引剤     

11 獣による農作物被害を減らす     

環
境 

12 ゴミを燃やした灰の活用方法     

13 
科学部マイクロプラスチック

の収集効率の向上 

R04 学 会 参 加 日本水産学会秋季大会「高校生による研究発表」    優秀賞 

R04 九 州 大 会 令和 4 年度九州高等学校生徒理科教育研究発表大会 ポスター部門   優良賞 

普普通通科科  科科学学部部のの研研究究テテーーママ  

 物 １ 科学部月食と天王星食     

・実績は令和 5年 2月時点でのものです。 
・タイトルは直近の大会に参加した際に使用したタイトルを掲載しています。 
・奨励賞や優良賞などは、全員がもらえる賞は黒字，選出されてもらえる賞は白字で表記しています。 
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❹-④  ACT ｰー LI.  普通科 地域探究 生徒研究作品一覧表  p.   ／ 1 
 

1 

ACT-LI3（地域探究 3 年） 
組 班 テーマ 

1 

1 農業のために私たちができること focus  on 綾 

2 宮崎の太陽と脱炭素社会を歩む 

3 教員を救え！！ 

4 北高の読書率 UP を目指して 

5 「避難所 vs コロナ禍」の乱 

6 Miyazaki's Global Clover Project 

7 宮崎の地方創生と日向神話 

8 テゲバでてげ宮崎を活性化させるっちゃが 

2 

1 安全性が高く住みやすい住宅にするために 

2 宮崎の防災 

3 宮崎のウイルス バイバイキ～ン 

4 宮崎県を盛り上げるために 

5 外国人が訪れやすい観光業 

6 未来の福祉を守るために 

7 食で宮崎を充実させよう 

8 宮崎の文化を未来に継承していくために 

9 体の不自由な人が安心して学校に来れるには 

3 

1 海を越えた宮崎発信！ 

2 ゾウ器移植をゾウ加させるゾウ！！ 

3 しんとみえぼりゅ～しょん 

4 宮崎の地域を活性化させるには 

5 宮崎県ノ食ト健康 

6 外国人にとって住みやすい宮崎って？ 

7 スポーツの力で宮崎を活性化させるには 

8 Let's work in 宮崎！！ 

4 

1 宮崎の観光地を盛り上げよう 

2 宮崎観光計画 

3 宮崎を活性化し隊！ 

4 ぶっちゃけコロナ禍の経済ってどんげ？ 

5 宮崎県の神話 

6 UD と宮崎 誰もが住みやすい宮崎へ 

7 学生の県外流出を防いでたくさんの学生を宮崎に 

8 宮崎の食 郷土料理 

9 宮崎の労働者不足の改善と異文化交流 

5 

1 外国人観光客を増やすには 

2 町をきれいに！！不法投棄はだめだっちゃ！！ 

3 宮崎の郷土料理を盛り上げよう！ 

4 北高校をスポーツで活性化させよう！ 

5 性差のある校則をなくそう！ 

6 冷や汁を食べよう！～冷や汁普及の旅～ 

6 

1 見て！感じて！宮崎の神話 

2 宮崎のまちおこし 

3 宮崎の方言を広めよう 

4 宮崎県の希少な野生生物を保護するには 

5 Let's 献血 

6 宮崎のスポーツ活性化 

7 夢 プロジェクト 

8 食品 ロス 

7 

1 ひとり家族世帯の実態 

2 宮崎子育て都市計画 

3 外国人も住みやすい街づくり 

4 お前は今までに捨てた食べ物の数を覚えているのか？ 

5 宮崎牛を食べる機会を増やす 

6 神楽と宮崎観光 

7 避難する準備はできちょる？～宮崎の防災とコロナ～ 

 
PS（フィジカルサイエンス 3 年） 

部 班 テーマ 

陸上 

1 ピッチとストライドの関係 

2 走る場所によってタイムは変わるのか？ 

3 スタートの姿勢と接地時の脚の角度について 

4 股関節とストライドの関係性 

女子 

ハンド 

5 強いシュートを打つための効果的な筋トレ 

6 ハンドボールには何が必要？ Ｓｏｓｏ持久力！！ 

7 覚☆jump 

8 
ウォーミングアップで肩をどのようにならせばプレーに良く影響す

るか 

ソフト

ボール 

9 ソフトボールで勝つには～技術以外からのアプローチ～ 

10 強い打球を打つために 

男子 

ハンド 

11 飛距離 

12 戦術的機能 

テニス 
13 試合展開でコートを制す 

14 打つのに適した打点は？ 

 
 
 
 
 
 

ACT-LI2（地域探究 2 年） 
組 班 テーマ 

1 

1 宮崎の街、東京化！ 

2 壁～友達２倍計画～ 

3 宮崎県における県外からの観光客を増やすための PR 方法 

4 海のごみを無くして宮崎を活性化するためにはどうすればよいか 

5 若者から人気の町にして、人口減少を止めるには 

6 動物の暮らしやすい過ごし方改革！！ 

7 郷土料理でフードロス削減 

8 AI 化とその影響 

9 教師という職業に対するイメージを良くしよう 

10 最も効率よく暗記する方法 

2 

1 宮崎の外国人労働者と国際化 

2 
過去の地震からみて南海トラフではどのような災害が考えられ、どのよう

な対策をするか 

3 宮崎県の食材を使って食品ロスの削減を目指そう 

4 健康な食事と運動で健康寿命 UP！ 

5 宮崎の観光のグローバル化 

6 高鍋の人口減少の課題と今後の展望 

7 宮崎の特産物を県民に知ってもらって、全国に PR しよう 

8 医療・福祉の役目って？～宮崎の課題と自然災害～ 

3 

1 宮崎若者を呼びこもう 

2 宮崎の食と栄養価 

3 介護と看護の世界へ Let's go!! 

4 目指せ！挨拶マスター！！ 

5 食品ロスでもう一品 

6 南海トラフから生き残れ！ 

7 海をごみから守り鯛 

8 Go to Miyazaki～宮崎にはてげいい所があるっちゃが！～ 

4 

1 心理で多くの人を健康に！ 

2 少子高齢化に対しどう立ち向かうか 

3 宮崎に SDGs を拡げる 

4 
人気が低迷している職の活性化を目指す～働き手の減っている教員を例

にして～ 

5 宮崎県民の交通安全 

6 アミューズメントパークの設置と交通事情 

7 観光客を増やす！～自然や気候を生かして～ 

8 美容・健康にいい♪宮崎県産農産物を PR しよう！ 

9 神話を知る、祭りを知る、宮崎を知る 

10 子どもたちの食と生活 

11 脂肪燃焼と体の健康 

5 

1 宮崎県の地産地消 

2 ごみのルーツはどこか 

3 宮崎県の観光客を増やそう 

4 宮崎の海を透き通らせるには 

5 宮崎県の教育の実態 

6 在留外国人がいない理由・増やす方法 

7 宮崎の看護師について 

8 食を生かした観光地づくり 

6 

1 
1 番よいパフォーマンスをするにはいつどんなストレッチをするとよい

のか 

2 宮崎での運搬率の上昇について 

3 肉嫌いな人に肉を好きになってもらおう 

4 宮崎の建築物のデザインの変化 

5 はばたけピーマン 

6 
アスリートの精神ケアを通して若者のストレスを軽減できるのではない

か 

7 予防と青果物 

7 

1 学生と栄養バランス 

2 大淀川をキレイに 

3 公園の利用状況活性化 

4 一ッ葉の海岸ごみを減らしたい！ 

5 海洋ゴミの現状を伝える 

6 どげんかせんといかん宮崎のおせち問題 

7 津波の被害を減らすために私たちができること 

8 宮崎の子育て支援 

9 壁のない社会 

 
PS（フィジカルサイエンス 2 年） 

部 班 テーマ 

陸上 

1 
短距離において前傾姿勢の維持の意識はパフォーマンスにどのような

影響を与えるか 

2 

①４×４００ｍリレーのバトンパスの効率化を図るためのバトンの渡

し方・受け方  

②３００～４００ｍにおいてどんな腕の振り方が一番早いか 

3 ハードリングとスプリント能力の向上 
ソフト

ボール 
4 ベースランを早くするための練習方法 

テニス 
5 よりよいストロークを打つための身体の使い方と打点について 

6 コースの打ち分けと身体の角度の関係 

弓道 7 弓道の的中率を上げよう 

 
作 品 数：3 年生･･･地域探究 55 班+PS14 班 

2 年生･･･地域探究 61 班+PS7 班 
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❹-④  ACT ｰー LI.  普通科 地域探究 生徒研究作品一覧表  p.   ／ 1 
 

1 

ACT-LI3（地域探究 3 年） 
組 班 テーマ 

1 

1 農業のために私たちができること focus  on 綾 

2 宮崎の太陽と脱炭素社会を歩む 

3 教員を救え！！ 

4 北高の読書率 UP を目指して 

5 「避難所 vs コロナ禍」の乱 

6 Miyazaki's Global Clover Project 

7 宮崎の地方創生と日向神話 

8 テゲバでてげ宮崎を活性化させるっちゃが 

2 

1 安全性が高く住みやすい住宅にするために 

2 宮崎の防災 

3 宮崎のウイルス バイバイキ～ン 

4 宮崎県を盛り上げるために 

5 外国人が訪れやすい観光業 

6 未来の福祉を守るために 

7 食で宮崎を充実させよう 

8 宮崎の文化を未来に継承していくために 

9 体の不自由な人が安心して学校に来れるには 

3 

1 海を越えた宮崎発信！ 

2 ゾウ器移植をゾウ加させるゾウ！！ 

3 しんとみえぼりゅ～しょん 

4 宮崎の地域を活性化させるには 

5 宮崎県ノ食ト健康 

6 外国人にとって住みやすい宮崎って？ 

7 スポーツの力で宮崎を活性化させるには 

8 Let's work in 宮崎！！ 

4 

1 宮崎の観光地を盛り上げよう 

2 宮崎観光計画 

3 宮崎を活性化し隊！ 

4 ぶっちゃけコロナ禍の経済ってどんげ？ 

5 宮崎県の神話 

6 UD と宮崎 誰もが住みやすい宮崎へ 

7 学生の県外流出を防いでたくさんの学生を宮崎に 

8 宮崎の食 郷土料理 

9 宮崎の労働者不足の改善と異文化交流 

5 

1 外国人観光客を増やすには 

2 町をきれいに！！不法投棄はだめだっちゃ！！ 

3 宮崎の郷土料理を盛り上げよう！ 

4 北高校をスポーツで活性化させよう！ 

5 性差のある校則をなくそう！ 

6 冷や汁を食べよう！～冷や汁普及の旅～ 

6 

1 見て！感じて！宮崎の神話 

2 宮崎のまちおこし 

3 宮崎の方言を広めよう 

4 宮崎県の希少な野生生物を保護するには 

5 Let's 献血 

6 宮崎のスポーツ活性化 

7 夢 プロジェクト 

8 食品 ロス 

7 

1 ひとり家族世帯の実態 

2 宮崎子育て都市計画 

3 外国人も住みやすい街づくり 

4 お前は今までに捨てた食べ物の数を覚えているのか？ 

5 宮崎牛を食べる機会を増やす 

6 神楽と宮崎観光 

7 避難する準備はできちょる？～宮崎の防災とコロナ～ 

 
PS（フィジカルサイエンス 3 年） 

部 班 テーマ 

陸上 

1 ピッチとストライドの関係 

2 走る場所によってタイムは変わるのか？ 

3 スタートの姿勢と接地時の脚の角度について 

4 股関節とストライドの関係性 

女子 

ハンド 

5 強いシュートを打つための効果的な筋トレ 

6 ハンドボールには何が必要？ Ｓｏｓｏ持久力！！ 

7 覚☆jump 

8 
ウォーミングアップで肩をどのようにならせばプレーに良く影響す

るか 

ソフト

ボール 

9 ソフトボールで勝つには～技術以外からのアプローチ～ 

10 強い打球を打つために 

男子 

ハンド 

11 飛距離 

12 戦術的機能 

テニス 
13 試合展開でコートを制す 

14 打つのに適した打点は？ 

 
 
 
 
 
 

ACT-LI2（地域探究 2 年） 
組 班 テーマ 

1 

1 宮崎の街、東京化！ 

2 壁～友達２倍計画～ 

3 宮崎県における県外からの観光客を増やすための PR 方法 

4 海のごみを無くして宮崎を活性化するためにはどうすればよいか 

5 若者から人気の町にして、人口減少を止めるには 

6 動物の暮らしやすい過ごし方改革！！ 

7 郷土料理でフードロス削減 

8 AI 化とその影響 

9 教師という職業に対するイメージを良くしよう 

10 最も効率よく暗記する方法 

2 

1 宮崎の外国人労働者と国際化 

2 
過去の地震からみて南海トラフではどのような災害が考えられ、どのよう

な対策をするか 

3 宮崎県の食材を使って食品ロスの削減を目指そう 

4 健康な食事と運動で健康寿命 UP！ 

5 宮崎の観光のグローバル化 

6 高鍋の人口減少の課題と今後の展望 

7 宮崎の特産物を県民に知ってもらって、全国に PR しよう 

8 医療・福祉の役目って？～宮崎の課題と自然災害～ 

3 

1 宮崎若者を呼びこもう 

2 宮崎の食と栄養価 

3 介護と看護の世界へ Let's go!! 

4 目指せ！挨拶マスター！！ 

5 食品ロスでもう一品 

6 南海トラフから生き残れ！ 

7 海をごみから守り鯛 

8 Go to Miyazaki～宮崎にはてげいい所があるっちゃが！～ 

4 

1 心理で多くの人を健康に！ 

2 少子高齢化に対しどう立ち向かうか 

3 宮崎に SDGs を拡げる 

4 
人気が低迷している職の活性化を目指す～働き手の減っている教員を例

にして～ 

5 宮崎県民の交通安全 

6 アミューズメントパークの設置と交通事情 

7 観光客を増やす！～自然や気候を生かして～ 

8 美容・健康にいい♪宮崎県産農産物を PR しよう！ 

9 神話を知る、祭りを知る、宮崎を知る 

10 子どもたちの食と生活 

11 脂肪燃焼と体の健康 

5 

1 宮崎県の地産地消 

2 ごみのルーツはどこか 

3 宮崎県の観光客を増やそう 

4 宮崎の海を透き通らせるには 

5 宮崎県の教育の実態 

6 在留外国人がいない理由・増やす方法 

7 宮崎の看護師について 

8 食を生かした観光地づくり 

6 

1 
1 番よいパフォーマンスをするにはいつどんなストレッチをするとよい

のか 

2 宮崎での運搬率の上昇について 

3 肉嫌いな人に肉を好きになってもらおう 

4 宮崎の建築物のデザインの変化 

5 はばたけピーマン 

6 
アスリートの精神ケアを通して若者のストレスを軽減できるのではない

か 

7 予防と青果物 

7 

1 学生と栄養バランス 

2 大淀川をキレイに 

3 公園の利用状況活性化 

4 一ッ葉の海岸ごみを減らしたい！ 

5 海洋ゴミの現状を伝える 

6 どげんかせんといかん宮崎のおせち問題 

7 津波の被害を減らすために私たちができること 

8 宮崎の子育て支援 

9 壁のない社会 

 
PS（フィジカルサイエンス 2 年） 

部 班 テーマ 

陸上 

1 
短距離において前傾姿勢の維持の意識はパフォーマンスにどのような

影響を与えるか 

2 

①４×４００ｍリレーのバトンパスの効率化を図るためのバトンの渡

し方・受け方  

②３００～４００ｍにおいてどんな腕の振り方が一番早いか 

3 ハードリングとスプリント能力の向上 
ソフト

ボール 
4 ベースランを早くするための練習方法 

テニス 
5 よりよいストロークを打つための身体の使い方と打点について 

6 コースの打ち分けと身体の角度の関係 

弓道 7 弓道の的中率を上げよう 

 
作 品 数：3 年生･･･地域探究 55 班+PS14 班 

2 年生･･･地域探究 61 班+PS7 班 
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❹－⑤  データシート p. 1 ／ 1 

＜＜略略字字一一覧覧＞＞

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ACT (アクト) 宮崎科学教育プログラム ＊校訓「尚志(Ambition) 創造(Creativity) 連帯(Togetherness)」の頭文字である 
ACT-LI 探究活動(普通科) 地域探究(Local Inquiry) PBL 課題解決型学習（Project-Based  Learning） 
ACT-LI1･2・3 普通科 1・2・3 年生の探究活動 SRLS 自己調整方略 Self-Regulated Learning Strategy 

ACT-SI 探究活動(サイエンス科)  
科学探究(Science Inquiry) 

MSEC 
 (エムセック) みやざき SDGs 教育コンソーシアム 

ACT-SI1･2･3 サイエンス科 1・2・3 年生の探究活動 CLIL (クリル) 内容言語統合型学習   (Content and 
 Language Integrated Learning) 

ST 学校設定科目 Scientific Thinking LR ローカルリサーチ (Local Research) 
ES 学校設定科目 Earth Science GD グローバルディスカッション 
PT 学校設定科目 Presentation & Thesis CR 協働研究( collaborative Research) 
DS  学校設定科目 Date Science PIE 生徒主導型授業 Peer Instructing Education 

MF 課外活動 マニュファクチャリング 
(Manufacturing) STR 自己課題設定型探究活動 

Self-task Setting Research 

FW 課外活動 フィールドワーク(Fieldwork) SDGs 持続可能な開発目標 
 Sustainable Development Goals 

GP 課外活動 Global Programming 講座 PDCA サイクル  Plan-Do-Check-Action-cycle 
IE 課外活動 国際交流(International Exchange) TA Teaching Assistant 

RJ 理系女子支援講座 ICT 情報通信技術 
 Information and Communication Technology 

SC 課外活動 科学部(Science Club) BR 生物保護区 Biosphere Reserve 
OL 課外活動 オープンラボ(Open Lab) SD 標準偏差 Standard Deviation 

TTaabbllee..77  AACCTT--LLII11 地地元元企企業業研研修修  協協力力企企業業一一覧覧  

生活協同組合コープみやざき リビエール ㈲東広告社 ㈱愛Ｌｉｆｅ Ｓｕｎ Ｐｏｗｅｒ㈱ ㈱岩下建設 

社会保険労務士法人ＡＬＸ(アルクス) ㈲東栄空調 ㈱ＯＳＣ かわさき屋㈱ 河野不動産法務事務所 ㈱弘栄産業 

ＤＢＣトータルサポート㈱ ㈱ＭＯＭＩＫＩ ㈲斉田商事 ㈱松浦牧場 ピシャット内装 黒木工業㈱ 

一般社団法人シラタマワーク ＡＵＢＥｇｒｏｕｐ Ｓｕｎ橘㈱ ㈱南九州みかど 高鍋信用金庫 本店 ㈱合格不動産 

社会福祉法人清樹会 ㈱凌駕 ㈱フクマツ ㈲鉱脈社 ㈱Ａｍａｎ－Ｓｔｙｌｅ 井戸川建設㈱ 

㈲フラワーギフト明日香 ㈱初音 宮崎食研㈲ 東洋事務器㈱ ㈱ナチュラルビー ㈲もりなが 

TTaabbllee  11::  AACCTT--SSII11ののススケケジジュューールル 

月月  学学習習単単元元  学学習習事事項項（（年年間間１１単単位位））  

4 オリエンテーション 研究者としての心構え・科学部による研究説明 

5 研究アイデア作り 研究領域・グループの決定・マンダラート 

6 研究アイデア作り マンダラート・３Ｃ・トレードオフマトリクス 

7 研究アイデア作り ３Ｃ・トレードオフマトリクス 

9 研究計画書作成 
先行研究の調査，研究計画書，購入申請書の作

成，実験室オリエンテーション 

10 研究ポスター製作 ポスター作製，研究計画のブラッシュアップ 

11 ポスターセッション 研究者・教員へのポスターセッション 

12 ポスターセッション 教員へのポスターセッション 

1 予備実験授業なし 予備実験コロナ禍のため授業なし 

 TTaabbllee  22：：AACCTT--SSII22のの年年間間指指導導計計画画  

月 学習単元 学習事項（年間 2 単位） 

4 

～  
10 

実験 

・計画に基づき，実験データ収集を行う 

・必要に応じて研究計画を見直す 

・可能な班は外部大会へ出場する 

11 
研究者との研究発

表交流 

・PowerPoint にてポスターを作成する 

・外部の研究機関で研究発表を行う 

12 ポスター発表 ・校内中間発表会等にてポスター発表 

1 

～  
3 

計画の再考・実験 

・中間発表会で得られた改善点を基に

計画を再考し，実験を行う 

・外部大会へ出場する 

 TTaabbllee  33：：AACCTT--SSII33のの年年間間指指導導計計画画  

月 学習単元 学習事項（年間 1 単位） 

4 

～  
実験 

・実験・データ収集を行う 

・可能な班は外部大会へ出場する 

6 
ポスター作成 

発表練習 

・PowerPoint にてポスターを作成する 

・MSEC フォーラムに向け発表練習する 

7 ポスター発表 ・MSEC フォーラムにてポスター発表 

8 

～  
日本語論文の作成 ・統一書式で論文執筆 

  

TTaabbllee  44：：AACCTT--LLII11のの年年間間指指導導計計画画  

月 学習単元 学習事項（年間 1 単位） 

4 

～  

9 

ディベート 

・ACT-LI オリエンテーション 

・ディベートに関する情報収集 

・クラス内・クラス間対戦 

10 

～  

1 

地元企業研修 

・SDGs カードゲーム 

・地元企業へのインタビュー調査 

・企業への提案及びディスカッション 

2 自己理解 ・個人で興味関心が高い分野を整理 

  

TTaabbllee  66：：AACCTT--LLII33のの年年間間指指導導計計画画  

月 学習単元 学習事項（年間 1 単位） 

4 

～  

6 

探究活動のまとめ 

・ポスター作成 

・論文作成 

・活動報告書の作成 

7 MSEC フォーラム 

・ポスターセッションで発表 

・フィードバック 

・活動報告書の作成 

11 

～  

12 

ディベート 
・キャリア探究 

・進路探究 

  

TTaabbllee  55：：AACCTT--LLII22のの年年間間指指導導計計画画  

月 学習単元 学習事項（年間 1 単位） 

4 

～  

6 

テーマ設定 

研究計画作成 

・グループの決定，研究テーマの設定 

・研究計画書作成 

・研究計画発表会 

7 

～  

12 

研究調査の実践 

・校内・校外調査 

・ポスター作成 

・探究活動合同発表会（中間発表会） 

1 

～  

3 

追加研究調査 
・中間発表のふり返り，追加調査の検討 

・追加の校内・校外調査 
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別紙様式１－２ 

宮崎県立宮崎北高等学校 01～05 

 

❺ 令和４年度科学技術人材育成重点枠実施報告【広域連携】（要約） 

 
①① 研研究究開開発発ののテテーーママ   

探究型学習の全県普及を加速させる持続的なコンソーシアムの構築 
②② 研研究究開開発発のの概概要要   
本県は探究活動及び探究型学習の普及に苦戦を強いられている。この現状打破には，宮崎県全域を

対象とした広域連携「みやざき SDGs 教育コンソーシアム（MSEC：Miyazaki SDGs Education 
Consortium）」の組織化が必要である。MSEC の目的は探究型学習の加速的普及である。加盟団体

は高等学校に限らず，県内の小中学校，大学などの研究施設，行政や NPO 及び教育に関心の高い企

業を対象とする。加盟団体は，❶協働的・持続的に MSEC を運営する。❷県内の理数教育や探究型

学習の向上を図る。❸主体的で対話的な教育活動の普及推進に取り組む。また，❹探究活動や探究型

学習の指導ノウハウを全県下で共有する。さらに❺本県の科学技術人材育成校から新たな SSH 指定

校が設置されるように，県教育委員会と連携して支援・協力を行う。 
③③ 令令和和４４年年度度実実施施規規模模   
県内の MSEC 加盟校 18 校 10936 人（生徒 10077 人・教員 859 人）を対象とする（R4 年）。 

④④ 研研究究開開発発のの内内容容   

○○研研究究事事項項・・活活動動内内容容  
１１．． MMSSEECC のの構構築築とと運運営営  

A．．MSEC 協協議議会会おおよよびび MSEC 幹幹事事会会にによよるる協協働働的的なな運運営営 
県内全域を対象に探究型学習を通して，社会の発展に寄与できる人材育成のための組織「みやざ

き SDGs 教育コンソーシアム（MSEC）」を構築し，科学技術人材育成を推進するとともに，MSEC
が SSH 事業や探究型学習の普及推進につながるか検証する。本校が広域連携幹事校として，本県

の高校，小中学校，企業，研究機関，行政と段階的に協定を結び，全県で科学技術人材育成を推進

する組織を構築・運営する。県教育委員会と連携した MSEC 協議会では MSEC の運営だけでな

く，全県での探究型学習の推進や理数教育の向上での課題などについて意見交換を行い，その対策

を講じる。 
各校の担当者が MSEC に関する取り組みを対等な立場で協議し，持続的な運営を目指す。また，

各校の探究活動や探究型教材の共有や研修を行い，県内の探究型学習の普及加速を図る。 

 

２２．．MMSSEECC フフォォーーララムム（（探探究究活活動動合合同同発発表表会会））  
各校独自の発表会と比べ，運営の労力やコストが削減できるかを確認する。生徒は高校 3 年間の

探究活動の目標とし，英語又は日本語で発表を行い，MSEC フォーラムを本県の探究活動の普及に

MMSSEECC 加加盟盟団団体体一一覧覧  
令令和和元元年年 77 月月 2244 日日設設置置     ①宮崎県教育庁高校教育課（代表団体） 
令令和和元元年年 1100 月月 2288 日日加加盟盟  
 ②宮崎北高等学校    ③宮崎大宮高等学校  ④五ヶ瀬中等教育学校 ⑤宮崎南高等学校 

⑥飯野高等学校     ⑦高鍋農業高等学校  ⑧延岡高等学校     ⑨宮崎西高等学校 
⑩都城泉ヶ丘高等学校  ⑪宮崎海洋高等学校   ⑫高鍋高等学校  

令令和和 22 年年 11 月月 1155～～1177 日日加加盟盟     
⑬都城西高等学校    ⑭日向高等学校    ⑮延岡星雲高等学校 

令令和和 22 年年 55 月月 2255 日日加加盟盟   
  ⑯高等学校文化連盟自然科学専門部 
令令和和 33 年年 44 月月加加盟盟  

⑰小林高等学校     ⑱日南高等学校    ⑲高千穂高等学校   ⑳福島高等学校 
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別紙様式１－２ 

宮崎県立宮崎北高等学校 01～05 

 

❺ 令和４年度科学技術人材育成重点枠実施報告【広域連携】（要約） 

 
①① 研研究究開開発発ののテテーーママ   

探究型学習の全県普及を加速させる持続的なコンソーシアムの構築 
②② 研研究究開開発発のの概概要要   
本県は探究活動及び探究型学習の普及に苦戦を強いられている。この現状打破には，宮崎県全域を

対象とした広域連携「みやざき SDGs 教育コンソーシアム（MSEC：Miyazaki SDGs Education 
Consortium）」の組織化が必要である。MSEC の目的は探究型学習の加速的普及である。加盟団体

は高等学校に限らず，県内の小中学校，大学などの研究施設，行政や NPO 及び教育に関心の高い企

業を対象とする。加盟団体は，❶協働的・持続的に MSEC を運営する。❷県内の理数教育や探究型

学習の向上を図る。❸主体的で対話的な教育活動の普及推進に取り組む。また，❹探究活動や探究型

学習の指導ノウハウを全県下で共有する。さらに❺本県の科学技術人材育成校から新たな SSH 指定

校が設置されるように，県教育委員会と連携して支援・協力を行う。 
③③ 令令和和４４年年度度実実施施規規模模   
県内の MSEC 加盟校 18 校 10936 人（生徒 10077 人・教員 859 人）を対象とする（R4 年）。 

④④ 研研究究開開発発のの内内容容   

○○研研究究事事項項・・活活動動内内容容  
１１．． MMSSEECC のの構構築築とと運運営営  

A．．MSEC 協協議議会会おおよよびび MSEC 幹幹事事会会にによよるる協協働働的的なな運運営営 
県内全域を対象に探究型学習を通して，社会の発展に寄与できる人材育成のための組織「みやざ

き SDGs 教育コンソーシアム（MSEC）」を構築し，科学技術人材育成を推進するとともに，MSEC
が SSH 事業や探究型学習の普及推進につながるか検証する。本校が広域連携幹事校として，本県

の高校，小中学校，企業，研究機関，行政と段階的に協定を結び，全県で科学技術人材育成を推進

する組織を構築・運営する。県教育委員会と連携した MSEC 協議会では MSEC の運営だけでな

く，全県での探究型学習の推進や理数教育の向上での課題などについて意見交換を行い，その対策

を講じる。 
各校の担当者が MSEC に関する取り組みを対等な立場で協議し，持続的な運営を目指す。また，

各校の探究活動や探究型教材の共有や研修を行い，県内の探究型学習の普及加速を図る。 

 

２２．．MMSSEECC フフォォーーララムム（（探探究究活活動動合合同同発発表表会会））  
各校独自の発表会と比べ，運営の労力やコストが削減できるかを確認する。生徒は高校 3 年間の

探究活動の目標とし，英語又は日本語で発表を行い，MSEC フォーラムを本県の探究活動の普及に

MMSSEECC 加加盟盟団団体体一一覧覧  
令令和和元元年年 77 月月 2244 日日設設置置     ①宮崎県教育庁高校教育課（代表団体） 
令令和和元元年年 1100 月月 2288 日日加加盟盟  
 ②宮崎北高等学校    ③宮崎大宮高等学校  ④五ヶ瀬中等教育学校 ⑤宮崎南高等学校 

⑥飯野高等学校     ⑦高鍋農業高等学校  ⑧延岡高等学校     ⑨宮崎西高等学校 
⑩都城泉ヶ丘高等学校  ⑪宮崎海洋高等学校   ⑫高鍋高等学校  

令令和和 22 年年 11 月月 1155～～1177 日日加加盟盟     
⑬都城西高等学校    ⑭日向高等学校    ⑮延岡星雲高等学校 

令令和和 22 年年 55 月月 2255 日日加加盟盟   
  ⑯高等学校文化連盟自然科学専門部 
令令和和 33 年年 44 月月加加盟盟  

⑰小林高等学校     ⑱日南高等学校    ⑲高千穂高等学校   ⑳福島高等学校 
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活用する。また，昨年に引き続き，本校で 2 年生全員を対象に実施している探究活動の中間発表会

を MSEC 加盟校および希望する本校の連携校が参加する「探究活動合同発表会」として開催した。 

 

＜これまでの「MSECフォーラム」および「探究活動合同発表会」の経緯＞ 

３３．．MMSSEECC 指指導導者者ワワーーククシショョッッププ  
MSEC 加盟校・加盟予定校の教員が体験的に学習するワークショップを実施する。研修会で探究

活動の指導法を伝え，共有することで MSEC 加盟校や SSH 指定校が増加するかを確認する。ま

た，研修会が探究型学習の普及推進に効果的かを検証する。研修終了後に質疑応答及び困り感をも

つ教職員のための相談会を開催する。さらに，参加した指導者に対してアンケート調査またはイン

タビュー調査を行い，探究活動や探究型学習への関心の向上や変容を調査する。ワークショップの

方法は「①公開型 ②訪問型 ③来校型」の 3 つの異なる方法で行うことができる。 

４４．．MMSSEECC 理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座  
課題解決型学習は，相互に議論と試技により新たなアイデアの共有を実現できる。そこで本校の

課外活動「マニュファクチャリング」で開発した PBL（Project-Based Learning）を実施し，高学

力層への探究型学習の普及を図り，探究型学習への内的動機付けの機会とする。探究型学習が高学

力層に与える影響について，探究活動の盛んな学校と，そうでない学校とで比較検証する。同様に，

科学に関心のある小中学生を本校に招き，PBL 及び科学実験教室「わくわくサイエンス教室」を開

催する。本教室の企画・運営は本校サイエンス科の希望生徒で実行委員会を組織し行う。 

ＡＡ．．高高校校生生対対象象「「ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ」」        

     開催日：11 月 13 日（日）（科学の甲子園宮崎県予選当日の午後） 
     会 場：宮崎県防災庁舎       連携先：宮崎県教育委員会 
     対象者：科学の甲子園に参加した生徒（9 校 117 名） 

 ＢＢ．．小小中中学学生生対対象象「「わわくくわわくくササイイエエンンスス教教室室」」  
     開催日：第 1 回 6 月 18 日（土），第 2 回 12 月 24 日（土） 
     会 場：宮崎北高校 

対象者：宮崎市・東諸県地区の小中学生（希望者）およびその保護者と引率教諭 
         （小中学生の参加数 第 1 回 39 名，第 2 回 36 名） 

 名     称 
時

期 
実施形態・主催 会場 

参

加

校 

作 

品 

数 

参加 

生徒 

数 

R

1 
MSEC 探究活動合同発表会 6 月 対面式ポスターセッション 宮崎県総合博物館 3 57 242 

R

2 
第 1 回 MSEC フォーラム 9 月 

オンデマンド型ポスターセ

ッション（県高校教育課） 
期間内に視聴 11 215 852 

R

3 

第 2 回 MSEC フォーラム 7 月 オンライン（県高校教育課） 各校 18 254 958 

探究活動合同発表会 
12

月 

対面式ポスターセッション 

（宮崎北高校 SSH 重点枠） 
宮崎市総合体育館 7 115 679 

R

4 

R4 MSEC フォーラム 7 月 

オンライン日本語発表部門 

（県高校教育課） 
各校 

18 534 1838 
オンライン英語発表部門 

（宮崎大宮高校 WWL 事業） 
各校 

対面型日本語発表部門 

（宮崎北高校 SSH 重点枠） 
宮崎市総合体育館 

探究活動合同発表会 
12

月 

対面式ポスターセッション 

（宮崎北高校 SSH 重点枠） 
宮崎県体育館 3 96 646 

＜＜MMSSEECC フフォォーーララムムのの理理念念＞＞  
・全ての生徒に発表の機会を与える      ・相互に意見を交わして課題について考える 
・発表者だけでなく指導者も学びの機会にする ・教員の探究活動の指導力向上の機会を作る 
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❺ 令和４年度科学技術人材育成重点枠実施報告【広域連携】（要約） p.  ／ 4 

⑤⑤ 研研究究開開発発のの成成果果とと課課題題   

○○  研研究究成成果果のの普普及及ににつついいてて  
（（１１）） MMSSEECC のの構構築築とと運運営営  

●科学人材育成に関する本校の開発した指導法を MSEC 協議会等で加盟校に普及できた。 

●●宮崎県総合博物館との連携事業で，「MSEC 高校生探究活動ポスター展」を開催した（10 校

20 作品）。一般の方にも高校生の取り組みを知ってもらう良い機会となった。 
●各校の優秀作品を集約し，MSEC 研究紀要を作成した。「研究は論文形式にする」までを推奨

しており，「MSEC 論文書式」を普及している。本年度は，12 校の延べ 26 作品（論文形式

20 作品，ポスター形式 6 作品）を集約した。全体に占める論文形式の作品の割合は昨年度よ

りも上昇した【（R3）論文 12／全体 24：50％→（R4）論文 20／全体 26：77％】。 
（（２２）） MMSSEECC フフォォーーララムム（（MMSSEECC 探探究究活活動動合合同同発発表表会会））  
●●多くの学校・生徒が参加し，多様な学校が集まる発表会となった。 

（（３３）） MMSSEECC 指指導導者者ワワーーククシショョッッププ  
●●MSEC 協議会（研修会）や MSEC 理数系生徒探究活動講座＜マニュファクチャリング＞の中

で，本校の取り組みを紹介することができた。 
（（４４））MMSSEECC 理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座  

●●参加者は高い満足度を示した。＜マニュファクチャリング・わくわくサイエンス教室＞ 

（（５５））そそのの他他  

●テレビ局や新聞社などの報道機関へのプレスリリースを積極的に行った。（本年度分は【p87】） 
〇〇  実実施施にによよるる成成果果ととそそのの評評価価 
（（１１）） MMSSEECC のの構構築築とと運運営営  

●協協議議会会のの研研修修内内容容をを幹幹事事会会のの話話しし合合いいでで決決定定しし，，幹幹事事会会のの先先生生でで運運営営ししたた。。ままたた，，指指導導者者のの普普

段段のの指指導導法法にに関関わわるる具具体体的的なな研研修修をを実実施施ででききたた  

MSEC 幹事会は 8 団体の協議で運営できた。幹事校の担当者間では，フラットな状況で自由

に議論を進めている。「MSEC」の名称も浸透し，少しずつではあるが，県内の探究型学習の普

及に向けて確実に前進している。 
MSEC の位置付けがより明確なものになってきて，流れが見やすくなっていると感じる。

MSEC フォーラムを中心として，課題が見つかり，指導者ワークショップで解決していくよう

な流れで 1 つの学校交流のプラットフォームになりつつある。（SSH 運営指導委員会より） 
（（２２）） MMSSEECC フフォォーーララムム  

他校の生徒と合同で研究発表を行うことで，生徒は大きな刺激を得ることができた。オンライ

ンが主流となっているが，対面型で直接面と向かって交流することの良さを再確認できた。ま

た，教師も他校の研究に触れることで，自校の生徒を指導する際のヒントを得ることができた。

特に指導者こそ他校の指導者と対面で交流することが必要である。 
（（３３））MMSSEECC 理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座  

●●競競技技終終了了後後にに，，探探究究活活動動でで必必要要なな「「デデザザイインン思思考考」」のの講講座座をを行行いい，，本本講講座座のの目目的的をを参参加加生生徒徒にに

伝伝ええたた＜＜ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ＞＞  

講座の最後にデザイン思考の説明を行い，今回の意図を参加者に伝えた。講座後の生徒感想で

は，試技を通して「ロジカルになりたい」などの感想が多く見られた。一方で各校の探究活動の

方針には差があり，ある高校の生徒は「今回のような複数人での議論は普段体験しないのでとて

も楽しかった。１人ずつで探究活動を行う本校のやり方を改善してほしい」などの意見もあった。 
●●高高校校生生ににととっっててもも貴貴重重なな学学びびのの場場ととななっったた＜＜わわくくわわくくササイイエエンンスス教教室室＞＞  

本校サイエンス科生徒が普段行っているプレ探究活動や実験を，指導者という立場で再度体験

することでより深い理解に繋がっている。また，様々な表現の場を設定することでより表現に対

する学びに繋がることも分かった。小中学生や参観する保護者の満足度も非常に高く，繰り返し

参加する生徒もおり，科学技術人材育成に十分寄与するものと考えられる。保護者の科学系職業

への関心も高めることができた。 
  

〇〇  実実施施上上のの課課題題とと今今後後のの取取組組 
（（１１））MMSSEECC のの構構築築とと運運営営  

●●SSSSHH のの目目的的ででああるる「「科科学学技技術術人人材材育育成成」」ののたためめののココンンテテンンツツのの普普及及にに務務めめるる  
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今後広域連携で拡大した MSEC フォーラムなどが運営されるのは良いことであるが，そこに

本校独自の研究の知恵をどのように反映させるかが，重要になる。この棲み分けを整理すれば，

本校の SSH 事業の成果の普及が明確になる。次年度 SSH 重点枠の最終年度を迎えるにあたっ

て，再度本校の SSH 事業でやりたいことやこれまでの成果は何なのかを整理する。 
また，その中で，「生徒の意見をどのように反映させるのか」を重視する。生徒の意見をうま

く反映することができれば，生徒の主体性が生まれ，新しい学びに繋がるはずである。 
●●MMSSEECC にに加加盟盟すするるここととののメメリリッットトをを明明確確ににすするる  

MSEC 加盟団体の増加も喫緊の課題であるが，それ以上に MSEC に加盟することのメリット

を明確にする必要がある。現時点では，「MSEC フォーラムや指導者ワークショップの参加権

があり，探究型学習に関する学校間で情報を共有できる」ことと把握している。これらのメリッ

トおよびこれまでの成果を非加盟校にも広めなければならない。 
●●県県内内のの多多くくのの先先生生方方へへ MMSSEECC のの取取組組をを普普及及ささせせるる  

MSEC 幹事会の中で「普段の先生方は多忙で，参加を任意にしても，なかなか集まらない」こ

とが大きな課題である。つまり，いかに多くの先生方が探究型学習に主体的に関わるかが重要で

ある。そこで，次年度より「MSEC 協議会と研修会を分ける」ことが協議会で承認された。管理職が参

加する協議会と教諭主体の探究型学習に関する研修会に分けることにより，MSEC 担当者以外

の先生方も参加しやすい研修会になり，県全体への探究型学習の普及が前進するはずである。  

●●MMSSEECC 設設置置要要綱綱のの改改訂訂をを検検討討すするる  
   次年度は，SSH 重点枠の指定最終年度にあたる。令和 6 年度以降の MSEC の在り方を研究

し，県の完全なる事業化を視野に入れて持続可能な協働運営を目指す。未だ達成できていない小

中学校の加盟や企業・研究機関との連携など組織の拡大を図るためにも，代表機関である県高校

教育課と協働的に MSEC 設置要綱を見直す。  

（（２２））MMSSEECC フフォォーーララムム  
●●「「参参加加者者をを絞絞るるべべききかか」」ににつついいてて    
以下の 2 つの意見が挙がっている。 

① 各校で参加者を選考した方が効率良くなるのではないか。また，県内の優秀作品が集まる大

会とすると，生徒のモチベーションも上がる。 
② あまり数を絞りすぎるのも良くないのではないか。熱意が低い生徒が，熱意が高い生徒に触

れる機会になっているという面もあり，県全体の底上げといった点では重要ではないか。 
＊次年度は，元々の理念に基づき，②の方向で進めたい。 
●●投投票票券券のの評評価価項項目目ななどどをを検検討討しし，，MMSSEECC 審審査査シシスステテムムをを確確立立ささせせるる  
全生徒参加の投票型で審査をしているが，結果の妥当性などの課題がある。ルーブリックを作

成し，審査基準を明確にしたい。特に，「主体性」の評価は，研究の結果が「私達がこうすればよ

りよくなるはずだ」，「私達はこういうことができる」という視点を基準にし，指導者も目標にし

たい。また，県の上位大会という位置付けになるのであれば，全体での順位付けは必須である。

その場合，大人（有識者や教員）による審査員審査の導入も検討する。ある程度の数の大人の確

保が必要になる。 
●生生徒徒交交流流会会おおよよびび指指導導者者交交流流会会のの実実施施  

 本年度は，コロナ禍で実施できなかった。MSEC の目的から実施は不可欠である。 

（（３３））MMSSEECC 指指導導者者ワワーーククシショョッッププ 

●「①①公公開開型型  ②②訪訪問問型型  ③③来来校校型型」」とといいうう形形でではは，，一一度度もも開開催催ででききななかかっったた。。MMSSEECC 協協議議会会

やや研研修修会会をを通通ししてて，，本本事事業業をを認認知知ささせせるる 

●本本校校のの教教育育開開発発部部内内でで指指導導ででききるる教教員員をを養養成成すするる 

（（４４））MMSSEECC 理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座  
●●探探究究活活動動のの教教育育効効果果をを今今後後もも検検証証すするる 

⑥ 新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染拡拡大大のの影影響響 
MSEC フォーラムにおいて，生徒交流会および指導者交流会を中止した。また，発表回数や参観

者数を制限した。学科間や学年間で共有する探究活動中間発表会は，合同発表会として対面型で開催

したが，保護者や一般の方の入場はできなかった。      
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❻ 令和４年度科学技術人材育成重点枠の成果と課題【広域連携】 p.  ／ 4 1 

様様式式２２－－２２  

宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  指指定定第第４４期期目目  0011～～0055  

  

❻  令令和和４４年年度度科科学学技技術術人人材材育育成成重重点点枠枠のの成成果果とと課課題題【【広広域域連連携携】】  
  

①① 研究開発の成果    

１１．．課課題題ととねねららいい  

((１１））重重点点枠枠のの開開発発課課題題  
 探究型学習の全県普及を加速させる持続的なコンソーシアムの構築 

((２２））開開発発のの目目的的とと目目標標  
【【目目的的】】本県の探究活動および探究型学習の普及を進展させるために，第 3 期の連携ノウハウを活用

し，県内へ探究型学習を普及させる「みやざき SDGs 教育コンソーシアム（MSEC）」を組織化

する。加盟団体が協力して協働的・持続的に取り組む地域組織へと発展させ，県内の理数教育や

探究型学習の向上と，主体的で対話的な教育活動の普及推進を行う広域連携体制を構築する。 

【【目目標標】】MSEC より ACT を活用した探究活動，課題解決型学習（PBL）などの探究型学習，プレ探究

活動，それら指導ノウハウを全県下に普及させる。さらに本県の科学技術人材育成校から新規

SSH 指定校が設置されるように県教育委員会と連携して支援・協力を行う。そこで，以下の 7
つの目標を設定する。❶～❺は基礎枠の目標と同じである。また，重点枠は「普及」の要素が大

きいため❻❼の目標を追加する。 

《《本本校校のの SSSSHH 事事業業ににおおけけるる具具体体的的なな 77 つつのの目目標標》》  

  ❶  創創造造力力のの育育成成    ❷  地地域域のの価価値値をを見見出出すす力力のの育育成成      ❸  英英語語にによよるる表表現現力力のの育育成成  

❹  科科学学リリテテララシシーーのの育育成成          ❺  探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証  

❻  探探究究型型学学習習のの全全県県普普及及          ❼ 持持続続可可能能なな組組織織体体制制のの構構築築  

２２．．開開発発のの方方法法  

((１１））具具体体的的なな 77 つつのの目目標標とと開開発発事事業業のの連連携携  
目的達成に向け，また広域連携枠の観点から 2 つの目標を追加し，7 つの目標を立てた。各目標は，

1 つの教育活動では達成困難である。これらの目標を含む教育活動とそれらの連携を見通して計画す

る(TTaabbllee11)。MSEC 協議会を主催とする 2 つ，宮崎北高校を主催とする 2 つを開発する。 

《《開開発発事事業業とと 77 つつのの目目標標のの関関係係性性》》  
Table1:重重点点枠枠でで開開発発中中のの取取組組 

  

  

  

  

  

  

３３．．成成果果  

（（目目標標❹））科科学学リリテテララシシーーのの育育成成  
MSEC の

構 築 と 運

営 

MMSSEECC 研研究究紀紀要要をを作作成成ししたた  
本県の探究活動の成果を形として残すことの重要性と加盟団体・連携団体を増やす

際の資料としての役割を考慮し，「MSEC 研究紀要」を作成した。研究紀要は「2 学年

分×クラス数」の冊数を加盟校に配布し，探究活動におけるゴールイメージの形成や

論文執筆活動に役立てた。 
MSEC理数

系生徒探究

活動講座マ

参参加加 22 回回目目はは「「思思考考」」「「議議論論」」「「試試行行錯錯誤誤」」がが高高いい  

 昨年に引き続き 2 回目の参加となる生徒は「じっくり思考する」「他者と議論する」

「試行錯誤は得意か」に高得点をつける生徒が多かった。昨年の本講座や各校での探

主主催催  開開発発事事業業  目目標標  

MSEC 協協議議会会  
① MSEC の構築と運営 ❻❼ 

② MSEC フォーラム・探究活動合同発表会 ❹❺❻❼ 

宮宮崎崎北北高高校校  
③ MSEC 指導者ワークショップ ❺❻ 

④ MSEC 理数系生徒探究活動講座 ❹❺❻❼ 
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❻  令令和和４４年年度度科科学学技技術術人人材材育育成成重重点点枠枠のの成成果果とと課課題題【【広広域域連連携携】】  
  

①① 研究開発の成果    

１１．．課課題題ととねねららいい  

((１１））重重点点枠枠のの開開発発課課題題  
 探究型学習の全県普及を加速させる持続的なコンソーシアムの構築 

((２２））開開発発のの目目的的とと目目標標  
【【目目的的】】本県の探究活動および探究型学習の普及を進展させるために，第 3 期の連携ノウハウを活用

し，県内へ探究型学習を普及させる「みやざき SDGs 教育コンソーシアム（MSEC）」を組織化

する。加盟団体が協力して協働的・持続的に取り組む地域組織へと発展させ，県内の理数教育や

探究型学習の向上と，主体的で対話的な教育活動の普及推進を行う広域連携体制を構築する。 

【【目目標標】】MSEC より ACT を活用した探究活動，課題解決型学習（PBL）などの探究型学習，プレ探究

活動，それら指導ノウハウを全県下に普及させる。さらに本県の科学技術人材育成校から新規

SSH 指定校が設置されるように県教育委員会と連携して支援・協力を行う。そこで，以下の 7
つの目標を設定する。❶～❺は基礎枠の目標と同じである。また，重点枠は「普及」の要素が大

きいため❻❼の目標を追加する。 

《《本本校校のの SSSSHH 事事業業ににおおけけるる具具体体的的なな 77 つつのの目目標標》》  

  ❶  創創造造力力のの育育成成    ❷  地地域域のの価価値値をを見見出出すす力力のの育育成成      ❸  英英語語にによよるる表表現現力力のの育育成成  

❹  科科学学リリテテララシシーーのの育育成成          ❺  探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証  

❻  探探究究型型学学習習のの全全県県普普及及          ❼ 持持続続可可能能なな組組織織体体制制のの構構築築  

２２．．開開発発のの方方法法  

((１１））具具体体的的なな 77 つつのの目目標標とと開開発発事事業業のの連連携携  
目的達成に向け，また広域連携枠の観点から 2 つの目標を追加し，7 つの目標を立てた。各目標は，

1 つの教育活動では達成困難である。これらの目標を含む教育活動とそれらの連携を見通して計画す

る(TTaabbllee11)。MSEC 協議会を主催とする 2 つ，宮崎北高校を主催とする 2 つを開発する。 

《《開開発発事事業業とと 77 つつのの目目標標のの関関係係性性》》  
Table1:重重点点枠枠でで開開発発中中のの取取組組 

  

  

  

  

  

  

３３．．成成果果  

（（目目標標❹））科科学学リリテテララシシーーのの育育成成  
MSEC の

構 築 と 運

営 

MMSSEECC 研研究究紀紀要要をを作作成成ししたた  
本県の探究活動の成果を形として残すことの重要性と加盟団体・連携団体を増やす

際の資料としての役割を考慮し，「MSEC 研究紀要」を作成した。研究紀要は「2 学年

分×クラス数」の冊数を加盟校に配布し，探究活動におけるゴールイメージの形成や

論文執筆活動に役立てた。 
MSEC理数

系生徒探究

活動講座マ

参参加加 22 回回目目はは「「思思考考」」「「議議論論」」「「試試行行錯錯誤誤」」がが高高いい  

 昨年に引き続き 2 回目の参加となる生徒は「じっくり思考する」「他者と議論する」

「試行錯誤は得意か」に高得点をつける生徒が多かった。昨年の本講座や各校での探

主主催催  開開発発事事業業  目目標標  

MSEC 協協議議会会  
① MSEC の構築と運営 ❻❼ 

② MSEC フォーラム・探究活動合同発表会 ❹❺❻❼ 

宮宮崎崎北北高高校校  
③ MSEC 指導者ワークショップ ❺❻ 

④ MSEC 理数系生徒探究活動講座 ❹❺❻❼ 
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ニュファク

チャリング 
究活動を経て，試行錯誤に自信を持った生徒が増えたといえる。 
試試技技のの大大切切ささをを振振りり返返るる感感想想がが多多かかっったた 
 また，生徒感想のテキストマイニング結果をスコア順で見た場合，試技に注目した

生徒が多かった。なおスコア順とは，一般的な単語を取り除き今回の文章だけに出て

くる特徴的な単語をカウントした結果である。 

（（目目標標❺））探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証  

（（目目標標❻））探探究究型型学学習習のの全全県県普普及及  

MSEC フ

ォーラム 
参参加加ししたた生生徒徒のの満満足足度度はは高高いい  

MSEC フォーラムおよび探究活動合同発表会は，全体の 92％が参加して良かったと

答えた。また，全体の 94％が他校の研究から学ぶことがあったと答えた。各学校の研究

には特色があり，多様な研究に触れることができた。 
探探究究活活動動にに対対すするる高高いい意意識識をを持持っったた生生徒徒がが多多くく参参加加ししたた  

MSEC フォーラムでは，本校のように全員が参加する学校だけではなく，事前に校内

選考や希望者を募って参加した学校もある。そのため，探究活動への意識の高い生徒が

集まっており，全体の 92％がこれまで積極的に探究に関わったと答えた。 
発発表表者者はは高高いい満満足足感感をを得得らられれたた  
自身の発表は，全体の 78％，聞く態度は全体の 97％が良かったと答えた。全般的に

発表も参観も生徒は熱心に取り組んでいた。MSEC フォーラムは，各グループ最大で 3
回の発表という制限もあったが，プレゼンは回数を重ねただけ上達している。 
生生徒徒交交流流会会はは必必要要ででああるる  
 探究活動合同発表会では，参加校が少なくコロナ感染状況が落ち着いていたため，本

校サイエンス科 2 年生と五ヶ瀬中等教育学校が小グループに分かれて，ディスカッショ

ンを行った。分野は違っても探究活動に積極的な生徒同士で活発な意見交換が行われ，

視野を広げることができた。  
MSEC理数

系生徒探究

活動講座 
マニュファ

クチャリン

グ 

生生徒徒ははほほぼぼ全全員員がが楽楽ししんんでで参参加加ししたた 
生徒の感想でテキストマイニングを行った。出現頻度順で見た場合，講座全体に楽し

さを感じ，高い満足感を得ていることがわかる。参加生徒の楽しみは，「ものづくり自体

の楽しさ」「議論の楽しさ」に大別された。生徒の満足感，内発的動機付けを増やすには

普段の授業で生徒が議論する場を設けるべきである。  
MSEC 理

数系生徒

探究活動

講座 
わくわく

サイエン

ス教室 

実実行行委委員員はは各各講講座座のの面面白白ささややププレレ探探究究活活動動のの要要点点をを概概ねねううままくく伝伝ええるるここととががででききたた  
 参加者へ面白さやプレ探究活動の要点をうまく伝えられたと感じた生徒が 60％～

80％であった。  
実実行行委委員員はは各各講講座座のの面面白白ささややププレレ探探究究活活動動のの要要点点ををよよりり深深くく理理解解でできき，，ここのの企企画画をを自自分分

のの学学びびにに繋繋げげるるここととががででききたた  
 実行委員の 80％以上がプレ探究活動の要点や面白さをより理解できた。また，90％
以上の生徒が準備段階で仲間と協力することができ，企画・運営を自分の学びに変える

ことができた。  
参参加加者者のの満満足足度度はは高高かかっったた  

参加者の各講座に対する満足度はほぼ 100％であった。「また参加したい」と回答した

参加者もほぼ 100％であった。  

MSEC の

構築と運

営  

科科学学技技術術人人材材育育成成にに関関すするる本本校校のの開開発発ししたた指指導導法法をを MMSSEECC 加加盟盟校校にに普普及及ででききたた  
第 3 回 MSEC 協議会において ，指導者の指導方法に関わる具体的な研修を実施でき

た。研修テーマは，『指導者の作品を見る目を養う ～指導者の必要な視点とは～』とし

た。本校の河野健太教諭による科学系の発表の指導法について，JJSSTT 作作成成のの「「RR22  SSSSHH
生生徒徒研研究究発発表表会会文文部部科科学学大大臣臣賞賞作作品品のの発発表表動動画画」」を使用し，優秀作品から「科学的な視

点」について紹介した。また，科学的な発表の指導法についても普及することができた。 
探探究究活活動動にに関関わわるるココンンテテンンツツをを共共有有ししたた  
学校間共有ドライブの「MSEC」というフォルダなどを利用してデータを共有した。 
＜＜共共有有ししたたデデーータタ＞＞  
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（（目目標標❼））持持続続可可能能なな組組織織体体制制のの構構築築  
  

・MSEC フォーラムの研究テーマ一覧（科学系・人文系・地域系に分類した） 
・MSEC 協議会の研修で用いたスライド ・各校の総合的な探究の時間帯の一覧 
・宮崎大学のメンターの一覧   ・各校の研究報告書や成果物（今後共有する） 
博博物物館館でで MMSSEECC 高高校校生生探探究究活活動動ポポススタターー展展をを開開催催 

MSEC 加盟校の優秀作品のポスターを集めて，宮崎県総合博物館で約 1 か月間（12
月 17 日～1 月 28 日），「MSEC 高校生探究活動ポスター展」を開催した。本年度は 10
校 20 作品を展示した（4 年連続）。一般の方への良いアピールになった。 

MSEC フ

ォーラム 
多多くくのの学学校校・・生生徒徒がが参参加加しし，，多多様様なな学学校校がが集集ままるる発発表表会会ととななっったた  

MSEC フォーラムは，オンラインの参加も含めると，加盟の全 18 校が参加した。対

面型日本語部門では，1000 名を超える生徒が参加した。また，多様な学校が集まり，各

学校の特色ある取り組みから，多くの刺激を受けた。  

MSEC の

構築と運

営  

協協議議会会のの研研修修内内容容をを幹幹事事会会のの話話しし合合いいでで決決定定しし，，幹幹事事会会のの先先生生でで運運営営ししたた  
第 3 回および第 4 回 MSEC 協議会において ，指導者の指導方法に関わる具体的な

研修を実施できた。特に，研修内容・方法について，幹事会で協議し決定した。また，

研修時の進行やグループ協議でのファシリテーターを幹事会の先生が行った。 
加加盟盟校校のの発発表表会会のの相相互互参参観観やや研研究究指指定定校校のの研研究究公公開開をを MMSSEECC 研研修修のの場場ににででききたた  

12 月 9 日(金)宮崎南高校の探究活動発表会に MSEC 幹事校から 3 名が参加し，生

徒発表の審査に加わった。また，12 月 16 日(金)宮崎北高校の合同発表会に飯野高校・

五ヶ瀬中等教育学校の参加があり，生徒交流も実施できた。 
11 月 4 日(金)の宮崎大宮高校の WWL 事業研究公開の探究「グローバル協創」の分

科会を MSEC3 分野（科学・地域・グローバル）で事例紹介した。MSEC 研修会とし

て実施した。 
MMSSEECC のの名名をを冠冠しし，，各各校校のの事事業業ををススムムーーズズにに共共有有ででききたた 

MSEC 加盟校が全県対象で実施する公開事業や発表会，セミナーなどを実施する際

に MSEC の名を冠し，高校教育課を介さずに MSEC 加盟校へ直接案内ができ，各事

業への参加数や共有される情報量が増えた。本校からは，理系女子支援講座・探究活

動合同発表会・博物館でのポスター展示などを案内した。  

② 研究開発の課題    

４４．．課課題題とと今今後後のの取取りり組組みみ  
（（目目標標❺））探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証  

MSEC フ

ォーラム 
質質問問力力はは足足りりなないい  

質問できたと答えたのは，全体で 65％であった。特に，探究活動合同発表会は 1 年

生が初めて見学し，質疑応答の際に何を質問すればいいのか分からなかったようであ

る。質問力を育成する事前指導の必要性を強く感じた。 
MSEC 理

数系生徒

探究活動

講座 
マニュフ

ァクチャ

リング 

今今年年度度ののテテーーママはは難難易易度度がが高高かかっったた 
 昨年よりも製作時間の不足，考えすぎもしくは考えなしに作業した生徒の割合が高

くなった。これはテーマの難易度が高かったことを示唆する。しかし難易度が高いこ

とに対する不満は無く，生徒たちは「こうすればよかったかも」「次はこうしたい」な

どの感想が得られた。 
試試技技回回数数がが成成績績にに反反映映さされれななかかっったた 
 試技をするほど競技の成績が上がる結果にはならなかったが，全ての班が試技を行

った。 
MSEC 理

数系生徒

探究活動

講座 
わくわく

本本校校ササイイエエンンスス科科生生徒徒のの学学びびのの充充実実  

 生徒が他者へ教える事への指導を強化する。また，この事業を通して生徒に身に付

けてほしい力を明確にし，指導に当たる。 
将将来来のの科科学学技技術術人人材材のの育育成成  
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❻ 令和４年度科学技術人材育成重点枠の成果と課題【広域連携】 p.  ／ 4 3 

（（目目標標❼））持持続続可可能能なな組組織織体体制制のの構構築築  
  

・MSEC フォーラムの研究テーマ一覧（科学系・人文系・地域系に分類した） 
・MSEC 協議会の研修で用いたスライド ・各校の総合的な探究の時間帯の一覧 
・宮崎大学のメンターの一覧   ・各校の研究報告書や成果物（今後共有する） 
博博物物館館でで MMSSEECC 高高校校生生探探究究活活動動ポポススタターー展展をを開開催催 

MSEC 加盟校の優秀作品のポスターを集めて，宮崎県総合博物館で約 1 か月間（12
月 17 日～1 月 28 日），「MSEC 高校生探究活動ポスター展」を開催した。本年度は 10
校 20 作品を展示した（4 年連続）。一般の方への良いアピールになった。 

MSEC フ

ォーラム 
多多くくのの学学校校・・生生徒徒がが参参加加しし，，多多様様なな学学校校がが集集ままるる発発表表会会ととななっったた  

MSEC フォーラムは，オンラインの参加も含めると，加盟の全 18 校が参加した。対

面型日本語部門では，1000 名を超える生徒が参加した。また，多様な学校が集まり，各

学校の特色ある取り組みから，多くの刺激を受けた。  

MSEC の

構築と運

営  

協協議議会会のの研研修修内内容容をを幹幹事事会会のの話話しし合合いいでで決決定定しし，，幹幹事事会会のの先先生生でで運運営営ししたた  
第 3 回および第 4 回 MSEC 協議会において ，指導者の指導方法に関わる具体的な

研修を実施できた。特に，研修内容・方法について，幹事会で協議し決定した。また，

研修時の進行やグループ協議でのファシリテーターを幹事会の先生が行った。 
加加盟盟校校のの発発表表会会のの相相互互参参観観やや研研究究指指定定校校のの研研究究公公開開をを MMSSEECC 研研修修のの場場ににででききたた  

12 月 9 日(金)宮崎南高校の探究活動発表会に MSEC 幹事校から 3 名が参加し，生

徒発表の審査に加わった。また，12 月 16 日(金)宮崎北高校の合同発表会に飯野高校・

五ヶ瀬中等教育学校の参加があり，生徒交流も実施できた。 
11 月 4 日(金)の宮崎大宮高校の WWL 事業研究公開の探究「グローバル協創」の分

科会を MSEC3 分野（科学・地域・グローバル）で事例紹介した。MSEC 研修会とし

て実施した。 
MMSSEECC のの名名をを冠冠しし，，各各校校のの事事業業ををススムムーーズズにに共共有有ででききたた 

MSEC 加盟校が全県対象で実施する公開事業や発表会，セミナーなどを実施する際

に MSEC の名を冠し，高校教育課を介さずに MSEC 加盟校へ直接案内ができ，各事

業への参加数や共有される情報量が増えた。本校からは，理系女子支援講座・探究活

動合同発表会・博物館でのポスター展示などを案内した。  

② 研究開発の課題    

４４．．課課題題とと今今後後のの取取りり組組みみ  
（（目目標標❺））探探究究活活動動のの教教育育効効果果のの検検証証  

MSEC フ

ォーラム 
質質問問力力はは足足りりなないい  

質問できたと答えたのは，全体で 65％であった。特に，探究活動合同発表会は 1 年

生が初めて見学し，質疑応答の際に何を質問すればいいのか分からなかったようであ

る。質問力を育成する事前指導の必要性を強く感じた。 
MSEC 理

数系生徒

探究活動

講座 
マニュフ

ァクチャ

リング 

今今年年度度ののテテーーママはは難難易易度度がが高高かかっったた 
 昨年よりも製作時間の不足，考えすぎもしくは考えなしに作業した生徒の割合が高

くなった。これはテーマの難易度が高かったことを示唆する。しかし難易度が高いこ

とに対する不満は無く，生徒たちは「こうすればよかったかも」「次はこうしたい」な

どの感想が得られた。 
試試技技回回数数がが成成績績にに反反映映さされれななかかっったた 
 試技をするほど競技の成績が上がる結果にはならなかったが，全ての班が試技を行

った。 
MSEC 理

数系生徒

探究活動

講座 
わくわく

本本校校ササイイエエンンスス科科生生徒徒のの学学びびのの充充実実  

 生徒が他者へ教える事への指導を強化する。また，この事業を通して生徒に身に付

けてほしい力を明確にし，指導に当たる。 
将将来来のの科科学学技技術術人人材材のの育育成成  
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❻ 令和４年度科学技術人材育成重点枠の成果と課題【広域連携】 p.  ／ 4 4 

（（目目標標❻））探探究究型型学学習習のの全全県県普普及及  

（（目目標標❼））持持続続可可能能なな組組織織体体制制のの構構築築  
  

サイエン

ス教室 
 本講座の目的である科学技術人材の育成を念頭に置き，実験やもの作りの理論を説

明したり，その先にある職業観などにも触れたりしながら，将来科学の力で社会に貢

献する人材の育成を図りたい。  

MSEC の

構築と運

営 

SSSSHH のの目目的的ででああるる「「科科学学技技術術人人材材育育成成」」ののたためめののココンンテテンンツツのの普普及及にに務務めめるる 
本校としては，まずは MSEC を再構築し，広義の探究型学習が普及できる体制づく

りを目指している。一旦県内に探究活動への理解が深まるように裾野を広げた上で，

県内の自然科学系分野の普及を牽引したい。 
MMSSEECC のの 44 分分野野をを確確立立ささせせ，，機機能能ささせせるる  
各校の特色を活かすためにも 4 部門【科学系・地域系・グローバル系・産業系】を

作り，リーダー校を設置する。 
例えば，本校は「科学技術部門」のリーダー校として，他の SSH 校や理数系学科を

有する高校および職業系高校（農業・海洋・工業）と連携を図る。加えて，他校におい

て，科学分野の研究を志す生徒や指導者のサポートができる環境を構築したい。 
MSEC 理数

系生徒探究

活動講座マ

ニュファク

チャリング 

「「探探究究へへのの取取りり組組みみ」」はは昨昨年年よよりり良良くくななっってていいるる 
 昨年よりも「探究活動に積極的に取り組んでいる」と答えた学校が多く，生徒も探

究活動が充実していると実感している。 

MSEC の

構築と運

営 

MMSSEECC へへのの加加盟盟校校ををささららにに増増加加ささせせるる  
① 県内の職業系高校（特に商業・工業）の加盟 
② 県内の小中学校の加盟     ③ 私立学校の加盟  

MMSSEECC へへのの外外部部期期間間のの加加盟盟  
  ① 支援機関の加盟        ② 県内企業の加盟 
MMSSEECC 協協議議会会とと研研修修会会をを分分けけるる  
現状は，MSEC 設置要綱にも「協議会の中に指導者の研修も含む」とあるが，これ

らを分けて開催したい。管理職の先生方も参加する協議会（持続的組織的な運営のた

めには絶対に必要）と探究の指導に関する研修会に分けることにより，MSEC 担当者

以外の先生方も参加しやすい研修会になれば，県全体の探究型学習の普及に直結する

はずである。【既に第第 44 回回 MMSSEECC 協協議議会会でで承承認認済済】 
次年度は，MSEC 協議会を「管理職も参加し，MSEC の運営体制等について協議す

る場」，MSEC 研修会を「教師の研修の場」と位置づける。 
MSEC フ

ォーラム 
次次年年度度のの MMSSEECC フフォォーーララムムのの運運営営体体制制  

本年度は，オンライン日本語を県高校教育課，英語を宮崎大宮高校（WWL 予算），

対面日本語を宮崎北高校（SSH 予算）で運営したが，宮崎大宮高校の WWWWLL 事事業業はは本本

年年度度終終了了，宮崎北高校の SSSSHH 事事業業（（重重点点枠枠））はは次次年年度度終終了了である。次年度以降は，県

全体の事業として，自走できるように準備しなければならない。 
参参加加ススタタイイルルににつついいてて 
大会規模も大きくなり，各校の優秀な生徒の発表会にすべきという意見も挙がった。

その反面，今回ようやく対面型で大規模の発表会を実施できた。元々は，3 月の普通科

系専門学科の大会に出られない生徒が参加できる大会として位置付けた。また，例年

各校内で行っている発表会をフォーラムに置き換えることによって各校内での教員の

負担が減るという趣旨もあった。 
そこで，宮崎北高校としては，SSH の指定期間である次年度までは本年と同じよう

な大会を運営したい。まずは，参参加加ししたた生生徒徒がが「「参参加加ししててよよかかっったた」」とと思思ええるる大大会会を

目指したい。特に，MSEC フォーラムの目的は，「「批批評評すするるここととよよりりもも自自分分たたちちにに足足りり

なないいもものの，，他他校校のの発発表表をを見見てて刺刺激激をを受受けけてて自自分分たたちちのの活活動動ににつつななげげてていいくくななどど生生徒徒もも

教教員員もも学学びびのの場場ににすするる」」ことを主眼に置きたい。  
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❼－① 研究開発のテーマ ❼－② 研究開発の経緯 p. 1 ／ 1 

①①研研究究開開発発ののテテーーママ  

■重点枠■ 探探究究型型学学習習のの全全県県普普及及をを加加速速ささせせるる持持続続的的ななココンンソソーーシシアアムムのの構構築築 

 研究開発の目標 

 
 
 
 

基 

礎 

枠 

① 創造力の育成 デザイン思考やビッグデータ，AI を活用した教材を開発し，創造力を持った科学技術人

材を育成する。 

② 地域の価値を見出す

力の育成 
本県事例を用いて持続的な社会づくりの教材を開発し，サスティナビリティの視座を有す

る科学技術人材を育成する。 

③ 英語による表現力の

育成 
国際社会で必要な英語力と国際性を育む指導法を確立し，異なる文化の人々と協働できる

科学技術人材を育成する。 

④ 科学リテラシーの育

成 
データに基づき論理的に思考する力を育む指導方法を確立し，科学リテラシーを有する科

学技術人材を育成する。 

⑤ 探究活動の教育効果

の検証 
教科学習と探究型学習の学びを実践する場である探究活動の教育効果を教育心理学に基

づいた評価・検証を行う。 

 

重
点
枠 

⑥ 探究型学習の全県普

及 
みやざき SDGs 教育コンソーシアム（通称：MSEC）を構築し，定例会議，指導者ワー

クショップ，合同発表会を活用して，探究型学習の指導ノウハウの全県普及させる。 

⑦ 持続可能な組織体制

の構築 

高校，小中学校，研究機関，企業，行政と段階的に協定を結び，全県で科学技術人材育

成を推進する組織を構築・運営する。県の事業化も視野に入れて持続可能な協働運営を

目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②②  研研究究開開発発のの経経緯緯（（令令和和44年年度度  時時系系列列一一覧覧表表））  
各開発計画の取り組み状況を時系列で示す。 

 ① MSECの構築と運営 ② MSEC フォーラ

ム 
③ MSEC 理数系生徒

探究活動講座 MSEC協議会・研修会 MSEC幹事会 MSEC行事等 
4月 第1回（幹事校決定） 第1回    
5月  第2回    

6月 第 2 回（MSEC フォ

ーラム準備委員会） 第3・4回   わくわくサイエンス教

室 
7月    MSECフォーラム  
8月 MSEC研修会     
9月  第5・6・7回    

10月 第3回（幹事会報告・

研修会） 第8回    

11月  第9・10回 各校の発表会  マニュファクチャリング

（科学の甲子園予選日） 
12月  第11回 博物館ポスター展 探究活動合同発表会 わくわくサイエンス教室 

1月 第4回（年度末報告・

次年度に向けて） 第12回 MSEC研究紀要作

成   

2月  第13回  次年度準備  
3月  第14回  次年度準備  

 

 開発計画 
目   標 

対 象 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

重 
点 
枠 

① MSECの構築と運営（幹事会・協議会）（MSEC） 〇   〇  ○ ○ MSEC加盟団体や外部機関 

② MSECフォーラム         （MSEC-G） △ △ △ ○ ○ ○ ○ MSEC加盟校内の希望者 

③ MSEC理数系生徒探究活動講座   （MSEC-S） △ △  ○ ○ ○ ○ 本県の小中高生の希望者 
目標の○は主たる目標，△は副次的な目標， 
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❼－① 研究開発のテーマ ❼－② 研究開発の経緯 p. 1 ／ 1 

①①研研究究開開発発ののテテーーママ  

■重点枠■ 探探究究型型学学習習のの全全県県普普及及をを加加速速ささせせるる持持続続的的ななココンンソソーーシシアアムムのの構構築築 

 研究開発の目標 

 
 
 
 

基 

礎 

枠 

① 創造力の育成 デザイン思考やビッグデータ，AI を活用した教材を開発し，創造力を持った科学技術人

材を育成する。 

② 地域の価値を見出す

力の育成 
本県事例を用いて持続的な社会づくりの教材を開発し，サスティナビリティの視座を有す

る科学技術人材を育成する。 

③ 英語による表現力の

育成 
国際社会で必要な英語力と国際性を育む指導法を確立し，異なる文化の人々と協働できる

科学技術人材を育成する。 

④ 科学リテラシーの育

成 
データに基づき論理的に思考する力を育む指導方法を確立し，科学リテラシーを有する科

学技術人材を育成する。 

⑤ 探究活動の教育効果

の検証 
教科学習と探究型学習の学びを実践する場である探究活動の教育効果を教育心理学に基

づいた評価・検証を行う。 

 

重
点
枠 

⑥ 探究型学習の全県普

及 
みやざき SDGs 教育コンソーシアム（通称：MSEC）を構築し，定例会議，指導者ワー

クショップ，合同発表会を活用して，探究型学習の指導ノウハウの全県普及させる。 

⑦ 持続可能な組織体制

の構築 

高校，小中学校，研究機関，企業，行政と段階的に協定を結び，全県で科学技術人材育

成を推進する組織を構築・運営する。県の事業化も視野に入れて持続可能な協働運営を

目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②②  研研究究開開発発のの経経緯緯（（令令和和44年年度度  時時系系列列一一覧覧表表））  
各開発計画の取り組み状況を時系列で示す。 

 ① MSECの構築と運営 ② MSEC フォーラ

ム 
③ MSEC 理数系生徒

探究活動講座 MSEC協議会・研修会 MSEC幹事会 MSEC行事等 
4月 第1回（幹事校決定） 第1回    
5月  第2回    

6月 第 2 回（MSEC フォ

ーラム準備委員会） 第3・4回   わくわくサイエンス教

室 
7月    MSECフォーラム  
8月 MSEC研修会     
9月  第5・6・7回    

10月 第3回（幹事会報告・

研修会） 第8回    

11月  第9・10回 各校の発表会  マニュファクチャリング

（科学の甲子園予選日） 
12月  第11回 博物館ポスター展 探究活動合同発表会 わくわくサイエンス教室 

1月 第4回（年度末報告・

次年度に向けて） 第12回 MSEC研究紀要作

成   

2月  第13回  次年度準備  
3月  第14回  次年度準備  

 

 開発計画 
目   標 

対 象 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

重 
点 
枠 

① MSECの構築と運営（幹事会・協議会）（MSEC） 〇   〇  ○ ○ MSEC加盟団体や外部機関 

② MSECフォーラム         （MSEC-G） △ △ △ ○ ○ ○ ○ MSEC加盟校内の希望者 

③ MSEC理数系生徒探究活動講座   （MSEC-S） △ △  ○ ○ ○ ○ 本県の小中高生の希望者 
目標の○は主たる目標，△は副次的な目標， 
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開発課題 ＭＳＥＣの構築と運営～ＭＳＥＣ幹事会および協議会の充実～ 
文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭） 

  
１１．．目目標標      
 本県で探究型学習の普及が進まない現状を解決

するために，加盟校の担当者が協議を重ね，探究

型学習の普及を加速させる持続的な組織の構築を

目指す。 

  《《SSSSHH 事事業業申申請請書書にに記記ししたた目目標標》》  

探究型学習の全県普及を加速させる持続的な

コンソーシアムの構築 

２２．．経経緯緯  
（（１１））MMSSEECC 協協議議会会のの協協議議でで幹幹事事会会ががででききたた  
  MSEC 協議会 20 団体が一斉に協議しても効

率が悪いと提案があり，MSEC 幹事会を設置し

た。幹事会は必要に応じて随時で実施し，協議

会は年 4 回開催した。コロナ禍でオンラインの

開催が増えた。 
  
（（２２））MMSSEECC 幹幹事事会会のの構構成成  

7 校の幹事校は，第 1 回 MSEC 協議会

（R4.4.26）にて決定した。今後も年度初めの

MSEC 協議会にて，幹事校を決定する。  

 
また，加盟団体も増加傾向にあり，「MSEC 幹

事会でどんなことが話し合われているのか」を

共有することが，加盟団体間の温度差を埋め，

持続的な組織運営にも必要不可欠と考え，幹事

会毎に議事録を加盟団体に配布した。 
 
（（３３））MMSSEECC 幹幹事事会会のの役役割割  

MSEC幹事会で立案（加盟校の管理職への報告） 

⇒ MSEC 加盟団体へ報告  
⇒ MSEC 協議会で提案・審議 ⇒ 決定 

３３．．仮仮説説      
MSECの幹事会および協議会の協力体制の充実

で議論が深まり，持続的な運営体制の構築に繋が

るのではないか 

４４．．対対象象者者  
 対象者は MSEC 加盟校 18 校の生徒 10077 人。

指導者は MSEC 加盟校 18 校の担当者および在籍

教職員 859 人。 
 
 

５５．．方方法法  
（（１１））MMSSEECC 協協議議会会  
  MSEC に関する取り組みを対等な立場で協議

し，持続的な運営を目指す場とする。また，各

校の探究活動や探究型学習の教材の紹介を行う。

各校で探究活動を実際に指導している先生方が

指導上の困り感やノウハウを共有し，それらを

反映した発表会や研修会を企画する。 
MSEC 協議会は，MSEC フォーラムの反省も

含めると本年度 5 回開催した（TTaabbllee11）。 
TTaabbllee11  MMSSEECC 協協議議会会のの開開催催状状況況  

開催日 回 内容 

4 月 21 日 第 1 回 MSEC の説明 幹事校決定 

6 月 20 日 第 2 回 MSEC フォーラムに向けて 

8 月 30 日 反省会 MSEC フォーラム対面型日

本語発表部門の振りかえり 

10月 24日 第 3 回 ・今後の MSEC について  
・MSEC 研修「よい探究と

は？」 

1 月 24 日 第 4 回 ・年度末報告 ・次年度に向

けて ・研修「デザイン思考」 
 
（（２２））MMSSEECC 幹幹事事会会  

探究型学習の普及のための課題や研修内容等

の議題について，議論し，MSEC 協議会に提案

する。また，本校 MSEC 担当と指導主事が事前

に打ち合わせを重ねて，幹事会の方向性を確認

し，幹事会をリードする。 
また，昨年度の幹事会では，現場の探究活動

の指導者の最も多い困り感である「「普普段段のの授授業業

のの中中ででどどののよよううにに指指導導ししてていいけけばばよよいいののかか」」に

活かされるために，以下のように MSEC におけ

る探究活動のステージを整理した。 

 
  MSEC 幹事会は，本年度 14 回開催した

（TTaabbllee22）。 

＜＜MMSSEECC 探探究究活活動動ののスステテーージジ＞＞  

①① 「「知知るる」」日日常常のの探探究究活活動動のの進進めめ方方～～環環境境整整備備  
他校の研究テーマや活動状況を共有し，自校

の生徒のゴールイメージに繋げる。 

②② 「「交交わわるる」」MMSSEECC フフォォーーララムム  
成果発表会の企画運営を行う。 

③③ 「「つつななががるる」」各各校校ののココンンテテンンツツ共共有有  

各校が独自に開発したコンテンツを他校に

紹介し，サポートする。また，連携機関や人材

（メンター）なども他校に紹介できる。 

 

議長：宮崎北高校校長 
幹事校（宮崎北・宮崎大宮・宮崎西・日向 
・五ヶ瀬中等・飯野・高鍋農業），高校教育課 
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TTaabbllee22  MMSSEECC 幹幹事事会会のの開開催催状状況況  

開催日 回 内容 

4 月 26 日 第 1 回 MSEC フォーラムに向けて 

5 月 25 日 第 2 回 MSEC フォーラムに向けて 

6 月 3 日 第 3 回 MSEC フォーラムに向けて 

6 月 13 日 第 4 回 MSEC フォーラムに向けて 

9 月 7 日 第 5 回 MSEC フォーラムの反省 
今後の MSEC について 

9 月 20 日 第 6 回 第 3 回協議会に向けて 

9 月 26 日 第 7 回 第 3 回協議会に向けて 

10月 11日 第 8 回 第 3 回協議会に向けて 

11月 16日 第 9 回 第 3 回 MSEC 協議会の反省 

MSEC フォーラムに向けて 

11月 29日 第 10回 第 4 回協議会に向けて 

12月 20日 第 11 回 第 4 回協議会に向けて 

1 月 18 日 第 12回 第 4 回協議会に向けて 

2 月 第 13回 MSEC フォーラムに向けて 

3 月 第 14回 MSEC フォーラムに向けて 

６６．．評評価価方方法法  
 仮説に応じて，以下の情報で評価した。 

・加盟状況で広域連携の広がりを評価する 
・加盟校の担当教諭のアンケート結果や意見で

幹事会の運営体制を評価する 

７７．．結結果果      
（（１１））協協議議会会のの研研修修をを幹幹事事会会でで運運営営ししたた  

第3回および第4回MSEC協議会において ，
指導者の指導方法に関わる具体的な研修を実施

できた。特に，研修内容・研修方法について，幹

事会で協議し決定した。また，研修時の進行や

グループ協議でのファシリテーターを幹事会の

先生が行った。 
  
（（２２））科科学学人人材材育育成成にに関関すするる本本校校のの開開発発ししたた指指

導導法法をを MMSSEECC 加加盟盟校校にに普普及及ででききたた  
第 3 回 MSEC 協議会において ，指導者の指

導方法に関わる具体的な研修を実施できた。研

修テーマは，『指導者の作品を見る目を養う ～
指導者の必要な視点とは～』とした。本校の河

野健太教諭による科学系の発表の指導法につい

て，JJSSTT 作作成成のの「「RR22  SSSSHH 生生徒徒研研究究発発表表会会文文部部

科科学学大大臣臣賞賞作作品品のの発発表表動動画画」」を使用し，優秀作

品から「科学的な視点」について紹介した。ま

た，科学的な発表の指導法についても普及する

ことができた。 

（（３３））指指導導者者のの普普段段のの指指導導法法にに関関わわるる具具体体的的なな

研研修修をを実実施施ででききたた  
第 3 回および第 4 回 MSEC 協議会における

研修を指導者目線で行い，グループに分かれて

ふり返ることができた。 
 
＜＜第第 33 回回 MMSSEECC 協協議議会会のの研研修修内内容容＞＞  
生徒の発表（動画）を見て，グループでディ

スカッション。グループの進行は幹事校の先

生が行った。 
(a) 科学系：宮崎北高校（河野健太 教諭） 
(b) 地域系：飯野高校   

    「マイプロジェクトアワード 文部科学

大臣賞の発表動画」を使用 
(c)グローバル系：宮崎大宮高校 

    英語発表の審査基準を使用 
 

＜＜第第 44 回回 MMSSEECC 協協議議会会のの研研修修内内容容＞＞  
「デザイン思考を用いたアイデアの構築法」 
（宮崎西高校 東口 指導教諭） 
グループワーク「先生方が探究学習の指導

に積極的に関わるには」 
  

科科学学系系ににおおけけるる研研修修内内容容【河野健太教諭】 
１１．．優優秀秀作作品品かからら「「科科学学的的なな発発表表」」をを考考ええるる  
  (1)優秀作品の発表動画視聴    

(2) グループワーク「どこが優れていると思

われる？」    

(3) 研究発表に必要な視点「論理性，客観性，

創造性」について    

(4) 全国大会に選ばれる 4つのポイント 

 ① 複数の実験を行っている 

 ② 教科横断的である 

 ③ 統計処理が行われている 

 ④ プログラミングを行っている     

２２．．どどううすすれればば科科学学的的なな発発表表をを指指導導ででききるるかか？？    
(1) 声掛けの方法，先を見通した質問   

(2) 指導の方針    

   先生は伴走者である。一緒に悩んでいい。 

   すべてを知っておく必要はない。   

(3) 実験方法の指導について知っておくと良

いこと    

  ① デザイン思考    

  ② 群・項目・変数を意識した実験計画指導   

  ③ 統計処理    

  ④ 各教科の専門知識をつなげる機転 

＊楽しむ気持ちと好奇心が大切である 
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TTaabbllee22  MMSSEECC 幹幹事事会会のの開開催催状状況況  

開催日 回 内容 

4 月 26 日 第 1 回 MSEC フォーラムに向けて 

5 月 25 日 第 2 回 MSEC フォーラムに向けて 

6 月 3 日 第 3 回 MSEC フォーラムに向けて 

6 月 13 日 第 4 回 MSEC フォーラムに向けて 

9 月 7 日 第 5 回 MSEC フォーラムの反省 
今後の MSEC について 

9 月 20 日 第 6 回 第 3 回協議会に向けて 

9 月 26 日 第 7 回 第 3 回協議会に向けて 

10月 11日 第 8 回 第 3 回協議会に向けて 

11月 16日 第 9 回 第 3 回 MSEC 協議会の反省 

MSEC フォーラムに向けて 

11月 29日 第 10回 第 4 回協議会に向けて 

12月 20日 第 11 回 第 4 回協議会に向けて 

1 月 18 日 第 12回 第 4 回協議会に向けて 

2 月 第 13回 MSEC フォーラムに向けて 

3 月 第 14回 MSEC フォーラムに向けて 

６６．．評評価価方方法法  
 仮説に応じて，以下の情報で評価した。 

・加盟状況で広域連携の広がりを評価する 
・加盟校の担当教諭のアンケート結果や意見で

幹事会の運営体制を評価する 

７７．．結結果果      
（（１１））協協議議会会のの研研修修をを幹幹事事会会でで運運営営ししたた  

第3回および第4回MSEC協議会において ，
指導者の指導方法に関わる具体的な研修を実施

できた。特に，研修内容・研修方法について，幹

事会で協議し決定した。また，研修時の進行や

グループ協議でのファシリテーターを幹事会の

先生が行った。 
  
（（２２））科科学学人人材材育育成成にに関関すするる本本校校のの開開発発ししたた指指

導導法法をを MMSSEECC 加加盟盟校校にに普普及及ででききたた  
第 3 回 MSEC 協議会において ，指導者の指

導方法に関わる具体的な研修を実施できた。研

修テーマは，『指導者の作品を見る目を養う ～
指導者の必要な視点とは～』とした。本校の河

野健太教諭による科学系の発表の指導法につい

て，JJSSTT 作作成成のの「「RR22  SSSSHH 生生徒徒研研究究発発表表会会文文部部

科科学学大大臣臣賞賞作作品品のの発発表表動動画画」」を使用し，優秀作

品から「科学的な視点」について紹介した。ま

た，科学的な発表の指導法についても普及する

ことができた。 

（（３３））指指導導者者のの普普段段のの指指導導法法にに関関わわるる具具体体的的なな

研研修修をを実実施施ででききたた  
第 3 回および第 4 回 MSEC 協議会における

研修を指導者目線で行い，グループに分かれて

ふり返ることができた。 
 
＜＜第第 33 回回 MMSSEECC 協協議議会会のの研研修修内内容容＞＞  
生徒の発表（動画）を見て，グループでディ

スカッション。グループの進行は幹事校の先

生が行った。 
(a) 科学系：宮崎北高校（河野健太 教諭） 
(b) 地域系：飯野高校   

    「マイプロジェクトアワード 文部科学

大臣賞の発表動画」を使用 
(c)グローバル系：宮崎大宮高校 

    英語発表の審査基準を使用 
 

＜＜第第 44 回回 MMSSEECC 協協議議会会のの研研修修内内容容＞＞  
「デザイン思考を用いたアイデアの構築法」 
（宮崎西高校 東口 指導教諭） 
グループワーク「先生方が探究学習の指導

に積極的に関わるには」 
  

科科学学系系ににおおけけるる研研修修内内容容【河野健太教諭】 
１１．．優優秀秀作作品品かからら「「科科学学的的なな発発表表」」をを考考ええるる  
  (1)優秀作品の発表動画視聴    

(2) グループワーク「どこが優れていると思

われる？」    

(3) 研究発表に必要な視点「論理性，客観性，

創造性」について    

(4) 全国大会に選ばれる 4つのポイント 
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 ② 教科横断的である 

 ③ 統計処理が行われている 
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２２．．どどううすすれればば科科学学的的なな発発表表をを指指導導ででききるるかか？？    
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いこと    
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  ③ 統計処理    

  ④ 各教科の専門知識をつなげる機転 

＊楽しむ気持ちと好奇心が大切である 
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（（３３））探探究究活活動動にに関関わわるるココンンテテンンツツをを共共有有ししたた  
学校間共有ドライブの「MSEC」というフォ

ルダを利用して，データを共有した。 
 

＜＜共共有有ししたたデデーータタ＞＞  

A. MSEC フォーラムの研究テーマ一覧 
（科学系・人文系・地域系に分類した） 

   
B. MSEC 協議会の研修で用いたスライド 

 
C. 各校の総合的な探究の時間帯の一覧

(Fig.1) 

 
 
D．宮崎大学のメンターの一覧 
宮崎大学の産学・地域連携センターの協力

により,県内高校生の探究活動にサポートで

きる宮崎大学の先生のリスト。宮崎大学 5 学

部（教育・医・工・農・地域資源創生）それぞ

れに分類され,各先生の専門分野を高校生に

分かりやすく「キーワード」でまとめている。 
ただし,本データについては「高校生の活用
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E．各校の研究報告書や成果物（今後共有する） 

（（４４））加加盟盟校校のの発発表表会会のの相相互互参参観観やや研研究究指指定定校校

のの研研究究公公開開をを MMSSEECC のの研研修修のの場場ににででききたた  
12 月 9 日(金)宮崎南高校の探究活動発表会 
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審査に加わった。また，12 月 16 日(金)宮崎北高

校の合同発表会に飯野高校・五ヶ瀬中等教育学
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11 月 4 日(金)の宮﨑大宮高校の WWL 事業研

究公開の探究「グローバル協創」の分科会を
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（（５５））各各校校のの探探究究活活動動のの優優秀秀作作品品のの取取りり扱扱いい  
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Fig.2 博物館ポスター展の様子 

また，本年は展示場所に一般の方のコメント

BOX を設置し，コメントを回収した。（8 名） 

＜＜参参加加者者のの事事後後アアンンケケーートトよよりり（（第第 33 回回））＞＞  
・教員目線の研修を見える形で行ったことに意

義がある。 
・普段，地域系中心の探究を行っている学校が

科学系の異なる見方を知ることができて視

野が広がった。やはり交わることは重要だ。 
・そもそも全国大会レベルの生徒の発表に触れ

たことがなかったので，新鮮であった。上位

大会を目指すことは生徒のモチベーション

アップにも影響するので，どのような視点が

必要かを知るきっかけとなった。 

FFiigg..11  加加盟盟校校のの探探究究活活動動実実施施時時間間帯帯のの一一覧覧（（一一部部抜抜粋粋）） 

【一般の方のコメントより】 

・県内の高校生がどんなことに興味を持ち，研究してい

るのかが知れてよかった。各学校の特徴がでていておも

しろい。どの研究も今後の展望がより深い内容になって

いるので，ぜひ，今後も興味を持って生活し，これからの

日本作りに役立ててほしいと感じました。どの研究もす

ばらしいですね。【宮崎市】 

 

・出張で宮崎に来ていて，たまたま立ち寄りました。私も

他県で教員をしており，探究活動の担当をしておりま

す。普通科以外の多様な学科のポスターが展示されてお

り，県全体としての取り組みが素晴らしいと感じました。 

 

・当方 30 代ですが，今の高校生たちはここまですばらし

い研究調査ができるのかと感銘を受けました。社会の役

に立つものから，生物や環境への深い洞察など，みんな

すばらしいです。これからもその目でいろいろな世界を

見て，楽しく学んでいってください。【宮崎市】 

 

・本学も高大連携による高校生の探究活動や学習の研究

をしており，大変参考になりました。また，高校の教員養

成課程の学生もおり伝えたいと思います。もし，可能な

ら，ホームページなどでポスター発表の内容が知れると

うれしいです。【日本経済大学経済学部教授】 
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BB．．MMSSEECC 研研究究紀紀要要のの作作成成  
本県の探究活動の成果を形として残すことの

重要性と加盟団体・連携団体を増やす際の資料

としての役割を考慮し作成した。研究紀要は，

「2 学年分×クラス数」の冊数を加盟校に配布

し，探究活動におけるゴールイメージの形成や

論文執筆活動に役立てた。 

（（６６））MMSSEECC のの名名をを冠冠しし，，各各校校のの事事業業ををススムムーー

ズズにに共共有有ででききたた 
MSEC加盟校が全県対象で実施する公開事業

や発表会，セミナーなどを実施する際に MSEC
の名を冠し，高校教育課を介さずに MSEC 加盟

校へ直接案内ができ，各事業への参加数や共有

される情報量が増えた。本校からは，理系女子

支援講座・探究活動合同発表会・博物館でのポ

スター展示などを案内した。 

８８．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
 MSEC 幹事会は 8 団体の協議で運営できた。幹

事校の担当者間では，フラットな状況で自由に議

論を進めている。「MSEC」の名称も浸透し，少し

ずつではあるが，県内に探究型学習を普及させる

ための組織作りが進んでいる。 

９９．．今今後後のの課課題題・・展展望望  
（（１１）） MMSSEECC へへのの加加盟盟校校ををささららにに増増加加ささせせるる  

AA．．県県内内のの職職業業系系高高校校（（特特にに商商業業・・工工業業））のの加加盟盟  

現在，商業・工業系は未加盟である。特に商

業高校の探究活動は地域の課題に密着してお

り，学ぶことも多い。 
BB．．県県内内のの小小中中学学校校のの加加盟盟          

中学段階での探究型学習の指導状況を知る

のは，高校教員にとって意義がある。また，中

学校にとっては，高校の状況を知ることも大

切である。 
CC．．私私立立学学校校のの加加盟盟    

  県全体の普及のためには必要である。 
 
（（２２）） MMSSEECC へへのの外外部部期期間間のの加加盟盟  

AA．．支支援援機機関関のの加加盟盟    
   既に，各校が連携している団体やメンター

や県の公設機関（大学・博物館・県の試験場 

など）を支援機関とし，MSEC フォーラムな

どの発表会における審査や指導助言および 

普段の探究活動で困ったときのアドバイスな

どを依頼できる。  
BB．．県県内内企企業業のの加加盟盟  

   企業にとってメリットは何か整理する必要

がある。  

（（３３）） SSSSHH のの目目的的ででああるる「「科科学学人人材材育育成成」」ののたた  

めめののココンンテテンンツツのの普普及及にに務務めめるる 
本校としては，本年度は MSEC を再構築し，

広義の探究型学習が普及できる体制づくりを目

指している。一旦県内に探究活動への理解が深

まるように裾野を広げた上で，本校は県内の自

然科学系分野の普及を牽引したい。 
  
（（４４））MMSSEECC のの 44 分分野野をを確確立立ささせせ，，機機能能ささせせるる  

TTaabbllee33  MMSSEECC のの 44 分分野野  
部門 リーダー校（案） 

① 科学技術系 宮崎北 
② 地域協働系 飯野・五ヶ瀬 
③ グローバル系 宮崎大宮 
④ 産業系 高鍋農業 

＊各校の特色を活かすためにも部門を作り，リー

ダー校を設置する（Table3）。 
例えば，本校は「科学技術部門」のリーダー校と

して，他の SSH 校や理数系学科を有する高校およ

び職業系高校（農業・海洋・工業）と連携を図る。

加えて，他校において，科学分野の研究を志す生

徒や指導者のサポートができる環境を構築する。 
 

（（５５））MMSSEECC 協協議議会会とと研研修修会会をを分分けけるる  
現状は，MSEC 設置要綱にも「協議会の中に指

導者の研修も含む」とあるが，これらを分けて開

催したい。管理職の先生方も参加する協議会（持

続的組織的な運営のためには絶対に必要）と探究

の指導に関する研修会に分けることにより，

MSEC担当者以外の先生方も参加しやすい研修会

になれば，県全体の探究型学習の普及に直結する

はずである。【既に第第44回回MMSSEECC協協議議会会でで承承認認済済】 
次年度は，MSEC 協議会を「管理職も参加し，

MSECの運営体制等について協議する場」，MSEC
研修会を「教師の研修の場」と位置づける（Table4）。 

TTaabbllee44  令令和和 55 年年度度  MMSSEECC 関関係係行行事事日日程程案案  

 

日程 行事 内容 

4 月 20 日(木) 第１回 MSEC 協議会 

・本年度の活動方針 

・MSEC フォーラムの詳細 

・幹事校決定 

6 月 22 日（木） MSEC フォーラム打合せ 参加校による MSEC フォーラムの確認 

7 月 12 日(水) 

7 月 13 日(木) 
MSEC フォーラム 

・対面型日本語発表 

・オンライン型（日本語・英語） 

７月 27 日（木） MSEC 研修会① 

・MSEC フォーラム反省 

・どのような研修が必要か 

【内容は幹事会で決定】 

10 月 19 日（木） MSEC 研修会② 【内容は幹事会で決定】 

12 月 21 日(木) 探究活動合同発表会  

1 月 25 日(木) 

第２回 MSEC 協議会 
・活動報告 

・次年度計画 

MSEC 研修会③ 【内容は幹事会で決定】 
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はずである。【既に第第44回回MMSSEECC協協議議会会でで承承認認済済】 
次年度は，MSEC 協議会を「管理職も参加し，

MSECの運営体制等について協議する場」，MSEC
研修会を「教師の研修の場」と位置づける（Table4）。 

TTaabbllee44  令令和和 55 年年度度  MMSSEECC 関関係係行行事事日日程程案案  

 

日程 行事 内容 

4 月 20 日(木) 第１回 MSEC 協議会 

・本年度の活動方針 

・MSEC フォーラムの詳細 

・幹事校決定 

6 月 22 日（木） MSEC フォーラム打合せ 参加校による MSEC フォーラムの確認 

7 月 12 日(水) 

7 月 13 日(木) 
MSEC フォーラム 

・対面型日本語発表 

・オンライン型（日本語・英語） 

７月 27 日（木） MSEC 研修会① 

・MSEC フォーラム反省 

・どのような研修が必要か 

【内容は幹事会で決定】 

10 月 19 日（木） MSEC 研修会② 【内容は幹事会で決定】 

12 月 21 日(木) 探究活動合同発表会  

1 月 25 日(木) 

第２回 MSEC 協議会 
・活動報告 

・次年度計画 

MSEC 研修会③ 【内容は幹事会で決定】 
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開発課題 ＭＳＥＣ加盟校による探究活動発表会「ＭＳＥＣフォーラム」「探究活動合同発表会」 
文 責  甲斐 史彦（宮崎北高等学校 教諭） 

  
１１．．目目標標      
 みやざき SDGs 教育コンソーシアム（MSEC）加

盟校の合同発表会「MSEC フォーラム」が探究活

動の普及につながるか試みる。投票型審査で分析

した MSEC 加盟校の状況を指導者資料に記し，探

究活動の向上を試みる。 

 
また，昨年に引き続き，本校で 2 年生全員を対

象に実施している探究活動の中間発表会を MSEC
加盟校および希望する本校の連携校が参加する

「探究活動合同発表会」として開催し，研究を行

った。 

２２．．仮仮説説      
（（１１））MMSSEECC フフォォーーララムム  

・学校間を超えた学びの場が，探究型学習の普

及につながるかを試みる 
 ・加盟校の状況を指導者資料に記し，探究活動

の普及・向上を試みる 
  

（（２２））探探究究活活動動合合同同発発表表会会  
・学校を超えた学びの場が探究型学習の普及に

つながり，その取り組みは次年度の MSEC フ

ォーラムの試行となるのではないか 
・中間発表の段階で他校の多様な取組に触れる

ことで生徒，指導者ともによい刺激が得られ

るのではないか 

３３．．対対象象者者とと指指導導者者  
 対象者は MSEC 加盟校の生徒。指導者は MSEC 
加盟校の在籍教職員および宮崎北高校 SSH 運営 
指導委員・探究型学習支援委員を含む外部有識者 
（指導助言・審査）。 

４４．．方方法法  
（（１１））MMSSEECC フフォォーーララムムのの運運営営  
本年度の MSEC フォーラムは，以下の 3 部門で

開催した。 

 
 本報告書においては，「対面型日本語発表部門」

について，詳細を報告する。 

（（２２））MMSSEECC フフォォーーララムムののススケケジジュューールル  
TTaabbllee11 対対面面型型日日本本語語発発表表部部門門ののススケケジジュューールル  
月 会議等 参加集約 作業 

1 
第 4 回 MSEC

協議会 

1 次案内 
 

2 

実施の案内 仮登録・概数調

査（参加生徒数・

作品数） 

体育館仮予約  

3 
  

バス仮予約 

4 
第 1 回 MSEC

協議会 

実施要項提示 
 

5 

 
本登録（参加生 

徒数・作品数） 

交通手段調査 

校内作業分担 

体育館正式予約 

バス台数確定 

6 

第 2 回 MSEC

協議会（参

加校との打

ち合わせ） 

外部有識者への

案内 

研究テーマ一覧 

参加者リスト 

会場配置図 

パネル搬送依頼 

7 

前日準備 

MSEC フォー

ラム 

生徒および参加

教諭アンケート 

投票券作成・投票結果

集計・賞状作成 各校

へ資料・結果送付 

8 反省会 
  

  

（（３３））日日程程おおよよびび実実施施内内容容 
① 大 会 名：R4 MSEC フォーラム 
      （対面型日本語発表部門） 

   実 施 日：令和 4 年 7 月 13 日（水） 
   実施場所：宮崎市総合体育館 
   運 営 費：SSH 重点枠（宮崎北高） 

＊＊たただだしし，，77 月月ののココロロナナ感感染染拡拡大大にに伴伴いい，，生生

徒徒交交流流会会おおよよびび指指導導者者交交流流会会はは中中止止ししたた。。  
② 大 会 名：探究活動合同発表会 

   実 施 日：令和 4 年 12 月 16 日（金） 
   実施場所：宮崎県体育館 
   運 営 費：SSH 重点枠（宮崎北高） 
 
 
  
  
  
  
  

＜＜MMSSEECC フフォォーーララムムのの理理念念＞＞  
・全ての生徒に発表の機会を与える 
・相互に意見を交わして課題について考える 
・発表者だけでなく指導者も学びの機会にする 
・教員の探究活動の指導力向上の機会を作る 

・オンライン日本語部門：県高校教育課 
・オンライン英語部門：宮崎大宮高校（WWL） 
・対面型日本語発表部門：宮崎北高校（SSH） 

 ９：３０～１０：００  開会行事・諸連絡 

１０：００～１１：４０  ポスターセッション①  

１２：４０～１４：２０  ポスターセッション②  

１４：４０～１５：２０  生徒交流会・指導者交流会 

１５：３０～１６：００  閉会行事 

９：３０～１０：００  開会行事・諸連絡 

１０：００～１２：００  ポスターセッション  

１３：００～１４：００  ふり返り 

（北高２年生・五ヶ瀬中等教育学校）  

１４：００～１４：３０  閉会行事 

− 77−



 
 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  ４４年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❼－③Ｂ      ＭＳＥＣフォーラム p.  ／ 6 2 

（（４４））ポポススタターーセセッッシショョンン（（対対面面型型））  
発表 8 分+質疑 4 分+審査・移動 3 分の合計 15

分を目安として発表する。 

（（５５））MMSSEECC 審審査査シシスステテムム  
発表登録から指導者用資料作成までセミオート

でできるプログラムを作成する。投票券（FFiigg..11）
は個人判別コードを割り振り，投票者の投票傾向

を分析する。また，コメント欄を設け，良い点やア

ドバイスを記入する。このコメントは，後日参加

校に送付し，今後の研究のブラッシュアップの材

料とする。なお，参加者全員が投票するため，簡易

的な投票券を使用する。本発表会は，「生徒間の交

流を重視し，出来るだけ多くの発表を参観するこ

と」を目的とするため。 

  
TTaabbllee..22  投投票票型型審審査査のの審審査査基基準準  

AA．．評評価価 
・審査結果を元に各校内で順位をつける。全体

での順位はつけない。各校内での指導に役立

てる。 

・審査項目のウェートは各校で決める。 

・審査項目は事前に各校で生徒に伝えておく。 
  

BB．．表表彰彰 
・各校の上位から 2 割を金賞，3 割を銀賞，5 割

を奨励賞とし，参加者全員に県高校教育課から

の賞状を準備する。 
 

CC．．フフィィーードドババッックク資資料料  
各校でグループごとへのフィードバックに使用

する。（例 このグループは論理性の評価が高い） 

  
 

得票率（どれだけ多くの人を集めたか）も評価さ

れるように得票率と得点率の相関を調べた（Fig.3）
ただし，今回は 1 発表の参観人数を制限したため，

参考資料とする。 

  
FFiigg..33  得得票票率率とと得得点点率率 

（（６６）） ココロロナナ感感染染拡拡大大へへのの対対応応  
7 月 13 日開催の MSEC フォーラムでは，開

催直前に全国的に新規感染者数が急激に増加し

たため，一部の学校や生徒が参加を見合わせた。  

審審査査項項目目  評評価価のの観観点点  

主体性 ・一生懸命研究に取り組んだ。  

独創性 
・着眼点や発想が独創的である 

・研究手法が独創的である 

論理性 

・目的から結論までの流れが論理的である 

・適切な研究手法である 

・適切なデータ（アンケート・文献調査な

ど）を元に考察している。 

 

ポスター 

  

・グラフや表，図などを用いて分かりやす

い構成である 

・必要な情報が記載されている    

・デザインが良い 

発表方法 

・態度 

・説明が分かりやすい     

・説明の声が聞き取りやすい 

・原稿に頼らず自分の言葉で説明した   

・質問に的確に答えた 

  
FFiigg..11  投投票票券券 

 
FFiigg..22  投投票票結結果果（（宮宮崎崎北北高高校校のの例例））  
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また，開催前日に「生徒交流会および指導者交

流会の中止」および「発表回数や参観者数の制限」

が決定した（Fig.4&5）。 

  
FFiigg..44  11 作作品品 1100 名名程程度度のの参参観観，，座座っってて聞聞くく  

  
FFiigg..55  「「人人文文系系」」のの作作品品はは 22 階階通通路路でで発発表表

 
FFiigg..66  MMSSEECC フフォォーーララムムのの会会場場全全体体のの様様子子  

また，体育館規模の発表会では，フロア内にパネ

ル 80 枚設置・約 800 名収容の規模が妥当である

（Fig.6）。 

（（７７））生生徒徒のの事事後後アアンンケケーートト（（自自己己評評価価））  
参加生徒に事後アンケートを実施した（Table4）。

アンケートはすべて 9 段階評価。5 を「どちらで

もない」とする＞ 
TTaabbllee33：：生生徒徒事事後後アアンンケケーートト項項目目  

５５．．評評価価方方法法  
 仮説に応じて，以下の情報で評価した。 
・学校間を超えた学びの場は，参加校数，作品

数，発表生徒数で確認する 
・探究活動の普及・向上は加盟校の指導者資料，

指導者のインタビュー調査で確認する 

６６．．結結果果    
（（１１））多多くくのの学学校校・・生生徒徒がが参参加加しし，，多多様様なな学学校校

がが集集ままるる発発表表会会ととななっったた。。  
MSEC フォーラムは，オンラインの参加も含

めると，加盟の全 18 校が参加した。対面型日本

語部門では，1000 名を超える生徒が参加した

（Table4）。また，多様な学校が集まり，各学校

の特色のある取り組みから，多くの刺激を受け

た（Table5）。 
TTaabbllee44  RR44  MMSSEECC フフォォーーララムム対対面面型型のの参参加加状状況況 

TTaabbllee55  特特色色ののああるる参参加加校校  
参加校 特色 

延岡 SSH 校 

宮崎西 SSH 校 

宮崎大宮 WWL 校 

宮崎南 元「地域との協働による高等学校教育改

革推進事業（地域魅力型）」指定校 

高鍋農業 元 SPH 校。職業系高校。 

五ヶ瀬中等 元 SGH 校。地域協働事業。 

飯野 元「地域との協働による高等学校教育改

革推進事業（地域魅力型）」指定校 

都城泉ヶ丘 理数科設置校 

 質問項目 

Q1 今回の MSEC フォーラムに参加して良かった 

Q2 
今回の MSEC フォーラムに積極的に参加する

ことができた 

Q3 他校の作品から学ぶことがあった 

Q4 
発表者として，聞き手に内容をうまく伝えるこ

とができた 

Q5 
発表時に，他者の質問に対して的確に答えるこ

とができた 

Q6 他者の発表をしっかり聞くことができた 

Q7 他者の発表に対して，質問することができた 

Q8 
フォーラム当日だけでなく，これまで，探究活動

（研究）を積極的に取り組んできた 

学校 
生徒

数 

作

品

数 

分野別作品数 
研究

計画 人

文 

地

域 

科

学 

宮崎大宮 2 2 1 0 1 0 

五ヶ瀬中等 36 27 16 7 4 27 

宮崎南 51 14 5 6 3 0 

飯野 28 10 0 10 0 0 

高鍋農業 44 13 0 10 3 0 

延岡 226 65 4 1 60 0 

宮崎西 14 14 2 0 12 0 

都城泉ヶ丘 29 7 0 3 4 0 

高鍋 37 26 9 5 12 0 

都城西 74 23 13 7 3 0 

日向  67 17 2 15 0 5 

小林  83 40 5 21 14 0 

高千穂 2 1 0 1 0 0 

宮崎北 304 87 5 42 40 11 

福島 25 0 0 0 0 0 

合計 1022 346 62 128 156 43 
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12 月の探究活動合同発表会は 3 校が参加した

（Table6）。2 年生が中心で修学旅行などの行事と

重なる学校や本校の日程提示が遅れたため参加し

たくても参加できない学校があった。実施時期や

日程を早めに確定するなどの工夫が必要である。 

TTaabbllee66  参参加加状状況況（（RR44 探探究究活活動動合合同同発発表表会会）） 

（（２２））参参加加ししたた生生徒徒のの満満足足度度はは高高いい  
多くの生徒にとって好評であった。全体の

92％(Fig.7Q1)，94％(Fig.8Q1)が参加して良か

ったと答えた。また，全体の94％(Fig.7Q3)，91％
(Fig.8Q3)が他校の研究から学ぶことがあった

と答えた。各学校の研究には特色があり，多様

な研究に触れることができた。 

（（３３））探探究究活活動動にに対対すするる高高いい意意識識をを持持っったた生生徒徒

がが多多くく参参加加ししたた  
MSEC フォーラムでは，本校のように全員が

参加する学校だけではなく，事前に校内選考や

希望者を募って参加した学校もある。そのため，

探究活動への意識の高い生徒が集まっており，

全体の 92％(Fig.7Q2)が積極的に参加，91％
(Fig.7Q8)がこれまで積極的に探究に関わった

と答えた。 

（（４４））発発表表者者はは高高いい満満足足感感をを得得らられれたた  
自身の発表は，全体の 78％(Fig.7Q4)85％

(Fig.8Q4) ， 聞 く 態 度 は ， 全 体 の 97 ％

(Fig.7Q6)99％(Fig.8Q6)が良かったと答えた。

全般的に発表も参観も生徒は熱心に取り組んで

いた。MSEC フォーラムは，各グループ最大で

3 回の発表という制限もあったが，プレゼンは

回数を重ねただけ上達している。 

（（５５））質質問問力力はは足足りりなないい  
 質問できたと答えたのは，全体で 65％(Fig.7 
 Q7)45％ (Fig.8Q7)であった。特に，探究活動   
 合同発表会は 1 年生が初めて見学し，質疑応答 
 の際に何を質問すればいいのか分からなかった 
 ようである。質問力を育成する事前指導の必要 
性を強く感じた。 

  
FFiigg..77  アアンンケケーートト結結果果（（RR44  MMSSEECC フフォォーーララムム））  

    
FFiigg..88  アアンンケケーートト結結果果（（RR44  探探究究活活動動合合同同発発表表会会））  

（（６６））生生徒徒のの事事後後アアンンケケーートト（（記記述述））よよりり  
  AA．．MMSSEECC フフォォーーララムムににつついいてて  
  参加生徒の事後アンケートのほとんどが好意

的で前向きな意見であった(Table5)。特に，コロ

ナ禍で行事削減等の影響を受けた 3 年生にとっ

ては，対面でのポスターセッションの機会を貴

重なものとして受け取ってくれたようである。 
 生徒が他校生との交流を望んでいることも把握

できた。 
TTaabbllee77  MMSSEECC フフォォーーララムムにに参参加加ししたた感感想想（（抜抜粋粋））  
他校生徒の作品から多くの事を学び，意見交換で

きて楽しかった。自分達の研究を深めることがで

きた（大多数）  
他の分野の発表を見たかった（大多数）  
交流会までやってほしかった（多数）  
他校の先生からも激励の意見をいただいて嬉しか

ったが，より専門的な方から評価をいただきたか

った。大人の意見をもっと聞きたかった。  
発表の声が聞こえなかった（大多数）  
人数に対して場所が狭い（多数）  

参加校 生徒数 作品数 

宮崎北 295 名（2 年）・ 315 名（1 年） ７9 

飯野 29 名（3 年） １０ 

五ヶ瀬 7 名（高 1 年） ７ 

計 646 名 ９６ 
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12 月の探究活動合同発表会は 3 校が参加した

（Table6）。2 年生が中心で修学旅行などの行事と

重なる学校や本校の日程提示が遅れたため参加し

たくても参加できない学校があった。実施時期や

日程を早めに確定するなどの工夫が必要である。 

TTaabbllee66  参参加加状状況況（（RR44 探探究究活活動動合合同同発発表表会会）） 

（（２２））参参加加ししたた生生徒徒のの満満足足度度はは高高いい  
多くの生徒にとって好評であった。全体の

92％(Fig.7Q1)，94％(Fig.8Q1)が参加して良か

ったと答えた。また，全体の94％(Fig.7Q3)，91％
(Fig.8Q3)が他校の研究から学ぶことがあった

と答えた。各学校の研究には特色があり，多様

な研究に触れることができた。 

（（３３））探探究究活活動動にに対対すするる高高いい意意識識をを持持っったた生生徒徒

がが多多くく参参加加ししたた  
MSEC フォーラムでは，本校のように全員が

参加する学校だけではなく，事前に校内選考や

希望者を募って参加した学校もある。そのため，

探究活動への意識の高い生徒が集まっており，

全体の 92％(Fig.7Q2)が積極的に参加，91％
(Fig.7Q8)がこれまで積極的に探究に関わった

と答えた。 

（（４４））発発表表者者はは高高いい満満足足感感をを得得らられれたた  
自身の発表は，全体の 78％(Fig.7Q4)85％

(Fig.8Q4) ， 聞 く 態 度 は ， 全 体 の 97 ％

(Fig.7Q6)99％(Fig.8Q6)が良かったと答えた。

全般的に発表も参観も生徒は熱心に取り組んで

いた。MSEC フォーラムは，各グループ最大で

3 回の発表という制限もあったが，プレゼンは

回数を重ねただけ上達している。 

（（５５））質質問問力力はは足足りりなないい  
 質問できたと答えたのは，全体で 65％(Fig.7 
 Q7)45％ (Fig.8Q7)であった。特に，探究活動   
 合同発表会は 1 年生が初めて見学し，質疑応答 
 の際に何を質問すればいいのか分からなかった 
 ようである。質問力を育成する事前指導の必要 
性を強く感じた。 

  
FFiigg..77  アアンンケケーートト結結果果（（RR44  MMSSEECC フフォォーーララムム））  

    
FFiigg..88  アアンンケケーートト結結果果（（RR44  探探究究活活動動合合同同発発表表会会））  

（（６６））生生徒徒のの事事後後アアンンケケーートト（（記記述述））よよりり  
  AA．．MMSSEECC フフォォーーララムムににつついいてて  
  参加生徒の事後アンケートのほとんどが好意

的で前向きな意見であった(Table5)。特に，コロ

ナ禍で行事削減等の影響を受けた 3 年生にとっ

ては，対面でのポスターセッションの機会を貴

重なものとして受け取ってくれたようである。 
 生徒が他校生との交流を望んでいることも把握

できた。 
TTaabbllee77  MMSSEECC フフォォーーララムムにに参参加加ししたた感感想想（（抜抜粋粋））  
他校生徒の作品から多くの事を学び，意見交換で

きて楽しかった。自分達の研究を深めることがで

きた（大多数）  
他の分野の発表を見たかった（大多数）  
交流会までやってほしかった（多数）  
他校の先生からも激励の意見をいただいて嬉しか

ったが，より専門的な方から評価をいただきたか

った。大人の意見をもっと聞きたかった。  
発表の声が聞こえなかった（大多数）  
人数に対して場所が狭い（多数）  

参加校 生徒数 作品数 

宮崎北 295 名（2 年）・ 315 名（1 年） ７9 

飯野 29 名（3 年） １０ 

五ヶ瀬 7 名（高 1 年） ７ 

計 646 名 ９６ 
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各校で選ばれたグループが参加すべき。これまで

きちんと取り組んだ人だけが参加してほしい。聞

く態度などで不快な思いをした。  
また，生徒による今後の発表会がより良くな

るためのアイデア(Table8)を次年度の運営に活

かしたい。 
TTaabbllee88  MMSSEECC フフォォーーララムムがが良良くくななるるたためめののアアイイデデアア  
発表や質問の時間をもう少し減らし，その分発表

や見学の回数をもっと増やしてほしい。（多数）  
（この規模でやるのであれば）複数日や複数会場

での開催も考えてほしい。（多数）  
似たような研究テーマのグループ同士で意見交換

できるといい。共同研究などに発展する。  
他県の高校生と連携できると視野も広くなる。  
評価やアンケートなどをスマホやタブレットで行

うとよい。また，見たかった作品が後日ネット上

などで見られると嬉しい。  

BB．．探探究究活活動動合合同同発発表表会会ににつついいてて  
①①中中間間段段階階ででのの合合同同発発表表会会をを行行うう意意義義  
参加生徒の事後アンケート(Table9)から，2 年

次に中間発表会を行うことによる効果を確認で

きた。 
TTaabbllee99 探探究究活活動動合合同同発発表表会会のの感感想想（（多多数数意意見見をを抜抜粋粋））  
他校や他のクラスの作品から大きな刺激を受けた 

自分達の今後の改善点を知ることができた 

他校の先生のアドバイスがありがたかった。 

質問に対して明確に答えられるようになりたい 

ポスターをもっと見やすいものにしたい 

聞き手に分かりやすく伝えられるようになりたい 

②②生生徒徒交交流流会会はは必必要要ででああるる  
探究活動合同発表会では，参加校が少なく，

コロナ感染状況が落ち着いていたため，本校サ

イエンス科 2 年生と五ヶ瀬中等教育学校が小グ

ループに分かれて，

ディスカッション

を行った。分野は違

っても探究活動に

積極的な生徒同士

で活発な意見交換

が行われ，視野を広

げることができた。 

（（７７））指指導導者者・・外外部部有有識識者者ののアアンンケケーートトよよりり  
 参加した指導者や外部有識者からは，運営面や

普段の指導に関する内容の意見をいただいた

(Table10)。  
TTaabbllee1100  指指導導者者やや外外部部有有識識者者にによよるる意意見見  
ココロロナナ感感染染対対策策へへのの対対応応にによよるる影影響響  
発表会の目的達成度あるいはポスターセッショ

ンという発表スタイル自体が持つメリットを阻

害した影響の方が大きかった（リモートの方が

聞きやすかった）。 

途中参加・退席が容易等というポスター発表の

自由度が失われた。  
教教師師のの指指導導にに関関すするる内内容容  

課題研究に本気で打ち込んでいる生徒とそうで

ない生徒との差が如実だった。  
中途半端に終わっているものもあり，まとめ方

の指導が必要。  
「テーマの背景目的に合った研究手法や結果考

察を目的に照らしてどこまで進んだと評価する

か」という一貫性を持ったスタイル（途中自己

チェック）は，もう一段指導支援すべき。  
各各校校のの参参加加ののススタタイイルルににつついいてて  

生徒間の温度差，自校間の投票なども見られた

のは残念。参加規模も考慮すると，事前に各校

で選考や希望調査をして参加者数を絞るべきで

はないか。学内選考や地域選考をやって，県大

会ともっていってはどうだろうか。 

（（８８））投投票票型型審審査査のの結結果果よよりり 

MSEC フォーラム対面型日本語発表部門におけ

る投票型審査は 5 つの評価項目を 5 段階で採点し

た点数の平均値をまとめた(Fig.8)。 
投票数： 大人 480（外部有識者 64，高校教諭 416） 

高校生 8972 
①①学学校校間間ででああままりり差差異異はは見見らられれななかかっったた  

    各項目とも平均4.3～4.5と差が高得点に集中

した。本校内でも探究学習に先進的なサイエン

ス科と普通科の間にも差はほとんど見られなか

った。  

  
FFiigg..1100  学学校校間間得得点点率率  

学校間　得票率
主体性 独創性 論理性 ポスター 発表態度

宮崎北・普 4.390 4.273 4.200 4.335 4.399
宮崎北・サ 4.375 4.412 4.237 4.125 4.152

延岡 4.390 4.364 4.219 4.235 4.360
宮崎西 4.723 4.603 4.601 4.356 4.617
宮崎大宮 4.533 4.433 4.417 4.233 4.678
宮崎南 4.352 4.313 4.250 4.372 4.371

五ヶ瀬中等 4.497 4.369 4.268 4.230 4.377
高千穂 4.520 4.600 4.400 4.625 4.600
高鍋 4.640 4.468 4.357 4.497 4.609

高鍋農業 4.398 4.374 4.245 4.438 4.099
小林 4.264 4.103 4.056 4.048 4.204
都城西 4.282 4.138 4.155 4.307 4.336

都城泉ヶ丘 4.540 4.429 4.508 4.445 4.461
日向 4.567 4.380 4.301 4.492 4.510
飯野 4.341 4.073 3.996 4.105 4.214
平均 4.459 4.361 4.286 4.322 4.399
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②②大大人人とと生生徒徒のの審審査査傾傾向向にに相相関関ははなないい  
1 作品に対する「大人（指導者・外部有識者）」

と「高校生」の平均得点には相関は見られなか

った(Fig.11)。投票型審査を行うための基準を明

確にする必要がある。ただ，一方で「見る人によ

って評価結果も変わる」ことを学ぶのも大切と

いう意見も挙がった（幹事会）。今後，審査項目

や配点などを参加校の教員と協議しながら審査

および評価について研究したい。  

  
FFiigg..1111  大大人人とと生生徒徒のの投投票票点点数数のの相相関関  

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
 他校の生徒と合同で研究発表を行うことで，生

徒は大きな刺激を得ることができた。オンライン

が主流となっているが，対面型で直接面と向かっ

て交流することの良さを再確認できた。また，教

師も他校の研究に触れることで，自校の生徒を指

導する際のヒントを得ることができた。特に指導

者こそ他校の指導者と対面で交流することが必要

であると感じた。  

８８．．次次年年度度のの MMSSEECC フフォォーーララムムにに向向けけてて  
（（１１））運運営営にに関関ししてて 

本年度は，オンライン＜日本語：県高校教育

課，英語：宮崎大宮高校（WWL 予算）＞対面＜

日本語：宮崎北（SSH 予算）＞ で運営したが，

宮崎大宮高校の WWWWLL 事事業業はは本本年年度度終終了了，宮崎

北の SSSSHH 事事業業はは次次年年度度終終了了である。次年度以降

は，県全体の事業として，自走できるように本

年度から準備する必要がある。 
特に，英語発表は，これまで宮崎大宮高校が

作り上げてきたノウハウを MSEC 加盟校の先

生方で広く共有し，MSEC 全体で企画運営でき

る体制を構築することが持続的な開催にとって

必要である。 
 
TTaabbllee1111  RR55  MMSSEECC フフォォーーララムムのの運運営営のの流流れれ（（案案）） 
  日程   
R4
年

度 
9 月～12 月 

幹事会で運営に関する業務の整理

と共有 
・対面型（宮崎北）  

・日本語オンライン（高校教育課） 
・英語オンライン（宮崎大宮） 

1 月 24 日（火） 
第 4 回 MSEC
協議会 

実施要項提示 

2 月 
MSEC 幹事会 

参加生徒・参加作品 概数調査 

仮登録 
【大会規模の確定】 

3 月 
MSEC 幹事会 

各部門の参加校の担当の割り振り 
【作業部会を設置】 

R5
年

度 

4 月下旬  
第 1 回 MSEC
協議会 

各部門の運営体制の決定 

5 月 参加者・参加作品 本登録 

5～7 月 MSEC
フォーラム準

備委員会 
各作業部会で準備 

7 月 12・13 日 R5 MSEC フォーラム 開催 

 
次年度の MSEC フォーラムを以下のように

開催する（MSEC 幹事会で議論し，MSEC 協議

会で決定した）。 

 

（（２２））参参加加ススタタイイルルににつついいてて 
 Table8 の通り，大会規模も大きくなり，各校

の優秀な生徒の発表会にすべきという意見も挙

がった。その反面，今回ようやく対面型で大規

模の発表会を実施できた。元々は，3 月の普通科

系専門学科の大会に出られない生徒や普通の生

徒が参加できる大会として位置付けた。また，

例年各校内で行っている発表会をフォーラムに

置き換えることによって各校内での教員の負担

が減るという趣旨もあった。 
  そこで，宮崎北高校としては，SSH の指定期

間である次年度までは本年と同じように大会を

運営したい。まずは，参参加加ししたた生生徒徒がが「「参参加加しし

ててよよかかっったた」」とと思思ええるる大大会会を目指したい。特に，

MSEC フォーラムの目的は，「「批批評評すするるここととよよ

りりもも自自分分たたちちにに足足りりなないいもものの，，他他校校のの発発表表をを見見

てて刺刺激激をを受受けけてて自自分分たたちちのの活活動動ににつつななげげてていいくく

ななどど生生徒徒もも教教員員もも学学びびのの場場ににすするる」」ことを主眼

に置きたい。 
  

＜R5 MSEC フォーラム＞ 
日程：7 月 12 日(水)および 13 日（木） 
場所：宮崎市総合体育館および宮崎県体育館な

どを仮予約中 
＊2 日間や複数会場の開催は仮登録の状況で

（幹事会・協議会）判断する 
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②②大大人人とと生生徒徒のの審審査査傾傾向向にに相相関関ははなないい  
1 作品に対する「大人（指導者・外部有識者）」

と「高校生」の平均得点には相関は見られなか

った(Fig.11)。投票型審査を行うための基準を明

確にする必要がある。ただ，一方で「見る人によ

って評価結果も変わる」ことを学ぶのも大切と

いう意見も挙がった（幹事会）。今後，審査項目

や配点などを参加校の教員と協議しながら審査

および評価について研究したい。  

  
FFiigg..1111  大大人人とと生生徒徒のの投投票票点点数数のの相相関関  

７７．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
 他校の生徒と合同で研究発表を行うことで，生

徒は大きな刺激を得ることができた。オンライン

が主流となっているが，対面型で直接面と向かっ

て交流することの良さを再確認できた。また，教

師も他校の研究に触れることで，自校の生徒を指

導する際のヒントを得ることができた。特に指導

者こそ他校の指導者と対面で交流することが必要

であると感じた。  

８８．．次次年年度度のの MMSSEECC フフォォーーララムムにに向向けけてて  
（（１１））運運営営にに関関ししてて 

本年度は，オンライン＜日本語：県高校教育

課，英語：宮崎大宮高校（WWL 予算）＞対面＜

日本語：宮崎北（SSH 予算）＞ で運営したが，

宮崎大宮高校の WWWWLL 事事業業はは本本年年度度終終了了，宮崎

北の SSSSHH 事事業業はは次次年年度度終終了了である。次年度以降

は，県全体の事業として，自走できるように本

年度から準備する必要がある。 
特に，英語発表は，これまで宮崎大宮高校が

作り上げてきたノウハウを MSEC 加盟校の先

生方で広く共有し，MSEC 全体で企画運営でき

る体制を構築することが持続的な開催にとって

必要である。 
 
TTaabbllee1111  RR55  MMSSEECC フフォォーーララムムのの運運営営のの流流れれ（（案案）） 
  日程   
R4
年

度 
9 月～12 月 

幹事会で運営に関する業務の整理

と共有 
・対面型（宮崎北）  

・日本語オンライン（高校教育課） 
・英語オンライン（宮崎大宮） 

1 月 24 日（火） 
第 4 回 MSEC
協議会 

実施要項提示 

2 月 
MSEC 幹事会 

参加生徒・参加作品 概数調査 

仮登録 
【大会規模の確定】 

3 月 
MSEC 幹事会 

各部門の参加校の担当の割り振り 
【作業部会を設置】 

R5
年

度 

4 月下旬  
第 1 回 MSEC
協議会 

各部門の運営体制の決定 

5 月 参加者・参加作品 本登録 

5～7 月 MSEC
フォーラム準

備委員会 
各作業部会で準備 

7 月 12・13 日 R5 MSEC フォーラム 開催 

 
次年度の MSEC フォーラムを以下のように

開催する（MSEC 幹事会で議論し，MSEC 協議

会で決定した）。 

 

（（２２））参参加加ススタタイイルルににつついいてて 
 Table8 の通り，大会規模も大きくなり，各校

の優秀な生徒の発表会にすべきという意見も挙

がった。その反面，今回ようやく対面型で大規

模の発表会を実施できた。元々は，3 月の普通科

系専門学科の大会に出られない生徒や普通の生

徒が参加できる大会として位置付けた。また，

例年各校内で行っている発表会をフォーラムに

置き換えることによって各校内での教員の負担

が減るという趣旨もあった。 
  そこで，宮崎北高校としては，SSH の指定期

間である次年度までは本年と同じように大会を

運営したい。まずは，参参加加ししたた生生徒徒がが「「参参加加しし

ててよよかかっったた」」とと思思ええるる大大会会を目指したい。特に，

MSEC フォーラムの目的は，「「批批評評すするるここととよよ

りりもも自自分分たたちちにに足足りりなないいもものの，，他他校校のの発発表表をを見見

てて刺刺激激をを受受けけてて自自分分たたちちのの活活動動ににつつななげげてていいくく

ななどど生生徒徒もも教教員員もも学学びびのの場場ににすするる」」ことを主眼

に置きたい。 
  

＜R5 MSEC フォーラム＞ 
日程：7 月 12 日(水)および 13 日（木） 
場所：宮崎市総合体育館および宮崎県体育館な

どを仮予約中 
＊2 日間や複数会場の開催は仮登録の状況で

（幹事会・協議会）判断する 
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開開発発課課題題  ＭＭＳＳＥＥＣＣ理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座をを利利用用ししたた探探究究型型学学習習かかららわわかかるるこことと 

文 責  河野 健太（宮崎北高等学校 教諭） 
 
 
１１．．本本事事業業のの目目的的 
本校の SSH 科学技術人材育成重点枠は，探究型

学習の全県普及が目標であり，科学の甲子園県予

選の審査時間に MSEC 理数系生徒探究活動講座を

開催し普及を推進する。今回はマニュファクチャ

リングを通して以下の 2 点を参加者に普及する。 
（（１１））「「頭頭のの中中だだけけでで考考ええたたこことと」」とと「「現現実実」」はは 

違違ううとと伝伝ええるる 
デザイン思考では「プロトタイプ」によって頭

の中のイメージと現実の差を埋める作業が重要と

される。受験に伴う外発的動機付けで勉強を行っ

てきた生徒は特に失敗を嫌う。探究活動において

も自身の頭の中を過信した状態になってしまう。

本事業では，各校から集まった理系の生徒に，試

技ができるものづくりに挑戦してもらい，失敗す

る経験を積ませる。試技が身につけば，探究活動

でも次のステップを自分で考えられるようになる。 
（（２２））探探究究活活動動にに必必要要なな「「デデザザイインン思思考考」」をを伝伝ええるる 

論理的に計画を立て，まずはやってみる。その

過程で様々な視点を得て改善する。探究活動にお

いても論理的思考，批判的思考，複眼的思考を心

掛けていれば，最終的には既成概念を打ち破る水

平思考に至る。マニュファクチャリングを体験し

た後に，今回の取り組みがデザイン思考を身に着

ける工程を模していることを説明し，印象付ける。 
なお，前年度までは探究活動の指導を受けてい

る生徒と知識偏重型の受験指導を受けている生徒

でマニュファクチャリングの成績を比較していた

が，現在はほとんどの学校で探究活動に取り組ん

でおり，上記の区別ではほとんど差が見られなく

なったため，行わない。 

２２．．開開発発仮仮説説 
・探究型学習を望む生徒は競技成績が良い 
・探究型学習は試行錯誤する能力を向上させる 

３３．．実実施施方方法法 
（（１１））ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ内内容容 
 課題はバルーンカーを行った(Fig.1&2)。プラ段

ボールに風船を載せ，より長い距離を走らせたチ

ームの優勝とする。初めは決められた材料しか渡

さないが，５枚のチケットを使って，新しい材料

との交換か，試技を行うことができる。また，事後

アンケートは 9 段階評価で行い，競技を行った後

は，探究活動における試行錯誤の意義を講義し，

主体的に考える大切さに気づかせる。 
（（２２））実実施施方方法法 
 開催日：令和４年 11 月 13 日（日）の午後 

 
Fig.1 本講座のレジュメ 

 
Fig.2 実際の競技 

 
連携先：高校教育課 
対象者：科学の甲子園に参加した生徒（8 校 111 名） 

 
４４．．結結果果とと考考察察 
（（１１））参参加加２２回回目目はは「「思思考考」」「「議議論論」」「「試試行行錯錯誤誤」」がが高高

いい 
 昨年に引き続き２回目の参加となる生徒は「じ

っくり思考する」「他者と議論する」「試行錯誤は

得意か」に高得点をつける生徒が多かった。昨年

の本講座や各校での探究活動を経て，試行錯誤に

自信を持った生徒が増えたといえる(Fig.3)。 
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Fig.3 思考・議論・試行錯誤に関する質問 
 
（（２２））年年度度比比較較でではは「「思思考考」」「「議議論論」」「「試試行行錯錯誤誤」」はは

同同水水準準をを維維持持 
 昨年度と今年度のアンケート結果を比較すると，

「じっくり思考する」「他者と議論する」「試行錯

誤は得意か」の項目は同水準を維持しており，や

や令和 4 年度のポイントが低かった(Fig.4)。これ

は令和 4 年度に MF を初めて経験する参加者が

10％ほど増加した影響だと考える。 

 
Fig.4 思考・議論・試行錯誤に関する質問 
 
（（３３））「「探探究究へへのの取取りり組組みみ」」はは昨昨年年よよりり増増加加 
 昨年よりも「探究活動に積極的に取り組んでい

る」と答えた学校が多く，生徒も探究活動が充実

していると実感している(Fig.5)。 

 
Fig.5 探究活動に積極的に取り組んでいるか 
 
（（４４））今今年年度度ののテテーーママはは難難易易度度がが高高かかっったた 
 昨年よりも製作時間の不足，考えすぎもしくは

考えなしに作業した生徒の割合が高くなった

(Fig.6)。これはテーマの難易度が高かったことを

示唆する。しかし難易度が高いことに対する不満

は無く，生徒たちは「こうすればよかったかも」

「次はこうしたい」などの感想が得られた。 

 

Fig.6 テーマの難易度に関する質問項目 
（（５５））試試技技回回数数がが成成績績にに反反映映さされれななかかっったた 
 試技をするほ

ど競技の成績が

上がる結果には

ならなかった

が，全ての班が

試技を行った

(Fig.7)。 
Fig.7 競技結果 

 
（（６６））生生徒徒ははほほぼぼ全全員員がが楽楽ししんんでで参参加加ししたた 

生徒の感想でテキストマイニングを行った。出

現頻度順で見た場合，講座全体に楽しさを感じ，

高い満足感を得ていることがわかる(Fig.8)。 
参加生徒の楽しみは，「ものづくり自体の楽しさ」 

「議論の楽しさ」に大別された。生徒の満足感，内

発的動機付

けを増やす

には普段の

授業での生

徒が議論す

る場を設け

るべきであ

る。 
 
（（７７））試試技技のの大大切切ささをを振振りり返返るる感感想想がが多多かかっったた 
 また，生徒感想のテキストマイニング結果をス

コア順で見た場合，試技に注目した生徒が多かっ

た。なおスコ

ア順とは，一

般的な単語

を取り除き

今回の文章

だけに出て

くる特徴的

な単語をカ

ウントした

結果である(Fig.9)。 
講座の最後に，デザイン思考の説明を行い，今

回の意図を参加者に伝えた。生徒感想は講座後に

書かれたものであり，試技を通して「ロジカルに

なりたい」などの感想がよく見られた。一方で各

校の探究活動の方針には差があり，ある高校の生

徒は「今回のような複数人での議論は普段体験し

ないのでとても

楽しかった。１人

ずつで探究活動

を行う本校のや

り方を改善して

ほしい。」などの

意見もあった。 

Fig.8  

Fig.9  

Fig.10 デザイン思考に関する講話 
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Fig.3 思考・議論・試行錯誤に関する質問 
 
（（２２））年年度度比比較較でではは「「思思考考」」「「議議論論」」「「試試行行錯錯誤誤」」はは

同同水水準準をを維維持持 
 昨年度と今年度のアンケート結果を比較すると，

「じっくり思考する」「他者と議論する」「試行錯

誤は得意か」の項目は同水準を維持しており，や

や令和 4 年度のポイントが低かった(Fig.4)。これ

は令和 4 年度に MF を初めて経験する参加者が

10％ほど増加した影響だと考える。 

 
Fig.4 思考・議論・試行錯誤に関する質問 
 
（（３３））「「探探究究へへのの取取りり組組みみ」」はは昨昨年年よよりり増増加加 
 昨年よりも「探究活動に積極的に取り組んでい

る」と答えた学校が多く，生徒も探究活動が充実

していると実感している(Fig.5)。 

 
Fig.5 探究活動に積極的に取り組んでいるか 
 
（（４４））今今年年度度ののテテーーママはは難難易易度度がが高高かかっったた 
 昨年よりも製作時間の不足，考えすぎもしくは

考えなしに作業した生徒の割合が高くなった

(Fig.6)。これはテーマの難易度が高かったことを

示唆する。しかし難易度が高いことに対する不満

は無く，生徒たちは「こうすればよかったかも」

「次はこうしたい」などの感想が得られた。 

 

Fig.6 テーマの難易度に関する質問項目 
（（５５））試試技技回回数数がが成成績績にに反反映映さされれななかかっったた 
 試技をするほ

ど競技の成績が

上がる結果には

ならなかった

が，全ての班が

試技を行った

(Fig.7)。 
Fig.7 競技結果 

 
（（６６））生生徒徒ははほほぼぼ全全員員がが楽楽ししんんでで参参加加ししたた 

生徒の感想でテキストマイニングを行った。出

現頻度順で見た場合，講座全体に楽しさを感じ，

高い満足感を得ていることがわかる(Fig.8)。 
参加生徒の楽しみは，「ものづくり自体の楽しさ」 

「議論の楽しさ」に大別された。生徒の満足感，内

発的動機付

けを増やす

には普段の

授業での生

徒が議論す

る場を設け

るべきであ

る。 
 
（（７７））試試技技のの大大切切ささをを振振りり返返るる感感想想がが多多かかっったた 
 また，生徒感想のテキストマイニング結果をス

コア順で見た場合，試技に注目した生徒が多かっ

た。なおスコ

ア順とは，一

般的な単語

を取り除き

今回の文章

だけに出て

くる特徴的

な単語をカ

ウントした

結果である(Fig.9)。 
講座の最後に，デザイン思考の説明を行い，今

回の意図を参加者に伝えた。生徒感想は講座後に

書かれたものであり，試技を通して「ロジカルに

なりたい」などの感想がよく見られた。一方で各

校の探究活動の方針には差があり，ある高校の生

徒は「今回のような複数人での議論は普段体験し

ないのでとても

楽しかった。１人

ずつで探究活動

を行う本校のや

り方を改善して

ほしい。」などの

意見もあった。 

Fig.8  

Fig.9  

Fig.10 デザイン思考に関する講話 
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開発課題 科学技術人材を目指す小中学生および高校生の育成 
文 責  永野 尭夫（宮崎北高等学校 教諭） 

 
  
１１．．目目標標  
 将来，科学技術人材として活躍できる人材を育

成することを目標とする。 
・本校サイエンス科生徒が探究活動関連の授業や

課外活動で学んできたことを他者に指導するこ

とで，その内容をより深く身につける 
・本校サイエンス科生徒が企画・準備・運営をする

ことで，計画性や主体性などを身につける 
・小中学生が実験やマニュファクチャリング（も

の作り）を通して，理科への興味・関心を高め，

科学技術人材育成を目指すきっかけとする 
 
２２．．仮仮説説  
・高校生が探究活動で身に付けるべき力や科学の

面白さをより深く理解する 
・高校生が他者に伝えることの重要性を理解する

とともに，行事の企画，運営を行うことで自ら

の学びに変えることができる 
・小中学生が理科に対する興味・関心を高めるこ

とができる 
・小中学生が科学に関する職業に携わる意欲を高

める 
 
３３．．対対象象者者とと指指導導者者  

（（１１））対対象象者者  

ＡＡ．．参参加加者者  

宮崎市・東諸県地区の希望する小中学生を対

象とする。40名程度を定員とする。 

  ＢＢ．．実実行行委委員員会会  

  本校サイエンス科生徒希望者で実行委員会を

組織する。人数制限は設けない。 

  
（（２２））指指導導者者  
本校サイエンス科職員が指導者（生徒のサポー

ト）としてあたる。全体サポート担当に 2 名，各

教室サポート担当に 1 名ずつ割り当てる。その他

必要に応じてサイエンス科職員がサポートする。 

 

４４．．方方法法  

（（１１））内内容容構構成成  

 ＡＡ．．実実験験教教室室  

  本校生徒は理科の授業や科学探究において

様々な実験を行っており，その内容は科学体験

講座として馴染みがある。また，小中学生が日

頃の理科の授業と関連づけ，取り組みやすい。 

ＢＢ．．ママニニュュフファァククチチャャリリンンググ  

 本校独自のプレ探究活動としてサイエンス科

1 年生に行っており，他学校生徒への普及経験

がある。また，サイエンス科生徒は 1 年次から

理数物理を履修しており，その知識を生かせる。 

  

（（２２））実実施施ままででのの流流れれ  
 約 4 ヶ月前に実行委員を組織し，内容選定・物

品購入・案内・集約・事前準備を行い，当日の運営

を迎える。 
 
（（３３））実実行行委委員員会会のの活活動動とと教教員員のの役役割割  
ＡＡ．．内内容容のの選選定定  

  生徒がグループまたは個人で考え，教員に対

してプレゼンする。複数案の中から生徒と教員

の討議により決定する。また，決定後も話し合

って改善する。 
ＢＢ．．実実行行委委員員のの活活動動  

  話し合いや予備実験，リハーサル，本番まで

生徒主体で行う。2 学年で構成し，企画段階は上

級生が進め，準備や運営の段階では上級生が下

級生に指導しながら進める。 
ＣＣ．．教教員員のの役役割割  

  内容に関するプレゼンの審査員，話し合いや

予備実験，本番に向けての準備全般においてア

ドバイザーに徹する。また，安全管理や報道対

応を行う。 
 
（（４４））調調査査方方法法とと評評価価方方法法 
  ＡＡ．．参参加加者者アアンンケケーートト，，イインンタタビビュューー 
  満足度や科学に関する職業に対する関心の度

合いを調査する。 

  ＢＢ．．実実行行委委員員アアンンケケーートト 
   各講座の要点に関して，「上手く伝えられたか」

や「自分の理解に繋がったか」を調査する。また，

実行委員を経験することで協働性や企画・運営

に対する意欲が向上したか調査する。 

  ＣＣ．．参参加加者者のの傾傾向向分分析析  

  学年別，回数別で調査する。 
 
５５．．結結果果  
（（１１））実実行行委委員員はは各各講講座座のの面面白白ささややププレレ探探究究活活動動

のの要要点点をを概概ねねううままくく伝伝ええるるここととががででききたたがが，，他他

者者にに伝伝ええるる事事のの難難ししささをを感感じじたた 
 参加者へ面白さやプレ探究活動の要点をうまく

伝えられたと感じた生徒が 60％～80％であるが，

うまく伝えられなかったと感じた生徒も 1 人～2
人いた（Fig.1，ABCGH）。一方で，他者へ伝えるこ

とに困難さを感じた生徒が 70％程度いた（Fig.1，
K）。 
 
（（２２））実実行行委委員員はは各各講講座座のの面面白白ささややププレレ探探究究活活動動

のの要要点点ををよよりり深深くく理理解解でできき，，ここのの企企画画をを自自分分のの
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学学びびにに繋繋げげるるここととががででききたた  

 実行委員の 80％以上がプレ探究活動の要点や面

白さをより理解できた（Fig.1，DEFIJ）。また，90％
以上の生徒が準備段階で仲間と協力することがで

き，企画・運営を自分の学びに変えることができた

（Fig.1，LM） 
 

 
 
（（３３））参参加加者者のの満満足足度度はは高高かかっったた  

 参加者の各講座に対する満足度はほぼ 100％で

あった（Fig.2，①③）（Fig.3，①③）。また参加し

たいと回答した参加者もほぼ 100％であった（Fig.2，
⑤）（Fig.3，⑤）。 
 
（（４４））科科学学にに関関すするる職職業業にに携携わわるる意意欲欲はは高高かかっったた  

 化学実験をするような職業，もの作りをするよ

うな職業に対する意欲は，児童生徒は 80%程度で，

保護者は 90％以上であった。 

 

 

 
  
（（５５））参参加加者者のの学学年年別別・・回回数数別別割割合合  
 小学 5 年生が 45％で一番多く，次いで，中学 3
年生が 20％であった（Fig.4）。また，約 10％の参

加者がリピーターとなっている（Fig.4）。 
  

  
  
６６．．開開発発成成果果のの検検証証・・評評価価  
 本校サイエンス科生徒が普段行っているプレ探

究活動や実験を，指導者という立場で再度体験す

ることでより深い理解に繋がっている。また，様々

な表現の場を設定することでより表現に対する学

びに繋がることも分かった。 
 小中学生や参観する保護者の満足度も非常に高

く，繰り返し参加する生徒もおり，科学技術人材育

成に十分寄与するものと考えられる。保護者の科

学系職業への関心も高めることができた。 
 
７７．．課課題題・・展展望望  

（（１１））本本校校ササイイエエンンスス科科生生徒徒のの学学びびのの充充実実  

 生徒が他者へ教える事への指導を強化する。ま

た，この事業を通して生徒に身に付けてほしい力

を明確にし，指導に当たる。 
 
（（２２））将将来来のの科科学学技技術術人人材材のの育育成成  

 本講座の目的である科学技術人材の育成を念頭

に置き，実験やもの作りの理論を説明したり，そ

の先にある職業観などにも触れたりしながら，将

来科学の力で社会に貢献する人材の育成を行いた

い。 

 
Fig.1：令和 4年度第 1回および第 2回の実行委員アンケー

ト結果（n=37） 
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た

B：議論することの大切さを伝え

られた

C：試行錯誤の大切さを伝えられ

た

D：もの作りへの自分の興味関心

が高まった

E：議論することの大切さを自分

が理解できた

F：試行錯誤の大切さを自分が理

解できた

G：実験の面白さを伝えられた

H：科学の面白さを伝えられた

I：実験の面白さを自分が理解で

きた

J：科学の面白さを自分が理解で

きた

K：人に教えることは簡単であっ

た

L：企画・準備のときに仲間と協

力できた

M：企画・運営は自分にとって良

い学びであった

まったくそうではない そうではない そうである とてもそうである
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Fig.2：令和 4年度第 1回および第 2回の参加者アンケ

ート結果（児童生徒，n=75） 
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Fig.3：令和 4年度第 1回および第 2回の参加者アンケ

ート結果（保護者，n=45） 
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Fig.4：R2～R4 までの参加者内訳（n=183） 
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④④  実実施施のの効効果果ととそそのの検検証証  

運営指導委員会による評価・助言を示す。 

【グラフ内の数値は，委員による 5 段階評価の平

均値から 100 点に換算した値の推移】 

１１．．MMSSEECC のの構構築築とと運運営営  
北高の SSH 枠

の中で MSEC
創設・発展を企

図した部分と広

域連携規模に拡

充した MSEC
との関係の整理

を望む。SSH 枠の中での成果として MSEC 運営

や県下に探究型学習を広める上で拘りたかった部

分が MSEC の中に活きているか。今後も北高の

成果を全体反映させる術を検討すべきである。 

２２．．MMSSEECC フフォォーーララムム  
MSEC フォーラ

ムを中心に研修

内容（課題）が

発見され，それ

を解決していく

流れが分かりや

すく，MSEC の

あり方をよく表

現できている。やや MSEC フォーラムが中心に

なりすぎている印象を持つが，交流のプラットフ

ォームとしての役割が定着しつつある。審査基準

の明確化は，「よい研究発表とは何か」を明示的

に示すものとなるので，策定すべきである。 

３３．．MMSSEECC 指指導導者者ワワーーククシショョッッププ  
オンラインも含

めてしっかりと

実行すべきであ

る。今一度，目

的・ねらい・期

待効果・その効

果をどのように

現場教育に活か

すことを想定するのかという点の幹事会や協議

会での認識共有と各校 PR が参加者利用の増加

に繋がるのではないか。 

４４．．MSEC 理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座 
競技の結果よりも

そこに至る「科学

的な過程」とそこ

から導きだされる

「考察」が大切で

ある。小中学生向

けを高校生が指導

するのはとてもよい。理想的には学校横断型の高

校生実行委員会みたいなものができるとよい。  

⑤⑤  成成果果のの発発信信・・普普及及  

<<令令和和 44 年年度度のの重重点点枠枠のの研研究究成成果果発発信信・・普普及及記記録録> 
日時  内容  詳 細  

2022.
6.19 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「わくわくサイ

エンス教室」の様子が掲載。 

2022.
6.22 

TV
番組 

MCN 宮崎ケーブルテレビ「マッ

クン情報局」の「ジモ通」で「わ

くわくサイエンス教室」の様子が

放映。 

2022.
7.13 

TV
番組 

UMK テレビ宮崎「スーパーニュ

ース」にて，「MSEC フォーラム」

の様子が放映。 
2022.
7.14 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「MSEC フォー

ラム」の様子が掲載。 

2022.
12.3 

TV
番組 

MRT 宮崎放送「みらいみやざき

まなび隊」にて「MSEC 理数系生

徒探究活動講座」の様子が放映。 

2022.
10.24 

成果 

発表 

第 3 回 MSEC 協議会にて，河野

健太教諭が，「科学系探究活動の

指導法」を発表。 
2022. 
12.17~
01.28 

ポスタ

ー展示 
宮崎県総合博物館にて MSEC 探

究活動ポスター展を開催。 

2022.
12.20 

新聞 

掲載 
宮崎日日新聞に，「探究発動合同

発表会」の様子が掲載。 
2023.
2. 

論文 

集 
MSEC 加盟校の生徒研究論文集

を発行 

⑥⑥  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの

方方向向性性  
（（１１））持持続続可可能能ななココンンソソーーシシアアムムのの構構築築にに向向けけてて  

・代表機関の県高校教育課と連携を図り，特に

MSEC 設置要綱の内容を検討する。 
・MSEC 加盟校の担当教師との協議を重視しな

がら，持続可能で協働的な運営を目指す。 

・「MSEC」自体の世間への認知も必要であり，

各報道機関等にもアピールする。 

（（２２））SSSSHH 校校ととししてて県県内内のの科科学学技技術術人人材材育育成成にに貢貢

献献ででききるる探探究究型型学学習習ココンンテテンンツツのの普普及及にに向向けけてて  

・SSH 事業 18 年の経験を持つ本校の研究開発内

容を整理し，MSEC 加盟校と共有できるシス

テムを構築する。 

（（３３））MMSSEECC フフォォーーララムムのの充充実実にに向向けけてて  

・本校教育開発部を中心に，現場の教員の声を大

切にしながら準備を進める。 
・評価方法および審査システムは，幹事会や協議

会で十分に検討し改善する。 

R1：90.0，R2：80.0，R3：78.6，R4：85.0 

 
FFiigg..22：：MMSSEECC ﾌﾌｫｫｰーﾗﾗﾑﾑのの運運営営指指導導委委員員会会ででのの評評価価  
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R1：---，R2：92.5，R3：76.9，R4：80.0 

 
FFiigg..33：：MMSSEECC指指導導者者ﾜﾜｰーｸｸｼｼｮｮｯｯﾌﾌﾟ゚のの運運営営指指導導委委員員会会ででのの評評価価  
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R1：88.0，R2：80.0，R3：84.3，R4：85.0 

FFiigg..44：：MMSSEECC理理数数系系生生徒徒探探究究活活動動講講座座のの運運営営指指導導委委員員会会ででのの評評価価  
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FFiigg..11：：MMSSEECCのの構構築築のの運運営営指指導導委委員員会会ででのの評評価価  

00 00
11

22
11

00

22

44

66

88

11 22 33 44 55

人人
数数

（（
人人

））

− 87−



 
 

 

令令和和元元年年度度採採択択  第第４４期期ＳＳＳＳＨＨ事事業業  44 年年次次  宮宮崎崎県県立立宮宮崎崎北北高高等等学学校校  研研究究開開発発実実施施報報告告書書  

❽－① 令和 4年度 運営指導委員会 議事録（重点枠） 

．．                                ❽❽  科科学学技技術術育育成成重重点点枠枠関関係係資資料料                                    

第 1 回 運営指導委員による課題に対する指導・助言 

MSEC 全般および全体協議「宮崎の探究型学習が発展するために」 
●MF の成果や報告書、MSEC 指導者ワークショップなどで普及活動ができている。小中学生向けのものを高校生が考え
るという取り組みはとても良い。 

●MSEC 理数系生徒探究活動講座の映像があったが、ただ「試行錯誤は面白い」だけにとどまらないようにしてほしい。
しっかり思考のステップを踏めば、思考が次に活きてくる。 
●MSEC 理数系探究講座等の取りまとめをどうするのか。この活動の意義と改善案の考察が大事になる。 

●MSEC フォーラムの順位付け（金賞・銀賞・奨励賞）の在り方をどうするのか。 

●MSEC フォーラムを県全体の事業として行うための具体的な案はあるのか。 

●今までは数値のみで評価していたが、「○○さんはどのようなところが素晴らしい」というような具体的な評価をした
方が良いのではないか。 

●どのような評価をするかを決めずに先に進んでいる。これでは、生徒がどのような目的・目標を持って頑張ればいいの
か見えなくなってしまう。 
 

第 2 回 運営指導委員による課題に対する指導・助言 
MSEC 全般および全体協議「今後の MSEC について」 

●MSEC は元々北高の SSH の研究枠の中でやろうという風に広まった。まだ、「北高の MSEC」というのは続いている。今
後広域連携で拡大した MSEC フォーラムなどが運営されるのはいいことなのだが、そこに北高独自の研究の知恵がどうい
う風に反映されるのか。これを棲み分けして整理していただくと、北高の SSH の事業の成果としてはっきりするのでは
ないか。これから続くであろう広域の MSEC の連携の中に知恵を入れ続けなければならない。すべてが北高の言う通りに
なるわけではないが、「我々はこれを研究して、これが良いと思った。」ということをどうやって反映させるか。この反映
のさせ方も今後の研究課題である。また、その中で、「生徒の意見」をどうやって反映させるのかというのも一工夫して
いただきたい。生徒の意見をうまく反映することができれば生徒の主体性ができる。「MSEC をどうするのか」という社会
課題の解決に生徒の意見が反映される。そこに新しい学びがある。 

●テーマ設定をした探究活動に取り組むときに、自分事の様に考えて欲しい。「自ら私たちがこうすればよりよくなるは
ずだ」、「私たちはこういうことができる」という風に考えるのがまさに主体的であり、自立的である。こういう発想をす
るように指導してほしい。 

●取り組みは非常にうまく進んでいると思う。今後リーダー校の負担をどうしていくのか、職業系の高校への呼びかけを
どういう風に考えているのか。 

●MSEC フォーラムの写真を見ていると、混雑しすぎているのではないか。アンケートにもあったが、これでは声が聞こ
えない。これが質疑応答に繋がらない原因の一つにもなっている。それを防ぐためにも、各校で選考したほうが良いので
はないか。全員に発表の機会を与えたうえで、MSEC フォーラムに参加する人を絞る方が効率が良いのではないか。 

●今回の MSEC フォーラムには教職員だけの交流会がなかった。やはり、意見交換の場として必要だと思う。 

●北高の SSH が最初に走って行って、それを追随していくような形でやっていければいいと思う。北高の SSH が終了し
たら、自力で県の活動としてやっていかないといけないので、県の教育委員会等のバックアップが必要。 

●MSEC というものの位置付けがより明確なものになってきて、流れが見やすくなっていると感じる。MSEC フォーラム
を中心として、課題が見つかり、指導者ワークショップで解決していくような流れで 1 つの学校交流のプラットフォーム
になっているんじゃないかと感じる。 
●MSEC フォーラムに関しては、あまり数を絞りすぎるのも良くないのではないか。熱意が低い生徒・グループ・学校が、
熱意が高い生徒・グループ・学校に触れる機会になっているという見方もできる。そういったことは底上げといった点で
は重要ではないか。 

●MSEC 加盟団体の増加の話があったが、MSEC フォーラムの参加権や指導者ワークショップの参加権を得るというメリ
ットがあって、MSEC フォーラム参加者等の絞り込みに繋がっていると考えることもできる。ある程度やる気のある、義
務を背負える参加校だけという風になるのも致し方ない。ただし、成果を非参加校にも広めていかないといけないので、
参加することによるメリットをより明確にしなければならない。 
●「普段の先生方は多忙で、参加を任意にしても、なかなか集まらない。多少無理やりでも集めた方がいい。」のとこ
ろ、大きな課題だと思う。いかに多くの先生方をやる気にさせるのか、その方法が重要なのではないか。 

●北高の SSH は来年度で終了となるが、MSEC や MSEC フォーラムの運営を県としてはどのように考えているのか。ま
た、北高側から県に対して要望等ないのか。 
●広域連携という形で県内のほかの学校の方々とやっていくというのは素晴らしい取り組みだと思う。教員が転勤等して
いく中で全体の底上げやそれぞれの分野の生徒・先生方の関わり方を作り上げていくのかという所が大事だと思う。 
●MSEC フォーラムは分野ごとに会場や日程を分けてみてはどうか。その方が質問等しやすくなるのではないか。 

●MSEC フォーラムでは順位は付けないと言っていたが、全国大会等を目指すのであれば、優秀な作品に賞を与えたりし
た方が良いのではないか。 
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方が良いのではないか。 
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●MSEC フォーラムは分野ごとに会場や日程を分けてみてはどうか。その方が質問等しやすくなるのではないか。 

●MSEC フォーラムでは順位は付けないと言っていたが、全国大会等を目指すのであれば、優秀な作品に賞を与えたりし
た方が良いのではないか。 
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みやざきＳＤＧｓ教育コンソーシアム設置要綱 

令和３年１０月１日  

  教 育 庁 高 校 教 育 課 

（設置目的） 

第１条 本県高等学校において、次の目的を達成するために、本組織を設置する。 

(1) 文理にとらわれない多様な学びである探究型学習を通して、ＳＤＧｓの実現を目指す意識を醸成し、地域

のみならず日本、世界で活躍し、次の社会を牽引する新たな価値や産業を創造し得る力を有し、社会の発展

に寄与できる人材育成を図る。 

(2) 前号を実現するため、これまでの基礎的・基本的な知識・技能の学びを大切にしながら、次の社会を担う

高校生に必要とされる資質・能力を育むための「探究的な学び」を推進する。 

(3) 本組織に参加する各高等学校等が、それぞれの特色を生かしながら、全県的に「探究的な学び」の浸透と、

その指導方法の充実を図るための拠点校となるとともに、更なる本県の高校教育の進展と活性化につながる

取組を行う。 

 

（名称） 

第２条 本組織は、みやざきＳＤＧｓ教育コンソーシアム（以下「ＭＳＥＣ」という。）と称する。 

 

（事業活動） 

第３条 ＭＳＥＣは、第１条の目的を達成するため、次の事業活動を行う。 

(1) ＭＳＥＣ協議会 

 ア 構成機関における教育プログラムの情報共有 

 イ 県内高等学校における教員の指導力向上に関する研修 

 ウ 県内高校生による発表大会の企画 

(2) ＭＳＥＣフォーラム 

 ア 県内高校生による探究型学習の発表 

 イ 発表の場を経験することによる県内高校生の思考力・判断力・表現力の養成 

 ウ 構成機関における教員の発表大会の企画・運営及び評価の方法の研修 

(3) 構成機関主催の教育プログラム及び諸企画の広報 

(4) その他、目的を達成するために必要な事業活動 

 

（構成機関等） 

第４条 ＭＳＥＣは、別表１に掲げる構成機関及び別表２に掲げる支援機関をもって構成する。 

２ ＭＳＥＣには、代表機関、会長、副会長及び幹事を置く。 

３ 代表機関は教育庁高校教育課とする。 

４ 会長は、教育庁高校教育課長とする。 

５ 副会長は、教育庁高校教育課課長補佐（政策）及び第６条第７項に掲げる者とする。 

６ 幹事は、教育庁高校教育課指導主事及び第６条第８項に掲げる者とする。 

 

（構成機関の役割） 

第５条 前条の構成機関は、本県における探究型学習の普及とＳＤＧｓを推進する次の社会の担い手となる県内

高校生の育成に当たり、次に掲げる事項について、その具体的な連携・協力を推進する。 

(1) 協議会への出会に関すること。 

(2) ＭＳＥＣが主催する行事の運営に関すること。 

(3) その他構成機関が協議して必要と認める事項 

 

（幹事校） 

第６条 ＭＳＥＣにおける事業活動の企画・立案を担う高等学校・中等教育学校を幹事校とする。 

２ 主幹事校を宮崎北高等学校とする。 

３ 幹事校は７校以内とする。 

４ 幹事校は、構成機関の互選で定める。 

５ 幹事校の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

６ 幹事校にＭＳＥＣの副会長及び幹事を置く。 
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７ 副会長は、幹事校の校長とする。 

８ 幹事は、幹事校の教諭等とする。 

 

（会議） 

第７条 ＭＳＥＣは、ＭＳＥＣ協議会（以下「協議会」という。）のほか、ＭＳＥＣ幹事会（以下「幹事会」とい

う。）を置く。 

 (1) 協議会 

協議会は、会長が招集し、副会長、加盟校の校長及び各構成機関の 1 名以上の者をもって構成し、会長を

議長とし、幹事会の原案をもとに次の協議・研修等を行う。 

 ア 構成機関における教育プログラムの情報共有 

 イ 県内高等学校における教員の指導力向上に関する研修 

   ウ 県内高校生による発表大会の企画 

 (2) 幹事会 

   幹事会は、会長が招集し、幹事により構成し、主幹事校長を議長とし、次の協議等を行う。 

 ア ＭＳＥＣ協議会における協議内容の企画・立案 

 イ 県内高等学校における教員の指導力向上に関する研修の企画・立案 

ウ 県内高校生による発表大会の企画・立案 

 

（支援機関の役割） 

第８条 第４条の支援機関は、本県における探究型学習の普及とＳＤＧｓを推進する次の社会の担い手となる県

内高校生の育成に当たり、次に掲げる事項について、その具体的な支援を行う。 

(1) ＭＳＥＣが主催する行事に関すること。 

(2) その他支援機関が協議して必要と認める事項 

 

（新規加盟） 

第９条 新規にＭＳＥＣへの加盟を希望する団体は、代表機関に随時申請を行い、代表機関が適切な団体と判断

したときは、加盟を認めることができる。 

 

（庶務） 

第10条 ＭＳＥＣの庶務は、教育庁高校教育課において処理する。 

 

（委任） 

第11条 この要綱に定めるもののほか、ＭＳＥＣの運営に関し必要な事項は、教育庁高校教育課長が別に定める。 

 

附 則  この設置要綱は、令和元年７月２４日から施行する。 

附 則  この設置要綱は、令和２年４月２７日から施行する。 

附 則  この設置要綱は、令和３年１月２７日から施行する。 

附 則  この設置要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則  この設置要綱は、令和３年１０月１日から施行する。 
 

別表１（第４条関係） 

機  関  名 

宮崎県教育庁高校教育課（代表機関）    

宮崎北高等学校    宮崎大宮高等学校   五ヶ瀬中等教育学校    宮崎南高等学校     

飯野高等学校     高鍋農業高等学校    延岡高等学校        宮崎西高等学校 

都城泉ヶ丘高等学校  宮崎海洋高等学校   高鍋高等学校       都城西高等学校 

延岡星雲高等学校   日向高等学校     宮崎県高等学校文化連盟自然科学専門部 

小林高等学校     日南高等学校     高千穂高等学校      福島高等学校 
 

別表２（第４条関係） 

なし 
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